
担当者 教科書／副教材

国語科
ひとりだちするための国語
【光村】こくご（一）上・下

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技）漢字と仮名を用いた表
記や送り仮名の付け方を理解して
文や文章の中で使うことができ
る。(高1段階ア(ｳ））
(思判表力)相手や目的を意識し
て、書くことを決め、伝えたいこ
とを明確にすることができる。
（高1段階Ｂア）
(学･人)言葉が持つ良さに気づ
き、国語で思いや考えを伝え合お
うとすることができる。（高1段
階）

(知・技）漢字と仮名を用いた表
記や送り仮名の付け方を理解して
文や文章の中で使っている。
(思・判・表）相手や目的を意識
して、書くことを決め、伝えたい
ことを明確にしている。
(主学)言葉が持つ良さに気づき、
国語で思いや考えを伝え合おうと
している。

単元名「自己紹介をしよ
う」
・自己紹介シートを作ろう

・文章やイラストを用いて、読み手に伝わるよう
に自己紹介シートを作成する。（知及び技に関す
る内容）
・自分の好きなことや得意なこと、長所・短所な
どの情報を形式に当てはめながら整理する。(思
判表力に関する内容）
・友達の自己紹介シートを見て、気づいたことや
感じたことを、感想として発表する。（学・人に
関する内容）

8

(知及技）幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づくことが
できる。（高1段階ウ(ｳ））
(思判表力）文章を読んで理解し
たことに基づいて、感想や考えを
もつことができる。(高1段階Ｃ
オ）
(学・人）言葉の良さを認識し、
幅広く読書に親しもうとすること
ができる。（高1段階）

(知・技）幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づいてい
る。
(思・判・表）文章を読んで理解
したことに基づいて、感想や考え
を持っている。
(主学）言葉の良さを認識し、幅
広く読書に親しもうとしている。

単元名「読書に親しもう」
・図書館オリエンテーショ
ン
・読書活動

・図書館オリエンテーションを通して、図書館の
利用方法を確認する。(知及び技に関する内容）
・図書館の利用を通して、様々な分野や種類の書
物が存在にすることに気づき、読みたい本を選ぶ
ことができる。（思判表力に関する内容）
・図書館に有る様々な本を実際に手に取ること
で、読書に対する意欲を高め興味・関心の幅を広
げる。（学・人に関する内容）

12

(知及技）事柄の順序など、情報
と情報との関係について理解する
ことができる。（中1段階イ
(ｱ））
(思判表力）語と語や文と文との
関係を基に、出来事の順序など内
容の大体をとらえることができ
る。（中2段階Ｃイ）
(学・人）言葉がもつよさに気づ
くとともに、国語を大切にして思
いや考えを伝え合おうとすること
ができる。（高1段階）

(知・技）事柄の順序など、情報
と情報との関係について理解して
いる。（中1段階イ(ｱ））
(思・判・表））語と語や文と文
との関係を基に、出来事の順序な
ど内容の大体をとらえている。
（中2段階Ｃイ）
(主学）言葉がもつよさに気づく
とともに、国語を大切にして思い
や考えを伝え合おうとしている。
（高1段階）

単元名「新聞を読もう」
・新聞記事を読もう
・ﾚｯﾂ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ･NIE
・実習新聞作成

・新聞を読んで見出し語やリード文を見つける。
(知及び技に関する内容）
・新聞を読んで、記事の内容について感想をまと
める。（思判表力に関する内容）
・感想を伝え合うことで、一人一人感じ方に違い
があることに気づく。（学・人に関する内容）

8

(知及技）お礼状の書き方を理解
することができる。(高1段階)
（思判表力)相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確にするこ
とができる。(高1段階Ｂ（ア）)
(学･人)手紙で相手に感謝の気持
ちを伝える良さに気づくことがで
きる。(高1段階)

(知・技）お礼状の意義や書き方
を理解して書くことができてい
る。
(思･判･表)相手や目的を意識した
表現になっているかを確かめ、文
を整えて書くことができている。
(主学)お礼状作成を通して、言葉
がもつよさを認識し、思いや考え
を伝え合おうとしている。

単元名「はがきを書こう」
・お礼状の練習
・季節の便り

・手紙やはがきの正しい書き方に基づいて、挨拶
語や結びの言葉、感謝を伝える文章をバランスよ
く書く。（知及び技に関する内容）
・校内実習で学んだことや、手紙を受けとる相手
への感謝の気持ちを文章にまとめる。（思判表力
に関する内容）
・お礼状や季節のお便りの定型を用いて文章を作
成することで、自分の課題や今後の目標を明らか
したり、感謝の気持ちを伝えることができる。
（学・人に関する内容）

令和8年度 高等部　1年（　Ⅱ課程　Ａ類型　）国語科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

105 高等部1学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しむことができるようにする。
(高１段階)

(思判表力)　筋道を立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるようにする。(高１段階)

(学･人) 言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養
う。（高１段階）

1
学
期



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

12

(知及技）生活の中で身近に使わ
れている言葉を知り、使うことが
できる。（高1段階ウ(ｲ））
(思判表力）相手や目的に応じた
話し方で話すことができる。(中1
段階Ａエ）
(学・人）生活の中で身近に使わ
れている言葉を知り、使うことに
より様々な表現に親しもうとする
ことができる。(高1段階）

(知及技）生活の中で身近に使わ
れている言葉を知り、使用してい
る。（高1段階ウ(ｲ））
(思判表力）相手や目的に応じた
話し方で話している。(中1段階Ａ
エ）
(主学）生活の中で身近に使われ
ている言葉を知り、使うことによ
り様々な表現に親しもうとしてい
る。(高1段階）

「表現力を高めよう」
・方言に親しもう
・敬語

・丁寧語の使い方や身近な方言（挨拶や家族の呼
称）や、地域のことわざ（黄金言葉）の意味を調
べる。（知及び技に関する内容）
・文例を参考に、丁寧語を使用して相手への謝意
を表現するお礼状を書く家族の呼称や挨拶の関す
る方言を使って会話をする。（思判表力に関する
内容）
・身近な方言や丁寧語を使って会話をしたり、文
章を作成することにより、敬語や方言に親しむこ
とができる。（学・人に関する内容）

22

(知及技）考えとそれを支える理
由など、情報と情報との関係につ
いて理解することができる。（中
2段階イ(ｱ））
(思判表力）登場人物の行動や心
情などについて叙述を基に捉える
ことができる。(高1段階Ｃア）
(学・人）読書に親しみ、様々な
文学や詩にふれあい、楽しもうと
することができる。(高1段階）

(知・技）考えとそれを支える理
由など、情報と情報との関係につ
いて理解している。（中2段階イ
(ｱ））
(思・判・表）登場人物の行動や
心情などについて叙述を基に捉え
ている。(高1段階Ｃア）
(主学）読書に親しみ、様々な文
学や詩にふれあい、楽しもうとし
ている。(高1段階）

単元名「物語を読もう」
・蜘蛛の糸
・生きる

・本文を読み、場面の変化や登場人物の行動や様
子を読み取る。（知及び技に関すること）
・登場人物の性格や考え方について考えたり、登
場人物と自分自身を比べて、共通点や相違点を考
える。（思判表力に関すること）
・自分自身と作中の人物の比較を通して、多様な
価値観に触れ、読書の楽しさ・奥深さを感じる。
（学・人に関する内容）

8

(知及技）お礼状の書き方を理解
することができる。（高1段階）
（思判表力)相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確にするこ
とができる。（高1段階Ｂ
（ア））
(学･人)手紙で相手に感謝の気持
ちを伝える良さに気づくことがで
きる。（高1段階）

(知・技）お礼状の意義や書き方
を理解して書くことができてい
る。
(思･判･表)相手や目的を意識した
表現になっているかを確かめ、文
を整えて書くことができている。
(主学)お礼状作成を通して、言葉
が持つ良さを認識し、思いや考え
を伝え合おうとしている。

単元名「お礼状を書こう」
・お礼状の練習
・季節の便り

・手紙の正しい書き方に基づいて、挨拶語や結び
の言葉、感謝を伝える文章をバランスよく書く。
（知及び技に関する内容）
・校内実習で学んだことや、手紙を受けとる相手
への感謝の気持ちを文章にまとめる。（思判表力
に関する内容）
・お礼状の定型を用いて文章を作成することで、
自分の課題や今後の目標を明らかにし、感謝の気
持ちを伝える。（学・人に関する内容）

5

(知及技）姿勢や筆記用具の持ち
方を正しくし、文字の形に注意し
ながら丁寧に書くことができる。
（中段2階ウ(ｳ）ｱ　）
(思判表力）書体に工夫をこらし
ながら毛筆で新年の目標を表現す
ることができる。（中２段階Ｂ
ウ）
(学・人）正月あそびや書き初め
体験を通して、日本文化に親しも
うとすることができる。（高１段
階）

(知・技）姿勢や筆記用具の持ち
方を正しくし、文字の形に注意し
ながら丁寧に書いている。
(思・判・表）書体に工夫をこら
しながら毛筆で新年の目標を表現
している。
(主学）正月あそびや書き初め体
験を通して、日本文化に親しもう
としている。

単元名「日本文化に親しも
う」
・正月あそび
・書き初めをしよう

・文字の組み立てや、書道道具や筆の扱い方を理
解する。（知及び技に関する内容）
・毛筆を用いて、書体を意識しながら書写を行
う。(思判表力に関する内容）
・カルタや福笑い、双六などの正月遊びや書き初
めを通して、初春の儀式や行事に親しむ。（学・
人に関する内容）

15

(知及技）考えとそれを支える理
由など、情報と情報との関係につ
いて理解することができる。（中
2段階イ(ｱ））
(思判表力)語と語や文と文との関
係を基に、必要な情報を抽出し、
内容の大体を捉えることができ
る。(中2段階Ｃイ）
(学・人）言葉が持つ良さを認識
し、国語を大切にして思いや考え
を伝え合おうとすることができ
る。（高1段階）

(知・技）考えとそれを支える理
由など、情報と情報との関係につ
いて理解している。
(思・判・表）語と語や文と文と
の関係を基に、出来事の順序や気
持ちの変化など内容の大体を捉え
ている。
(主学）言葉が持つ良さを認識
し、国語を大切にして思いや考え
を伝え合おうとしている。

単元名「情報を読み取ろ
う」
・手紙・案内文

・文章を読み、各段落の中心となる語や文を捉え
る。(知及び技に関する内容）
・文中から得た情報を、分析したり推論しなが
ら、問に対する答えを導き、語句や文章で表現す
る。（思判表力に関する内容）
・身近な案内文や手紙の中から、必要な情報を取
り出し、言葉が持つ伝える力を確認する。（学・
人に関する内容）

10

(知及技）漢字と仮名を用いた表
記や送り仮名の付け方を理解し
て、文や文章の中で使うことがで
きる。（高1段階(ウ））
（思・判表力）書く内容の中心を
決め、自分の考えと理由などとの
関係を明確にして、文章の構成を
考えることができる。（中2段階
Ｂイ）
（学・人）自分の考えや思いを素
直に表現しようとすることができ
る。（高1段階）

(知・技）漢字と仮名を用いた表
記や送り仮名の付け方を理解し
て、文や文章の中で使用してい
る。
(思・判・表）書く内容の中心を
決め、自分の考えと理由などとの
関係を明確にして、文章の構成を
考えている。
(主学）自分の考えや思いを素直
に表現しようとしている。

単元名「手紙を書こう」
・2年後の自分への手紙

・手紙の正しい書き方に基づいて、挨拶語や結び
の言葉、伝えたい内容に関する文章をバランスよ
く書く。(知及び技に関する内容）
・この1年間で最も楽しかった出来事や思い出、
感謝の気持ち、高等部を卒業する自分を想像して
激励する言葉などを項目毎にメモでまとめ、手紙
を作成する。（思判表力に関する内容）
・自分の思いや考えを、素直に文章で表現する。
（学・人に関する内容）

留意点
引継ぎ等

・全ての単元において、テストや提出物、発表、課題への取り組み状況、自己評価を評価資料とする。

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

国語科
東京書籍

こくご☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技）運筆のワークシート
に取り組むことができる（中1
段階：ア(エ)）
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができる。（小２段
階：Bア）
(学･人)身近なものものの名前
に興味を持ち書こうとすること
ができる。（小３段階）

(知・技）直線や曲線などの形
を意識しながら線をなぞること
ができている。
(思･判･表)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができている。
(主学)身近なものの名前に興味
を持ち書こうとしている。

単元１
「運筆練習をしよう」
「なぞり書きをしよう」

・鉛筆やペン、クレヨン、チョークなど、
各々に適した筆記用具を見つけ、線をなぞ
る。（知及び技に関する内容）
・持ちやすい筆記用具を見つけ、形を意識し
ながらなぞり書きをする。（思判表力に関す
る内容）
・様々な線や形を楽しみながら、なぞり書き
をする。（学・人に関する内容）

12

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階：ア(ア)）
(思判表力)絵本の読み聞かせを
聞くことができる。（中１段
階：Cア）
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
1段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思判表力)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
くことができている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持って聞こうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ➀」

・周りの人とのやり取りの中で言葉の持つ働
きについて知る。（知及び技に関する内容）
・音を模倣したり身振りで表現したりする。
（思判表力に関する内容）
・周りの人とのやり取りを通して興味関心を
もち、読書に親しむ。（学・人に関する内
容）

11

(知及技）発声や発音に気をつ
けたり、声の大きさを調節した
りして話すことができる。（中
2段階ア(イ)）
(思判表力)相手に伝わるように
発音や声の大きさ、速さに気を
つけて話したり、話し方を工夫
したりすることができる。（中
2段階：Aエ）
(学･人)授業の流れを把握し、
授業へ主体的に参加する意欲を
育む。（中２段階）

(知・技）発声や発音に気をつ
けたり、声の大きさを調節した
りして話すことができている。
(思判表力)相手に伝わるように
発音や声の大きさ、速さに気を
つけて話したり、話し方を工夫
したりすることができている。
(主学)教師の呼びかけに反応
し、質問や課題に取り組もうと
している。

単元３
「友達に呼びかけてみよ
う」

・発声や発音、声の大きさなどをカードや実
際の動きで確認する。（知及び技に関する内
容）
・相手に伝わるようにするには、どうすれば
いいかロールプレイで確認する。
・毎時の基本的な授業の流れや始まりや終わ
りの挨拶等を、教師と一緒に発声しながら確
認する。（学・人に関する内容）

12

(知及技）身近な人とのやり取
りを通して物の名前や動作など
いろいろな言葉の種類にふれる
ことができる。（小2段階：ア
(ウ)）
(思判表力）絵本や易しい読み
物などを読み、挿絵と結びつけ
て想像することができる。（小
3段階Cア）
(学･人)いろいろな言葉にふ
れ、親しみを持って取り組むこ
とができる。（中1段階）

(知・技）身近な人とのやり取
りを通して物の名前や動作など
いろいろな言葉の種類にふれる
ことができている。
(思判表力)絵本や易しい読み物
などを読み、挿絵と結びつけて
想像することができている。
(主学)いろいろな言葉にふれ、
親しみを持って取り組もうとし
ている。

単元１
「身近なものの名前を知
ろう」

・食べ物、乗り物、身体の部位、生活用品、
など身近なものの名前を聞いて絵カードを選
択する。（知及び技に関する内容）
・学習した言葉を、絵本や挿絵などから探し
て文字とマッチングさせる。（思判表力に関
する内容）
・カードや絵本など自分で好きな学習教材を
選択する。（学・人に関する内容）

令和　8年度 高等部　１年（　　Ⅱ課程 B類型　）国語科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

105 高等部１年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しむことができるよう
にする。(高１段階)
　
(思判表力) 筋道を立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるようにする。　（高１段階）
　
(学･人) 言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする
態度を養う。（高１段階）

1
学
期



22

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階ア(ア)）
(思判表力)絵本の読み聞かせを
聞くことができる。（中１段
階：Cア）
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
1段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思判表力)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
くことができている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持って聞こうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ②」

・周りの人とのやり取りの中で言葉の持つ働
きについて知る。（知及び技に関する内容）
・音を模倣したり身振りで表現したりする。
（思判表力に関する内容）
・季節に合った内容の絵本や短い話など複数
の中から自分で選択する。（学・人に関する
内容）

8

(知及技）姿勢や筆記用具の持
ち方を正しくし、文字の形に注
意しながら丁寧に書くことがで
きる。（中1段階ウ(ウ)）
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができる。（小２段
階：Bイ）
(学･人)文字や形を書くことに
興味を持って取り組むことがで
きる。（中1段階）

(知・技）姿勢や筆記用具の持
ち方を正しくし、文字の形に注
意しながら丁寧に書くことがで
きている。
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができている。
(主学)文字や形を書くことに興
味を持って取り組もうとしてい
る。

単元３
「自分で選んでやってみ
よう」

・姿勢や筆記用具の持ち方などを意識して書
く。（知及び技に関する内容）
・書きやすい筆記用具を選択し、線引きや自
分の名前のなぞり、模写などの練習に繰り返
し取り組む。（思判表力に関する内容）
・線や曲線、文字など複数の課題から、自ら
選択し取り組む。（学・人に関する内容）

5

(知及技）様々な筆記用具があ
ることを知り、それらを活用し
て書くことができる。（中1段
階ウ(ウ)）
(思判表力)簡単な語句や形を毛
筆で書くことができる。（小３
段階Bウ）
(学･人)様々な筆記用具に興味
を持ち、感触を楽しむことがで
きる。（中1段階）

(知・技）筆記用具を選択し、
道具の特徴をいかして書こうと
している。
(思判表力)簡単な語句や形を毛
筆で書くことができている。
(主学)様々な筆記用具に興味を
持ち、感触を楽しもうとしてい
る。

単元１
「道具を使って書いてみ
よう」

・普段使用しない筆記用具の筆や筆ペンなど
を使用し、習字紙などに書く。（知及び技に
関する内容）
・筆や筆ペンなどの感触を楽しみ、好きな文
字を書いたり線を引いたりする。（思判表力
に関する内容）
・様々な筆記用具に興味を持ち、感触を楽し
もうと自由に取り組む。（学・人に関する内
容）

15

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階ア(ア)）
(思判表力)自分で選択した絵本
を自身で読んだり、読み聞かせ
を楽しんだりことができる。
（高１段階：ウ（ｳ））
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
2段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思判表力)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
いたり、伝えようとしている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持ってきこうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ③」

・読み聞かせを通して、様々な言葉を学習し
語彙を増やす。（知及び技に関する内容）
・絵本や簡単な表現を声に出して読む。（思
判表力に関する内容）
・図書室で様々な本に触れ自分で選択する楽
しさを感じる。（学・人に関する内容）

10

(知及技）短い文や詩などを音
読したり暗唱したりするなどし
て、言葉の響きやリズムに親し
むことができる。（中2段階ウ
(ア)）
(思判表力)短い文や詩などを読
んだり、聞いたりして好きな場
面を伝えたり、言葉などを模倣
したりすることができる。（小
2段階Cエ）
(学･人)友達や教師と一緒に、
挨拶や呼びかけなどを表現し、
相手とのやり取りを楽しむこと
ができる。（中2段階）

(知・技）短い文や詩などを音
読したり暗唱したりするなどし
て、言葉の響きやリズムに親し
むことができている。
(思判表力)短い文や詩などを読
んだり、聞いたりして好きな場
面を伝えたり、言葉などを模倣
したりすることができている。
(主学)友達や教師と一緒に、挨
拶や呼びかけなどを表現し、相
手とのやり取りを楽しもうとし
ている。

単元３
「やりとりを楽しもう」

・短い文や詩などを暗唱し言葉の響きやリズ
ムに親しむ。（知及び技に関する内容）
・気に入った言葉や音を読んだり聞いたりし
て、好きな場面を伝えたり、言葉などを模倣
する。（思判表力に関する内容）
・音やリズムをつけながら繰り返し挨拶した
り模倣したりして、表情や身振り、簡単な話
し言葉で交流する。（学・人に関する内容）

留意点
引継ぎ等

・全ての単元において、テストや提出物、発表、課題への取り組み状況を評価資料とする。

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

国語科
くらしに役立つ　国語

ゆっくり学ぶ子のための国語

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技）相手を見て話したり、聞
いたりするとともに､他者の話を簡
単にまとめることができる。【高
１段階ア（イ）】
(思判表力)相手や目的を意識し
て、書くことを決め、伝えたいこ
とを明確にすることができる。
【高１段階Ｂア】
(学･人)言葉が持つ良さに気づき、
国語で思いや考えを伝え合おうと
することができる。【高2段階】

(知・技）相手を見て話した
り、聞くことができ、他者の話
をまとめている。
(思･判･表)自分についての情報
を書き出し、言葉にしている。
(主学)言葉が持つ良さに気づ
き、国語で思いや考えを伝え合
おうとしてる。

単元名「自己紹介をしよ
う」
・自己紹介シートを作ろう

・文章やイラストを用いて、詠み手に伝わるよう
に自己紹介シートを作成する。（知及び技に関す
る内容）
・自分の好きなことや得意なこと、長所・短所な
どの情報を形式に当てはめながら整理する。(思
判表力に関する内容）
・友達の自己紹介シートを見て、気づいたことや
感じたことを、感想として発表する。（学・人に
関する内容）

9

(知及技）幅広く読書に親しみ、読
書が必要な知識や情報を得ること
に役立つことに気づくことができ
る。【高1段階ウ（ウ）】
(思判表力)文章を読んで理解した
ことにい基づいて、自分の考えを
まとめることができる。【高２段
階Ｃ（オ）】
(学･人)幅広く読書に親しもうとす
ることができる。【高１段階】

(知・技）幅広く読書に親しみ､
読書が必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づいてい
る。
(思･判･表)文章を読んで理解し
たことに基づいて、自分の考え
を持っている。
(主学)幅広く読書に親しもうと
している。

単元名「読書に親しもう」
・読書活動

・公共施設として図書館を正しく利用することが
できる。(知及び技に関する内容）
・図書館の利用を通して、様々な分野や種類の書
物が存在にすることに気づき、読みたい本を選ぶ
ことができる。（思判表力に関する内容）
・図書館に有る様々な本を実際に手に取ること
で、読書に対する意欲を高め興味・関心の幅を広
げる。（学・人に関する内容）

8

(知及技）日常よく使われる丁寧
語、敬語を理解し使うことができ
る。【高1段階ア（カ）】
(思判表力)相手に伝わるように、
言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫することができる。【高1
段階Ａエ】
(学･人)言葉がもつよさを認識する
とともに、正しい丁寧語を用いて
伝え合うことができる。【高１段
階】

(知・技）日常でよく使われる
丁寧語や敬語を理解し使うこと
ができている。
(思･判･表)正しい丁寧語を用い
て、相手に伝わるように言葉の
抑揚や強弱、間の取り方などを
工夫して話そうとしている。
(主学)言葉がもつよさを認識す
るとともに、正しい丁寧語を用
いて伝えようとしている。

単元名「敬語をつかおう
Ⅰ」
・敬語をつかおう
・電話を利用しよう
・実習先でのやり取りを考
える
・メモの取り方

・丁寧語を理解し、それを活用して電話でのやり
とりができる。（知及び技に関する内容）
・文例を参考に、丁寧語を使用して相手へ言葉で
伝えることができる。（思判表力に関する内容）
・丁寧語を使って会話をしたり、文章を作成する
ことにより、活用することができる。（学・人に
関する内容）

6

(知及技）考えとそれを支える理由
など、情報と情報との関係につい
て理解すること。【中２段階イ
（ア）】
(思判表力)読んで感じたことやわ
かったことを伝え合い、一人一人
の感じ方に違いがあることに気づ
くことができる。【中２段階Ｃ
オ】
(学･人)言葉のよさを認識し、新聞
に親しみながら、思いや考えを伝
えることができる。【高１段階】

(知・技）考えとそれを支える
理由など、情報と情報との関係
について理解している。
(思･判･表)読んで感じたことを
発表し、他者の感じ方の違いに
気づくことができている。
(主学)言葉がもつよさに気づ
き、国語を大切にして思いや考
えを伝え合おうとしている。

単元名「新聞を読もう」
・新聞記事を読もう
・ﾚｯﾂ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ･NIE

・新聞を読んで見出し語やリード文を見つける。
(知及び技に関する内容）
・新聞を読んで、記事の内容について感想をまと
める。（思判表力に関する内容）
・感想を伝え合うことで、一人一人感じ方に違い
があることに気づく。（学・人に関する内容）

令和 8年度 高等部　２年（　Ⅱ課程A類型 　）国語科　年間指導計画

年間目標

(知及技）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりする
ことができるようにする。(高２段階)
　
(思判表力) 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝
え合う力を高め､自分の思いや考えを広げることができるようにする。（高２段階）
　
(学･人) 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする
態度を養う。（高２段階）

1学期

単位数
／配当時数 生徒

105 高等部２学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

1



8

(知及技）お礼状の書き方を理解す
ることができる。【高1段階】
（思判表力)相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確にするこ
とができる。【高1段階Ｂ（ア）】
(学･人)手紙で相手に感謝の気持ち
を伝える良さに気づくことができ
る。【高1段階】

(知・技）お礼状の書き方を理
解している。
(思･判･表)相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確に書い
ている。
(主学)手紙で相手に感謝の気持
ちを伝える良さに気づこうとし
ている。

単元名「お礼状を書こう」
・お礼状の作成

・手紙の正しい書き方に基づいて、挨拶語や結び
の言葉、感謝を伝える文章をバランスよく書く。
（知及び技に関する内容）
・就業体験や校内実習で学んだことや、手紙を受
けとる相手への感謝の気持ちを文章にまとめる。
（思判表力に関する内容）
・お礼状の定型を用いて文章を作成することで、
自分の課題や今後の目標を明らかしたり、感謝の
気持ちを伝えることができる。（学・人に関する
内容）

10

(知及技）生活に身近な方言や地域
のことわざ（黄金言葉）の意味に
ついて知り、郷土の言語文化に親
しむことができる。【高１段階ウ
（ア）】
(思判表力)相手や目的に応じた話
し方で話すことができる。【高１
段階Aエ】
(学･人)生活の中で身近に使われて
いる言葉を知り、使うことにより
様々な表現に親しもうとすること
ができる。【高１段階】

(知・技）生活に身近な方言や
黄金言葉を知り、意味などをプ
リントにまとめることができて
いる。
(思･判･表)相手や目的に応じた
話し方で話している。
(主学)生活の中で身近に使われ
ている言葉を知り、使うことに
より様々な表現に親しもうとし
ている。

単元名「表現力を高めよ
う」
・方言に親しもう
・敬語を使おうⅡ

・身近な方言（挨拶や家族の呼称）や、地域のこ
とわざ（黄金言葉）の意味を調べる。（知及び技
に関する内容）
・家族の呼称や挨拶に関する方言を使って会話を
する。（思判表力に関する内容）
・身近な方言や丁寧語を使って会話をしたり、文
章を作成することにより、敬語や方言に親しむこ
とができる。（学・人に関する内容）

20

(知及技）文章の構成や内容の大体
を意識しながら音読することがで
きる。【高１段階ア（キ）】
(思判表力)登場人物の行動や心情
などについて叙述を基に捉えるこ
とができる。【高１段階Cア】
(学･人)読書に親しみ、様々な文学
や詩にふれあい、楽しもうとする
ことができる。【高１段階】

(知・技）文章の構成や段落の
まとまりを意識しながら音読す
ることができている。
(思･判･表)登場人物の行動や心
情について叙述を基に捉えてい
る。
(主学)読書に親しみ、様々な文
学や詩にふれ、楽しもうとして
いる。

単元名「物語を読もう」
・注文の多い料理店
・蜘蛛の糸

・本文を読み、場面の変化や登場人物の行動や様
子を読み取る。（知及び技に関すること）
・登場人物の性格や考え方について考えたり、登
場人物と自分自身を比べて、共通点や相違点を考
える。（思判表力に関すること）
・自分自身と作中の人物の比較を通して、多様な
価値観に触れ、読書の楽しさ・奥深さを感じる。
（学・人に関する内容）

8

(知及技）お礼状の意義や書き方を
理解することができる。【中１段
階ウ（イ）】
(思判表力)相手や目的を意識した
表現になっているかを確かめ、文
を整えることができる。【高１段
階Bエ】
(学･人)言葉がもつよさを認識し、
国語を大切にして思いや考えを伝
え合おうとすることができる。
【高１段階】

(知・技）お礼状の意義や書き
方を理解し、年賀状を書くこと
ができている。
(思･判･表)相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
め、文を整えて書くことができ
ている。
(主学)お礼状作成を通して、言
葉がもつよさを認識し、思いや
考えを伝え合おうとしている。

単元名「お礼状を書こう」
・お礼状の作成

・手紙の正しい書き方に基づいて、挨拶語や結び
の言葉、感謝を伝える文章をバランスよく書く。
（知及び技に関する内容）
・校内実習で学んだことや、手紙を受けとる相手
への感謝の気持ちを文章にまとめる。（思判表力
に関する内容）
・お礼状の定型を用いて文章を作成することで、
自分の課題や今後の目標を明らかにし、感謝の気
持ちを伝える。（学・人に関する内容）

5

(知及技）目的に応じて使用する筆
記用具を選び、その特徴を生かし
て書くことができる。【高２段階
ウ（ウ）イ】
(思判表力)書体に工夫をこらしな
がら毛筆で新年の目標を表現する
ことができる。【高１段階Bウ】
(学･人)正月あそびや書き初め体験
を通して、日本文化に親しむこと
ができる。【高１段階】

(知・技）目的に応じて使用す
る筆記用具を選び、その特徴を
生かして書くことができてい
る。
(思･判･表)書体に工夫をこらし
ながら毛筆で新年の目標を表現
している。
(主学)正月あそびや書き初め体
験を通して、日本文化に親しも
うとしている。

単元名「日本文化に親しも
う」
・正月あそび
・書き初めをしよう

・文字の組み立てや、書道道具や筆の扱い方を理
解する。（知及び技に関する内容）
・毛筆を用いて、書体を意識しながら書写を行
う。(思判表力に関する内容）
・カルタや福笑い、双六などの正月遊びや書き初
めを通して、初春の儀式や行事に親しむ。（学・
人に関する内容）

15

(知及技）考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など、情報と
情報との関係について理解するこ
とができる。【高１段階イ
（ア）】
(思判表力)文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想や考えをも
つことができる。【高１段階Cオ】
(学･人)国語を大切にして、思いや
考えを伝え合うことができる。
【高１段階】

(知・技）考えとそれを支える
理由や事例、全体と中心など、
情報と情報との関係について理
解している。
(思･判･表)文章を読んで理解し
たことに基づいて、感想や考え
をもっている。
(主学)国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとしてい
る。

単元名「説明的な文章を読
もう」

・文章を読み、各段落の中心となる語や文を捉え
る。(知及び技に関する内容）
・文中から得た情報を、分析したり推論しなが
ら、問に対する答えを導き、語句や文章で表現す
る。（思判表力に関する内容）
・身近な案内文や手紙の中から、必要な情報を取
り出し、言葉が持つ伝える力を確認する。（学・
人に関する内容）

10

(知及技）話の中心が明確になるよ
う話の構成を考えることができ
る。【高１段階A（ウ）】
(思判表力)自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確に
して、書き表し方を工夫すること
ができる。【高１段階Bウ】
(学･人)自分の考えや思いを素直に
表現しようとすることができる。
【高１段階】

(知・技）話の中心が明確にな
るよう話の構成を考えることが
できている。
(思･判･表)自分の考えとそれを
支える理由や事例との関係を明
確にし、書き表し方を工夫して
いる。
(主学)自分の考えや思いを素直
に表現しようとしている。

単元名「挨拶文を考えよ
う」
・場面に応じた挨拶

・一年間を振り返り様々な行事を仮定し、場面に
応じた挨拶文を考える。（知及び技に関する内
容）
・自分の考えと事例との関係を明確にし、挨拶文
の書き方を工夫する。（思判表力に関する内容）
・考えた挨拶を工夫して発表する。（学・人に関
する内容）

留意点
引継ぎ等

・全ての単元において、テストや提出物、発表、課題への取り組み状況、自己評価を評価資料とする。

1学期

２学期

３学期

2



担当者 教科書／副教材

国語科 こくご☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技）なぞり書きのワーク
シートに取り組むことができる
（中1段階：ア(エ)）
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができる。（小２段
階：Bイ）
(学･人)身近な物の名前や簡単
な文章を書こうとすることがで
きる。（小３段階）

(知・技）直線や曲線などの形
を意識しながら線をなぞること
ができている。
(思･判･表)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができている。
(主学)身近なものの名前に興味
を持ち書こうとしている。

単元１
「なぞり書きの練習をし
よう」
・季節の言葉
・家族の日のメッセージ

・鉛筆やペン、クレヨンなど、各々に適した
筆記用具を見つけ、線をなぞる。（知及び技
に関する内容）
・持ちやすい筆記用具を見つけ、形を意識し
ながらなぞり書きをする。（思判表力に関す
る内容)
・様々な線や形を楽しみながら、なぞり書き
をする。（学・人に関する内容）

12

(知及技）日常生活の中で周り
の人とのやり取りを通し、言葉
には考えや思いを表す働きがあ
ることに気づき、適切な表現を
使うことができる。（中2段
階：ア(ア)）
(思判表力)絵本の読み聞かせを
聞くことができる。（中１段
階：Cア）
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
1段階）

(知・技）日常生活の中で周り
の人とのやり取りを通し、言葉
には考えや思いを表す働きがあ
ることに気づき、適切な表現を
使うことができる。
(思判表力)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
くことができている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持って聞こうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ➀」
・季節行事の絵本
・働くことの絵本

・周りの人とのやり取りの中で言葉の持つ働
きについて知る。（知及び技に関する内容）
・音を模倣したり身振りで表現したりする。
（思判表力に関する内容)
・周りの人とのやり取りを通して興味関心を
もち、読書に親しむ。（学・人に関する内
容）

11

(知及技）発声や発音に気をつ
けたり、声の大きさを調節した
りして話すことができる。（中
2段階ア(イ)）
(思判表力)相手に伝わるように
発音や声の大きさ、速さに気を
つけて話したり、話し方を工夫
したりすることができる。（中
2段階：Aエ）
(学･人)授業の流れを把握し、
授業へ主体的に参加する意欲を
育む。（中２段階）

(知・技）発声や発音に気をつ
けたり、声の大きさを調節した
りして話すことができている。
(思判表力)相手に伝わるように
発音や声の大きさ、速さに気を
つけて話したり、話し方を工夫
したりすることができている。
(主学)教師の呼びかけに反応
し、質問や課題に取り組もうと
している。

単元３
「友達に呼びかけてみよ
う」
・実習に向けてあいさ
つ、返事の練習

・発声や発音、声の大きさなどをカードや実
際の動きで確認する。（知及び技に関する内
容）
・相手に伝わるようにするには、どうすれば
いいかロールプレイで確認する。（思判表力
に関する内容)
・毎時の基本的な授業の流れや始まりや終わ
りの挨拶等を、教師と一緒に発声しながら確
認する。（学・人に関する内容）

12

(知及技）身近な人とのやり取
りを通して物の名前や動作など
いろいろな言葉の種類にふれる
ことができる。（小2段階：ア
(ウ)）
(思判表力）絵本や易しい読み
物などを読み、挿絵と結びつけ
て想像することができる。（小
3段階Cア）
(学･人)いろいろな言葉にふ
れ、親しみを持って取り組むこ
とができる。（中1段階）

(知・技）身近な人とのやり取
りを通して物の名前や動作など
いろいろな言葉の種類にふれる
ことができている。
(思判表力)絵本や易しい読み物
などを読み、挿絵と結びつけて
想像することができている。
(主学)いろいろな言葉にふれ、
親しみを持って取り組もうとし
ている。

単元１
「身近なものの名前を知
ろう」
・物の名前でビンゴ
・修学旅行に向けて

・食べ物、乗り物、身体の部位、生活用品、
など身近なものの名前を聞いて絵カードを選
択する。（知及び技に関する内容）
・学習した言葉を、絵本や挿絵などから探し
て文字とマッチングさせる。（思判表力に関
する内容)
・カードや絵本など自分で好きな学習教材を
選択する。（学・人に関する内容）

令和　8年度 高等部　2年（　　Ⅱ課程B類型　）国語科　年間指導計画

年間目標

(知及技) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しむことができるよう
にする。(高１段階)
　
(思判表力) 筋道を立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるようにする。　（高１段階）
　
(学･人) 言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする
態度を養う。（高１段階）

1
学
期

単位数
／配当時数 生徒

105 高等部２年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度



22

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階ア(ア)）
(思判表力)絵本の読み聞かせを
聞くことができる。（中１段
階：Cア）
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
1段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思判表力)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
くことができている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持って聞こうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ②」
・避難訓練の本
・季節の絵本

・周りの人とのやり取りの中で言葉の持つ働
きについて知る。（知及び技に関する内容）
・音を模倣したり身振りで表現したりする。
（思判表力に関する内容)
・季節に合った内容の絵本や短い話など複数
の中から自分で選択する。（学・人に関する
内容）

8

(知及技）姿勢や筆記用具の持
ち方を正しくし、文字の形に注
意しながら丁寧に書くことがで
きる。（中1段階ウ(ウ)）
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができる。（小２段
階：Bイ）
(学･人)文字や形を書くことに
興味を持って取り組むことがで
きる。（中1段階）

(知・技）姿勢や筆記用具の持
ち方を正しくし、文字の形に注
意しながら丁寧に書くことがで
きている。
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができている。
(主学)文字や形を書くことに興
味を持って取り組もうとしてい
る。

単元３
「自分で選んでやってみ
よう」
・すくすくプラス
・なぞり書きの練習

・姿勢や筆記用具の持ち方などを意識して書
く。（知及び技に関する内容）
・書きやすい筆記用具を選択し、線引きや自
分の名前のなぞり、模写などの練習に繰り返
し取り組む。（思判表力に関する内容)
・線や曲線、文字など複数の課題から、自ら
選択し取り組む。（学・人に関する内容）

5

(知及技）様々な筆記用具があ
ることを知り、それらを活用し
て書くことができる。（中1段
階ウ(ウ)）
(思判表力)簡単な語句や形を毛
筆で書くことができる。（小３
段階Bウ）
(学･人)様々な筆記用具に興味
を持ち、感触を楽しむことがで
きる。（中1段階）

(知・技）筆記用具を選択し、
道具の特徴をいかして書こうと
している。
(思判表力)簡単な語句や形を毛
筆で書くことができている。
(主学)様々な筆記用具に興味を
持ち、感触を楽しもうとしてい
る。

単元１
「道具を使って書いてみ
よう」
・年賀状
・書き初め

・普段使用しない筆記用具の筆や筆ペンなど
を使用し、習字紙などに書く。（知及び技に
関する内容）
・筆や筆ペンなどの感触を楽しみ、好きな文
字を書いたり線を引いたりする。（思判表力
に関する内容)
・様々な筆記用具に興味を持ち、感触を楽し
もうと自由に取り組む。（学・人に関する内
容）

15

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階ア(ア)）
(思判表力)自分で選択した絵本
を自身で読んだり、読み聞かせ
を楽しんだりことができる。
（高１段階：ウ（ｳ））
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
2段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思判表力)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
いたり、伝えようとしている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持ってきこうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ③」
・季節行事の絵本

・読み聞かせを通して、様々な言葉を学習し
語彙を増やす。（知及び技に関する内容）
・絵本や簡単な表現を声に出して読む。（思
判表力に関する内容)
(主学)図書室で様々な本に触れ自分で選択す
る楽しさを感じる。

10

(知及技）短い文や詩などを音
読したり暗唱したりするなどし
て、言葉の響きやリズムに親し
むことができる。（中2段階ウ
(ア)）
(思判表力)短い文や詩などを読
んだり、聞いたりして好きな場
面を伝えたり、言葉などを模倣
したりすることができる。（小
2段階Cエ）
(学･人)友達や教師と一緒に、
挨拶や呼びかけなどを表現し、
相手とのやり取りを楽しむこと
ができる。（中2段階）

(知・技）短い文や詩などを音
読したり暗唱したりするなどし
て、言葉の響きやリズムに親し
むことができている。
(思判表力)短い文や詩などを読
んだり、聞いたりして好きな場
面を伝えたり、言葉などを模倣
したりすることができている。
(主学)友達や教師と一緒に、挨
拶や呼びかけなどを表現し、相
手とのやり取りを楽しもうとし
ている。

単元３
「やりとりを楽しもう」
・カルタ
・ひらがなカード

・短い文や詩などを暗唱し言葉の響きやリズ
ムに親しむ。（知及び技に関する内容）
・気に入った言葉や音を読んだり聞いたりし
て、好きな場面を伝えたり、言葉などを模倣
する。（思判表力に関する内容)
・音やリズムをつけながら繰り返し挨拶した
り模倣したりして、表情や身振り、簡単な話
し言葉で交流する。（学・人に関する内容）

留意点
引継ぎ等

・全ての単元において、テストや提出物、発表、課題への取り組み状況を評価資料とする。

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

国語科
【東洋館】くらしに役立つ 国語

ゆっくり学ぶ子ための国語

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技）相手を見て話したり聞い
たりするとともに、間の取り方な
どに注意して話すことができる。
【高１段階：ア（ｲ）】
(思判表力)相手や目的を意識し
て、書くことを決め、伝えたいこ
とを明確にすることができる。
【高１段階：Ｂア】
(学･人)自分の言葉で自己紹介する
ことを通して、思いや考えを伝え
合おうとする態度を養う。【高１
段階】

(知・技）相手に注目し聞き取りや
すいように、声量やテンポを工夫
し、最後まで発表しようとしてい
る。【高１段階：ア（ｲ）】
（思・判・表）相手や目的を意識
して、書くことを決め、伝えたい
ことを明確に表現しようとしてい
る。【高１段階：Ｂア】
(主学)自分自身について、自分の
言葉でまとめ、相手に伝えようと
している。【高１段階】

単元１「自己紹介をしよ
う」
・自己紹介シート作成

・文章で伝わるように自己紹介シートを作成す
る。（知及び技に関する内容）
・自分の好きなことや得意なこと、長所・短所な
どの情報を形式に当てはめながら整理する。(思
判表力に関する内容）
・友達の自己紹介シートを見て、気づいたことや
感じたことを、感想として発表する。（学・人に
関する内容）

12

(知及技）日常でよく使われる敬語
を理解し使うことができる。【高
１段階：ア（ｶ）】
(思判表力)相手に伝わるように、
言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫することができる。【高
１段階：Ａエ】
(学･人)言葉がもつよさを認識する
とともに、正しい敬語を用いて伝
え合うことができる。【高１段
階】

(知・技）日常でよく使われる敬語
を理解し使うことができている。
【高１段階：ア（ｶ）】
(思･判･表)正しい敬語を用いて、
相手に伝わるように、言葉の抑揚
や強弱、間の取り方などを工夫し
て話そうとしている。【高１段
階：Ａエ】
(主学)言葉がもつよさを認識する
とともに、正しい敬語を用いて伝
え合おうとしている。【高１段
階】

単元２「敬語を使おう」
・敬語を使おう
・電話の受け答え方

・ワークシートで敬語の種類や違いなどを理解す
る。（知及び技に関する内容）
・文例を参考に、丁寧語を使用して相手への謝意
を表現するお礼状を書いたり、丁寧語を意識して
言葉で伝えたりする。（思判表力に関する内容）
・適切な敬語を使って会話をしたり、文章を作成
したりすることで敬語に親しむ。（学・人に関す
る内容）

10

(知及技）考えとそれらを支える理
由や事例、全体と中心など、情報
と情報との関係について理解する
ことができる。【高１段階：イ
（ｱ）】
(思判表力)段落相互の関係に着目
しながら、考えとそれらを支える
理由や事例との関係などについ
て、叙述を基に捉えることができ
る。【高１段階：Ｃイ】
(学･人)言葉の良さを認識し、幅広
く新聞に親しむことができる。
【高１段階】

(知・技）考えとそれらを支える理
由や事例、全体と中心など、情報
と情報との関係について理解しよ
うとしている。【高１段階：イ
（ｱ）】
(思･判･表)段落相互の関係に着目
しながら、考えとそれらを支える
理由や事例との関係などについ
て、叙述を基に捉えようとしてい
る。【高１段階：Ｃイ】
(主学)言葉の良さを認識し、幅広
く新聞に親しもうとしている。

単元３「新聞を読もう」
・新聞記事を読もう
・NIEの活用

・新聞を読んで見出し語やリード文を見つける。
(知及び技に関する内容）
・新聞を読んで、記事の内容について感想をまと
める。（思判表力に関する内容）
・感想を伝え合うことで、一人一人感じ方に違い
があることに気づく。（学・人に関する内容）

6

(知及技）漢字と仮名を用いた表記
や送り仮名の付け方を理解して文
章を書くことができる。【高１段
階：ア（ウ）】
(思判表力)書く内容の中心を決
め、伝えたい内容について、文章
の構成を考えることができる。
【高１段階：Ｂイ】
(学･人)履歴書を通して、相手に働
きたい気持ちを伝える大切さに気
づくことができる。【高１段階】

(知・技）漢字と仮名を用いた表記
や送り仮名の付け方を理解して文
章を書くことができている。【高
１段階：ア（ウ）】
(思･判･表)相手や目的を意識し
て、伝えたい内容について、文章
の構成を考えようとしている。
【高１段階：Ｂイ】
(主学)履歴書を通して、相手に働
きたい気持ちを伝える大切さに気
づこうとしている。【高１段階】

単元４「履歴書を書こう」
・履歴書の作成

・履歴書の正しい書き方を理解し、漢字や仮名を
正しい記述で書く。（知及び技に関する内容）
・実習で学んだことや仕事に対する考え、将来の
希望などを文章にまとめる。（思判表力に関する
内容）
・正しい履歴書の書き方を参考に、文章を作成す
ることで、自分の考えや今後の目標を明らかした
り、感謝の気持ちを伝え合う。（学・人に関する
内容）

令和８年度 高等部　３年（　　Ⅱ課程　A類型  　）国語科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

105 高等部　３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりする
ことができるようにする。【高２段階】

(思判表力)　筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げることができるようにする。【高２段階】
　
(学･人)　言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする
態度を養う。【高２段階】

1
学
期



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

12

(知及技）生活に身近な方言や地域
のことわざ（黄金言葉）の意味に
ついて知り、郷土の言語文化に親
しむことができる。【高１段階：
ウ（ｱ）】
(思判表力)相手に伝わるように、
言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫することができる。【高
１段階：Ａエ】
(学･人)生活の中で身近に使われて
いる言葉を知り、使うことにより
様々な表現に親しもうとする。
【高１段階】

(知・技）生活に身近な方言や黄金
言葉を知り、意味などをプリント
にまとめることができている。
【高１段階：ウ（ｱ）】
(思･判･表)相手に伝わるように、
言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫しようとしている。【高
１段階：Ａエ】
(主学)生活の中で身近に使われて
いる言葉を知り、使うことにより
様々な表現に親しもうとしてい
る。【高１段階】

単元１「方言に親しもう」
・方言カルタのをしよう
・黄金言葉を調べよう
・しまくとぅばを話そう

・身近な方言（挨拶や家族の呼称）や、地域のこ
とわざ（黄金言葉）の意味を調べる。（知及び技
に関する内容）
・家族の呼称や挨拶の関する方言を使って会話を
する。（思判表力に関する内容）
・身近な方言を使って会話をしたり、方言カルタ
を楽しむことで、方言に親しむ。（学・人に関す
る内容）

22

(知及技）文章の構成や内容の大体
を意識しながら音読することがで
きる。【高１段階：ア（ｷ）】

(思判表力)言葉の意味や文の意味
を理解しながら、登場人物の心情
の変化を場面に沿って捉えること
ができる。【高１段階：Ｃア】

(学･人)読書に親しみ、様々な文学
や詩にふれあい、楽しもうとす
る。【高１段階】

(知・技）文章の構成や段落のまと
まりを意識しながら音読すること
ができている。

(思･判･表)言葉の意味や文の意味
を理解しながら、登場人物の心情
の変化を場面に沿って捉えようと
している。

(主学)読書に親しみ、様々な文学
や詩にふれあい、楽しもうとして
いる。

単元２「物語を読もう」
・少年の日の思い出
・小さな手袋

・本文を読み、場面の変化や登場人物の行動や様
子を読み取る。（知及び技に関すること）
・登場人物の性格や考え方について考えたり、登
場人物と自分自身を比べて、共通点や相違点を考
えて文でまとめたりする。（思判表力に関するこ
と）
・自分自身と作中の人物の比較を通して、多様な
価値観に触れ、楽しく読書をする。（学・人に関
する内容）

10

(知及技）易しい文語調の短歌や俳
句を音読したり、暗唱したりする
などして、言葉の響きやリズムに
親しむことができる。【中２段階
ウ（ｱ）】

(思判表力)相手や目的を意識し
て、書くことを決め、集めた材料
を比較するなど、伝えたいことを
明確に表すことができる。【高１
段階Ｂア】

(学･人)自分の思いや考えを言葉で
素直に表現しようとすることがで
きる。【高１段階】

(知・技）易しい文語調の短歌や俳
句を音読したり、暗唱したりする
などして、言葉の響きやリズムに
親しむことができている。

(思･判･表)相手や目的を意識し
て、書くことを決め、集めた材料
を比較するなど、伝えたいことを
明確に表そうとしている。

(主学)季節の移ろいや行事の思い
出などを、言葉で素直に表現しよ
うとしている。

単元３「俳句・短歌を作ろ
う」
・俳句・短歌作成
・俳句・短歌鑑賞会

・韻文の種類や俳句・短歌の形式など、基本的な
特徴について理解する。(知及び技に関する内
容）
・一年を振り返り、楽しかったことや心に残って
いること、感謝の気持ちなどを言葉を精選し、俳
句・短歌の形式に基づいて書く。（思判表力に関
する内容）
・気持ちを表す言葉の表現を楽しんだり、自分の
思いや考えを素直に俳句・短歌で表現したりして
表現を楽しむ。（学・人に関する内容）

5

(知及技）用紙全体との関係に注意
して、文字の大きさや配列などを
決めて書くことができる。【高１
段階ウ（ｳ）ｱ】
(思判表力)書体に工夫をこらしな
がら毛筆で新年の目標を表現する
ことができる。【高１段階：Ｂ
ウ】
(学･人)正月あそびや書き初め体験
を通して、日本文化に親しもうと
することができる。【高１段階】

(知・技）用紙全体との関係に注意
して、文字の大きさや配列などを
決めて書いている。【高１段階ウ
（ｳ）ｱ】
(思･判･表)書体に工夫をこらしな
がら毛筆で新年の目標を表現して
いる。【高１段階：Ｂウ】
(主学)正月あそびや書き初め体験
を通して、日本文化に親しもうと
している。【高１段階】

単元１「日本文化に親しも
う」
・正月あそび
・書き初めをしよう

・文字の組み立てや、書道道具や筆の扱い方を理
解する。（知及び技に関する内容）
・毛筆を用いて、書体を意識しながら書写を行
う。(思判表力に関する内容）
・カルタや福笑い、双六などの正月遊びや書き初
めを通して、初春の儀式や行事に親しむ。（学・
人に関する内容）

15

(知及技）考えとそれを支える理由
など、情報と情報との関係につい
て理解することができる。【中２
段階：イ（ｱ）】
(思判表力)文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想や考えをも
つことができる。【高１段階：Ｃ
オ】
(学･人)言葉がもつ良さを認識し、
国語を大切にして思いや考えを伝
え合おうとすることができてい
る。【高１段階】

(知・技）考えとそれを支える理由
など、情報と情報との関係につい
て理解して、問題に取り組むこと
ができている。【中２段階：イ
（ｱ）】
(思･判･表)文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想や考えを述
べようとしている。【高１段階：
Ｃオ】
(主学)言葉がもつ良さを認識し、
国語を大切にして思いや考えを伝
え合おうとしている。【高１段
階】

単元２「説明的文章を読も
う」
・案内文
・取扱説明書

・文章を読み、各段落の中心となる語や文を捉え
る。(知及び技に関する内容）
・文中から得た情報を、分析したり推論しなが
ら、問に対する答えを導き、語句や文章で表現し
たりする。（思判表力に関する内容）
・身近な案内文や手紙の中から、必要な情報を取
り出し、言葉が持つ伝える力を確認する。（学・
人に関する内容）

8

(知及技）手紙の意義や書き方を理
解することができる。【中１段階
ウ（イ）】
(思判表力)相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確にするこ
とができる。【高１段階：Ｂエ】
(学･人)相手への思いや感謝の気持
ちを伝える良さに気づくことがで
きる。【高１段階】

(知・技）手紙の書き方を理解し、
お礼状を書くことができている。
【中１段階ウ（イ）】
(思･判･表)相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確に書いて
いる。【高１段階：Ｂエ】
(主学)手紙の作成を通して、相手
に感謝の気持ちを伝える良さに気
づこうとしている。【高１段階】

単元３「感謝の手紙を書こ
う」
・手紙の作成

・手紙の正しい書き方に基づいて、挨拶語や結び
の言葉、感謝を伝える文章をバランスよく書く。
（知及び技に関する内容）
・手紙を受けとる相手への感謝の気持ちや実習を
通して学んだことなどを文章にまとめる。（思判
表力に関する内容）
・お礼状の定型を用いて文章を作成することで、
自分の課題や今後の目標を明らかしたり、感謝の
気持ちを伝え合う。（学・人に関する内容）

留意点
引継ぎ等

・全ての単元において、テストや提出物、発表、課題への取り組み状況、自己評価を評価資料とする。

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

国語科 【東京書籍】こくご☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技）運筆のワークシート
に取り組むことができる（小３
段階：ウ(ウ)イ）
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができる。（小２段
階：Bア）
(学･人)身近なものものの名前
に興味を持ち書こうとすること
ができる。（小３段階）

(知・技）直線や曲線などの形
を意識しながら線をなぞること
ができている。
(思･判･表)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができている。
(主学)身近なものの名前に興味
を持ち書こうとしている。

単元１
「運筆練習をしよう」

・鉛筆やペン、クレヨン、チョークなど、
各々に適した筆記用具を見つけ、線をなぞ
る。（知及び技に関する内容）
・持ちやすい筆記用具を見つけ、形を意識し
ながらなぞり書きをする。（思判表力に関す
る内容)
・様々な線や形を楽しみながら、なぞり書き
をする。（学・人に関する内容）

12

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階：ア(ア)）
(思判表力)絵本の読み聞かせを
聞くことができる。（中１段
階：Cア）
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
1段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思・判・表)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
くことができている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持って聞こうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ➀」

・周りの人とのやり取りの中で言葉の持つ働
きについて知る。（知及び技に関する内容）
・音を模倣したり身振りで表現したりする。
（思判表力に関する内容)
・周りの人とのやり取りを通して興味関心を
もち、読書に親しむ。（学・人に関する内
容）

11

(知及技）発声や発音に気をつ
けたり、声の大きさを調節した
りして話すことができる。（中
2段階ア(イ)）
(思判表力)相手に伝わるように
発音や声の大きさ、速さに気を
つけて話したり、話し方を工夫
したりすることができる。（中
2段階：Aエ）
(学･人)授業の流れを把握し、
授業へ主体的に参加する意欲を
育む。（中２段階）

(知・技）発声や発音に気をつ
けたり、声の大きさを調節した
りして話すことができている。
(思・判・表)相手に伝わるよう
に発音や声の大きさ、速さに気
をつけて話したり、話し方を工
夫したりすることができてい
る。
(主学)教師の呼びかけに反応
し、質問や課題に取り組もうと
している。

単元３
「友達に呼びかけてみよ
う」

・発声や発音、声の大きさなどをカードや実
際の動きで確認する。（知及び技に関する内
容）
・相手に伝わるようにするには、どうすれば
いいかロールプレイで確認する。（思判表力
に関する内容)
・毎時の基本的な授業の流れや始まりや終わ
りの挨拶等を、教師と一緒に発声しながら確
認する。（学・人に関する内容）

12

(知及技）身近な人とのやり取
りを通して物の名前や動作など
いろいろな言葉の種類にふれる
ことができる。（小2段階：ア
(ウ)）
(思判表力）絵本や易しい読み
物などを読み、挿絵と結びつけ
て想像することができる。（小
3段階Cア）
(学･人)いろいろな言葉にふ
れ、親しみを持って取り組むこ
とができる。（中1段階）

(知・技）身近な人とのやり取
りを通して物の名前や動作など
いろいろな言葉の種類にふれる
ことができている。
(思・判・表)絵本や易しい読み
物などを読み、挿絵と結びつけ
て想像することができている。
(主学)いろいろな言葉にふれ、
親しみを持って取り組もうとし
ている。

単元１
「身近なものの名前を知
ろう」

・食べ物、乗り物、身体の部位、生活用品、
など身近なものの名前を聞いて絵カードを選
択する。（知及び技に関する内容）
・学習した言葉を、絵本や挿絵などから探し
て文字とマッチングさせる。（思判表力に関
する内容)
・カードや絵本など自分で好きな学習教材を
選択する。（学・人に関する内容）

令和８年度 高等部３年（　　Ⅱ課程B類型 　）国語科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

105 高等部３年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しむことができるよう
にする。(高１段階)
　
(思判表力) 筋道を立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるようにする。　（高１段階）
　
(学･人) 言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする
態度を養う。（高１段階）

1
学
期



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

22

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階ア(ア)）
(思判表力)絵本の読み聞かせを
聞くことができる。（中１段
階：Cア）
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
1段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思・判・表)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
くことができている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持って聞こうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ②」

・周りの人とのやり取りの中で言葉の持つ働
きについて知る。（知及び技に関する内容）
・音を模倣したり身振りで表現したりする。
（思判表力に関する内容)
・季節に合った内容の絵本や短い話など複数
の中から自分で選択する。（学・人に関する
内容）

8

(知及技）姿勢や筆記用具の持
ち方を正しくし、文字の形に注
意しながら丁寧に書くことがで
きる。（中1段階ウ(ウ)）
(思判表力)自分の名前や物の名
前を文字でなぞったり、書いた
りすることができる。（小２段
階：Bイ）
(学･人)文字や形を書くことに
興味を持って取り組むことがで
きる。（中1段階）

(知・技）姿勢や筆記用具の持
ち方を正しくし、文字の形に注
意しながら丁寧に書くことがで
きている。
(思・判・表)自分の名前や物の
名前を文字でなぞったり、書い
たりすることができている。
(主学)文字や形を書くことに興
味を持って取り組もうとしてい
る。

単元３
「自分で選んでやってみ
よう」

・姿勢や筆記用具の持ち方などを意識して書
く。（知及び技に関する内容）
・書きやすい筆記用具を選択し、線引きや自
分の名前のなぞり、模写などの練習に繰り返
し取り組む。（思判表力に関する内容)
・線や曲線、文字など複数の課題から、自ら
選択し取り組む。（学・人に関する内容）

5

(知及技）様々な筆記用具があ
ることを知り、それらを活用し
て書くことができる。（中1段
階ウ(ウ)）
(思判表力)簡単な語句や形を毛
筆で書くことができる。（小３
段階Bウ）
(学･人)様々な筆記用具に興味
を持ち、感触を楽しむことがで
きる。（中1段階）

(知・技）筆記用具を選択し、
道具の特徴をいかして書こうと
している。
(思・判・表)簡単な語句や形を
毛筆で書くことができている。
(主学)様々な筆記用具に興味を
持ち、感触を楽しもうとしてい
る。

単元１
「道具を使って書いてみ
よう」

・普段使用しない筆記用具の筆や筆ペンなど
を使用し、習字紙などに書く。（知及び技に
関する内容）
・筆や筆ペンなどの感触を楽しみ、好きな文
字を書いたり線を引いたりする。（思判表力
に関する内容)
・様々な筆記用具に興味を持ち、感触を楽し
もうと自由に取り組む。（学・人に関する内
容）

15

(知及技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができ
る。（中2段階ア(ア)）
(思判表力)自分で選択した絵本
を自身で読んだり、読み聞かせ
を楽しんだりことができる。
（中２段階：C（ア））
(学･人)読み聞かせを通して、
言葉の響きやリズムに親しみを
持ってきくことができる。（中
2段階）

(知・技）日常生活の中で、周
りの人とのやり取りを通し、言
葉には考えや思いを表す働きが
あることに気づくことができて
いる。
(思・判・表)好きな絵本を選択
し、話の内容に興味を持って聞
いたり、伝えようとしている。
(主学)読み聞かせを通して、言
葉の響きやリズムに親しみを
持ってきこうとしている。

単元２
「絵本の読み聞かせ③」

・読み聞かせを通して、様々な言葉を学習し
語彙を増やす。（知及び技に関する内容）
・絵本や簡単な表現を声に出して読む。（思
判表力に関する内容)
(主学)図書室で様々な本に触れ自分で選択す
る楽しさを感じる。

10

(知及技）短い文や詩などを音
読したり暗唱したりするなどし
て、言葉の響きやリズムに親し
むことができる。（中2段階ウ
(ア)）
(思判表力)短い文や詩などを読
んだり、聞いたりして好きな場
面を伝えたり、言葉などを模倣
したりすることができる。（小
2段階Cエ）
(学･人)友達や教師と一緒に、
挨拶や呼びかけなどを表現し、
相手とのやり取りを楽しむこと
ができる。（中2段階）

(知・技）短い文や詩などを音
読したり暗唱したりするなどし
て、言葉の響きやリズムに親し
むことができている。
(思・判・表)短い文や詩などを
読んだり、聞いたりして好きな
場面を伝えたり、言葉などを模
倣したりすることができてい
る。
(主学)友達や教師と一緒に、挨
拶や呼びかけなどを表現し、相
手とのやり取りを楽しもうとし
ている。

単元３
「やりとりを楽しもう」

・短い文や詩などを暗唱し言葉の響きやリズ
ムに親しむ。（知及び技に関する内容）
・気に入った言葉や音を読んだり聞いたりし
て、好きな場面を伝えたり、言葉などを模倣
する。（思判表力に関する内容)
・音やリズムをつけながら繰り返し挨拶した
り模倣したりして、表情や身振り、簡単な話
し言葉で交流する。（学・人に関する内容）

留意点
引継ぎ等

・全ての単元において、提出物、発表、課題への取り組み状況を評価資料とする。

２
学
期

３
学
期



高等部　１年（　Ⅱ課程A類型）　社会科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

社会科
ひとりだちするための社会

(日本教育研究出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

(知及技）
我が国と沖縄県が地球上のどこに
位置しているかを理解することが
できる。（高2段階：オ（ア）
㋐）
(思判表力)
日本における沖縄県の位置や市町
村の位置、地形の特色等を地図や
視覚資料から選択することができ
る。（高2段階：オ（ア）㋑）
(学･人)
自分の住んでいる市町村について
調べようとしている。（中1段
階：オ（ア）㋐）

(知・技）我が国と沖縄県が地
球上のどこに位置しているか
を理解している。
(思･判･表)日本における沖縄
県の位置や市町村の位置、地
形の特色等を地図や視覚資料
から選択している。
(主学)自分の住んでいる市町
村について調べている。

・国土と大陸
 

・六大陸と日本について地図をもちいて位置関係
や名称をまとめる
・日本と沖縄の地形的特色を学ぶ
・沖縄県と自分の住んでいる市町村の特色をまと
める
・単元を通して学んだこと

8

（知及技）
戦時下の国民生活などに関する映
像や資料から得た情報から戦争ま
での経過や戦争の様子、戦争が
人々に及ぼした影響を理解でき
る。（中2段階：オ（イ）㋑）
(思判表力)
戦後の日本の写真を見て、当時の
様子について考えることができ
る。（高2段階：オ（イ）㋑）
(学･人)
戦争や紛争がなくならない国際社
会において、平和の尊さと日本の
果たすべき役割を知った上で、よ
りよい平和な社会を実現しようと
することができる。
（高2段階：カ（ア）㋐）

(知・技）戦時下の国民生活など
に関する映像や資料から得た情報
から戦争までの経過や戦争の様
子、戦争が人々に及ぼした影響を
理解している。
(思･判･表)戦後の日本の写真を見
て、当時の様子について考えてい
る。
(主学）戦争や紛争がなくならな
い国際社会において、平和の尊さ
と日本の果たすべき役割を知った
上で、よりよい平和な社会を実現
しようとしている。

・沖縄の歴史と文化 ・先史時代・古琉球時代について学ぶ
・琉球王国・近代について学ぶ
・移民の歴史について学ぶ
・第二次世界大戦について学ぶ
・戦時下の国民の暮らしについて学ぶ
・沖縄戦・戦後の沖縄について学ぶ
・慰霊の日・基地問題について学ぶ
・単元を通して学んだこと

8

（知及技）
日本国憲法が第二次世界大戦のあ
とに作られたことが理解できる。
（高1段階：イ（イ）㋐）
(思判表力)
ルールの意義について考えること
ができる。（高2段階：イ（イ）
㋑）
(学･人)
よりよいルールについて考えよう
とすることができる。（高2段
階：イ（イ）㋑）

(知・技）日本国憲法が第二次
世界大戦のあとに作られたこ
とが理解している。
(思･判･表)ルールの意義につ
いて考えている。
(主学）よりよいルールについ
て考えている。

・憲法と国民生活 ・なぜ決まりはあるのかを理解する
・日本国憲法と第二次世界大戦の関係について学
ぶ
・民主主義とは何かを学ぶ
・単元を通して学んだこと

10

（知及技）
沖縄や他地域の文化遺産をいくつ
か、挙げることができる。（中2
段階：オ（イ）㋐）
(思判表力)
沖縄や他地域の文化遺産を比較し
て、違いについて考えることがで
きる。（高2段階：オ（イ）㋑）
（学・人）
沖縄や他地域にどのような文化遺
産があるか、調べることができ
る。（高2段階：オ（イ）㋑）

(知・技）沖縄や他地域の文化遺
産をいくつか挙げている。
(思･判･表)沖縄や他地域の文化遺
産を比較して、違いについて考え
ている。
(主学）沖縄や他地域にどのよう
な文化遺産があるか調べている。

・地域の文化遺産を紹介し
よう

・地域の文化遺産について学ぶ
・他地域の文化遺産について学ぶ
・沖縄とハワイのつながりについて学ぶ
・単元を通して学んだこと

令和　8　年度

単位数
／配当時数 生徒

70時間 高1年  26名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）我が国の国土の様子と国民生活、先人の業績や優れた文化遺産、社会参加するためのきまり、外国の様子について様々な資料や具体的な
活動を通して、社会生活との関連を踏まえて理解するとともに、情報を適切に調べまとめる技能を身に付ける。（高1段階）
　
(思判表力)社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、自分の生活と結び付けて考える力、社会への関わり方を選択・判断する力、
考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。（高1段階）
　
(学･人)社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、地域社会の一
員としての自覚や平和を願う日本人としての世界の国々の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。（高1段階）

1
学
期

２
学
期



9

（知及技）
自分で作成したツアーにある観光
地について、知ることができる
（中2段階：オ（ア）㋐）
(思判表力)
ツアー作成を通して、沖縄の良さ
について考えることができる。
（中2段階：オ（ア）㋑）
（学・人）
グループでツアーを作成する際、
活動に参加することができる。
（中2段階：オ（ア）㋑）

(知・技）観光地について、用紙
にまとめている。
(思･判･表)ツアー作成を通して、
沖縄の良さについて考えている。
(主学）グループでツアーを作成
する際、活動に参加している。

・沖縄観光ツアーをつくろ
う

・沖縄県と本土の違いについて学ぶ
・沖縄県の魅力について調べる
・オリジナルのツアーをつくる
・グループでツアーをつくる
・単元を通して学んだこと

9

（知及技）
多数決の原理について理解することが
できる。
（高2段階：ア（イ）㋑）
(思判表力)
模擬選挙の際、代表者を選択すること
ができる。（中1段階：ア（ア）㋐）
（学・人）
選挙で代表を選ぶことが、国民の権
利、意義について理解し、政治参加へ
の興味をもつことができる。（高2段
階：ア（ア）㋑）

（知・技）多数決の原理について
理解している。
（思・判・表）模擬選挙の際、代
表者を選択している。
（主学）政治参加への興味を示し
ている。

・生徒会役員選挙に向けて ・多数決の原理について学ぶ
・生徒会選挙の仕組みについて学ぶ
・選挙の仕組みについて学ぶ
・単元を通して学んだこと

9

（知及技）
SDGsの項目をいくつか知ることが
できる。（高2段階：カ（ア）
㋑）
（思判表力）
関心のあるSDGsの目標を選択する
ことができる。（高2段階：カ
（ア）㋑）
（学・人）
持続可能な社会を実現するために
どのようにすれば良いのか、考え
ることができる。（高2段階：カ
（ア）㋑）

(知・技）SDGsの項目をいくつか
挙げている。
(思･判･表)関心のあるSDGsの目標
を選択している。
(主学）持続可能な社会を実現す
るためにどのようにすれば良いの
か、考えている。

・SDGs ・SDGs17の目標とは何かを知る。
・興味関心のある目標についてまとめる。
・他の人と関心のある目標について伝え合う
・持続可能な社会をつくるためにはどうするれば
いいかを考える
・単元を通して学んだこと

9

（知及技）
避難経路を知ることができる。
（中2段階：ウ（ア）㋐）
（思判表力）
国土の環境、安全について、自分
たちにできることを考えて表現で
きる。（高1段階：ウ（ア）㋐）
（学・人）
自然災害の種類や対処について考
えることができる。（高1段階：
ウ（ア）㋒）

(知・技）地域のハザードマップ
から避難経路を読み取っている。
(思･判･表)国土の環境、安全につ
いて、自分たちにできることを考
え、表現している。
(主学）自然災害の種類や対処を
考えている。

・防災ポスターを作ろう ・津波や台風の発生しやすい地域を調べる
・災害から身を守る知識と技能を身に付ける
・単元を通して学んだこと

留意点
引継ぎ等

授業プリント、発言、授業中の様子等から評価を行う。

２
学
期

３
学
期



高等部　１年（Ⅱ課程B類型）　社会科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

社会科
絵でわかる　こどものせいかつずかん④
おついあいのきほん　合同出版

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技）
あいさつができ、横断歩道を教師
と一緒にわたることができる。
（小3段階：イ（イ））（小3段
階：ケ（イ））
(思判表力)横断歩道歩行の際、安
全を確認できる。ロッカー整理を
自分でできる。
（小学部：3段階イ（ア））（小
学部：3段階ケ（ア））
(学･人)
あいさつや交通ルールを守ろうと
するよう心がけることができる。
（知及技）（小学部：3段階イ
（ア））（小学部：3段階ケ
（ア））

(知・技）シミュレーションで
挨拶している。校内の横断歩
道を教師と渡っている。
(思･判･表）左右確認してい
る。ロッカー整理や清掃して
いる。
(主学)あいさつやルールを守
ろうとする姿勢が見られる。

【社会参加ときまり】
・交通ルール
・あいさつ
・一人でやってみよう

・挨拶、返事、身だしなみについて学ぶ
・ルールやマナー、きまりについて学ぶ
・手洗いの仕方
・ロッカー整理

10

（知及技）戦争当時の様子や戦後
までの経過を知ることができる。
（中２段階：オ（イ）㋐）
（思判表力）当時の人々の生活の
様子や思いを共感的に捉え、表現
することができる。（中２段階：
オ（イ）㋑）
（学・人）作業において分担され
た個人の役割を教師と一緒に行う
ことができる。（小生２段階：カ
（ア)）

(知・技）戦後の写真や戦争の
写真に着目している。
(思･判･表）戦後や戦争の写真
を見て、質問に答えたり、反
応している。
(主学)友達と一緒に活動し、
教師と一緒に簡単な役割を
行っている。

【我が国の地理や歴史】
・復帰記念日、慰霊の日

・復帰記念日の歴史的背景について学ぶ
・慰霊の日の歴史的背景について学ぶ
・募金箱づくり
・平和の鳩づくり

8

（知及技）教師と避難経路を通る
ことができる。（小2段階：イ
（ア））
（思判表力）避難経路や火災の写
真をみて、どのようにすれば良い
のか、考え表現できる。（小2段
階：イ（ア））
（学・人）火災が危険だと知るこ
とができる。（小2段階：イ
（ア））

(知・技）教師と一緒に落ち着い
て避難場所まで移動している。
(思･判･表）写真をみて、危険回
避できるような反応がある。
(主学)火災の写真をみて、「危な
い」など危険と認識している反応
がある。

【地域の安全】
・防災学習（火災）

・火災避難訓練事前学習

10

（知及技）どのような公共施設な
のか知ることができる。（小1段
階：コ（イ））
（思判表力）どのようなときにど
の公共施設を利用できるのか、考
えることができる。（小1段階：
コ（イ））
（学・人）利用できる、したい公
共施設を見つけることができる。
（小1段階：コ（イ））

(知・技）公共施設に関する写真
を見て、正しく答えている。
(思･判･表）場面を想定した質問
に対して、正しく答えている。
(主学)公共施設の説明を聞こうと
している。

【公共施設と制度】
・公共施設の役割

・教室や各特別教室の役割について学ぶ
・公共施設の役割について学ぶ

令和　8　年度

単位数
／配当時数 生徒

70 高1年 12名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）我が国の国民生活、社会参加するためのきまり、公共施設の役割と制度等社会生活との関連を踏まえて理
解するとともに情報を適切に調べてまとめる技能を身につけるようにする。（高１段階)
　
(思判表力)社会的事象を自分の生活と結びつけて考える力、社会との関わり方を選択・判断する力、表現する力を養
う。（高１段階）

(学･人) 社会に主体的に関わろうとする態度や学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、地域
社会の一員としての自覚や平和を願い国内や世界の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。（高１段
階）

1
学
期

２
学
期



8

（知及技）
友達と一緒に活動を行い、簡単な
役割を教師の援助を受けながら行
うことができる。(小生２段階:カ
(イ))
（思判表力）
自分に与えられた役割を理解し、
活動が終わった後には自ら報告す
ることができる。(小生２段階:カ
(ア))
（学・人）集団参加の中で簡単な
役割を果たそうとすることができ
る。
(小生３段階:カ(イ))

（知及技）
友達と一緒に活動を行い、簡単な
役割を教師の援助を受けながら
行っている。
（思判表力）
自分に与えられた役割を理解し、
活動が終わった後には自ら報告し
ている。
（学・人）集団参加の中で簡単な
役割を果たしている。

【役割】
・一緒にやってみよう
・自分の役割に取り組もう

・制作活動
・簡単なお仕事をしよう

6

（知及技）教師と避難経路を通る
ことができる。教師と一緒にある
いは自分で、模擬選挙の代表者を
選ぶことができる（小2段階：イ
（ア））（小1段階：コ（イ））
（思判表力）避難経路や火災の写
真をみて、どのようにすれば良い
のか、考え表現できる。代表者を
選ぶ理由がある。（小2段階：イ
（ア））（小1段階：コ（イ））
（学・人）地震津波、火災が危険
と言うことが分かる。選挙に対し
て前向きな気持ちを持てる。（小
2段階：イ（ア））（小1段階：コ
（イ））

(知・技）教師と一緒に落ち着い
て避難場所まで移動している。模
擬選挙で代表者を選んでいる。
(思･判･表）写真をみて、危険回
避できるような反応がある。模擬
選挙の代表者を選ぶ様子が見られ
る。
(主学)地震津波、火災の写真をみ
て、危険と言う反応をしている。
選挙についての説明を聞いてい
る。

【地域の安全】
・防災学習（地震、津波）

【社会参加ときまり】
・選挙について（主権者教
育）

・地震、津波、火災避難訓練事前学習

・模擬投票
・生徒会役員選挙に参加しよう

8

（知及技）世界の食べ物や生活、
人に関する写真をみて正しく答え
ることができる。（中1段階：カ
（ア）㋐）
（思判表力）世界の食べ物や生
活、人に関する写真に興味を持て
る。（中1段階：カ（ア）㋐）
（学・人）世界の食べ物や生活、
人に関する写真に興味を持てる。
（中1段階：カ（ア）㋐）

(知・技）視聴覚教材をみて反応
がある。プリントに正しく答えて
いる。
(思･判･表）世界の食べ物や生
活、人に関する写真に着目してい
る。
(主学)世界の食べ物や生活、人に
関する質問に答えている。

【外国の様子】
・グローバル化する世界

・世界の人々と文化について知る

10

（知及技）良い生活習慣を送った
り、周囲の人と仲良く過ごすため
に、どのように過ごした方が良い
のか知ることができる。（小3段
階：ア（ア））
（思判表力）良い生活習慣を送っ
たり、周囲の人と仲良く過ごすた
めに、どのように過ごした方が良
いのか、考えることができる。
（小3段階：ア（ア））
（主学）良い生活習慣を送った
り、周囲の人と仲良く過ごすため
に、前向きな姿勢になれる。（小
3段階：ア（ア））

(知・技）良い生活習慣を送った
り、周囲の人と仲良く過ごしたり
するために、どのように過ごした
方が良いのか理解している 。
(思･判･表）良い生活習慣を送っ
たり、周囲の人と仲良く過ごすた
めに、どのように過ごした方が良
いのか、考えている。
(主学)良い生活習慣を送ったり、
周囲の人と仲良く過ごすために、
前向きな姿勢になっている。

【社会参加ときまり】
・次年度に向けて

・学校での過ごし方
・余暇時間の過ごし方

留意点
引継ぎ等

授業プリント、発言、授業中の様子等から評価を行う。

２
学
期

３
学
期



高等部　２年（Ⅱ課程A類型）　社会科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

社会科
ひとりだちするための社会

(日本教育研究出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

(知及技）
我が国と沖縄県が地球上のどこに
位置しているかを理解することが
できる。（高2段階：オ（ア）
㋐）、中2段階：オ（ア）㋑）
(思判表力)
家の作りから、本土と沖縄の気候
について考えることができる。
（高1段階：オ（ア）㋑）
(学･人)
自分の住んでいる市町村について
調べることができる。（中1段階：
オ（ア）㋐）

(知・技）我が国と沖縄県が地
球上のどこに位置しているかを
理解している。
(思･判･表)家の作りから、本土
と沖縄の気候について考えてい
る。
(主学）自分の住んでいる市町
村について調べようとしてい
る。

・国土と大陸 ・方位と地図について学ぶ
・六大陸と日本について地図をもちいて学ぶ
・都道府県について学ぶ
・世界の国々について学ぶ
・単元を通して学んだこと

8

（知及技）
戦時下の国民生活などに関する映
像や資料から得た情報から戦争ま
での経過や戦争の様子、戦争が
人々に及ぼした影響を理解でき
る。（中2段階：オ（イ）㋑）
(思判表力)
戦後の日本の写真を見て、当時の
様子について考えることができ
る。（高2段階：オ（イ）㋑）
(学･人)
戦争や紛争がなくならない国際社
会において、平和の尊さと日本の
果たすべき役割を知った上で、よ
りよい平和な社会を実現しようと
することができる。
（高2段階：カ（ア）ア）

(知・技）視聴覚教材に注目し
ている。または復習テストで正
解できる。
(思･判･表)戦後の日本の写真を
見て、当時の様子について考え
ることができる。
(主学）戦争や紛争がなくなら
ない国際社会において、平和の
尊さと日本の果たすべき役割を
知った上で、よりよい平和な社
会を実現しようとすることがで
きる。

・沖縄の歴史と文化 ・先史時代・古琉球時代について学ぶ
・琉球王国・近代について学ぶ
・第二次世界大戦について学ぶ
・戦時下の国民の暮らしについて学ぶ
・沖縄戦・戦後の沖縄について学ぶ
・慰霊の日・基地問題について学ぶ
・単元を通して学んだこと

8

（知及技）
青年期の特徴について理解するこ
とができる。（高1段階：ア（ア）
㋐）
（思判表力）
なりたい自分について考え表現で
きる。（高1段階：ア（ア）㋑）
（学・人）
自立へ向けて考えることができ
る。（高1段階：ア（ア）㋑）

（知・技）青年期の特徴について
理解している。
（思判表力）なりたい自分につい
て考え表現している。
（主学）自立へ向けて考える様子
がみられる。

青年期 ・「おとな」とは？
・自分を知ろう
・見る自分、見られる自分
・青年期の課題について学ぶ
・単元を通して学んだこと

10

（知及技）
日本国憲法が第二次世界大戦のあ
とに作られたことが理解できる。
（高1段階：イ（イ）㋐）
(思判表力)
ルールの意義について考えること
ができる。（高2段階：イ（イ）
㋑）
(学･人)
よりよいルールについて考えよう
とすることができる。（高2段階：
イ（イ（㋑））

(知・技）日本国憲法が第二次世界
大戦のあとに作られたことがを理
解している。
(思･判･表)ルールの意義について
考えている。
(主学）よりよいルールについて考
えている。

憲法と民主主義 ・なぜ決まりはあるの
・日本国憲法と明治憲法の違いについて学ぶ
・民主主義について学ぶ

令和　８年度

単位数
／配当時数 生徒

70時間
高２年　28名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）我が国の国民生活、社会参加するためのきまり、公共施設の役割と制度、情報化社会や外国との関わりを理
解し、情報を収集し活用する技能を身につける。（高２段階）

(思判表力)社会的事象への理解を深め、自分の生活と結びつけて考える力、社会への関わり方を選択・判断する力、考
えたことを適切に表現する力を養う。（高２段階）

(学･人) 社会に主体的に関わろうとする態度や学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、地域
社会の一員としての自覚や平和を願い国内や世界の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。（高２段
階）

1
学
期

２
学
期



9

（知及技）
多数決の原理について理解するこ
とができる。（高2段階：ア（イ）
㋑）
(思判表力)
模擬選挙の際、代表者を選択する
ことができる。（中1段階：ア
（ア）㋐）
（学・人）
選挙で代表を選ぶことが、国民の
権利、意義について理解し、政治
参加への意欲がある。マニフェス
トを調べることができる（高2段
階：ア（ア）㋑）

（知・技）多数決の原理について
理解している。
（思・判・表）模擬選挙の際、代
表者を選択している。
（主学）選挙で代表を選ぶこと
が、国民の権利、意義について理
解している。マニフェストを調べ
ている。

選挙制度について ・国政選挙と生徒会役員選挙の違いについて学ぶ
・立候補者一覧表を作ろう
・マニフェストを調べよう

9

（知及技）
修学旅行先の観光地について、知
ることができる（中2段階：オ
（ア）㋐）
(思判表力)
修学旅行先を地理的・文化的特徴
を調べることで、他府県や沖縄の
良さについて考えることができ
る。（中2段階：オ（ア）㋑）
（学・人）
グループ活動（調べ学習）に参加
することができる。（中2段階：オ
（ア）㋑）

(知・技）修学旅行先の観光地につ
いて、理解している。
(思･判･表)修学旅行先を地理的・
文化的特徴を調べることで、他府
県や沖縄の良さについて考えてい
る。
(主学）グループ活動（調べ学習）
に参加している。

修学旅行にむけて ・修学旅行先ガイドマップをつくろう
・おすすめスポットの紹介

9

（知及技）
現代社会の特徴を知ることができ
る。（高2段階：ア（ア）㋐）（高
2段階：カ（ア）㋐）
（思・判・表）
自分がどのようなかたちで社会参
加できるのか、考え表現すること
ができる。（高2段階：ア（ア）
㋑）（高2段階：カ（ア）㋑）
（学・人）
現代社会の課題解決について考え
ようとすることができる。（高2段
階：ア（ア）㋑）（高2段階：カ
（ア）㋑）

（知・技）現代社会の特徴を知理
解している。
（思・判・表）自分がどのような
かたちで社会参加できるか、プリ
ントにまとめたり発表している。
（主学）現代社会の課題解決につ
いて、プリントにまとめたり、発
表している。

現代社会と私たち ・私たちの生活の変化
・社会参加･自立について学ぶ
・これからの社会

9

（知及技）時事問題に興味関心を
示し、内容を理解することができ
る。（高1段階：オ（イ）㋑）
（思判表力）着目した時事問題を
取り上げ、自分の意見をまとめ、
発表することができる。（高1段
階：オ（イ）㋑）
（学・人）時事問題を調べること
ができる。（高1段階：オ（イ）
㋑）

（知・技）時事問題に興味関心を
示し、内容を確認し、その記事に
ついて理解している。
（思・判・表）着目した時事問題
を取り上げ、自分の意見をまと
め、表現している。
（主学）新聞や情報通信機器等を
用いて時事問題を調べている。

新聞を読もう ・新聞切り抜き
・コメント発表
・気になる発表を選ぼう

留意点
引継ぎ等

授業プリント、発言、授業中の様子等から評価を行う。

２
学
期

３
学
期



高等部　２年（Ⅱ課程B類型）　社会科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

社会科
絵でわかる　こどものせいかつずかん　４
おつきあいのきほん（合同出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

(知及技）
家庭や学校でのきまりを知り、生
活の中でそれを守ることの大切さ
を知ることができる。（中１段
階：ア（イ）㋐）
(思判表力)社会生活ときまりとの
関連を考え、表現することができ
る。
（中１段階：ア（イ）㋑）
(学･人)
学習したことを社会生活に生かそ
うとすることができる。
（高１段階）

(知・技）あいさつや交通ルー
ル等の大切さを知り、質問に
対し答えている。
(思･判･表）家庭や学校でのき
まりで学んだことを実際に
行っている。
(主学)あいさつやルール、マ
ナー等、守ろうとする姿勢が
見られる。

【社会参加ときまり】
・交通ルール
・あいさつ
・一人でやってみよう

・挨拶、返事、身だしなみ
・ルールやマナー、きまり
・手洗い
・ロッカー整理

8

（知及技）戦争当時の様子や戦後
までの経過を知ることができる。
（中２段階：オ（イ）㋐）
（思判表力）当時の人々の生活の
様子や思いを共感的に捉え、表現
することができる。（中２段階：
オ（イ）㋑）
（学・人）作業において分担され
た個人の役割を教師と一緒に行う
ことができる。（小生２段階：カ
（ア)）

(知・技）戦後の写真や戦争の
写真等、視聴覚教材に着目し
ている。
(思･判･表）戦後や戦争の写真
を見て、質問に答えたり、反
応したりしている。
(主学)友達と一緒に活動し、
教師と一緒に簡単な役割を
行っている。

【我が国の地理や歴史】
・平和学習

・復帰記念日の歴史的背景
・慰霊の日の歴史的背景
・募金箱づくり
・平和の鳩

8

（知及技）地域の安全を守るた
め、関係機関が地域の人々と協力
していることを知ることができ
る。（中１段階：ウ（ア）㋐）
（思判表力）地域における災害や
事故に対する施設・設備などの配
置、緊急時への備えや対応などに
着目して、関係機関や地域の人々
の諸活動を捉え、そこに関わる
人々の働きを考え、表現すること
ができる。（中１段階：ウ（ア）
㋑）
（学・人）地域社会の一員として
の自覚を養うことができる。（高
１段階）

(知・技）視聴覚教材等から、火
災に対応している消防署や消防団
がいることを理解している。
(思･判･表）学校にある防災器具
を見つけることができる。避難場
所まで落ち着いて移動している。
(主学)火災が起こらないように、
火を扱う際のルールや注意事項を
守っている。

【地域の安全】
・防災学習（火災）

・消防の役割
・火災避難訓練事前学習

10

（知及技）身近な公共施設や公共
物の役割を知ることができる。
（中１段階：イ（ア）㋐）
（思判表力）公共施設や公共物に
ついて調べ、それらの役割を考
え、表現することができる。（中
１段階：イ（ア）㋑）
（学・人）社会に主体的に関わろ
うとする態度や地域社会の一員と
しての自覚を養うことができる。
（高１段階）

(知・技）公共施設や公共物に関
する写真を見て、正しく答えてい
る。
(思･判･表）身近な公共施設や公
共物の利用の仕方を理解してい
る。
(主学)公共施設の正しい利用方法
を理解している。

【公共施設の役割と制度】
・公共施設の役割

・教室や各特別教室の役割と利用
・公共物の役割と使い方
・公共施設の役割

令和　8　年度

単位数
／配当時数 生徒

70 高２年Bグループ　6名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）我が国の国民生活、社会参加するためのきまり、公共施設の役割と制度等社会生活との関連を踏まえて理
解するとともに情報を適切に調べてまとめる技能を身につけるようにする。（高１段階)
　
(思判表力)社会的事象を自分の生活と結びつけて考える力、社会との関わり方を選択・判断する力、表現する力を養
う。（高１段階）
　
(学･人) 社会に主体的に関わろうとする態度や学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、地域
社会の一員としての自覚や平和を願い国内や世界の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。（高１段
階）
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学
期

２
学
期



4

（知及技）
友達と一緒に活動を行い、簡単な
役割を教師の援助を受けながら行
うことができる。(小生２段階:カ
(イ))
（思判表力）
自分に与えられた役割を理解し、
活動が終わった後には自ら報告す
ることができる。(小生２段階:カ
(ア))
（学・人）集団参加の中で簡単な
役割を果たそうとすることができ
る。
(小生３段階:カ(イ))

（知及技）
友達と一緒に活動を行い、簡単な
役割を教師の援助を受けながら
行っている。
（思判表力）
自分に与えられた役割を理解し、
活動が終わった後には自ら報告し
ている。
（学・人）集団参加の中で簡単な
役割を果たしている。

【役割】
・一緒にやってみよう
・自分の役割に取り組もう

・制作
・簡単なお仕事

6

(知及技）生産の仕事は、地域の
人々の生活と密接な関わりをもっ
て行われていることを知ることが
できる。（中１段階：エ（ア）
㋐）
(思判表力)仕事の種類や工程など
に着目して、生産に携わっている
人々の仕事の様子を捉え、地域の
人々の生活との関連を考え、表現
することができる。（中１段階：
エ（ア）㋑）
(学･人）社会に主体的に関わろう
とする態度や地域社会の一員とし
ての自覚を養うことができる。
（高１段階）

(知・技）生産の仕事は、地域の
人々の生活と密接な関わりをもっ
て行われていることを理解してい
る。
(思・判・表)興味のある仕事を選
択している。
(主学)仕事に前向きな態度を示し
ている。

【産業と生活】
・生産の仕事

・生産の仕事
・仕事の種類や工程

8

（知及技）文化や風習の特徴や違
いを知ることができる。（中1段
階：カ（ア）㋐）
（思判表力）そこに暮らす人々の
生活などに着目して、日本との違
いを考え、表現することができ
る。（中1段階：カ（ア）㋑）
（学・人）国内や世界の人々と共
に生きることの大切さについての
自覚を養うことができる。（高１
段階）

(知・技）文化や風習の特徴や違
いを理解している。
(思･判･表）世界の食べ物や生
活、人に関する写真に着目し、日
本の文化との違いを表現してい
る。
(主学)国内や世界の人々と共に生
きることの大切さを理解してい
る。

【外国の様子】
・グローバル化する世界

・世界の人々と文化

8

（知及技）社会に関する基本的な
制度について理解することができ
る。（中２段階：イ（イ）㋐）
（思判表力）社会に関する基本的
な制度について調べ、それらの意
味を考え、表現することができ
る。（中２段階：イ（イ）㋑）
（学・人）社会に主体的に関わろ
うとする態度や学習したことを社
会生活に生かそうとする態度を養
うとともに、地域社会の一員とし
ての自覚を養うことができる。
（高１段階）

(知・技）選挙の方法を理解して
いる。
(思･判･表）社会に関する基本的
な制度について調べている。
(主学)授業で学んだことを生か
し、生徒会選挙で投票している。

【公共施設の役割と制度】
・選挙について（主権者教
育）

・模擬投票
・生徒会役員選挙

10

（知及技）学級や学校の中で、自
分の意見を述べたり相手の意見を
聞いたりするなど、集団生活の中
での役割を果たすための知識や技
能を身に付けることができる。
（中１段階：ア（ア）㋐）
（思判表力）集団生活の中で何が
必要かに気付き、自分の役割を考
え、表現することができる。（中
１段階：ア（ア）㋑）
（主学）社会に主体的に関わろう
とする態度や学習したことを社会
生活に生かそうとする態度を養う
とともに、地域社会の一員として
の自覚を養うことができる。（高
１段階）

(知・技）話をする・聞く等の集
団生活の中で必要な知識や技能を
身に付けている。
(思･判･表）集団生活の中で何が
必要かに気付き、自分の役割を考
え、表現している。
(主学)良い生活習慣を送ったり、
周囲の人と仲良く過ごしたりする
ために、前向きな姿勢になれる。

【社会参加ときまり】
・次年度に向けて

・学校での過ごし方
・余暇時間の過ごし方

留意点
引継ぎ等

授業プリント、発言、授業中の様子等から評価を行う。

２
学
期

３
学
期



高等部　３年（Ⅱ課程A類型）　社会科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

社会科
ひとりだちするための社会
（日本教育研究出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

（知及技）
現代社会の特徴を知ることができ
る。（高2段階：ア（ア）㋐）（高
2段階：カ（ア）㋐）
（思・判・表）
自分がどのような形で社会参加で
きるのか、考え表現することがで
きる。（高2段階：ア（ア）㋑）
（高2段階：カ（ア）㋑）
（学・人）
現代社会の課題解決について考え
ようとすることができる。（高2段
階：ア（ア）㋑）（高2段階：カ
（ア）㋑）

（知・技）現代社会の特徴を知
り、理解している。
（思・判・表）自分がどのような
形で社会参加できるのか、考え表
現している。
（主学）現代社会の課題解決につ
いて考えようしている。

現代社会と私たち ・私たちの生活の変化
・社会参加･自立
・これからの社会

8

（知及技）
戦時下の国民生活などに関する映
像や資料から得た情報から戦争ま
での経過や戦争の様子、戦争が
人々に及ぼした影響を理解でき
る。（中2段階：オ（イ）㋑）
(思判表力)
戦後の日本の写真を見て、当時の
様子について考えることができ
る。（高2段階：オ（イ）㋑）
(学･人)
戦争や紛争がなくならない国際社
会において、平和の尊さと日本の
果たすべき役割を知った上で、よ
りよい平和な社会を実現しようと
することができる。
（高2段階：カ（ア）ア）

(知・技）戦時下の国民生活など
に関する映像や資料から得た情
報から戦争までの経過や戦争の
様子、戦争が人々に及ぼした影
響を理解している。
(思･判･表)戦後の日本の写真を
見て、当時の様子について考え
ている。
(主学）戦争や紛争がなくならな
い国際社会において、平和の尊
さと日本の果たすべき役割を
知った上で、よりよい平和な社
会を実現しようとしている。

沖縄の歴史と文化 ・先史時代・古琉球時代
・琉球王国・近代
・第二次世界大戦
・戦時下の国民の暮らし
・沖縄戦・戦後の沖縄
・慰霊の日・基地問題
・単元を通して学んだこと

8

（知及技）
青年期の特徴について理解するこ
とができる。（高1段階：ア（ア）
㋐）
（思判表力）なりたい自分につい
て考え表現できる。（高1段階：ア
（ア）㋑）
（学・人）自立へ向けて考えるこ
とができる。（高1段階：ア（ア）
㋑）

（知・技）青年期の特徴について
理解している。
（思判表力）なりたい自分につい
て考え表現している。
（主学）自立できるために、考え
る様子が見られる。

青年期 ・「おとな」とは？
・自分を知ろう
・見る自分、見られる自分
・青年期の課題
・単元を通して学んだこと

10

（知及技）
日本国憲法が第二次世界大戦のあ
とに作られたことが理解できる。
（高1段階：イ（イ）㋐）
(思判表力)
ルールの意義について考えること
ができる。（高2段階：イ（イ）
㋑）
(学･人)
よりよいルールについて考えよう
とすることができる。（高2段階：
イ（イ（㋑））

(知・技）日本国憲法が第二次世界
大戦のあとに作られたことが理解
している。
(思･判･表)ルールの意義について
考えている。
(主学）よりよいルールについて考
えようとしている。

憲法と民主主義 ・なぜ決まりはあるの
・日本国憲法と明治憲法
・民主主義って？

令和　8　年度

単位数
／配当時数 生徒

70時間
高３年35名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）我が国の国民生活、社会参加するためのきまり、公共施設の役割と制度、情報化社会や外国との関わりを理
解し、情報を収集し活用する技能を身につける。（高２段階）
　
(思判表力)社会的事象への理解を深め、自分の生活と結びつけて考える力、社会への関わり方を選択・判断する力、考
えたことを適切に表現する力を養う。（高２段階）

(学･人) 社会に主体的に関わろうとする態度や学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、地域社
会の一員としての自覚や平和を願い国内や世界の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。（高２段階）

1
学
期

２
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9

（知及技）
多数決の原理について理解するこ
とができる。（高2段階：ア（イ）
㋑）
(思判表力)
模擬選挙の際、代表者を選択する
ことができる。（中1段階：ア
（ア）㋐）
（学・人）
選挙で代表を選ぶことが、国民の
権利、意義について理解し、政治
参加への意欲がある。マニフェス
トを調べることができる。（高2段
階：ア（ア）㋑）

（知・技）多数決の原理について
理解している。
（思・判・表）模擬選挙の際、代
表者を選択している。
（主学）マニフェストを調べてい
る。

選挙制度について ・国政選挙と生徒会役員選挙
・立候補者一覧表を作ろう
・マニフェストを調べよう

9

(知及技)公共施設や公共交通機関
の利用の仕方を知ることができ
る。(高1段階：イ(ア)㋐)
（思判表力）目的に応じた公共施
設や公共交通機関を選択すること
ができる。(高1段階：イ（ア)㋑)
（学・人）公共施設や公共交通機
関の利用方法について調べること
ができる。(高1段階イ(イ))

(知・技）公共施設や公共交通機関
の利用の仕方を理解している。
(思･判･表)目的に応じた公共施設
や公共交通機関を選択している。
(主学）公共施設や公共交通機関の
利用方法について調べている。

公共交通機関 ・公共施設とは
・公共施設の利用方法
・公共交通機関とは
・公共交通機関の利用方法

9

(知及技)社会参加するためのきま
りや公共施設の役割･制度などを卒
業後の生活と関連付けて理解する
ことができる。(高1段階：ア(ア)
㋐)

（思判表力）自分の生活と結びつ
けて考えたり、社会への関わり方
を選択･判断するすることができ
る。(高1段階：ア(イ)㋑)

（学・人）卒業後の生活がどのよ
うに変わるのか考えることができ
る。(高1段階：ア(ウ))

(知・技）社会参加するためのきま
りや公共施設の役割･制度などを卒
業後の生活と関連付けて理解して
いる。

(思･判･表)自分の生活と結びつけ
て考えたり、社会への関わり方を
選択･判断している。

(主学）卒業後の生活がどのように
変わるのか考えようとしている。

卒業後の生活 ･一日のスケジュールの違い
･交通手段や交通費
･一日に必要なお金

9

（知及技）時事問題に興味関心を
示し、内容を理解することができ
る。（高1段階：オ（イ）㋑）
（思判表力）着目した時事問題を
取り上げ、自分の意見をまとめ、
発表することができる。（高1段
階：オ（イ）㋑）
（学・人）時事問題を調べること
ができる。（高1段階：オ（イ）
㋑）

（知・技）時事問題に興味関心を
示し、内容を理解している。
（思・判・表）着目した時事問題
を取り上げ、自分の意見をまと
め、発表している。
（主学）時事問題を調べている。

新聞を読もう ・新聞切り抜き
・コメント発表
・気になる発表を選ぼう

留意点
引継ぎ等

授業プリント、発言、授業中の様子等から評価を行う。

２
学
期

３
学
期



高等部　３年（Ⅱ課程B類型）　社会科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

社会科
絵でわかる　こどものせいかつずかん（４）
おつきあいのきほん　（合同出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技）
家庭や学校、地域社会でのきまり
は、社会生活を送るために必要で
あることを理解することができ
る。（中２段階：ア（イ）㋐）
(思判表力)社会生活に必要なきま
りの意義について考え、表現する
ことができる。
（中１段階：ア（イ）㋑）
(学･人)
学習したことを社会生活に生かそ
うとすることができる。
（高１段階）

(知・技）地域社会を送る上で
あいさつや交通ルール等が大切
だと知り、質問に対し答えてい
る。
(思･判･表）家庭や学校でのき
まりで学んだことを実際に行っ
ている。
(主学)あいさつやルール、マ
ナー等、守ろうとする姿勢が見
られる。

【社会参加ときまり】
・交通ルール
・あいさつ
・一人でやってみよう

・挨拶、返事、身だしなみについて学ぶ
・ルールやマナー、きまりについて学ぶ
・手洗いの仕方を身につけよう
・ロッカー整理

8

（知及技）戦争当時の様子や戦後
までの経過を知ることができる。
（中２段階：オ（イ）㋐）
（思判表力）当時の人々の生活の
様子や思いを共感的に捉え、表現
することができる。（中２段階：
オ（イ）㋑）
（学・人）作業において分担され
た個人の役割を教師と一緒に行う
ことができる。（小生２段階：カ
（ア)）

(知・技）戦後の写真や戦争の
写真等、視聴覚教材に着目して
いる。
(思･判･表）戦後や戦争の写真
を見て、質問に答えたり、反応
したりしている。
(主学)友達と一緒に活動し、教
師と一緒に簡単な役割を行って
いる。

【我が国の地理や歴史】
・平和学習

・復帰記念日について学ぶ
・慰霊の日について学ぶ
・募金箱づくり
・平和の鳩づくり

8

（知及技）地域の関係機関や人々
は、過去に発生した地域の自然災
害や事故に対し、様々な協力をし
て対処してきたことや、今後想定
される災害に対し、様々な備えを
していることを理解することがで
きる。（中２段階：ウ（ア）㋐）
（思判表力）過去に発生した地域
の自然災害や事故、関係機関の協
力などに着目して、危険から人々
を守る活動と働きを考え、表現す
ることができる。（中２段階：ウ
（ア）㋑）
（学・人）地域社会の一員として
の自覚を養うことができる。（高
１段階）

(知・技）地域の関係機関や人々
は、過去に発生した地域の自然災
害や事故に対し、様々な協力をし
て対処してきたことや、今後想定
される災害に様々な備えをしてい
ることを理解している。
(思･判･表）学校にある防災器具を
見つけたり、地域の防災施設や関
係機関を探したりすることができ
る。避難場所まで落ち着いて移動
している。
(主学)火災が起こらないように、
火を扱う際のルールや注意事項を
守っている。

【地域の安全】
・防災学習（火災）

・消防の役割について学ぶ
・火災避難訓練事前学習

10

（知及技）身近な公共施設や公共
物の役割を知ることができる。
（中１段階：イ（ア）㋐）
（思判表力）公共施設や公共物に
ついて調べ、それらの役割を考
え、表現することができる。（中
１段階：イ（ア）㋑）
（学・人）社会に主体的に関わろ
うとする態度や地域社会の一員と
しての自覚を養うことができる。
（高１段階）

(知・技）身近な公共施設や公共物
の役割を理解している。
(思･判･表））公共施設や公共物に
ついて調べ、それらの役割を考
え、表現している。
(主学)）マナーを守って公共施設
を利用しようとしている。

【公共施設の役割と制度】
・公共施設の役割

・教室や各特別教室の役割と利用について学ぶ
・公共物の役割と使い方について学ぶ
・公共施設の役割について学ぶ

令和　８年度

単位数
／配当時数 児童生徒

70 高３年 ９名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）我が国の国民生活、社会参加するためのきまり、公共施設の役割と制度等社会生活との関連を踏まえて理解す
るとともに情報を適切に調べてまとめる技能を身につけるようにする。（高１段階)
　
(思判表力)社会的事象を自分の生活と結びつけて考える力、社会との関わり方を選択・判断する力、表現する力を養う。
（高１段階）

(学･人) 社会に主体的に関わろうとする態度や学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、地域社会
の一員としての自覚や平和を願い国内や世界の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。（高１段階）

1
学
期

２
学
期



4

（知及技）
友達と一緒に活動を行い、簡単な
役割を教師の援助を受けながら行
うことができる。(小生２段階:カ
(イ))
（思判表力）
自分に与えられた役割を理解し、
活動が終わった後には自ら報告す
ることができる。(小生２段階:カ
(ア))
（学・人）集団参加の中で簡単な
役割を果たそうとすることができ
る。
(小生３段階:カ(イ))

（知及技）
友達と一緒に活動を行い、簡単な
役割を教師の援助を受けながら
行っている。
（思判表力）
自分に与えられた役割を理解し、
活動が終わった後には自ら報告し
ている。
（学・人）集団参加の中で簡単な
役割を果たしている。

【役割】
・一緒にやってみよう
・自分の役割に取り組もう

・制作活動をしよう
・簡単なお仕事

6

(知及技）生産の仕事は、地域の
人々の生活と密接な関わりをもっ
て行われていることを知ることが
できる。（中１段階：エ（ア）
㋐）
(思判表力)仕事の種類や工程など
に着目して、生産に携わっている
人々の仕事の様子を捉え、地域の
人々の生活との関連を考え、表現
することができる。（中１段階：
エ（ア）㋑）
(学･人）社会に主体的に関わろう
とする態度や地域社会の一員とし
ての自覚を養うことができる。
（高１段階）

(知・技）生産の仕事は、地域の
人々の生活と密接な関わりをもっ
て行われていることを理解してい
る。
(思・判・表)興味のある仕事を選
択している。
(主学)仕事に前向きな態度を示し
ている。

【産業と生活】
・生産の仕事

・生産の仕事とは何だろう
・仕事の種類や工程について学ぶ

10

（知及技）人々の生活の様子を大
まかに理解することができる。
（中２段階：カ（イ）㋐）
（思判表力）世界の出来事などに
着目して、それらの国の人々の生
活の様子を捉え、交流することの
大切さを考え、表現することがで
きる。（中２段階：カ（イ）㋑）
（学・人）国内や世界の人々と共
に生きることの大切さについての
自覚を養うことができる。（高１
段階）

(知・技）人々の生活の様子を大ま
かに理解している。
(思･判･表）世界の出来事などに着
目して、それらの国の人々の生活
の様子を捉えている。
(主学)国内や世界の人々と共に生
きることの大切さについての自覚
している。

【外国の様子】
・グローバル化する世界

・世界の人々と文化の違いについて学ぶ

4

（知及技）我が国の政治の基本的
な仕組みや働きについて理解する
ことができる。（高１段階：イ
（イ）㋐）
（思判表力）国や地方公共団体の
政治の取組について調べ、国民生
活における政治の働きを考え、表
現することができる。（高１段
階：イ（イ）㋑）
（学・人）社会に主体的に関わろ
うとする態度や学習したことを社
会生活に生かそうとする態度を養
うとともに、地域社会の一員とし
ての自覚を養うことができる。
（高１段階）

(知・技）選挙の方法について理解
している。
(思･判･表）選挙ポスター等を活用
し誰に投票するか考えている。
(主学)授業で学んだことを生か
し、生徒会選挙や地域の選挙で投
票している。

【公共施設の役割と制度】
・選挙について（主権者教
育）

・模擬投票を受けてみよう
・生徒会役員選挙に参加しよう

10

（知及技）学級や学校の中で、自
分の意見を述べたり相手の意見を
聞いたりするなど、集団生活の中
での役割を果たすための知識や技
能を身に付けることができる。
（中１段階：ア（ア）㋐）
（思判表力）集団生活の中で何が
必要かに気付き、自分の役割を考
え、表現することができる。（中
１段階：ア（ア）㋑）
（主学）社会に主体的に関わろう
とする態度や学習したことを社会
生活に生かそうとする態度を養う
とともに、地域社会の一員として
の自覚を養うことができる。（高
１段階）

(知・技）話をする・聞く等の集団
生活の中で必要な知識や技能を身
に付けている。
(思･判･表）集団生活の中での自分
の役割を考え、表現することがで
きる。
(主学)良い生活習慣を送ったり、
周囲の人と仲良く過ごすために、
前向きな姿勢になれる。どうすれ
ば良いのか考えようとしている。

【社会参加ときまり】
・卒業後に向けて

・事業所での過ごし方を体験しよう
・余暇時間の過ごし方について学ぼう

留意点
引継ぎ等

授業プリント、発言、授業中の様子等から評価を行う。

２
学
期

３
学
期



高等部　１年（　Ⅱ課程A類型　）　数学科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

数学科 くらしに役立つ数学

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

7

（知及技）億，兆の単位につい
て知り、十進位取り記数法につ
いての理解できる。10 倍，100
倍，1000 倍，１/10の大きさの
数及びその表し方の理解ができ
る。(高1段階Ａア㋑㋒）

（思判表力）数のまとまりに着
目し、大きな数の大きさの比べ
方や表し方を統合的に捉えるこ
とができる。(高1段階Ａア㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりすることができる。
（高１段階）

(知・技）十進位取り記数法に
よる表現を基に、単位を億、兆
に広げて表現することができて
いる。整数を10倍、100倍、
1000倍、1/10倍にした大きさの
数について、数字の並び方は変
わらないことに気付き、理解で
きている。

(思･判･表)これまで学んできた
一、十、百、千という４桁の数
のまとまりに着目し、その繰り
返しに気付き、更に大きな数に
ついても同じように考えられて
いる。

(主学)日常の事象から数学の問
題を見いだして解決し、結果を
確かめたり、日常生活等に生か
そうとしている。

【A数と計算】
・整数の表し方
・10倍、100倍、1000倍した数、１
/10倍した数の大きさ

○数と計算
・一億以上の数の構成や読み方、書き方
・25億を10倍した数や1/10にした数
の並び方を比べる

8

（知及技） 概数が用いられる場
面について理解し、四捨五入に
ついて知ることができる。(高１
段階Ａウ㋐㋑）

（思判表力）日常の事象におけ
る場面に着目し、目的に合った
数の処理の仕方を考えることが
できる。（高１段階Ａウ㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりすることができる。
（高１段階）

(知・技）概数の意味を理解
し、数を手際よく捉えたり処理
したりするとともに、場面の意
味に着目して数の捉え方を考
え、目的に応じて概数を用いる
ことができている。

(思･判･表)概数を用いると数の
大きさが捉えやすくなること
や、物事の判断や処理が容易に
なること、見通しを立てやすく
なることなどのよさに気付き、
目的に応じて自ら概数で事象を
把握しようとしている。

(主学)「どの位までの概数にす
るのか」「切り上げるのか、切
り捨てるのか、四捨五入するの
か」ということを、生徒自らが
判断したり、それが適切である
かどうかを振り返ることができ
ている。

【A数と計算】
・概数の意味
・四捨五入の意味と方法
・概数処理のいろいろな表現方法

○数と計算
・市の人口の、およその数の表し方
・四捨五入の意味や方法
・●の位までの概数にする仕方
・数の範囲を表す言葉「以上」「未満」
「以下」の意味
・「切り捨て」や「切り上げ」の意味

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）数量や図形などについて基礎的・基本的な概念や性質を理解し、事象を数学的に解釈したり、表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。(高１段階)
(思判表力)日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質など
を見いだし、統合的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明確・的確に表わす力を身に付けるようにす
る。（高１段階）
(学･人) 数学的活動の楽しさや数学の良さが分かり、学習したことを振り返り、課題を解決しようとする態度を養う。
職員と生徒または生徒同士でコミュニケーションを図りながら、事象の解決に取り組むことができるようにする。（高
１段階）

1
学
期

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒について

3/105 １学年　27名



15

（知及技）加減乗除の計算が確
実にでき、それらを適切に用い
ることができる。(高１段階Ａエ
㋑オ㋑カ㋑）

（思判表力） 数量の関係に着目
し、計算の仕方を考えたり、計
算を工夫したり、計算の確かめ
をしたりすることができる。
（高１段階Ａエオカ㋐）

（学・人）数学の学習場面から
数学の問題を見いだして解決
し、結果を確かめたり、発展的
に考察したりする活動ができ
る。（高１段階）

(知・技）２位数及び簡単な３
位数の計算を基にして、３位数
や４位数の計算ができている。

(思･判･表)既習の数の見方や計
算の仕方を活用したりすること
で、未習の計算の仕方を見付け
出している。乗法の計算に関し
て成り立つ性質を活用して，計
算の工夫をすることである

(主学)日常の事象において、目
的に応じて数を処理したことを
振り返り、多面的にとらえ検討
してより良いものを求めて粘り
強く考えたり、数学の良さに気
づき学習したことを今後の生活
や学習に活用しようとしたりし
ている。

【A数と計算】
・整数の加法及び減法
・整数の乗法
・整数の除法

○数と計算
・3位数＋3位数の筆算
・3位数－3位数の筆算
・1000－2～3位数の筆算
・3位数×3位数の筆算
・2位数÷1位数の筆算
・3位数÷1位数＝3位数の筆算
・3位数÷1位数＝2位数の筆算

6

（知及技） 四則の混合した式や
（ ）を用いた式について理解
し、正しく計算することができ
る。(高１段Aコ㋐）

（思判表力）問題場面の数量の
関係に着目し、数量の関係を簡
潔に、また一般的に表現した
り、式の意味を読み取ったりす
ることができる。
（高１段階Aコ㋐）

（学・人）問題解決の過程や結
果を、図や式などを用いて数学
的に表現し伝え合う活動ができ
る。（高１段階）

(知・技）四則の混合した式や
（　）を用いた式について計算
のきまりを理解している。数量
の関係を一般的に捉え、式にま
とめて用いることができてい
る。

(思･判･表)式の中にある二つの
数量の対応や変化の関係の仕方
にどんな特徴があるかを、表な
どを用いて調べながら、伴って
変わる二つの数量の関係を読み
取っている。

(主学)問題解決の過程や結果
を、図や式などを用いて数学的
に表現し伝え合う活動ができて
いる。

【A数と計算】
・数量の関係を表す式

○変化と関係
・2段階構造の問題を1つの式に表す方
法
・（ ）のある式の計算順序とその計算
・四則混合の式の表し方や計算順序

21

（知及技）三角形や四角形など
多角形についての簡単な性質を
理解することができる。円周率
の意味について理解し、それを
用いることができる。(高１段階
Ｂア㋐㋒㋔）

（思判表力）図形を構成する要
素及びそれらの位置関係に着目
し、図形の性質を見いだすとと
もに、その性質を基に既習の図
形を捉え直すことができる。
（高１段階Ｂア㋐）

（学・人） 日常の事象から図形
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高１段階）

(知・技）四角形を弁別したり
作図したりする活動などを通し
て、三角形や四角形など多角形
について理解できている。直径
の長さ、円周の長さ、円周率の
関係について理解できている。

(思･判･表)辺や頂点など図形を
構成する要素に着目し、三角形
や四角形、長方形や正方形など
の特徴を見出し、説明してい
る。実際に幾つかの円につい
て，直径の長さと円周の長さを
測定するなどして帰納的に考え
ることにより、どんな大きさの
円についても、円周の長さの直
径の長さに対する割合が一定で
あることを理解できている。

(主学) 日常の事象から図形の
問題を見いだして解決し、数学
的に表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理のよさに気
づき今後の生活や学習に活用し
ようとしている。

【B図形】
・平面図形

○図形
・「二等辺三角形」「正三角形」の意味
・「二等辺三角形」「正三角形」の作図
・四角形の仲間分け
・「平行四辺形」や「台形」の作図
・円周の長さと直径の長さのきまり
・「円周率」の意味

1
学
期

２
学
期



21

（知及技）立方体、直方体、見
取図、展開図について知ること
ができる。(高１段階Ｂイ㋐㋒）

（思判表力） 図形を構成する要
素及びそれらの位置関係に着目
し、立体図形の平面上での表現
や構成の仕方を考察し、図形の
性質を見いだすとともに、日常
の事象を図形の性質から捉え直
すことができる。（高１段階Ｂ
イ㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高１段階）

(知・技）模型や具体物を調べ
る活動を通して、立方体、直方
体について理解している。実際
に数種類の展開図から立体を
作ったり、立体を切り開き展開
図を作ってみたりする活動を通
して、展開図からできあがる立
体図形を理解できている。

(思･判･表)立体図形を平面上に
いかに表現するか、また逆に、
平面上に表現された図からいか
に立体図形を構成できるかを考
察している。

(主学)日常の事象を図形の性質
から数学的に捉え直すことがで
きている。

【B図形】
・立体図形

○図形
・身の回りのいろいろな箱の仲間分け
・「直方体」「立方体」「立体」の意味
・展開図をかき、それを切り抜いて直方
体を組み立てる
・「見取図」の意味とそのかき方

15

（知及技）簡単な場合につい
て、比例の関係があることを知
ることができる。(高１段階Ｃア
㋐）反比例の関係について理解
することができる。(高2段階Ｃ
ア㋒）

（思判表力）伴って変わる二つ
の数量を見いだして、それらの
関係に着目し、表や式を用いて
変化や対応の特徴を考察するこ
とができる。(高１段階Ｃア㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高１段階）

(知・技）伴って変わる二つの
数量を、表に当てはめていく活
動を通して、表を用いて一方が
２倍，３倍，４倍になるとき，
それに伴って他方も２倍，３
倍，４倍になる二つの数量の関
係を見いだし、この関係を比
例の関係として捉えることがで
きている。

(思･判･表)伴って変わる二つの
数量の関係について、変化や対
応の規則性を見付けだし、それ
らの関係を表や式で表し、変化
や対応についてのさらなる特徴
を見いだしている。

(主学)問題解決過程を振り返
り、見いだしたきまりを基に、
数値を変えるなどして問題場面
の条件を変更することで、変化
や対応の特徴を発展的に考察
し、日常生活等に生かしてい
る。

【C変化と関係】
・伴って変わる二つの数量

○変化と関係
・「比例」の意味
・リボンを買う長さを2倍、3倍、…に
すると、代金はどのように変わるかを
調べる
・「反比例」の意味
・水槽の場面で水の量を60Lに決めたと
き、1分当たりに入れる水の量と水を入れ
る時間の関係を調べる

２
学
期

（知及技)ある二つの数量関係と
別の二つの数量の関係を比べる
場合に割合を用いる場合がある
ことを理解することができる。
百分率を用いた表し方を理解
し、割合などを求めることがで
きる。
(高１段階Ｃウ㋐㋑）

（思判表力）日常の事象におけ
る数量の関係に着目し、図や式
などを用いて、ある二つの数量
の関係と別の二つの数量の関係
との比べ方を考察することがで
きる。(高１段階Ｃウ㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高１段階）

(知・技）基準量を１として、
比較量を割合として小数で表す
ことで、資料の全体と部分、あ
るいは、部分と部分の関係どう
しを比べる場合があることを理
解できている。割合をなるべく
整数で表すために、基準量を
100として、それに対する割合
で表す方法を理解し、百分率を
求めたり、用いたりすることが
できている。

(思･判･表)比べる対象を明確に
し、比べるために必要となる二
つの数量の関係を、比例関係を
前提に、割合でみてよいかを判
断している。二つの数量の関係
を、得られた割合の大小から判
断したり、割合を使って計算を
した結果から問題を解決してい
る。

(主学)日常生活の中で用いられ
ている百分率をチラシやテレビ
などから見つける活動などを通
して、百分率が日常生活の中で
用いられている割合の便利な表
現であることに気付き、身近な
事象の関係を百分率で表すこと
ができている。

【C変化と関係】
・二つの数量の関係

○変化と関係
・割合の意味とその求め方
・百分率の意味とその表し方
・歩合の意味とその表し方
・百分率を適用した計算問題

留意点
引継ぎ等

３
学
期

12



高等部　１年（Ⅱ課程B類型）　　数学科年間指導計画

担当者 教科書／副教材

数学科 ゆっくり学ぶ子のための　さんすう1

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

9

(知及技）ものとものとを対応させるこ
とによって、ものの個数を比べ、同等・
多少が分かる。【小２段階Ａア㋐】
ものの集まりと数詞、数字の対応がわか
り、個数を正しく数えて書き表したり、
２つの数を比べて数の大小がわかったり
する。【小２段階Ａ㋑㋒㋓㋔】

(思判表力)数詞と数字、ものとの関係に
着目し、数の数え方や数の大きさの比べ
方、表し方を考えることができる。【小
２段階Ａ㋐】

(学･人)数カードや物を使った活動
（配ってみよう・数えてみよう・並べて
みよう）に関心をもち、生活や学習に活
用しようとすることができる。【高１段
階】

(知・技）ものとものとを一対一で
対応させ、同等・多少を判断してい
る。1０までの数について、数詞を
唱えたり、個数を数えたり書き表し
たりしている。

(思･判･表)数の数え方や数の大小比
較の仕方を磁石・シールや数字カー
ド等の具体物を使って表現してい
る。

(主学)数詞と数字とものの数との関
係が分かり、学習や生活の中におい
て、数を数えたり、比べたり、表現
したりすることに興味をもち、数を
使う良さを感じ、使おうとしてい
る。

○数と計算
・１０までの数の数え
方や表し方

○数と計算
・配ってみよう
１つのコップに１本のストローを入れていく等、
物を対応させて配る。

・数えてみよう
色や形、位置が変わっても、数は変わらないこと
に気づく。数詞とものとを対応させて個数を正し
く数え、対応が完成した最後の数詞を集合数とし
て表せるようにする。

・並べてみよう・並んでみよう
数の系列が分かり、順序や位置を表すのに数を用
いる。

9

(知及技）３位数までの数の表し方につ
いて理解すること。【中１段階Ａア㋑】

(思判表力)数のまとまりに着目し、考察
する範囲を広げながら数の大きさの比べ
方や数え方を考え、日常生活で生かすこ
とができる。【中１段階ア㋐】

(学･人)模擬硬貨やチラシを使って３位
数を表したり見つけたりする活動に関心
をもち、生活や学習に活用しようとする
ことができる。【高１段階】

(知・技）百円、十円、一円を種類
別で数えて各位の数を表している。

(思･判･表)数を百のまとまり、十の
まとまりと端数で捉えて表現してい
る。

(主学)３位数で表される数が身近に
ある事に気付いている。

○数と計算
・1000までの数の数え
方や表し方、構成

○数と計算
・３位数を表現しよう
模擬硬貨の百円、十円、一円を種類別で数えて３
位数を表す。

・工夫して数えよう
10個入りの卵パックや製氷器等を用い、バラバラ
のものを10個ずつまとめ、それをさらに10個ずつ
まとめて百のまとまり、十のまとまりと端数の考
え方を身につける。

・３位数を見つけよう
チラシ等を活用して、３位数を探す活動を行う。

9

(知及技）加法が用いられる合併や増加
等、減法が用いられる求残や減少等の場
合について理解する。【小３段階Ａイ㋐
㋔】
４位数までの加法及び減法の計算の仕方
やそれらの筆算についての仕方を知り、
計算機を使って具体的な生活場面におけ
る加法及び減法の計算ができる。【中２
段階Ａイ㋐㋒】

(思判表力)数量の関係に着目し、数の適
用範囲を広げ、計算に関して成り立つ性
質や計算の仕方を見いだすとともに、日
常生活で生かすことができる。【中２段
階Ａイ㋐】

(学･人)買い物を想定した計算や計算機
の操作などの活動に関心をもち、生活や
学習に活用しようとすることができる。
【高１段階】

(知・技）１位数同士の足し算、引
き算の記号（＋、－）が表す意味を
理解して答えている。

(思･判･表)２位数上の加減法の筆算
において位ごとに計算している。

(主学)買い物の計算練習等において
計算機を活用している。

○数と計算
・足し算
・引き算
・計算機の使い方

○数と計算
・足し算（１位数同士）「あわせていくつ」「ふ
えるといくつ」「ぜんぶでいくつ」
加法が用いられる合併や増加等の場合について理
解し、１位数同士の加法の計算をする。

・引き算（１位数同士）「残りはいくつ？（求
残）」「違いはいくつ？（求差）」
減法の意味（求残、求差）を理解し、１位数同士
の減法の計算をする。

・４位数までの加減法の筆算
模擬貨幣を使って繰り上がりのない加法、繰り下
がりのない減法の筆算の仕方を学ぶ。

・買い物等における具体的な生活場面での計算機
の使用方法を学ぶ。

9

(知及技）具体物を分配したり等分した
りすることができる。【小３段階Ａア
㋔】
乗法や除法が用いられる場合や意味を知
ることができる。【中１段階Ａウ㋐】
【中２段階Ａエ㋐】

(思判表力)数量の関係に着目し、計算に
関して成り立つ性質や計算の仕方を見い
だすとともに、日常生活に生かすことが
できる。【中２段階Ａエ㋐】

(学･人)数学の学習で気付いたことを、
教師や友だちに見せたり、合図したりし
て伝えながら、課題に取り組むことがで
きる。【高１段階】

(知・技）総数を一つずつなくなる
まで分けて同じ数にしている。

(思･判･表)「一つ分」、「いくつ
分」、「全部で」の言葉の意味と乗
法の式の関係を知ろうとしている。

(主学)具体的な生活場面において乗
法や除法が用いられる場面を知ろう
としている。

○数と計算
・分配、等分
・かけ算
・割り算

○数と計算
・「まとめてみよう」「分けてみよう」
給食トレーにお箸を２本ずつ配る、鉛筆を一箱に
４本ずつ入れる等、生活場面を想定し、具体物を
使って等分する活動の中で「一つ分」「いくつ
分」「総数」の意味を知る。

・総数を一つずつなくなるまで分けて同じ数にな
るように分配する。

・具体物や絵カードを使って乗法、除法の意味を
知る。

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

3単位
105時間

1学年 12名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）数量や図形などについて基礎的・基本的な概念や性質を理解し、事象を数学的に解釈したり、表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。（高１段階）
(思判表力)日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし、統合的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明確・的確に表わす力を身に付けるようにする。（高１段階）
(学･人)数学的活動の楽しさや数学の良さがわかり、学習したことを振り返り、課題を解決しようとする態度を養う。また、 職員と生徒または生徒同士
でコミュニケーションを図りながら、事象の解決に取り組むことができるようにする。（高１段階）

1
学
期

２
学
期



18

(知及技）長さ、重さ、高さ及び広さな
どの量の大きさが分かること。【小２段
階Ｃ測定ア㋐】
長さの単位mm、cm、m、kmや重さの単位
g、kgについて知り、測定の意味を理解
することができる。【中１段階Ｃア㋑】

(思判表力)長さ、重さ、高さ及び広さな
どの量を、一方を基準にして比べること
に関心をもったり、量の大きさを用語を
用いて表現したりすること。【小２段階
Ｃア㋐】

(学･人)身の回りで使われているmm、
cm、m、kmを見つけることができる。
【中１段階】

(知・技）「長い」「重い」「高
い」「広い」という言葉の意味を理
解している。mm、cm、m、kmが実際
に使われている場面を知ろうとして
いる。

(思･判･表)二つの量を相対的に比
べ、その結果について「長い・短
い」「重い・軽い」「高い・低い」
「広い・狭い」という用語を用いて
表現しようとしている。

(主学)身の周りで使われているmm、
cm、m、kmを見つけようとしてい
る。

○測定
・量を感覚で捉えよう
・二つの量を比べてみ
よう
・量の単位（mm、cm、
m、km)と測定

〇測定
・「量を感覚で捉えよう」
実際のものを使って、感覚、視覚を使って量を感
じる。

・「二つの量を比べてみよう」
一方を基準にして二つの量を相対的に比べ、「長
い・短い」「重い・軽い」「高い・低い」「広
い・狭い」を判断する。

・普遍単位mm、cm、m、kmが実際に使われている
場面を知ったり、実際に身の回りで使われている
ものを探したりする。また、普遍単位を用いて
「１学期より２学期の方が身長が１cm伸びた」
等、普遍単位で表すことの良さを知る。

15

(知及技）ものの形に着目し、身の回り
にあるももの特徴を捉え、具体物を用い
て形を作ったり分解したりすることがで
きる。【小３段階Ｂア㋐㋑】
直線、三角形、四角形、正方形、長方
形、直角三角形、円、球について知るこ
とができる。【中１段階Ｂア㋐㋑㋒】
【中２段階Ｂア㋔】

(思判表力)身の回りにあるものから、い
ろいろな形を見つけたり、具体物を用い
て形を作ったり分解したりする。【小３
段階Ｂア㋐】
図形を構成する要素に着目し、構成の仕
方を考えるとともに、図形の性質を見い
だし、身の回りのものの形を図形として
捉えることができる。【中１段階Ｂア
㋐】

(学･人)身近にあるものの形を図形とし
て捉え、学習した言葉を用いて表現する
ことができる。【高１段階】

(知・技）身の回りにあるものの特
徴を捉え、具体物を用いて形を作っ
たり分解したりしようとしている。
様々な図形の名称を知り、同じ形を
選ぼうとしている。

(思･判･表)色板や画用紙、折り紙、
棒、積み木等を使用して見本の形を
真似たり、自由に想像したりして具
体物に似せた形をつくることに取り
組んでいる。

(主学)ものを図形として捉えて表現
しようとしている。

○図形
・身の回りにあるもの
の形
・色々な図形の名前
・作ってみよう

〇図形
・「同じ形に分けよう」
身の回りにあるももの特徴を捉え、具体物を用い
て形を作ったり分解したりしようとしている。
様々な図形の名称を知り、複数の図形の中から特
徴を捉えて同じ形を選ぶ。

・形をつくろう（見本構成）
色板や画用紙、折り紙、棒、積み木等を使用して
見本の形を真似たり、自由に想像したりして具体
物に似せた形をつくる。

・図形を探そう
身近にあるものの形を図形として捉える。

15

(知及技）日常生活の中で時刻を読み、
時間の単位（日、午前、午後、時、分、
秒）について知り、それらの関係を理解
する。【小３段階Ｃイ㋐㋑】【中１段階
Ｃイ㋐】

(思判表力)時刻の読み方を日常生活に生
かして、時刻と生活とを結びつけて表現
することができる。【小３段階Ｃイ㋐】

(学･人)日付や時刻を表現することに興
味を持って取り組んだり、時刻を使うこ
との有用性、必要性に気付くことができ
る。【高１段階】

(知・技）今日の日付を表現した
り、カレンダーから選んだりしてい
る。時刻を読んだり、絵カード等を
選ぶことができる。

(思･判･表)長針と短針の意味を理解
して正時を表現しようとしている。
一日の時間の流れに沿って、活動イ
ラストを貼り付けている。

(主学)日付や時刻を表現することに
興味を持って取り組んだり、時刻を
使うことの良さに気付いている。
【高１段階】

〇測定
・カレンダーワーク
・午前・午後
・時刻や時間
・時計を使おう

〇測定
・「カレンダーワーク」
今日が何月何日であるかを表現できるようにす
る。登校日や休日、公休日等を理解し、カレン
ダーを活用できるようにする。

・「午前・午後」
時間の単位（日、午前、午後）について知る。日
常生活の中で、午前・午後の判断をする。

・「時刻や時間」
時間の単位（時、分、秒）について知り、長針と
短針の示す意味を理解して模擬時計やiPadのアプ
リ等を使って時刻を読む練習をしたり、メトロ
ノームに合わせて手拍子したり、ストップウォッ
チで時間ぴったりゲーム等を行って秒の感覚を身
につけたりする。

・「時計を使おう」

12

(知及技）身近なものを目的、用途、機
能に着目して分類することができる。
【小２段階Ｄア㋐】

(思判表力)身近なものの色や形、大き
さ、目的及び用途等に関心を向け、共通
点や相違点を考えながら、興味をもって
分類することができる。【小２段階Ｄア
㋐】

(学･人) 教師と生徒または生徒同士でコ
ミュニケーションを図りながら、事象の
解決に取り組むことができる。【高１段
階】

(知・技）身近なものを色や形、大
きさ等見た目ではなく目的、用途、
機能に着目して分類しようとしてい
る。

(思･判･表)共通点や相違点を考えて
いる。

(主学)教師や生徒とコミュニケー
ションを図りながら、共通点や相違
点について一緒に考えて分類しよう
としている。

○データの活用
・わけてみよう
・共通点を考えてみよ
う

〇データの活用
・「わけてみよう」
設定されたテーマに合う・合わないの選択をす
る。また、テーマに属する絵カードを分類してい
る。

・「共通点を考えてみよう」
複数のものを比べて、共通する目的、用途、機能
を見つける。

9

(知及技）ものやデータを簡単な絵や
図、記号に置き換えて表したり、簡単な
表やグラフに表したり読み取ったりする
ことができる。【小３段階Ｄア㋐㋑】
【中１段階Ｄア㋐】

(思判表力)個数の把握や比較のために簡
単な絵や図、記号に置き換えて簡潔に表
現することができる。【小３段階Ｄア
㋐】
身の回りの事象に関するデータを整理す
る観点に着目し、簡単な表やグラフを用
いながら読み取ったり、考察したりする
ことができる。【中１段階Ｄア㋐】

(学･人)記号等を用いたり、別のものを
対応させることにより事象を簡潔に表現
できることの良さに気付くことができ
る。【高１段階】

(知・技）ゲームの結果や整理した
い事項を磁石、シール、○・×、
マーク等で表やグラフに表してい
る。

(思･判･表)表やグラフから同等・多
少を読み取ったり、特徴を考察した
りしている。

(主学)記号等を用いたり、代替する
ものを対応させることにより事象を
簡潔に表現できることの良さに気付
いている。

○データの活用
・同等と多少
・〇×を用いた表

〇データの活用
・「勝敗を決めよう」
ボウリング遊びの結果をシールや磁石で表す等、
ものとものを対応させることで、ものの同等や多
少を判断できるようにする。身近にあるものの個
数に着目して絵グラフなどに表し、多少を読み
取って表現する。

・「〇×を用いた表」
身の回りの出来事を捉え、〇×を用いた簡単な表
を作成する。「〇×」の意味を知る。

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



高等部　２年（Ⅱ課程A類型）　数学科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

数学科 くらしに役立つ数学

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

36

（知及技）小数が整数と同じ仕
組みで表されていることを知る
とともに、数の相対的な大きさ
についての理解できる。小数の
加法及び減法の意味について理
解し、それらの計算ができる。
(高１段階Ａキ㋑㋒）小数の乗法
及び除法の計算ができる。(高１
段階Ａク㋑）

（思判表力）小数の数の表し方
の仕組みや数を構成する単位に
着目し、計算の仕方を考えるこ
とができる。（高１段階Ａキ㋐
ク㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高１段階）

(知・技）小数が整数と同じ仕
組みで表されていることを理
解している。小数の加法及び減
法の計算は、小数点を揃えて位
ごとに計算し、整数と同じ原
理、手順でできることを理解で
きている。小数の乗法及び除法
の計算では、小数点の位置に着
目してこれを移動し、整数に置
き換えれば、整数の計算と同様
な考え方で積や商を求めること
ができている。

(思･判･表)小数の大小比較や計
算についても整数と同じ考え方
でできることに気付いている。

(主学)身の回りにある小数で表
された量に気付き、それらの量
を合わせたり、差を求めたりし
ながら、日常生活で生かすこと
ができている。

【A数と計算】
・小数とその計算
・小数の乗法及び除法

〇数と計算
・小数の位取りの原理、小数の構成
・小数も整数と同じ十進構造になってい
ること
・小数の順序、大小関係、相対的な大き
さ、多面的な見方
・小数を10倍、1/10にしたときの数の表
し方
・小数の加減計算と筆算形式（小数第二
位以下）
・小数に整数をかける乗法と筆算形式
・小数を整数でわる除法と筆算形式

25

（知及技）図形の合同について
理解することができる。(高1段
階Bア㋑）縮図や拡大図、対称な
図形について理解することがで
きる。（高2段階Bア㋐㋑）

（思判表力）図形を構成する要
素及び図形間の関係に着目し、
構成の仕方を考察したり、図形
の性質を見いだし、その性質を
筋道を立てて考え説明したりす
ることができる。(高2段階Bア
㋑）

（学・人）問題解決の過程や結
果を、図や式などを用いて数学
的に表現し伝え合う活動ができ
る。（高１段階）

(知・技）形も大きさも同じ図
形をぴったり重ねる活動などを
通して、図形の合同について理
解できている。縮図や拡大図の
意味や特徴について、作図を
通して理解できている。線対
称、点対称の意味について観察
や構成、作図などの活動を通し
て理解できている。

（思･判･表）図形を構成する要
素及び図形間の関係に着目し
て、与えられた図形と合同な図
形をいかに構成すればよいかを
考察できている。

(主学)身の回りの図形や建物な
どに対し、均整のとれた美し
さ，安定性など、図形のもつ美
しさを見いだし、図形の理解を
深め、図形に対する感覚を豊か
にできている。

【B図形】
・平面図形

○図形
・合同の意味、合同な図形の弁別
・合同な図形の性質
・合同な三角形の作図と、三角形の決定
条件の初歩
・合同な四角形の作図と、四角形の決定
条件の初歩
・拡大図、縮図の意味と性質（対応する
辺の長さや角の大きさ）
・拡大図、縮図のかき方
・線対称な図形、対称の軸の概念
・線対称な図形の性質（対応する点、
辺、角）とかき方
・点対称な図形、対称の中心の概念
・点対称な図形の性質（対応する点、
辺、角）とかき方

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

３単位
１０５

２学年２８名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）数量や図形などについて基礎的・基本的な概念や性質を理解し、事象を数学的に解釈したり、表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。(高２段階)
(思判表力)日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質な
どを見いだし、統合的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明確・的確に表わす力を身に付けるように
する。（高２段階）

(学･人) 数学的活動の楽しさや数学の良さが分かり、学習したことを振り返り、課題を解決しようとする態度を養
う。
職員と生徒または生徒同士でコミュニケーションを図りながら、事象の解決に取り組むことができるようにする。（高
２段階）

 
 
 
 



17

（知及技）三角形、平行四辺
形、ひし形、台形の面積の計算
による求め方について理解する
ことができる。(高１段階Bエ
㋐）円の面積の計算による求め
方について理解することができ
る。(高2段階Bウ㋐）

（思判表力）図形を構成する要
素などに着目して、基本図形の
面積の求め方を見いだすととも
に、その表現を振り返り、簡潔
かつ的確な表現に高め、公式と
して導くことができる。(高1段
階Bエ㋐）(高2段階Bウ㋐）

（学・人）問題解決の過程や結
果を、図や式などを用いて数学
的に表現し伝え合う活動ができ
る。（高１段階）

(知・技）三角形、平行四辺
形、ひし形、台形の面積を、長
方形や正方形の面積の求め方に
帰着して計算によって求めるこ
とができている。円の面積の公
式を理解し、円の面積を計算に
よって求めることができてい
る。

(思･判･表)既習の計算による求
積が可能な図形の半分であると
みたり、既習の計算による求積
が可能な図形に分割して考えた
りする中で、面積を求めようと
している。円のどこの長さに着
目すると面積を求めることがで
きるのか、振り返って考えてい
る。

(主学)既習の計算による求積が
可能な図形に分割して考えたり
する中で、数学的な見方・考え
方を働かせて、生徒が自ら工夫
して面積を求めることができて
いる。

【B図形】
・平面図形の面積

○図形
・平行四辺形の面積の求め方、面積公式
とその適用
・三角形の面積の求め方、面積公式とそ
の適用
・台形やひし形の面積の求め方、面積公
式とその適用
・円の面積の求め方と面積公式

10

（知及技）数量の関係を割合で
捉え、円グラフや帯グラフで表
したり、読んだりすることがで
きる。また、円グラフや帯グラ
フの意味や用い方を理解するこ
とができる。(高1段階Dア㋐㋑）

（思判表力）目的に応じてデー
タを集めて分類整理し、データ
の特徴や傾向に着目し、問題を
解決するために適切なグラフを
選択して読み取り、その結論に
ついて考察することができる。
(高1段階Dア㋐）

（学・人）数学の学習場面から
数学の問題を見いだして解決
し、結果を確かめたり、発展的
に考察したりする活動ができ
る。（高1段階）

(知・技）数量の関係を割合で
捉え、基準量と比較量との関係
を円グラフや帯グラフで表すこ
とができている。

(思･判･表)データの種類や項目
の数を考え、目的に応じて、こ
れまで学習してきている簡単な
表や二次元の表、棒グラフ、折
れ線グラフ、円グラフ、帯グラ
フといった表現から適切なもの
を選択して表してみることで、
データの特徴や傾向をつかみ読
み取っていくようにする。

(主学)身の回りの事象につい
て、その事象の因果関係や傾向
を漠然と捉えるだけではなく、
データに基づいて判断する統計
的な問題解決の方法を知り、そ
の方法で考察していくことがで
きている。

【Dデータの活用】
・データの収集とその分析

○データの活用
・帯グラフ、円グラフの読み方、特徴、
かき方

17

（知及技）平均の意味や求め方
を理解することができる。（高1
段階Dイ㋐）代表値の意味や求め
方を理解することができる。(高
2段階Dア㋐）

（思判表力）概括的に捉えるこ
とに着目し、測定した結果を平
均する方法について考察するこ
とができる。（高1段階Dイ㋐）
また、代表値などを用いて問題
の結論について判断するととも
に、その妥当性について批判的
に考察することができる。(高2
段階Dア㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高２段階）

（知・技）平均の意味や求め方
を理解できている。データ全体
を表す指標として平均値、中
央値、最頻値などの代表値の意
味を理解し、用いることができ
ている。

（思･判･表）平均の考え方を用
いて、それを妥当な数値として
示し、全体の傾向を捉えようと
している。一つの数値で表すこ
とで、データの特徴を簡潔に表
すことができることに気付いて
いる。資料の特徴や代表値を用
いる目的を明らかにしながら、
どのような代表値を用いるべき
かを判断できている。

（主学）平均や代表値の考えを
他の学習場面をはじめ、日常生
活に生かすことができている。

【Dデータの活用】
・測定した結果を平均する方法

○データの活用
・平均の意味と求め方
・平均から全体量を求める方法
・測定したデータから平均を求める方法
・外れ値を除いた平均の求め方
・代表値としての平均
・最頻値
・中央値

留意点
引継ぎ等

 
 
 
2
学
期
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期



高等部　２年（Ⅱ課程B類型グループ）　　数学科年間指導計画
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学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

9

（知及技）数詞を唱えたり、個数
を数えたり書き表したり、数の大
小を比べたりすることができる。
【小３段階Ａア㋑】

（思判表力）数の大きさの比べ
方、表し方を考えることができ
る。【小３段階Ａア㋐】

（学･人）数学的活動に関心をも
ち、生活や学習に活用しようとす
る態度を身に付けることができ
る。【高１段階】

（知・技）100までの数について、
数詞を唱えたり、個数を数えたり
書き表したり、数の大小を比べた
りしている。

（思･判･表）相手が出したカード
と比べてどちらが大きいのか判断
している。また、どちらの商品が
安いか判断している。

（主学）数学的活動に関心をも
ち、興味を持って学習に取り組ん
でいる。

○数と計算
・100までの数の表し方
・数の大きさを比べてみよ
う

〇「100までの数の表し方」
100までの数について、数詞を唱えたり、個数を
数えたり書き表したり、数の大小を比べる。

〇「数の大きさを比べてみよう」
100円までの数が書かれたカードを使って、どち
らが安いか判断する。また、商品の値段と手元に
あるお金を比べて購入できるかどうかを判断す
る。

9

(知及技）４位数までの十進位取り
記数法による数の表し方及び数の
大小や順序について、理解するこ
とができる。【中２段階Ａア㋐】

(思判表力)数のまとまりに着目
し、考察する範囲を広げながら数
の大きさの比べ方や数え方を考
え、日常生活で生かすことができ
る。【中２段階ア㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高１段階】

(知・技）千円、百円、十円、一円
を種類別で数えて各位の数を表し
ている。

(思･判･表)３位数までの考え方を
基に、十でまとまると一つ大きな
位に数を記入する等、十進位取記
数法の特徴を理解しようとしてい
る。

(主学)４位数で表される数が身近
にある事に気付いている。

○数と計算
・10000までの数の数え方
や表し方、構成

○数と計算
・４位数を表現しよう
模擬貨幣の千円、百円、十円、一円を種類別で数
えて４位数を表す。

・４位数を見つけよう
チラシ等を活用して、４位数を探す活動を行う。

・変身するお金？
一円玉十枚と十円玉一枚が同じ価値であることを
示して、十進位取記数法では十でまとまると一つ
大きな位に数の表記がうつっていくことを知る。
百の位、千の位についても同様に行う。

9

(知及技）加法が用いられる合併や
増加等、減法が用いられる求残や
減少等の場合について理解する。
【小３段階Ａイ㋐㋔】
大きな数の加法及び減法の計算
が、２位数などについての基本的
な計算を基にしてできることを理
解すること。また、その筆算の仕
方について理解することができ
る。【高１段階Ａエ㋐】

(思判表力)数量の関係に着目し、
計算の仕方を考えたり、計算に関
して成り立つ性質を見いだしたり
するとともに、その性質を活用し
て、計算を工夫したり、計算の確
かめをしたりすることができる。
【高１段階Ａエ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高１段階】

(知・技）１位数同士の足し算、引
き算の記号（＋、－）が表す意味
を理解して答えている。

(思･判･表)２位数以上の加減法の
筆算は位ごとに計算することを確
認している。

(主学)買い物の計算練習等におい
て計算機を活用している。合計は
足し算、おつりは引き算でできる
ことを理解し、活用しようとして
いる。

○数と計算
・足し算
・引き算
・計算機の使い方

○数と計算
・足し算（１位数同士）「あわせていくつ」「ふ
えるといくつ」「ぜんぶでいくつ」
加法が用いられる合併や増加等の場合について理
解し、１位数同士の加法の計算をする。

・引き算（１位数同士）「残りはいくつ？（求
残）」「違いはいくつ？（求差）」
減法の意味（求残、求差）を理解し、１位数同士
の減法の計算をする。

・大きな数の加減法の筆算
繰り上がりのない足し算、繰り下がりのない引き
算の筆算は位ごとに計算することを知る。

・買い物等における具体的な生活場面での計算機
の使用方法を学ぶ。

9

(知及技）端数部分の大きさを表す
のに小数を用いることや小数が整
数と同じ仕組みで表されているこ
と、小数の加法及び減法の意味や
計算の仕方を知ることができる。
【中２段階Ａオ㋐】【高1段階Ａキ
㋑㋒】

(思判表力)数の表し方の仕組みや
数を構成する単位に着目し、計算
の仕方を考えるとともに、それを
日常生活に生かすことができる。
【高1段階Ａキ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高１段階】

（知・技）１に満たない端数部分
の大きさを表すのに小数を用いる
ことを確認している。小数も十進
位取記数法で表されることや加減
法の考え方が整数と同じであるこ
とを確認している。

（思･判･表）小数を使って身近な
ものの量を表現しようとしてい
る。

（主学）身近な場面で小数が使わ
れていることに気付き、小数を使
うことの必要性を感じている。

○数と計算
・小数の表し方
・小数の加減法
・小数を見つけよう

〇数と計算
・「小数の表し方」
１に満たない端数部分の大きさを表すのに小数を
用いることを確認する。実際の測定等を通して小
数を用いて数を表現する。

・「小数の加減法」
小数も十進位取記数法で表されることや加減法の
考え方が整数と同じであることを確認する。

・「小数を見つけよう」
身近にある小数を見つける。

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

3単位
105時間

２学年６人

目標：（知及技）知識及び技能　　（思判表力）思考力、判断力、表現力等　　（学･人）学びに向かう力･人間性等
評価：（知・技）知識・技能　　  （思･判･表）思考･判断・表現　　         （主学）主体的に学習に取り組む態度

年間目標

（知及技）数量や図形などについて基礎的・基本的な概念や性質を理解し、事象を数学的に解釈したり、表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。（高１段階）
（思判表力）日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし、統合的に考察す
る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明確・的確に表す力を身に付けるようにする。（高１段階）
（学･人）数学的活動の楽しさや数学の良さがわかり、学習したことを振り返り、課題を解決しようとする態度を養う。また、職員と生徒または生徒
同士でコミュニケーションを図りながら、事象の解決に取り組むことができるようにする。（高１段階）

1
学
期



9

(知及技）概数が用いられる場面や
四捨五入について知ることができ
る【高1段階Ａウ㋐㋑】

(思判表力)日常の事象における場
面に着目し、目的に合った数の処
理の仕方を考えるとともに、それ
を日常生活に生かすことができ
る。【高1段階Ａウ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高１段階】

（知・技）概数が用いられる場面
や四捨五入について知ろうとして
いる。

（思･判･表）概数を用いると数の
大きさが捉えやすくなることや物
事の判断や処理が容易になること
に気付いている。

（主学）切り上げの考え方が買い
物の時に有用であることを理解し
て活用しようとしている。

○数と計算
・切り上げ、切り捨て、四
捨五入
・概数

○数と計算
・野球場の入場者数や市の人口等のおよその数の
表し方
・「切り捨て」や「切り上げ」の意味
・四捨五入の意味や方法

・「買えるかな？」
商品の金額を切り上げて購入金額を見積もり、手
持ちのお金の金額と比べて購入できるかどうかを
判断する。

12

(知及技）ものの形に着目し、身の
回りにあるものの特徴を捉え、具
体物を用いて形を作ったり分解し
たりすることができる。【小３段
階Ｂア㋐㋑】

(思判表力)身の回りにあるものか
ら、いろいろな形を見つけたり、
具体物を用いて形を作ったり分解
したりすることができる。【小３
段階Ｂア㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高１段階】

(知・技）身の回りにあるものの特
徴を捉え、具体物を用いて形を
作ったり分解したりしようとして
いる。

(思･判･表)色板や画用紙、折り
紙、棒、積み木等を使用して見本
の形を真似たり、自由に想像した
りして具体物に似せた形をつくる
ことに取り組んでいる。

(主学)身近にあるものの形を図形
として捉えて表現しようとしてい
る。

○図形
・身の回りにあるものの形
・形をつくろう（見本構
成）
・図形を探そう

〇図形
・「身の回りにあるものの形」
身の回りにあるももの特徴を捉え、具体物を用い
て形を作ったり分解したりしようとしている。

・「形をつくろう（見本構成）」
色板や画用紙、折り紙、棒、積み木等を使用して
見本の形を真似たり、自由に想像したりして具体
物に似せた形をつくる。

・「図形を探そう」
身近にあるものの形を図形として捉える。

12

(知及技）直線の垂直や平行、平行
四辺形、ひし形、台形、立方体、
直方体、見取図、展開図、多角形
の簡単な性質について知ることが
できる。【中２段階Ｂア㋓】【高
１段階Ｂア㋐㋒】【高１段階Ｂイ
㋐㋒】

(思判表力)図形を構成する要素及
びそれらの位置関係に着目し、構
成の仕方を考察し図形の性質を見
いだすとともに、その性質を基に
既習の図形を捉え直すことができ
る。【高１段階Ｂア㋐】

(学･人)教師と生徒または生徒同士
でコミュニケーションを図りなが
ら、事象の解決に取り組むことが
できる。【高１段階】

(知・技）様々な図形の名称を知
り、提示された図形と同じ図形を
選ぼうとしている。正しい展開図
を組み立てると箱ができることを
理解している。

(思･判･表)三角形、四角形の辺の
数や頂点の数を調べようとしてい
る。箱の形を「立方体」「直方
体」と表現する等、学習した言葉
を用いて既習の図形を表現しよう
としている。

(主学)教師や他の生徒と協力して
身近にある図形探しを行ってい
る。

○図形
・同じ形を選ぼう
・箱を作ってみよう
・多角形の特徴を調べよう
三
・図形を探そう

〇図形
・「同じ形を選ぼう」
様々な図形の名称を知り、提示された図形の特徴
を捉えて複数の図形の中から同じ図形を選ぶ。

・「箱を作ってみよう」
切り取られた展開図を組み立てて箱を作る。正し
い展開図と正しくない展開図があることを確認す
る。

・「多角形の特徴を調べよう」
三角形や四角形の辺の数や頂点の数を調べる。五
角形や六角形にも挑戦してみる。

・「図形を探そう」
身近にあるものの形を図形として捉える。

9

（知及技）傾斜を作ると角ができ
ることを理解することができる。
【小３段階Ｂイ㋐】

（思判表力）傾斜が変化したとき
の傾斜と側面の作り出す開き具合
について、大きい小さいを表現す
ることができる。【小３段階Ｂイ
㋐】

（学･人）数学的活動に関心をも
ち、生活や学習に活用しようとす
る態度を身に付けることができ
る。（高１段階）

（知・技）傾斜ができると、具体
物がそれに沿って動くことに着目
している。

（思･判･表）底面と斜面によって
できた角について、大きい、小さ
いと表現している。

（主学）数学的活動に関心をも
ち、興味を持って学習に取り組ん
でいる。

○図形
・角の大きさ

〇図形
・「ボールを転がしてみよう」
傾斜ができると具体物が動くことを知り、傾斜を
つくると角ができることを理解する。傾斜が変化
したときの斜面と底面の作り出す開き具合につい
て、大きい・小さいと表現する。

9

(知及技）日常生活の中で時刻を読
み、時間の単位（日、午前、午
後、時、分、秒）について知り、
それらの関係を理解することがで
きる。【小３段階Ｃイ㋐㋑】【中
１段階Ｃイ㋐】

(思判表力)時刻の読み方を日常生
活に生かして、時刻と生活とを結
びつけて表現することができる。
【小３段階Ｃイ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高１段階】

(知・技）今日の日付を表現した
り、カレンダーから選んだりして
いる。時刻を読んだり、絵カード
等を選ぶことができる。

(思･判･表)長針と短針の意味を理
解して正時を表現しようとしてい
る。一日の時間の流れに沿って、
活動イラストを貼り付けている。

(主学)日付や時刻を表現すること
に興味を持って取り組んだり、時
刻を使うことの良さに気付いてい
る。【高１段階】

〇測定
・カレンダーワーク
・午前・午後
・時刻や時間
・時計を使おう

〇測定
・「カレンダーワーク」
今日が何月何日であるかを表現できるようにす
る。登校日や休日、公休日等を理解し、カレン
ダーを活用できるようにする。

・「午前・午後」
時間の単位（日、午前、午後）について知る。日
常生活の中で、午前・午後の判断をする。

・「時刻や時間」
時間の単位（時、分、秒）について知り、長針と
短針の示す意味を理解して模擬時計やiPadのアプ
リ等を使って時刻を読む練習をしたり、メトロ
ノームに合わせて手拍子したり、ストップウォッ
チで時間ぴったりゲーム等を行って秒の感覚を身
につけたりする。

・「時計を使おう」
一日の時間の流れに沿って活動をイラストを貼り
付けることで時刻の有用性、必要性を感じられる
ようにする。

２
学
期
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期



9

（知及技）ものとものとの対応や
物の個数について、簡単な絵や図
に表して整理することができる。
【小３段階Ｄア㋐】
データを日時や場所などの観点か
ら分類及び整理し、表や棒グラフ
で表したり、読んだりすることが
できる。【中２段階Ｄア㋐】

（思判表力）身の回りの事象に関
するデータを整理する観点に着目
し、表や棒グラフを用いながら、
読み取ったり、考察したり、結論
を表現したりすることができる。
【中２段階Ｄア㋐】

（学･人）数学的活動に関心をも
ち、興味を持って学習に取り組む
ことができる。（高１段階）

(知・技）ゲームの結果や整理した
い事項を磁石、マーク等で表やグ
ラフに表している。板磁石を用い
て棒グラフを作成しようとしてい
る。

(思･判･表)表やグラフから同等・
多少を読み取ったり、特徴を考察
したりしている。

(主学)記号等を用いたり、代替す
るものを対応させることにより事
象を簡潔に表現できることの良さ
に気付いている。

○データの活用
・ものとものとの対応
・同等と多少
・データを整理しよう
・棒グラフ

〇データの活用
・「勝敗を決めよう」
ボウリング遊びの結果をシールや磁石で表す等、
ものとものを対応させることで、ものの同等や多
少を判断できるようにする。身近にあるものの個
数に着目して絵グラフなどに表し、多少を読み
取って表現する。

・「データを整理しよう」
毎日の天気調べを行う際に、晴れマーク、曇り
マーク、雨マーク等を種類ごとに並べ、整理す
る。

・「棒グラフ」
板磁石を活用して、棒グラフを作り、棒グラフの
視覚的な有用性を感じる。

9

（知及技）長さ、広さ、かさなど
の量を直接比べる方法について理
解して比較したり、身の回りにあ
るものの大きさを単位として，そ
の幾つ分かで大きさを比較するこ
とができる。【小３段階Ｃア㋐
㋑】
かさの単位mL、dL、Lについて知
り、測定の意味を理解することが
できる。【中１段階Ｃア㋒】

(思判表力)身の回りのものの長
さ・広さ及びかさについて、その
単位に着目し大小を比較したり、
表現したりすることができる。
【小３段階Ｃア㋐】
身の回りのものの特徴に着目し、
目的に適した単位で量の大きさを
表現したり、比べたりすることが
できる。【中１段階Ｃア㋐】

（学･人）数学的活動に関心をも
ち、生活や学習に活用しようとす
る態度を身に付けることができ
る。（高１段階）

（知・技）長さについて、比較物
と端を揃えてまっすぐに並べてい
る。広さについて、比較物と２辺
を揃えて並べている。かさについ
て、同じ大きさの空のカップを
使って比べている。かさの単位
mL、dL、Lが実際に使われている場
面を知ろうとしている。

（思･判･表）長さ・広さについ
て、色板等を使い２つの比較物の
「〇個分」から、長い方（短い
方）・広い方（狭い方）を選択し
ている。かさについて、カップ
「〇個分」と表現している。

（主学）測定する活動に主体的に
参加している。

○測定
身の回りのものの量の単位
と測定

○測定
・直接比較で比べよう
直接比べられるものを用いて、比較を行う。端を
そろえて長さを比べたり、２辺をそろえて広さを
比べたり、天秤等を用いて重さを比べたりする。

・「□個分で長さ・広さ・かさを比べよう」
直接比べられないものを身の回りにあるものの大
きさを単位として、その幾つ分かで長さ・広さ・
かさの大きさを比較する。

・普遍単位mL、dL、Lが実際に使われている場面
を知ったり、実際に身の回りで使われているもの
を探したりする。また、普遍単位を基準に数値化
することにより量の大きさを的確に測定したりで
きることの有用性を知り、普遍単位を用いること
の良さを知る。
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10

（知及技）分数が単位分数の幾
つ分かで表すことができること
を理解できる。分数の加法及び
減法の意味について理解し、そ
れらの計算ができる。同分母の
分数の加法及び減法の計算がで
きる。（高1段階ケ㋑㋒㋓㋔）

（思判表力）数のまとまりに着
目し、分数でも数の大きさを比
べたり、計算したりできるかど
うかを考えることができる。
（高1段階ケ㋐）

（学・人）数学の学習場面から
数学の問題を見いだして解決
し、結果を確かめたり、発展的
に考察したりする活動ができ
る。（高1段階）

（知・技）分数の意味や表し方
について理解できている。単位
分数の個数に着目することに
よって、分数の大きさ
を比べ、整数と同じように、分
数でも計算ができている。

（思･判･表）単位分数に着目し
て、大きさの等しい分数を探し
たり、計算の仕方を考えること
ができている。

（主学）分数の計算が日常の生
活にも使えることに気付き、分
数を用いた数の処理や分数の見
方を日常生活に生かそうとして
いる。

【A数と計算】
・分数とその計算

○数と計算
・真分数、仮分数、帯分数の概念、構成
・分数の相等関係と大小比較
・同分母分数の加減計算

26

（知及技）分数の相等及び大小
について知り、大小を比べるこ
とができる。異分母の分数の加
法及び減法 分数の乗法及び除法
の計算ができる。（高2段階イ㋒
㋓ウ㋐エ㋑）

（思判表力）数を構成する単位
に着目し、数の相等及び大小関
係について考察できる。分数の
意味や表現に着目し、計算の仕
方を考えることができる。数の
意味と表現、計算について成り
立つ性質に着目し、計算の仕方
を多面的に捉え考えることがで
きる。（高2段階イ㋐ウ㋐エ㋐）

（学・人）日常の事象を数理的
に捉え、問題を見いだして解決
し、解決過程を振り返り、結果
や方法を改善したり、日常生活
等に生かしたりする活動ができ
る。（高2段階）

（知・技）具体的な操作を行う
ことで、分数の相等及び大小に
ついてることができている。分
数の性質や通分、約分の意味を
理解し、異分母の分数の加法及
び減法の計算ができている。

（思･判･表）単位分数に着目し
て、異分母の分数の相等及び大
小関係や、加法及び減法の計算
の仕方を図や式などを用いて考
えている。

（主学）異分母の分数の相等及
び大小関係や、加法及び減法の
計算に通分を用いたことを振り
返り、そのよさに気づいて今後
の学習に活用しようとしてい
る。

【A数と計算】
・分数
・分数の加法及び減法
・分数の乗法及び除法

○数と計算
・約分の意味とその方法
・通分の意味とその方法
・異分母分数の加法、減法の計算
・分数に整数をかけることの意味と計算
の仕方
・分数を整数でわることの意味と計算の
仕方
・逆数の意味

単位数
／配当時数 生徒

３/105 ３学年（４４名）

目標：（知及技）知識及び技能　　（思判表力）思考力、判断力、表現力等　　（学･人）学びに向かう力、人間性等
評価：（知・技）知識・技能　　  （思･判･表）思考・判断・表現　　         （主学）主体的に学習に取り組む態度

年間目標

（知及技）数量や図形について基礎的・基本的な概念や性質を理解し事象を数学的に解釈したり、表現・処理する技能
を身に付けることができる。（高２段階）
（思判表力）日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質を見
いだし統合的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明確・的確に表す力を身に付けることができる。（高
２段階）
（学･人） 数学的活動の楽しさや数学の良さが分かり、学習したことを振り返り課題を解決しようとする態度を養う。
また、職員と生徒または生徒同士でコミュニケーションを図りながら事象の解決に取り組むことができる。（高２段
階）
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22

（知及技）直方体に関連して、
直線や平面の平行や垂直の関係
について理解できる。（高1段階
Bイ㋑）ものの位置の表し方につ
いて理解できる。（高1段階Bウ
㋐）

（思判表力）図形を構成する要
素及びそれらの位置関係に着目
し、立体図形の平面上での表現
や構成の仕方を考察している。
（高1段階Bイ㋐）平面や空間に
おける位置を決める要素に着目
し、その位置を数を用いて表現
する方法を考察している。（高1
段階Bウ㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高２段階）

（知・技）具体物を使って、直
線や平面の平行や垂直の関係に
ついて理解できている。基準と
なる場所を決め、平面上や空間
でものの位置を表している。

（思・判・表）具体物を調べる
活動を通して、それを構成する
要素（頂点，辺，面）に着目
し、平行及び垂直の関係につい
て考察している。平面上にある
ものの位置は二つの要素で、空
間の中にあるものの位置の表し
方について三つの要素で特定で
きることを知り、その位置を表
現するには数をどのように活用
すればよいかを考察している。

（主学）身の回りにある事象に
ついて学んだことを生かし、平
面や空間の中にあるものの位置
を表そうとしている。

【B図形】
・立体図形
・ものの位置

○図形
・直線の垂直、平行の概念とひき方
・直方体、立方体の面や辺の位置関係
（垂直、平行）
・平面上や空間にある点の位置の表し方

20

（知及技）基本的な角柱や円柱
について知ることができる。
（高1段階Bイ㋓）立方体及び直
方体の体積の計算による求め方
について理解し、基本的な角柱
及び円柱の体積の計算による求
め方について理解することがで
きる。（高2段階Bエ㋑㋒）

（思判表力）図形を構成する要
素に着目し、基本図形の体積の
求め方を見いだすとともに、そ
の表現を振り返り、簡潔かつ的
確な表現に高め、公式として導
くことができる。（高2段階Bエ
㋑）

（学・人）問題解決の過程や結
果を、目的に応じて図や式など
を用いて数学的に表現し伝え合
う活動ができる。（高2段階）

（知・技）角柱や円柱の構成要
素である頂点や辺や面の個数や
面の形を捉えている。立方体及
び直方体や、基本的な角柱及び
円柱の体積の計算による求め方
について理解している。

（思・判・表）図形を構成する
要素である底面、側面に着目
し、図形の性質を見いだすこと
ができている。基本図形の体積
の求め方を見いだし、簡潔かつ
的確な表現を考え、公式として
導こうとしている。

（主学）角柱や円柱についての
理解を深め、空間についての感
覚を豊かにしている。日常の事
象を図形の性質から捉え直し、
数学的に表現しようとしてい
る。

【B図形】
・立体図形

○図形
・角柱、円柱の概念、特徴、性質
・角柱、円柱の見取図、展開図
・角柱、円柱の体積公式

14

（知及技）整数は、観点を決め
ると偶数と奇数に類別されるこ
とを理解することができる。約
数、倍数について理解すること
ができる。（高2段階Aア㋐㋑）

（思判表力）乗法及び除法に着
目し、観点を決めて整数を類別
する仕方を考えたり、数の構成
について考えることができる。
（高2段階Aア㋐）

（学・人）数学の学習場面から
数学の問題を見いだして解決
し、解決過程を振り返り統合
的・発展的に考察する活動がで
きる。（高2段階）

（知・技）倍数、約数について
知り、それらの意味について理
解するとともに、偶数と奇数を
類別したり倍数と約数を求める
ことができている。

（思･判･表）乗法及び除法に着
目し、整数を偶数と奇数の2つ
の集合に類別してとらえたり、
倍数と約数の集合をとらえたり
するとともに、整数の性質を図
や式を用いて考え表現してい
る。

（主学）観点を決めて整数を類
別したり、類別した数の集合を
とらえたりした過程や結果を振
り返り、多面的にとらえ検討し
てよりよいものを求めて粘り強
く考えたり、数学のよさに気づ
き学習したことを生活や学習に
活用しようとしたりしている。

【A数と計算】
・整数の性質及び整数の構成

○数と計算
・偶数、奇数の意味とその類別
・倍数、公倍数、最小公倍数の意味とそ
の見つけ方
・約数、公約数、最大公約数の意味とそ
の見つけ方

2
学
期



5

（知及技）数量を□、△などを
用いて表し、その関係を式に表
したり、□、△などに数を当て
はめて調べたりすることができ
る。数量の関係を表す式につい
ての理解を深めることができ
る。（高1段階Aコ㋒㋓）

（思判表力）二つの数量の対応
や変わり方に着目し、簡単な式
で表されている関係について考
察することができる。（高1段階
Aコ㋑）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高２段階）

（知・技）伴って変わる二つの
数量の関係を表などを用いて調
べながら読み取ったり、対応の
関係や変化の関係を、□や△な
どの記号や言葉を用いたりして
表している。

（思･判･表）伴って変わる二つ
の数量の対応や変化の特徴につ
いて表などを用いて調べ、考察
している。

（主学）買い物など日常生活等
の場面で数学の問題を見いだ
し、学んだことを生かして解決
したり、結果を確かめたりして
いる。

【A数と計算】
・数量の関係を表す式

○数と計算
・２つの数量の対応関係を表に表した
り、□や○を用いて式に表
したりすること

8

（知及技）起こり得る場合を順
序よく整理するための図や表な
どの用い方を理解することがで
きる。（高2段階Dイ㋐）

（思判表力）事象の特徴に着目
し、順序よく整理する観点を決
めて、落ちや重なりなく調べる
方法を考察することができる。
（高2段階Dイ㋐）

（学・人）日常の事象から数学
の問題を見いだして解決し、結
果を確かめたり、日常生活等に
生かしたりする活動ができる。
（高２段階）

（知・技）起こりうる場合を整
理するために図や表を用いる方
法があることを理解している。

（思･判･表）事象の特徴に着目
し、順列や組合せについて、落
ちや重なりのないように図や表
を適切に用いたり、名称を記号
化して端的に表すなどして、順
序よく筋道立てて考察すること
ができている。

（主学）起こりうる場合を整理
するために図や表などを用いて
工夫したり、落ちや重なりがな
いように調べた過程を振り返
り、多面的にとらえ検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気づき学
習したことを今後の生活や学習
に活用しようとしたりしてい
る。

【Dデータの活用】
・起こりうる場合の数

○データの活用
・起こりうる場合の数を落ちや重なりが
ないように調べる方法

３
学
期

留意点
引継ぎ等
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6

（知及技）数詞を唱えたり、個数
を数えたり書き表したり、数の大
小を比べたりすることができる。
【小３段階Ａア㋑】

（思判表力）数の大きさの比べ
方、表し方を考えることができ
る。【小３段階Ａア㋐】

（学･人）数学的活動に関心をも
ち、生活や学習に活用しようとす
る態度を身に付けることができ
る。【高２段階】

（知・技）100までの数について、
数詞を唱えたり、個数を数えたり
書き表したり、数の大小を比べた
りしている。

（思･判･表）相手が出したカード
と比べてどちらが大きいのか判断
している。また、どちらの商品が
安いか判断している。

（主学）数学的活動に関心をも
ち、興味を持って学習に取り組ん
でいる。

○数と計算
・100までの数の表し方
・数の大きさを比べてみよ
う

〇「100までの数の表し方」
100までの数について、数詞を唱えたり、個数を
数えたり書き表したり、数の大小を比べる。

〇「数の大きさを比べてみよう」
100円までの数が書かれたカードを使って、どち
らが安いか判断する。また、商品の値段と手元に
あるお金を比べて購入できるかどうかを判断す
る。

6

(知及技）万、億、兆の単位につい
て知り、十進位取り記数法につい
ての理解を深めることができる。
【高１段階Ａア㋐㋒】

(思判表力)数のまとまりに着目
し、大きな数の大きさの比べ方や
表し方を統合的に捉えるととも
に、それらを日常生活に生かすこ
とができる。【高１段階Ａア㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）万、億、兆という大きな
数を表す単位があることを確認し
ている。

(思･判･表)どんなに大きな数でも
十でまとまると一つ大きな位に数
を記入する等、十進位取記数法の
特徴を理解しようとしている。

(主学)万、億、兆が使われている
場面を知ろうとしている。

○数と計算
・大きな数

○数と計算
・大きな数を表す単位を知り、教師と一緒に大き
な数を読んでみる。万、億、兆が使われている場
面を知る。

9

(知及技） 整数は、観点を決める
と偶数と奇数に類別されることを
理解することができる。【高２段
階Ａア㋐】

(思判表力)観点を決めて整数を類
別する仕方を考えたり、数の構成
について考察したりするととも
に、日常生活に生かすことができ
る。【高２段階Ａア㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）奇数と偶数の意味を理解
している。

(思･判･表)一の位が奇数か偶数か
でその数か奇数か偶数かを判断で
きることを知り、教師と一緒に奇
数、偶数を判断しようとしてい
る。

(主学)数学的活動に関心をもち、
興味を持って学習に取り組んでい
る。

○数と計算
・奇数、偶数

○数と計算
・奇数と偶数について知り、教師と一緒に奇数、
偶数が判断できるようになる。

9

(知及技）1/2、1/4 など簡単な分
数について知り、分数が単位分数
の幾つ分かで表すことができるこ
とを知ることができる。【中２段
階Ａカ㋐】【高１段階Ａケ㋑】
簡単な場合について、分数の加法
及び減法の意味について知ること
ができる。【高１段階Ａケ㋒】

(思判表力)数のまとまりに着目
し、数の表し方の適用範囲を広
げ、日常生活に生かすことができ
る。【中２段階Ａカ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）1/2、1/4 など簡単な分
数について知り、分数が単位分数
の幾つ分かで表すことができるこ
とを知ろうとしている。簡単な場
合について、分数の加法及び減法
の意味について教師と一緒に考え
ている。

(思･判･表)分数を用いると、もと
の量を１として、比較量を相対的
に表すことができることの面白さ
を感じている。

(主学)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けようとしている。

○数と計算
・分数の意味と表し方
・分数の加法・減法

○数と計算
・「等分してみよう」
折り紙やひも、計量カップや計量スプーンで半分
の大きさを作ったり量ったりして1/2の意味を知
る。それをさらに半分にした大きさを作ったり
量ったりしながら分数の意味や表し方について実
感的に理解できるようにする。

・分数の加法・減法
具体物を用いて、分数の加法・減法の考え方を知
る。

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

３単位
１０５時間

３学年 ９名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）数量や図形などについて基礎的・基本的な概念や性質を理解し、事象を数学的に解釈したり、表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。（高１段階）
(思判表力)日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし、統合的に考察す
る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明確・的確に表わす力を身に付けるようにする。（高１段階）
(学･人)数学的活動の楽しさや数学の良さがわかり、学習したことを振り返り、課題を解決しようとする態度を養う。また、 職員と生徒または生徒
同士でコミュニケーションを図りながら、事象の解決に取り組むことができるようにする。（高１段階）

１
学
期



6

(知及技）ものの形に着目し、身の
回りにあるものの特徴を捉え、具
体物を用いて形を作ったり分解し
たりすることができる。【小３段
階Ｂア㋐㋑】
基本的な図形が分かり、その図形
をかいたり、簡単な図表を作った
りすることができる。【中１段階
Ｂア㋕】

(思判表力)図形を構成する要素に
着目し、構成の仕方を考えるとと
もに、図形の性質を見いだし、身
の回りのものの形を図形として捉
えることができる。【中１段階Ｂ
ア㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）身の回りにあるものの特
徴を捉え、具体物を用いて形を
作ったり分解したりしようとして
いる。格子状に並んだ点を線でつ
ないで三角形、四角形、正方形、
長方形、直角三角形をかこうとし
ている。

(思･判･表)ひごを並べたり、紙を
折ったり、色板を並べたりする活
動を通して、体験的に図形を構成
する要素を捉えようとしている。

(主学)身近にあるものの形を図形
として捉えて表現しようとしてい
る。

○図形
・身の回りにあるものの形
・形をつくろう
・図形を探そう

〇図形
・「身の回りにあるものの形」
身の回りにあるももの特徴を捉え、具体物を用い
て形を作ったり分解したりしようとしている。

・「形をつくろう）」
格子状に並んだ点を線でつないで三角形、四角
形、正方形、長方形、直角三角形をかこうとして
いる。ひごを並べたり、紙を折ったり、色板を並
べたりする活動を通して、体験的に図形を構成す
る要素を捉えようとしている。

・「図形を探そう」
身近にあるものの形を図形として捉える。

9

(知及技）図形の形や大きさが決ま
る要素について理解するととも
に、図形の合同、縮図や拡大図、
対象な図形について理解すること
ができる。【高１段階Ｂア㋑】
【高２段階Ｂア㋐㋑】

(思判表力)図形を構成する要素及
び図形間の関係に着目し、構成の
仕方を考察したり、図形の性質を
見いだしたりするとともに、その
性質を基に既習の図形を捉え直し
たり、日常生活に生かしたりする
ことができる。【高２段階Ｂア
㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）図形を重ねてぴったり
（合同）かどうかを判断してい
る。

(思･判･表)縮図や拡大図、線対称
な図形、点対称な図形で角の大き
さや辺の長さを比べている。身の
回りのものに着目して、線対称ま
たは点対称になっていないかを考
えている。

(主学)２つの図形を重ねたり、折
り曲げたり回転させたりして対称
を判断する活動に興味を持って学
習に取り組んでいる。

○図形
・合同な図形
・縮図・拡大図
・線対称・点対称

〇図形
・「合同な図形」
２つの図形がぴったり重なる時に「合同」と表現
することを知る。

・「縮図・拡大図」
iPadの画面を縮小したり、拡大したりして、縮図
や拡大図について理解する。縮図や拡大図では、
対応する角の大きさは等しいが、対応する辺の長
さは異なる（比は一定である）ことに気付く。

・「線対称・点対称」
図形を対称の軸で折り曲げてぴったり重なる時に
「線対称である」と表現することを知る。図形を
対称の中心で回転させてぴったり重なる時に「点
対称である」と表現することを知る。線対称・点
対称である図形は対応する辺の長さ、角の大きさ
が等しいことに気付く。身の回りの物に線対称・
点対称なものがないか探す。

9

(知及技）前後、左右、上下など方
向や位置に関する言葉を用いて、
ものの位置を表すことができる。
【小３段階Ｂア㋒】
平面や空間のものの位置の表し方
について理解することができる。
【高１段階Ｂウ㋐】

(思判表力)平面や空間における位
置を決める要素に着目し、その位
置を数を用いて表現する方法を考
察することができる。【高１段階
Ｂウ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

（知・技）方向・位置に関する言
葉「前後・左右・上下」を聞い
て、体を動かしたり具体物を操作
したりしている。平面上にあるも
のの位置は二つの要素、空間の中
にあるものの位置は三つの要素で
決まることを知っている。

（思･判･表）右（左）から何番
目、上（下）から何番目、という
表現でものの位置を表そうとして
いる。

（主学）ものの位置を表す活動に
関心をもち、興味を持って学習に
取り組んでいる。

○図形
・ものの位置

〇図形
・位置を表す言葉「前後、左右、上下」
方向・位置に関する言葉「前後・左右・上下」を
聞いて、体を動かしたり具体物を操作する。

・「靴箱の位置を表そう」
右（左）から何番目、上（下）から何番目、とい
う表現でものの位置を表す。

9

(知及技） 体積の単位（立方セン
チメートル（㎤）、立方メートル
（㎥））について理解することが
できる。【高２段階Ｂエ㋐】

(思判表力)体積の単位や図形を構
成する要素に着目し、図形の体積
の求め方を考えることができる。
【高２段階Ｂエ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）体積の単位を使って立体
の体積を表現している。

(思･判･表)ブロックを積み重ねて
体積を求めようとしている。

(主学)ブロックを積み重ねて体積
を求める活動に関心をもち、興味
を持って学習に取り組んでいる。

○図形
・体積

〇図形
・体積を求めよう
体積の単位（立方センチメートル（㎤）、立方
メートル（㎥））を知る。立方体のブロックを１
㎤として箱の中に積み重ねることにより体積を求
める。

9

(知及技）日常生活の中で時刻を読
み、時間の単位（日、午前、午
後、時、分、秒）について知り、
それらの関係を理解することがで
きる。【小３段階Ｃイ㋐㋑】【中
１段階Ｃイ㋐】

(思判表力)時刻の読み方を日常生
活に生かして、時刻と生活とを結
びつけて表現することができる。
【小３段階Ｃイ㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）今日の日付を表現した
り、カレンダーから選んだりして
いる。時刻を読んだり、絵カード
等を選ぶことができる。

(思･判･表)長針と短針の意味を理
解して正時を表現しようとしてい
る。一日の時間の流れに沿って、
活動イラストを貼り付けている。

(主学)日付や時刻を表現すること
に興味を持って取り組んだり、時
刻を使うことの良さに気付いてい
る。

〇測定
・カレンダーワーク
・午前・午後
・時刻や時間
・時計を使おう

〇測定
・「カレンダーワーク」
今日が何月何日であるかを表現できるようにする。登
校日や休日、公休日等を理解し、カレンダーを活用で
きるようにする。
・「午前・午後」
時間の単位（日、午前、午後）について知る。日常生
活の中で、午前・午後の判断をする。
・「時刻や時間」
時間の単位（時、分、秒）について知り、長針と短針
の示す意味を理解して模擬時計やiPadのアプリ等を
使って時刻を読む練習をしたり、メトロノームに合わ
せて手拍子したり、ストップウォッチで時間ぴったり
ゲーム等を行って秒の感覚を身につけたりする。
・「時計を使おう」
一日の時間の流れに沿って活動をイラストを貼り付け
ることで時刻の有用性、必要性を感じられるようにす
る。

２
学
期



6

(知及技） 比の意味や表し方を理
解し、数量の関係を比で表した
り、等しい比をつくったりするこ
と。【高２段階Ｃイ㋐】

(思判表力)日常の事象における数
量の関係に着目し、図や式などを
用いて数量の関係の比べ方を考察
し、それを日常生活に生かすこ
と。【高２段階Ｃイ㋐】

(学･人)教師と生徒または生徒同士
でコミュニケーションを図りなが
ら、事象の解決に取り組むことが
できる。【高２段階】

(知・技）凝縮液と水の比を３：２
のように比を使って表そうとして
いる。

(思･判･表)凝縮液を２倍、３倍に
したとき、水の量を２倍、３倍に
すると良いことを理解している。

(主学)教師と生徒または生徒同士
でコミュニケーションを図りなが
ら、事象の解決に取り組もうとし
ている。

○変化と関係
・同じ濃さのジュースを
作ってみよう

○二つの数量の関係
・「同じ濃さのジュースを作ってみよう」
凝縮液と水を使って、大きさの違うコップに同じ
濃さのジュースを作るにはどうしたら良いかを考
える。

・等倍の考え方
図を用いて、一方が２倍になると、他方も２倍に
なることを理解できるようにする。

6

(知及技） 百分率を用いた表し方
を理解し、割合などを求めること
ができる。【高１段階Ｃウ㋑】

(思判表力)日常の事象における数
量の関係に着目し、図や式などを
用いて、ある二つの数量の関係と
別の二つの数量の関係との比べ方
を考察し、それを日常生活に生か
すことができる。【高１段階Ｃウ
㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高１段階】

(知・技）百分率を用いた表現方法
を知ろうとしている。

(思･判･表)

(主学)日常生活の中で用いられて
いる百分率をチラシなどから見つ
ける活動などを通して、百分率が
日常生活の中で用いられている割
合の便利な表現であることに気付
いている。

○変化と関係
・百分率の意味
・チラシの中の割合探し

○変化と関係
・「百分率の意味」
百分率の意味を知り、「定価の20％引き」「降水
確率20％」など、割合が日常生活の中で用いられ
ている便利な表現であることに気付く。

・チラシの中の割合探し

6

（知及技）ものとものとの対応や
物の個数について、簡単な絵や図
に表して整理することができる。
【小３段階Ｄア㋐】
データを日時や場所などの観点か
ら分類及び整理し、表や棒グラフ
で表したり、読んだりすることが
できる。【中２段階Ｄア㋐】

（思判表力）身の回りの事象に関
するデータを整理する観点に着目
し、表や棒グラフを用いながら、
読み取ったり、考察したり、結論
を表現したりすることができる。
【中２段階Ｄア㋐】

（学･人）数学的活動に関心をも
ち、興味を持って学習に取り組む
ことができる。（高１段階）

(知・技）ゲームの結果や整理した
い事項を磁石、マーク等で表やグ
ラフに表している。板磁石を用い
て棒グラフを作成しようとしてい
る。

(思･判･表)表やグラフから同等・
多少を読み取ったり、特徴を考察
したりしている。

(主学)記号等を用いたり、代替す
るものを対応させることにより事
象を簡潔に表現できることの良さ
に気付いている。

○データの活用
・ものとものとの対応
・同等と多少
・データを整理しよう
・棒グラフ

〇データの活用
・「ものとものとの対応」「同等と多少」
ボウリング遊びの結果をシールや磁石で表す等、
ものとものを対応させることで、ものの同等や多
少を判断できるようにする。身近にあるものの個
数に着目して絵グラフなどに表し、多少を読み
取って表現する。

・「データを整理しよう」
毎日の天気調べを行う際に、晴れマーク、曇り
マーク、雨マーク等を種類ごとに並べ、整理す
る。

・「棒グラフ」
板磁石を活用して、棒グラフを作り、棒グラフの
視覚的な有用性を感じる。

9

(知及技）数量の関係を割合で捉
え、円グラフや帯グラフで表した
り、読んだりすることができる。
【高１段階Ｄア㋐】

(思判表力) 目的に応じてデータを
集めて分類整理し、データの特徴
や傾向に着目し、問題を解決する
ために適切なグラフを選択して読
み取り、その結論について多面的
に捉え考察することができる。
【高１段階Ｄア㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）円グラフや帯グラフにつ
いて知ろうとしている。

(思･判･表)全体と部分、部分と部
分の関係を視覚的に捉えるのに、
円グラフや帯グラフが有用である
ことに気付いている。

(主学)数学的活動に関心をもち、
興味を持って学習に取り組んでい
る。

○データの活用
・円グラフ、帯グラフの読
み方
・複数の円グラフの比較、
複数の帯グラフの比較

○データの活用
・円グラフ、帯グラフの読み方
円グラフ、帯グラフのの読み方を知る。

・「２つの円グラフを比べてみよう」
　「２つの帯グラフを比べてみよう」
同じテーマで複数の円グラフ、帯グラフを用意
し、ある項目に着目して比較することで変化を読
み取る。

6

(知及技）代表値の意味や求め方を
理解することができる。【高２段
階Ｄア㋐】

(思判表力)データの特徴や傾向に
着目し、代表値などを用いて考察
することができる。【高２段階Ｄ
ア㋐】

(学･人)数学的活動に関心をもち、
生活や学習に活用しようとする態
度を身に付けることができる。
【高２段階】

(知・技）ドットプロットを作成し
て中央値や最頻値を見つけようと
している。

(思･判･表)データの特徴や傾向に
着目し、代表値などを用いて考察
しようとしている。

(主学)数学的活動に関心をもち、
興味を持って学習に取り組んでい
る。

○データの活用
・代表値（平均値、中央
値、最頻値）

○データの活用
・「代表値（平均値、中央値、最頻値）」
実際にゲームをしながら、丸いマグネットを使っ
てその結果をドットプロットに表し、視覚的な情
報をもとに中央値や最頻値を求める。

留意点
引継ぎ等

３
学
期



担当者 教科書／副教材

理科 くらしに役立つ　理科

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）人の体には骨と筋肉があ
ること、人が体を動かすことがで
きるのは、骨、筋肉の働きによる
ものだということがわかる。【中
２段階】

(思判表力)人の骨や筋肉のつくり
と働きについて調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現す
ることができる。【中２段階】

(学･人)人の体のつくりと運動につ
いて見いだした疑問を調べ、日常
生活や社会生活などに生かすこと
ができる。【中２段階】

(知・技）人の体には骨と筋肉があ
ること、人が体を動かすことがで
きるのは、骨、筋肉の働きによる
ものだということを理解してい
る。

(思･判･表)人の骨や筋肉のつくり
と働きについて調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現し
ようとしている。

(主学)人の体のつくりと運動につ
いて見いだした疑問を調べ、日常
生活や社会生活などに生かそうと
している。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇人の体のつくりと運動 〇骨や筋肉についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて体のつくりと運動について調べ、
体を動かす仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

２
学
期

4

(知及技）人は、母体内で成長して
生まれることがわかる。【高１段
階】

(思判表力)人や動物の発生や成長
について、様子と経過についての
予想や仮説を基に、自分の言葉で
表現することができる。【高１段
階】

(学･人)生命の連続性について調
べ、生命を尊重する態度や学んだ
ことを生活に生かすことができ
る。【高１段階】

(知・技）人は、母体内で成長して
生まれることを理解している。

(思･判･表)人や動物の発生や成長
について、様子と経過についての
予想や仮説を基に、自分の言葉で
表現しようとしている。

(主学)生命の連続性について調
べ、生命を尊重する態度や学んだ
ことを生活に生かそうとしてい
る。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇動物の誕生 〇人の母体内での成長や誕生についての動画を視
聴する。

〇iPadを用いて動物の誕生について調べ、体を動
かす仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇動物の誕生について、クイズなどを通して、楽
しく学ぶ。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

令和８年度 高等部　１年（　Ⅱ課程  A類型　）理科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

35 27名

年間目標

(知及技）自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察・実験などに関する初歩的な技能を身に付けるよう
にする。【高１段階】
　
(思判表力) 観察・実験などを行い、解決の方法を考える力を養う。【高１段階】
　
(学･人) 自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを生活に生かそうとする態度を養う。【高１段階】

1
学
期

8

(知及技）体内に酸素が取り入れら
れ、体外に二酸化炭素などが出さ
れていること、食べ物は口、胃、
腸などを通る間に消化、吸収さ
れ、吸収されなかったものは排泄
されることがわかる。また、血液
は心臓の働きで体内を巡り、養
分、酸素及び二酸化炭素などを運
んでいること、体内には生命活動
を維持するための様々な臓器があ
ることがわかる。【高２段階】

(思判表力)人の体のつくりと働き
について調べる中で、体のつくり
と呼吸、消化、排出及び循環の働
きについて予想し、表現すること
ができる。【高２段階】

(学･人)人の体のつくりと働きにつ
いて調べ、学んだことを生活に生
かすことができる。【高２段階】

(知・技）体内に酸素が取り入れら
れ、体外に二酸化炭素などが出さ
れていること、食べ物は口、胃、
腸などを通る間に消化、吸収さ
れ、吸収されなかったものは排泄
されることを理解している。ま
た、血液は心臓の働きで体内を巡
り、養分、酸素及び二酸化炭素な
どを運んでいること、体内には生
命活動を維持するための様々な臓
器があることを理解している。

(思･判･表)人の体のつくりと働き
について調べる中で、体のつくり
と呼吸、消化、排出及び循環の働
きについて予想し、表現しようと
している。

(主学)人の体のつくりと働きにつ
いて調べ、学んだことを生活に生
かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇人の体のつくりと働き 〇感覚器官の働きや、臓器の名称・働き、消化・
吸収・排泄までの流れについての動画を視聴す
る。

〇iPadを用いて体のつくりと働きについて調べ、
体を動かす仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇感覚器官の働きについて、クイズなどを通し
て、楽しく学ぶ。



5

(知及技）生物は、色、形、大きさ
など、姿に違いがあることがわか
る。
【中１段階】

(思判表力)身の回りの生物につい
て調べる中で、差異点や共通点に
気づき、生物の姿についての疑問
をもち、表現することができる。
【中１段階】

(学･人)身の回りの生物の様子につ
いて調べ、動物を愛護する態度
や、学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【中１段
階】

(知・技）生物は、色、形、大きさ
など、姿に違いがあることを理解
している。

(思･判･表)身の回りの生物につい
て調べる中で、差異点や共通点に
気づき、生物の姿についての疑問
をもち、表現しようとしている。

(主学)身の回りの生物の様子につ
いて調べ、動物を愛護する態度
や、学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇身の回りの生物 〇校内散策などを通して、身の回りにどのような
生物がいるのかを学ぶ。

〇iPadを用いて校内散策で見つけた生物について
調べる。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇生物の色、形、大きさについて違いがあること
を、クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

5

(知及技）植物は種子の中の養分を
基にして発芽すること、発芽には
水、空気及び温度が関係している
ことがわかる。また、植物の成長
には日光や肥料などが関係してい
るということ、花にはおしべやめ
しべなどがあり、花粉がめしべの
先に付くとめしべのもとが実にな
り、実の中に種子ができることが
わかる。【高１段階】

(思判表力)植物の育ち方について
調べる中で、植物の発芽、成長及
び結実とそれらに関わる条件につ
いての予想や仮設を基に、解決の
方法を考え、表現することができ
る。【高１段階】

(学･人)植物の成長と環境との関わ
りについて見いだした疑問を調
べ、日常生活に生かすことができ
る。【中２段階】

(知・技）植物は種子の中の養分を
基にして発芽すること、発芽には
水、空気及び温度が関係している
ことを理解している。また、植物
の成長には日光や肥料などが関係
しているということ、花にはおし
べやめしべなどがあり、花粉がめ
しべの先に付くとめしべのもとが
実になり、実の中に種子ができる
ことを理解している。

(思･判･表)植物の育ち方について
調べる中で、植物の発芽、成長及
び結実とそれらに関わる条件につ
いての予想や仮設を基に、解決の
方法を考え、表現しようとしてい
る。

(主学)植物の成長と環境との関わ
りについて見いだした疑問を調
べ、日常生活に生かそうとしてい
る。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇植物の発芽、成長、結実 〇植物の発芽、成長、結実についての動画を視聴
する。

〇iPadを用いて、植物の発芽、成長、結実の条件
や、その条件が植物の種類によって違いがあるか
などを調べる。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇植物の発芽、成長、結実について、クイズなど
を通して、楽しく学ぶ。

〇植物を育て、成長過程を記録する。

３
学
期

9

(知及技）生物は、水及び空気を通
して周囲の環境と関わって生きて
いること、生物の間には、食う食
われるという関係があること、人
は環境と関わり、工夫して生活し
ていることがわかる。【高２段
階】

(思判表力)生物と環境について調
べる中で、生物と環境との関わり
について、表現することができ
る。【高２段階】

(学･人)生物と環境との関わりにつ
いて調べ、生命を尊重する態度を
養うことができる。【高２段階】

(知・技）生物は、水及び空気を通
して周囲の環境と関わって生きて
いること、生物の間には、食う食
われるという関係があること、人
は環境と関わり、工夫して生活し
ていることを理解している。

(思･判･表)生物と環境について調
べる中で、生物と環境との関わり
について、表現しようとしてい
る。

(主学)生物と環境との関わりにつ
いて調べ、生命を尊重する態度を
養おうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇生物と環境 〇生物は水及び空気を通して周囲の環境と関わっ
て生きていることについて、動画を視聴する。

〇生物の間には、食う食われるの関係があること
を動画を視聴し学ぶ。

〇動物や植物の生活を観察したり、資料を活用
し、多面的に調べる。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇生物と環境の関わりについて、クイズなどを通
して、楽しく学ぶ。

通年を通して
指導

単元名　　　　植物の栽培
単元の目標　  植物を栽培し、植物の種類や生育環境を比較し、生育状況の違いに気づくことができる。【知及技】【思判表力】【学・人】
　
単元内容　　　植物の栽培、観察

単元名　　　　天気と気温
単元の目標　　日々の天気や気温、湿度、雲の形、風向きなどを知る。【知及技】【思判表力】【学・人】
単元内容　　　天気の観察

２
学
期



担当者 教科書／副教材

理科 イラストでわかる人体じてん

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）人の体には骨と筋肉があ
ること、人が体を動かすことがで
きるのは、骨、筋肉の働きによる
ものだということがわかる。【中
２段階】

(思判表力)人の骨や筋肉のつくり
と働きについて調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現す
ることができる。【中２段階】

(学･人)人の体のつくりと運動につ
いて見いだした疑問を調べ、日常
生活や社会生活などに生かすこと
ができる。【中２段階】

(知・技）人の体には骨と筋肉があ
ること、人が体を動かすことがで
きるのは、骨、筋肉の働きによる
ものだということを理解してい
る。

(思･判･表)人の骨や筋肉のつくり
と働きについて調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現し
ようとしている。

(主学)人の体のつくりと運動につ
いて見いだした疑問を調べ、日常
生活や社会生活などに生かそうと
している。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇人の体のつくりと運動 〇骨や筋肉についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて体のつくりと運動について調べ、
体を動かす仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

２
学
期

4

(知及技）人は、母体内で成長して
生まれることがわかる。【高１段
階】

(思判表力)人や動物の発生や成長
について、様子と経過についての
予想や仮説を基に、自分の言葉で
表現することができる。【高１段
階】

(学･人)生命の連続性について調
べ、生命を尊重する態度や学んだ
ことを生活に生かすことができ
る。【高１段階】

(知・技）人は、母体内で成長して
生まれることを理解している。

(思･判･表)人や動物の発生や成長
について、様子と経過についての
予想や仮説を基に、自分の言葉で
表現しようとしている。

(主学)生命の連続性について調
べ、生命を尊重する態度や学んだ
ことを生活に生かそうとしてい
る。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇動物の誕生 〇人の母体内での成長や誕生についての動画を視
聴する。

〇iPadを用いて動物の誕生について調べ、体を動
かす仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇動物の誕生について、クイズなどを通して、楽
しく学ぶ。

〇感覚器官の働きや、臓器の名称・働き、消化・
吸収・排泄までの流れについての動画を視聴す
る。

〇iPadを用いて体のつくりと働きについて調べ、
体を動かす仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇感覚器官の働きについて、クイズなどを通し
て、楽しく学ぶ。

令和８年度 高等部　１年（　Ⅱ課程  B類型　）理科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

35 12名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察・実験などに関する初歩的な技能を身に付けるよう
にする。【高１段階】
　
(思判表力) 観察・実験などを行い、解決の方法を考える力を養う。【高１段階】
　
(学･人) 自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを生活に生かそうとする態度を養う。【高１段階】

1
学
期

8

(知及技）体内に酸素が取り入れら
れ、体外に二酸化炭素などが出さ
れていること、食べ物は口、胃、
腸などを通る間に消化、吸収さ
れ、吸収されなかったものは排泄
されることがわかる。また、血液
は心臓の働きで体内を巡り、養
分、酸素及び二酸化炭素などを運
んでいること、体内には生命活動
を維持するための様々な臓器があ
ることがわかる。【高２段階】

(思判表力)人の体のつくりと働き
について調べる中で、体のつくり
と呼吸、消化、排出及び循環の働
きについて予想し、表現すること
ができる。【高２段階】

(学･人)人の体のつくりと働きにつ
いて調べ、学んだことを生活に生
かすことができる。【高２段階】

(知・技）体内に酸素が取り入れら
れ、体外に二酸化炭素などが出さ
れていること、食べ物は口、胃、
腸などを通る間に消化、吸収さ
れ、吸収されなかったものは排泄
されることを理解している。ま
た、血液は心臓の働きで体内を巡
り、養分、酸素及び二酸化炭素な
どを運んでいること、体内には生
命活動を維持するための様々な臓
器があることを理解している。

(思･判･表)人の体のつくりと働き
について調べる中で、体のつくり
と呼吸、消化、排出及び循環の働
きについて予想し、表現しようと
している。

(主学)人の体のつくりと働きにつ
いて調べ、学んだことを生活に生
かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇人の体のつくりと働き



5

(知及技）生物は、色、形、大きさ
など、姿に違いがあることがわか
る。
【中１段階】

(思判表力)身の回りの生物につい
て調べる中で、差異点や共通点に
気づき、生物の姿についての疑問
をもち、表現することができる。
【中１段階】

(学･人)身の回りの生物の様子につ
いて調べ、動物を愛護する態度
や、学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【中１段
階】

(知・技）生物は、色、形、大きさ
など、姿に違いがあることを理解
している。

(思･判･表)身の回りの生物につい
て調べる中で、差異点や共通点に
気づき、生物の姿についての疑問
をもち、表現しようとしている。

(主学)身の回りの生物の様子につ
いて調べ、動物を愛護する態度
や、学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇身の回りの生物 〇校内散策などを通して、身の回りにどのような
生物がいるのかを学ぶ。

〇iPadを用いて校内散策で見つけた生物について
調べる。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇生物の色、形、大きさについて違いがあること
を、クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

5

(知及技）植物は種子の中の養分を
基にして発芽すること、発芽には
水、空気及び温度が関係している
ことがわかる。また、植物の成長
には日光や肥料などが関係してい
るということ、花にはおしべやめ
しべなどがあり、花粉がめしべの
先に付くとめしべのもとが実にな
り、実の中に種子ができることが
わかる。【高１段階】

(思判表力)植物の育ち方について
調べる中で、植物の発芽、成長及
び結実とそれらに関わる条件につ
いての予想や仮設を基に、解決の
方法を考え、表現することができ
る。【高１段階】

(学･人)植物の成長と環境との関わ
りについて見いだした疑問を調
べ、日常生活に生かすことができ
る。【中２段階】

(知・技）植物は種子の中の養分を
基にして発芽すること、発芽には
水、空気及び温度が関係している
ことを理解している。また、植物
の成長には日光や肥料などが関係
しているということ、花にはおし
べやめしべなどがあり、花粉がめ
しべの先に付くとめしべのもとが
実になり、実の中に種子ができる
ことを理解している。

(思･判･表)植物の育ち方について
調べる中で、植物の発芽、成長及
び結実とそれらに関わる条件につ
いての予想や仮設を基に、解決の
方法を考え、表現しようとしてい
る。

(主学)植物の成長と環境との関わ
りについて見いだした疑問を調
べ、日常生活に生かそうとしてい
る。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇植物の発芽、成長、結実 〇植物の発芽、成長、結実についての動画を視聴
する。

〇iPadを用いて、植物の発芽、成長、結実の条件
や、その条件が植物の種類によって違いがあるか
などを調べる。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇植物の発芽、成長、結実について、クイズなど
を通して、楽しく学ぶ。

〇植物を育て、成長過程を記録する。

３
学
期

9

(知及技）生物は、水及び空気を通
して周囲の環境と関わって生きて
いること、生物の間には、食う食
われるという関係があること、人
は環境と関わり、工夫して生活し
ていることがわかる。【高２段
階】

(思判表力)生物と環境について調
べる中で、生物と環境との関わり
について、表現することができ
る。【高２段階】

(学･人)生物と環境との関わりにつ
いて調べ、生命を尊重する態度を
養うことができる。【高２段階】

(知・技）生物は、水及び空気を通
して周囲の環境と関わって生きて
いること、生物の間には、食う食
われるという関係があること、人
は環境と関わり、工夫して生活し
ていることを理解している。

(思･判･表)生物と環境について調
べる中で、生物と環境との関わり
について、表現しようとしてい
る。

(主学)生物と環境との関わりにつ
いて調べ、生命を尊重する態度を
養おうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇生物と環境 〇生物は水及び空気を通して周囲の環境と関わっ
て生きていることについて、動画を視聴する。

〇生物の間には、食う食われるの関係があること
を動画を視聴し学ぶ。

〇動物や植物の生活を観察したり、資料を活用
し、多面的に調べる。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇生物と環境の関わりについて、クイズなどを通
して、楽しく学ぶ。

通年を通して
指導

単元名　　　　植物の栽培
単元の目標　  植物を栽培し、植物の種類や生育環境を比較し、生育状況の違いに気づくことができる。【知及技】【思判表力】【学・人】
　
単元内容　　　植物の栽培、観察

単元名　　　　天気と気温
単元の目標　　日々の天気や気温、湿度、雲の形、風向きなどを知る。【知及技】【思判表力】【学・人】
単元内容　　　天気の観察

２
学
期



担当者 教科書／副教材

理科 くらしに役立つ　理科

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技）月は日によって形が変
わって見え１日のうちでも時刻に
よって位置が変わること、空には
明るさや色の違う星があることが
わかる。【中２段階】

(思判表力)月の位置の変化と時間
の経過との関係について調べる中
で、見いだした疑問について、既
習の内容や生活経験を基に予想
し、表現することができる。【中
２段階】

(学･人)月の位置の変化と時間の経
過との関係について調べる中で，
見いだした疑問について調べ、日
常生活に生かすことができる。
【中２段階】

(知・技）月は日によって形が変
わって見え１日のうちでも時刻に
よって位置が変わること、空には
明るさや色の違う星があることを
理解している。

(思･判･表)月の位置の変化と時間
の経過との関係について調べる中
で、見いだした疑問について、既
習の内容や生活経験を基に予想
し、表現しようとしている。

(主学)月の位置の変化と時間の経
過との関係について調べる中で，
見いだした疑問について調べ、日
常生活に生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇月と星 〇月や星についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて月や星について調べ、月や星の位
置の変化と時間との関係を考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

令和８年度 高等部　２年（　Ⅱ課程  A類型　）理科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

35 28名

年間目標

(知及技）自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察・実験などに関する初歩的な技能を身に付けるよう
にする。【高１段階、高２段階】
　
(思判表力) 観察・実験などを行い、解決の方法を考える力を養う。【高１段階、高２段階】
　
(学･人) 自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを生活に生かそうとする態度を養う。【高１段階、高２段
階】

1
学
期

6

(知及技）月の輝いている側に太陽
があること、また月の形の見え方
は太陽と月との位置関係によって
変わることがわかる。【高２段
階】

(思判表力)月の形の見え方につい
て調べる中で，月の位置や形と太
陽の位置との関係について、より
妥当な考えをつくりだし、表現す
ることができる。【高２段階】

(学･人)月の位置や形と太陽の位置
との関係について、見いだした疑
問を調べ、学んだことを生活に生
かすことができる。【高２段階】

(知・技）月の輝いている側に太陽
があること、また月の形の見え方
は太陽と月との位置関係によって
変わることを理解している。

(思･判･表)月の形の見え方につい
て調べる中で，月の位置や形と太
陽の位置との関係について、より
妥当な考えをつくりだし、表現し
ようとしている。

(主学)月の位置や形と太陽の位置
との関係について、見いだした疑
問を調べ、学んだことを生活に生
かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇月と太陽 〇月と太陽についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて月と太陽について調べ、月と太陽
の位置関係と月の形について考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。



7

(知及技）流れる水には土地を侵食
したり石や土などを運搬したり堆
積させたりする働きがあること、
川の上流と下流によって川原の石
の大きさや形に違いがあること、
雨の降り方によって流れる水の速
さや量は変わり増水により土地の
様子が大きく変化する場合がある
ことがわかる。【高１段階】

(思判表力)流れる水の働きについ
て調べる中で、流れる水の働きと
土地の変化との関係についての予
想や仮説を基に、解決の方法を考
え、表現することができる。【高
１段階】

(学･人)流れる水の働きと土地の変
化との関係について調べ、生活に
生かすことができる。【高１段
階】

(知・技）流れる水には土地を侵食
したり石や土などを運搬したり堆
積させたりする働きがあること、
川の上流と下流によって川原の石
の大きさや形に違いがあること、
雨の降り方によって流れる水の速
さや量は変わり増水により土地の
様子が大きく変化する場合がある
ことを理解している。

(思･判･表)流れる水の働きについ
て調べる中で、流れる水の働きと
土地の変化との関係についての予
想や仮説を基に、解決の方法を考
え、表現しようとしている。

(主学)流れる水の働きと土地の変
化との関係について調べ、生活に
生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇流れる水の働きと土地の
変化

〇流れる水の働きと土地の変化についての動画を
視聴する。

〇iPadを用いて流れる水の働きと土地の変化につ
いて調べ、土地の変化の仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

7

(知及技）土地は礫･砂･泥･火山灰
などからできており、層をつくっ
て広がっているものがあること、
また層には化石が含まれているも
のがあること、地層は流れる水の
働きや火山の噴火によってできる
こと、土地は火山の噴火や地震に
よって変化することがわかる。
【高２段階】

(思判表力)土地のつくりと変化に
ついて調べる中で、土地のつくり
やでき方について、より妥当な考
えをつくりだし、表現することが
できる。【高２段階】

(学･人)土地のつくりやでき方につ
いて学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【高２段
階】

(知・技）土地は礫･砂･泥･火山灰
などからできており、層をつくっ
て広がっているものがあること、
また層には化石が含まれているも
のがあること、地層は流れる水の
働きや火山の噴火によってできる
こと、土地は火山の噴火や地震に
よって変化することを理解してい
る。

(思･判･表)土地のつくりと変化に
ついて調べる中で、土地のつくり
やでき方について、より妥当な考
えをつくりだし、表現しようとし
ている。

(主学)土地のつくりやでき方につ
いて学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇土地のつくりと変化 〇土地のつくりと変化についての動画を視聴す
る。

〇iPadを用いて土地のつくりと変化について調
べ、その仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

4

(知及技）天気によって１日の気温
の変化の仕方に違いがあること、
水は水面や地面などから蒸発し水
蒸気になって空気中に含まれてい
くことがわかる。【中２段階】

(思判表力)天気の様子や水の状態
変化と気温や水の行方との関係に
ついて調べる中で、見いだした疑
問について、既習の内容や生活経
験を基に予想し、表現することが
できる。【中２段階】

(学･人)天気の様子や水の状態変化
と気温や水の行方との関係につい
て見いだした疑問を調べ、日常生
活に生かすことができる。【中２
段階】

(知・技）天気によって１日の気温
の変化の仕方に違いがあること、
水は水面や地面などから蒸発し水
蒸気になって空気中に含まれてい
くことを理解している。

(思･判･表)天気の様子や水の状態
変化と気温や水の行方との関係に
ついて調べる中で、見いだした疑
問について、既習の内容や生活経
験を基に予想し、表現しようとし
ている。

(主学)天気の様子や水の状態変化
と気温や水の行方との関係につい
て見いだした疑問を調べ、日常生
活に生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇天気の様子 〇天気の様子についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて天気の様子について調べ、水の状
態変化と気温や水の行方との関係について考え
る。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

5

(知及技）天気の変化は雲の量や動
きと関係があること、映像などの
気象情報を用いて予想できること
がわかる。【高１段階】

(思判表力)天気の変化の仕方につ
いて調べる中で、天気の変化の仕
方と雲の量や動きとの関係につい
ての予想や仮説を基に、解決の方
法を考え、表現することができ
る。【高１段階】

(学･人)天気の変化の仕方と雲の量
や動きとの関係について調べ、生
活に生かすことができる。【高１
段階】

(知・技）天気の変化は雲の量や動
きと関係があること、映像などの
気象情報を用いて予想できること
を理解している。

(思･判･表)天気の変化の仕方につ
いて調べる中で、天気の変化の仕
方と雲の量や動きとの関係につい
ての予想や仮説を基に、解決の方
法を考え、表現しようとしてい
る。

(主学)天気の変化の仕方と雲の量
や動きとの関係について調べ、生
活に生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇天気の変化 〇天気の変化についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて天気の変化について調べ、その仕
組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

２
学
期

３
学
期

通年を通して
指導

単元名　　　　植物の栽培
単元の目標　  植物を栽培し、植物の種類や生育環境を比較し、生育状況の違いに気づくことができる。【知及技】【思判表力】【学・人】
単元内容　　　植物の栽培、観察

単元名　　　　天気と気温
単元の目標　　日々の天気や気温、湿度、雲の形、風向きなどを知る。【知及技】【思判表力】【学・人】
単元内容　　　天気の観察



担当者 教科書／副教材

理科 くらしに役立つ理科

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技）月は日によって形が変
わって見え１日のうちでも時刻に
よって位置が変わること、空には
明るさや色の違う星があることが
わかる。【中２段階】

(思判表力)月の位置の変化と時間
の経過との関係について調べる中
で、見いだした疑問について、既
習の内容や生活経験を基に予想
し、表現することができる。【中
２段階】

(学･人)月の位置の変化と時間の経
過との関係について調べる中で，
見いだした疑問について調べ、日
常生活に生かすことができる。
【中２段階】

(知・技）月は日によって形が変
わって見え１日のうちでも時刻に
よって位置が変わること、空には
明るさや色の違う星があることを
理解している。

(思･判･表)月の位置の変化と時間
の経過との関係について調べる中
で、見いだした疑問について、既
習の内容や生活経験を基に予想
し、表現しようとしている。

(主学)月の位置の変化と時間の経
過との関係について調べる中で，
見いだした疑問について調べ、日
常生活に生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇月と星 〇月や星についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて月や星について調べ、月や星の位
置の変化と時間との関係を考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

(知・技）月の輝いている側に太陽
があること、また月の形の見え方
は太陽と月との位置関係によって
変わることを理解している。

(思･判･表)月の形の見え方につい
て調べる中で，月の位置や形と太
陽の位置との関係について、より
妥当な考えをつくりだし、表現し
ようとしている。

(主学)月の位置や形と太陽の位置
との関係について、見いだした疑
問を調べ、学んだことを生活に生
かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇月と太陽 〇月と太陽についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて月と太陽について調べ、月と太陽
の位置関係と月の形について考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

令和８年度 高等部　２年（　Ⅱ課程  B類型　）理科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

35 6名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察・実験などに関する初歩的な技能を身に付けるよう
にする。【高１段階、高２段階】
　
(思判表力) 観察・実験などを行い、解決の方法を考える力を養う。【高１段階、高２段階】
　
(学･人) 自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを生活に生かそうとする態度を養う。【高１段階、高２段
階】

1
学
期

6

(知及技）月の輝いている側に太陽
があること、また月の形の見え方
は太陽と月との位置関係によって
変わることがわかる。【高２段
階】

(思判表力)月の形の見え方につい
て調べる中で，月の位置や形と太
陽の位置との関係について、より
妥当な考えをつくりだし、表現す
ることができる。【高２段階】

(学･人)月の位置や形と太陽の位置
との関係について、見いだした疑
問を調べ、学んだことを生活に生
かすことができる。【高２段階】



7

(知及技）流れる水には土地を侵食
したり石や土などを運搬したり堆
積させたりする働きがあること、
川の上流と下流によって川原の石
の大きさや形に違いがあること、
雨の降り方によって流れる水の速
さや量は変わり増水により土地の
様子が大きく変化する場合がある
ことがわかる。【高１段階】

(思判表力)流れる水の働きについ
て調べる中で、流れる水の働きと
土地の変化との関係についての予
想や仮説を基に、解決の方法を考
え、表現することができる。【高
１段階】

(学･人)流れる水の働きと土地の変
化との関係について調べ、生活に
生かすことができる。【高１段
階】

(知・技）流れる水には土地を侵食
したり石や土などを運搬したり堆
積させたりする働きがあること、
川の上流と下流によって川原の石
の大きさや形に違いがあること、
雨の降り方によって流れる水の速
さや量は変わり増水により土地の
様子が大きく変化する場合がある
ことを理解している。

(思･判･表)流れる水の働きについ
て調べる中で、流れる水の働きと
土地の変化との関係についての予
想や仮説を基に、解決の方法を考
え、表現しようとしている。

(主学)流れる水の働きと土地の変
化との関係について調べ、生活に
生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇流れる水の働きと土地の
変化

〇流れる水の働きと土地の変化についての動画を
視聴する。

〇iPadを用いて流れる水の働きと土地の変化につ
いて調べ、土地の変化の仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

7

(知及技）土地は礫･砂･泥･火山灰
などからできており、層をつくっ
て広がっているものがあること、
また層には化石が含まれているも
のがあること、地層は流れる水の
働きや火山の噴火によってできる
こと、土地は火山の噴火や地震に
よって変化することがわかる。
【高２段階】

(思判表力)土地のつくりと変化に
ついて調べる中で、土地のつくり
やでき方について、より妥当な考
えをつくりだし、表現することが
できる。【高２段階】

(学･人)土地のつくりやでき方につ
いて学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【高２段
階】

(知・技）土地は礫･砂･泥･火山灰
などからできており、層をつくっ
て広がっているものがあること、
また層には化石が含まれているも
のがあること、地層は流れる水の
働きや火山の噴火によってできる
こと、土地は火山の噴火や地震に
よって変化することを理解してい
る。

(思･判･表)土地のつくりと変化に
ついて調べる中で、土地のつくり
やでき方について、より妥当な考
えをつくりだし、表現しようとし
ている。

(主学)土地のつくりやでき方につ
いて学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇土地のつくりと変化 〇土地のつくりと変化についての動画を視聴す
る。

〇iPadを用いて土地のつくりと変化について調
べ、その仕組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

4

(知及技）天気によって１日の気温
の変化の仕方に違いがあること、
水は水面や地面などから蒸発し水
蒸気になって空気中に含まれてい
くことがわかる。【中２段階】

(思判表力)天気の様子や水の状態
変化と気温や水の行方との関係に
ついて調べる中で、見いだした疑
問について、既習の内容や生活経
験を基に予想し、表現することが
できる。【中２段階】

(学･人)天気の様子や水の状態変化
と気温や水の行方との関係につい
て見いだした疑問を調べ、日常生
活に生かすことができる。【中２
段階】

(知・技）天気によって１日の気温
の変化の仕方に違いがあること、
水は水面や地面などから蒸発し水
蒸気になって空気中に含まれてい
くことを理解している。

(思･判･表)天気の様子や水の状態
変化と気温や水の行方との関係に
ついて調べる中で、見いだした疑
問について、既習の内容や生活経
験を基に予想し、表現しようとし
ている。

(主学)天気の様子や水の状態変化
と気温や水の行方との関係につい
て見いだした疑問を調べ、日常生
活に生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇天気の様子 〇天気の様子についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて天気の様子について調べ、水の状
態変化と気温や水の行方との関係について考え
る。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

5

(知及技）天気の変化は雲の量や動
きと関係があること、映像などの
気象情報を用いて予想できること
がわかる。【高１段階】

(思判表力)天気の変化の仕方につ
いて調べる中で、天気の変化の仕
方と雲の量や動きとの関係につい
ての予想や仮説を基に、解決の方
法を考え、表現することができ
る。【高１段階】

(学･人)天気の変化の仕方と雲の量
や動きとの関係について調べ、生
活に生かすことができる。【高１
段階】

(知・技）天気の変化は雲の量や動
きと関係があること、映像などの
気象情報を用いて予想できること
を理解している。

(思･判･表)天気の変化の仕方につ
いて調べる中で、天気の変化の仕
方と雲の量や動きとの関係につい
ての予想や仮説を基に、解決の方
法を考え、表現しようとしてい
る。

(主学)天気の変化の仕方と雲の量
や動きとの関係について調べ、生
活に生かそうとしている。

【評価資料】活動の姿、提出物、
自己評価

〇天気の変化 〇天気の変化についての動画を視聴する。

〇iPadを用いて天気の変化について調べ、その仕
組みを考える。

〇授業で学んだことをプリントに記入し、整理す
る。

〇クイズなどを通して、楽しく学ぶ。

３
学
期

通年を通して
指導

単元名　　　　植物の栽培
単元の目標　  植物を栽培し、植物の種類や生育環境を比較し、生育状況の違いに気づくことができる。【知及技】【思判表力】【学・人】
単元内容　　　植物の栽培、観察

単元名　　　　天気と気温
単元の目標　　日々の天気や気温、湿度、雲の形、風向きなどを知る。【知及技】【思判表力】【学・人】
単元内容　　　天気の観察

２
学
期



担当者 教科書／副教材

理科 くらしに役立つ理科

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）磁石に引き付けられる物
と引き付けられない物や、磁石の
異極は引き合い、同極は退け合う
ことがわかる。【中１段階】

(思判表力)磁石を身の回りの物に
近付けたときの様子について調べ
る中で、差異点や共通点に気付
き、磁石の性質についての疑問を
もち、表現することができる。
【中１段階】

(学･人)磁石の性質について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【中１段
階】

(知・技）磁石に引き付けられる物
と引き付けられない物や、磁石の
異極は引き合い、同極は退け合う
ことを理解している。

(思･判･表)磁石を身の回りの物に
近付けたときの様子について調べ
る中で、差異点や共通点に気付
き、磁石の性質についての疑問を
もち、表現しようとしている。

(主学)磁石の性質について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇磁石の性質 〇磁石の性質について、磁石を身の回りの物に近
付けたときの様子に着目して、それらを比較しな
がら調べる。

〇単元「磁石の性質」
・磁石に引き付けられる物と引き付けられない物
・N極とS極の特徴
・磁石が使われている製品

4

(知及技）物が水に溶けても、水と
物とを合わせた重さは変わらな
い、物が水に溶ける量には、限度
があること、物が水に溶ける量は
水の温度や量、溶ける物によって
違うことがわかる。【高１段階】

(思判表力)水や空気の体積や状態
の変化について調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現す
ることができる。【高１段階】

(学･人)物の溶け方について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【高１段
階】

(知・技）物が水に溶けても、水と
物とを合わせた重さは変わらな
い、物が水に溶ける量には、限度
があること、物が水に溶ける量は
水の温度や量、溶ける物によって
違うことを理解している。

(思･判･表)水や空気の体積や状態
の変化について調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現し
ようとしている。

(主学)物の溶け方について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇物の溶け方 〇物の溶け方について、溶ける量や様子に着目し
て、水の温度や量などの条件を制御しながら調べ
る。

〇単元「物の溶け方」
・水に溶ける物の量。
・水溶液の重さの変化
・水の温度と物の溶ける量

4

(知及技）植物体が燃えるときに
は、空気中の酸素が使われて二酸
化炭素ができることがわかる。
【高２段階】

(思判表力)燃焼の仕組みについて
調べる中で、物が燃えたときの空
気の変化について、より妥当な考
えをつくりだし、表現することが
できる。【高２段階】

(学･人)燃焼の仕組みについて調
べ、学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【高２段
階】

(知・技）植物体が燃えるときに
は、空気中の酸素が使われて二酸
化炭素ができるを理解している。

(思･判･表)燃焼の仕組みについて
調べる中で、物が燃えたときの空
気の変化について、より妥当な考
えをつくりだし、表現しようとし
ている。

(主学)燃焼の仕組みについて調
べ、学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

〇燃焼の仕組み 〇燃焼の仕組みについて、空気の変化に着目し
て、物の燃え方を多面的に調べる。

〇単元「燃焼の仕組み」
・燃やす働きのある気体
・物が燃えた後の空気
・消火に必要なもの

２
学
期

4

(知及技）電気を通すつなぎ方と通
さないつなぎ方や、電気を通す物
と通さない物があることがわか
る。【中１段階】

(思判表力)乾電池と豆電球などを
つないだときの様子について調べ
る中で，差異点や共通点に気付
き，電気の回路についての疑問を
もち，表現することができる。
【中１段階】

(学･人)電気回路について進んで調
べ、学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【中１段
階】

(知・技）電気を通すつなぎ方と通
さないつなぎ方や、電気を通す物
と通さない物があることを理解し
ている。

(思･判･表)乾電池と豆電球などを
つないだときの様子について調べ
る中で，差異点や共通点に気付
き，電気の回路についての疑問を
もち，表現しようとしている。

(主学)電気回路について進んで調
べ、学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

〇電気の通り道 〇電気の回路について、乾電池と豆電球などのつ
なぎ方と、乾電池につないだ物の様子に着目し
て、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を
比較しながら調べる。

〇単元「電気の通り道」
・豆電球の明かりのつけ方
・電気を通す物と通さない物
・手作り乾電池

年間目標

(知及技）自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察・実験などに関する初歩的な技能を身に付けるよう
にする。【高２段階】
 
(思判表力) 観察・実験などを行い、解決の方法を考える力を養う。【高２段階】
　
(学･人) 自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを生活に生かそうとする態度を養う。【高２段階】

1
学
期

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

令和８年度 高等部　３年（　Ⅱ課程  A類型　）理科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

35 35名



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技）乾電池の数やつなぎ方を
変えると、電流の大きさや向きが
変わり、豆電球の明るさやモー
ターの回り方が変わることがわか
る。【高１段階】

(思判表力) 電気の働きについて調
べる中で、電流の大きさや向きと
乾電池につないだ物の様子との関
係についての予想や仮説を基に、
解決の方法を考え、表現すること
ができる。【高１段階】

(学･人)電気の働きについて進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【高１段
階】

(知・技）乾電池の数やつなぎ方を
変えると、電流の大きさや向きが
変わり、豆電球の明るさやモー
ターの回り方が変わることを理解
している。

(思･判･表) 電気の働きについて調
べる中で、電流の大きさや向きと
乾電池につないだ物の様子との関
係についての予想や仮説を基に、
解決の方法を考え、表現しようと
している。

(主学)電気の働きについて進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇電気の働き 〇電流の働きについて、電流の大きさや向きと乾
電池につないだ物の様子に着目して、それらを関
係付けて調べる。

〇単元「電気の働き」
・乾電池の数と明るさ
・直列つなぎと並列つなぎ
・電池とモーターで動く自動車

5

(知及技）電気は、つくりだしたり
蓄えたりすることや、光・音・
熱・運動などに変換することがで
きることがわかる。また、身の回
りには、電気の性質や働きを利用
した道具があるがわかる。【高２
段階】

(思判表力) 電気の性質や働きにつ
いて調べる中で、電気の量と働き
との関係、発電や蓄電、電気の変
換について、より妥当な考えをつ
くりだし、表現することができ
る。【高２段階】

(学･人)電気の利用について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【高２段
階】

(知・技）電気は、つくりだしたり
蓄えたりすることや、光・音・
熱・運動などに変換することがで
きることを理解している。また、
身の回りには、電気の性質や働き
を利用した道具があるを理解して
いる。

(思･判･表) 電気の性質や働きにつ
いて調べる中で、電気の量と働き
との関係、発電や蓄電、電気の変
換について、より妥当な考えをつ
くりだし、表現しようとしてい
る。

(主学)電気の利用について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇電気の利用 〇発電や蓄電，電気の変換について，電気の量や
働きに着目して，それらを多面的に調べる。

〇単元「電気の利用」
・火力発電所とモーター
・自然エネルギーを使う風力発電、太陽電池
・電気製品を安全に使う

5

(知及技）水溶液には、酸性・アル
カリ性及び中性のものがあるこ
と、気体が溶けているものがある
こと、金属を変化させるものがあ
ることがわかる。【高２段階】

(思判表力)水溶液の性質や働きに
ついて調べる中で、溶けているも
のによる性質や働きの違いについ
て、より妥当な考えをつくりだ
し、表現することができる。【高
２段階】

(学･人)水溶液の性質について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かすことができる。【高２
段階】

(知・技）水溶液には、酸性・アル
カリ性及び中性のものがあるこ
と、気体が溶けているものがある
こと、金属を変化させるものがあ
ることを理解している。

(思･判･表)水溶液の性質や働きに
ついて調べる中で、溶けているも
のによる性質や働きの違いについ
て、より妥当な考えをつくりだ
し、表現しようとしている。

(主学)水溶液の性質について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かそうとしている。

〇水溶液の性質 〇水溶液について、溶けている物に着目して、そ
れらによる水溶液の性質や働きの違いを多面的に
調べる。

〇単元「水溶液の性質」
・酸性とアルカリ性
・リトマス紙の使い方
・身の回りの水溶液調べ

4

(知及技）力を加える位置や力の大
きさを変えると、てこを傾ける働
きが変わり、てこがつり合うとき
にはそれらの間に規則性があるこ
とや、身の回りには、てこの規則
性を利用した道具があることがわ
かる。【高２段階】

(思判表力)てこの規則性について
調べる中で，力を加える位置や力
の大きさとてこの働きとの関係に
ついて，より妥当な考えをつくり
だし，表現することできる。【高
２段階】

(学･人)てこの規則性について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かすことができる。【高２
段階】

(知・技）力を加える位置や力の大
きさを変えると、てこを傾ける働
きが変わり、てこがつり合うとき
にはそれらの間に規則性があるこ
とや、身の回りには、てこの規則
性を利用した道具があることを理
解している。

(思･判･表)てこの規則性について
調べる中で，力を加える位置や力
の大きさとてこの働きとの関係に
ついて，より妥当な考えをつくり
だし，表現しようとしている。

(主学)てこの規則性について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かそうとしている。

〇てこの規則性 〇てこの規則性について，力を加える位置や力の
大きさに着目して，てこの働きを多面的に調べ
る。

〇単元「てこの規則性」
・力点、支店、作用点
・てこのつりあい
・色々なてことその利用

３
学
期

通
年
を
通
し
て
指
導

単元名　　　　植物の栽培
単元の目標　  植物を栽培し、植物の種類や生育環境を比較し、生育状況の違いに気づくことができる。
　　　　　　　　　　【知・技】【思・判・表】【学・人】
単元内容　　　植物の栽培、観察

単元名　　　　天気と気温
単元の目標　　日々の天気や気温、湿度、雲の形、風向きなどを知る。【知・技】【思・判・表】【学・人】
単元内容　　　天気の観察

２
学
期



担当者 教科書／副教材

理科 くらしに役立つ理科

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）磁石に引き付けられる物
と引き付けられない物や、磁石の
異極は引き合い、同極は退け合う
ことがわかる。【中１段階】

(思判表力)磁石を身の回りの物に
近付けたときの様子について調べ
る中で、差異点や共通点に気付
き、磁石の性質についての疑問を
もち、表現することができる。
【中１段階】

(学･人)磁石の性質について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【中１段
階】

(知・技）磁石に引き付けられる物
と引き付けられない物や、磁石の
異極は引き合い、同極は退け合う
ことを理解している。

(思･判･表)磁石を身の回りの物に
近付けたときの様子について調べ
る中で、差異点や共通点に気付
き、磁石の性質についての疑問を
もち、表現しようとしている。

(主学)磁石の性質について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇磁石の性質 〇磁石の性質について、磁石を身の回りの物に近
付けたときの様子に着目して、それらを比較しな
がら調べる。

〇単元「磁石の性質」
・磁石に引き付けられる物と引き付けられない物
・N極とS極の特徴
・磁石が使われている製品

4

(知及技）物が水に溶けても、水と
物とを合わせた重さは変わらな
い、物が水に溶ける量には、限度
があること、物が水に溶ける量は
水の温度や量、溶ける物によって
違うことがわかる。【高１段階】

(思判表力)水や空気の体積や状態
の変化について調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現す
ることができる。【高１段階】

(学･人)物の溶け方について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【高１段
階】

(知・技）物が水に溶けても、水と
物とを合わせた重さは変わらな
い、物が水に溶ける量には、限度
があること、物が水に溶ける量は
水の温度や量、溶ける物によって
違うことを理解している。

(思･判･表)水や空気の体積や状態
の変化について調べる中で、見い
だした疑問について、既習の内容
や生活経験を基に予想し、表現し
ようとしている。

(主学)物の溶け方について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇物の溶け方 〇物の溶け方について、溶ける量や様子に着目し
て、水の温度や量などの条件を制御しながら調べ
る。

〇単元「物の溶け方」
・水に溶ける物の量。
・水溶液の重さの変化
・水の温度と物の溶ける量

4

(知及技）植物体が燃えるときに
は、空気中の酸素が使われて二酸
化炭素ができることがわかる。
【高２段階】

(思判表力)燃焼の仕組みについて
調べる中で、物が燃えたときの空
気の変化について、より妥当な考
えをつくりだし、表現することが
できる。【高２段階】

(学･人)燃焼の仕組みについて調
べ、学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【高２段
階】

(知・技）植物体が燃えるときに
は、空気中の酸素が使われて二酸
化炭素ができるを理解している。

(思･判･表)燃焼の仕組みについて
調べる中で、物が燃えたときの空
気の変化について、より妥当な考
えをつくりだし、表現しようとし
ている。

(主学)燃焼の仕組みについて調
べ、学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

〇燃焼の仕組み 〇燃焼の仕組みについて、空気の変化に着目し
て、物の燃え方を多面的に調べる。

〇単元「燃焼の仕組み」
・燃やす働きのある気体
・物が燃えた後の空気
・消火に必要なもの

２
学
期

4

(知及技）電気を通すつなぎ方と通
さないつなぎ方や、電気を通す物
と通さない物があることがわか
る。【中１段階】

(思判表力)乾電池と豆電球などを
つないだときの様子について調べ
る中で，差異点や共通点に気付
き，電気の回路についての疑問を
もち，表現することができる。
【中１段階】

(学･人)電気回路について進んで調
べ、学んだことを日常生活などに
生かすことができる。【中１段
階】

(知・技）電気を通すつなぎ方と通
さないつなぎ方や、電気を通す物
と通さない物があることを理解し
ている。

(思･判･表)乾電池と豆電球などを
つないだときの様子について調べ
る中で，差異点や共通点に気付
き，電気の回路についての疑問を
もち，表現しようとしている。

(主学)電気回路について進んで調
べ、学んだことを日常生活などに
生かそうとしている。

〇電気の通り道 〇電気の回路について、乾電池と豆電球などのつ
なぎ方と、乾電池につないだ物の様子に着目し
て、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を
比較しながら調べる。

〇単元「電気の通り道」
・豆電球の明かりのつけ方
・電気を通す物と通さない物
・手作り乾電池

令和８年度 高等部　３年（　Ⅱ課程  B類型　）理科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

35 9名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察・実験などに関する初歩的な技能を身に付けるよう
にする。【高２段階】
 
(思判表力) 観察・実験などを行い、解決の方法を考える力を養う。【高２段階】
　
(学･人) 自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを生活に生かそうとする態度を養う。【高２段階】

1
学
期



学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技）乾電池の数やつなぎ方を
変えると、電流の大きさや向きが
変わり、豆電球の明るさやモー
ターの回り方が変わることがわか
る。【高１段階】

(思判表力) 電気の働きについて調
べる中で、電流の大きさや向きと
乾電池につないだ物の様子との関
係についての予想や仮説を基に、
解決の方法を考え、表現すること
ができる。【高１段階】

(学･人)電気の働きについて進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【高１段
階】

(知・技）乾電池の数やつなぎ方を
変えると、電流の大きさや向きが
変わり、豆電球の明るさやモー
ターの回り方が変わることを理解
している。

(思･判･表) 電気の働きについて調
べる中で、電流の大きさや向きと
乾電池につないだ物の様子との関
係についての予想や仮説を基に、
解決の方法を考え、表現しようと
している。

(主学)電気の働きについて進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇電気の働き 〇電流の働きについて、電流の大きさや向きと乾
電池につないだ物の様子に着目して、それらを関
係付けて調べる。

〇単元「電気の働き」
・乾電池の数と明るさ
・直列つなぎと並列つなぎ
・電池とモーターで動く自動車

5

(知及技）電気は、つくりだしたり
蓄えたりすることや、光・音・
熱・運動などに変換することがで
きることがわかる。また、身の回
りには、電気の性質や働きを利用
した道具があるがわかる。【高２
段階】

(思判表力) 電気の性質や働きにつ
いて調べる中で、電気の量と働き
との関係、発電や蓄電、電気の変
換について、より妥当な考えをつ
くりだし、表現することができ
る。【高２段階】

(学･人)電気の利用について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かすことができる。【高２段
階】

(知・技）電気は、つくりだしたり
蓄えたりすることや、光・音・
熱・運動などに変換することがで
きることを理解している。また、
身の回りには、電気の性質や働き
を利用した道具があるを理解して
いる。

(思･判･表) 電気の性質や働きにつ
いて調べる中で、電気の量と働き
との関係、発電や蓄電、電気の変
換について、より妥当な考えをつ
くりだし、表現しようとしてい
る。

(主学)電気の利用について進んで
調べ、学んだことを日常生活など
に生かそうとしている。

〇電気の利用 〇発電や蓄電，電気の変換について，電気の量や
働きに着目して，それらを多面的に調べる。

〇単元「電気の利用」
・火力発電所とモーター
・自然エネルギーを使う風力発電、太陽電池
・電気製品を安全に使う

5

(知及技）水溶液には、酸性・アル
カリ性及び中性のものがあるこ
と、気体が溶けているものがある
こと、金属を変化させるものがあ
ることがわかる。【高２段階】

(思判表力)水溶液の性質や働きに
ついて調べる中で、溶けているも
のによる性質や働きの違いについ
て、より妥当な考えをつくりだ
し、表現することができる。【高
２段階】

(学･人)水溶液の性質について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かすことができる。【高２
段階】

(知・技）水溶液には、酸性・アル
カリ性及び中性のものがあるこ
と、気体が溶けているものがある
こと、金属を変化させるものがあ
ることを理解している。

(思･判･表)水溶液の性質や働きに
ついて調べる中で、溶けているも
のによる性質や働きの違いについ
て、より妥当な考えをつくりだ
し、表現しようとしている。

(主学)水溶液の性質について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かそうとしている。

〇水溶液の性質 〇水溶液について、溶けている物に着目して、そ
れらによる水溶液の性質や働きの違いを多面的に
調べる。

〇単元「水溶液の性質」
・酸性とアルカリ性
・リトマス紙の使い方
・身の回りの水溶液調べ

4

(知及技）力を加える位置や力の大
きさを変えると、てこを傾ける働
きが変わり、てこがつり合うとき
にはそれらの間に規則性があるこ
とや、身の回りには、てこの規則
性を利用した道具があることがわ
かる。【高２段階】

(思判表力)てこの規則性について
調べる中で，力を加える位置や力
の大きさとてこの働きとの関係に
ついて，より妥当な考えをつくり
だし，表現することできる。【高
２段階】

(学･人)てこの規則性について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かすことができる。【高２
段階】

(知・技）力を加える位置や力の大
きさを変えると、てこを傾ける働
きが変わり、てこがつり合うとき
にはそれらの間に規則性があるこ
とや、身の回りには、てこの規則
性を利用した道具があることを理
解している。

(思･判･表)てこの規則性について
調べる中で，力を加える位置や力
の大きさとてこの働きとの関係に
ついて，より妥当な考えをつくり
だし，表現しようとしている。

(主学)てこの規則性について進ん
で調べ、学んだことを日常生活な
どに生かそうとしている。

〇てこの規則性 〇てこの規則性について，力を加える位置や力の
大きさに着目して，てこの働きを多面的に調べ
る。

〇単元「てこの規則性」
・力点、支店、作用点
・てこのつりあい
・色々なてことその利用

通
年
を
通
し
て
指
導

単元名　　　　植物の栽培
単元の目標　  植物を栽培し、植物の種類や生育環境を比較し、生育状況の違いに気づくことができる。
　　　　　　　　　　【知・技】【思・判・表】【学・人】
単元内容　　　植物の栽培、観察

単元名　　　　天気と気温
単元の目標　　日々の天気や気温、湿度、雲の形、風向きなどを知る。【知・技】【思・判・表】【学・人】
単元内容　　　天気の観察

３
学
期

２
学
期



高学部　1年（Ⅱ課程A類型）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

音楽科 くらしに役立つ音楽

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

24

〔歌唱〕
「姿勢や呼吸を意識して歌おう」

〔器楽〕
「リズムの変化を感じながら演奏しよ
う」

〔身体表現〕
「曲に合わせて体を動かそう」

〔鑑賞〕
「音楽の特徴から情景を創造しよう」

２
学
期

28

〔歌唱〕
「音の強弱や歌詞の意味を感じて歌お
う」

〔器楽〕
「基礎的な奏法を理解して演奏しよ
う」

〔創作〕
「簡単な旋律やリズムを作ろう」

〔鑑賞〕
「イメージと音楽との関りを感じよ
う」

３
学
期

18

〔歌唱〕
「曲想を感じ、仲間とともに合唱しよ
う」

〔身体表現〕
「指揮に挑戦しよう」

〔鑑賞〕
「日本や諸外国の特徴を感じて、その
魅力を味わおう」

令和8年度

留意点
引継ぎ等

単元・題材の評価規準【評価資料】
活動の様子、授業中の発言、ワークシートの記述、演奏への取り組み、自己評価等で評価する

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

単位数
／配当時数 生徒

70 1学年

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、身体表現の技能を身につけるようにす
る。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを自分なりに見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。（高等部１段階）
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しみ、音楽経験を生かして生活を明るく豊かなものにしていく
態度を養う。（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な歌
唱の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な器
楽の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な創
作の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な身
体表現の技能を身につけるようにす
る。（高等部１段階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解する。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見い
だしながら音楽を味わって聴くことが
できるようにする。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み、音楽活動の楽しさを体験
することを通して、音楽文化に親し
み、音楽経験を生かして生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養う。
（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な歌唱の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な器楽の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な創作の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な身体表現
の技能を身につけている。（高等部１段
階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりついて
理解できている。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見いだ
しながら音楽を味わって聴くことができ
ている。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に
取り組み、音楽活動の楽しさを体験する
ことを通して、音楽文化に親しみ、音楽
経験を生かして生活を明るく豊かなもの
にしていく態度を養うことができてい
る。（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造や歌詞との内容の関わ
　　りを理解する。
(技能)
(ウ)㋐範唱を聴いたり，ハ長調及びイ短調の
　　楽譜を見たりして歌う技能。
　　㋑呼吸及び発音の仕方に気をつけて、自然
　　で無理のない、響きのある歌い方で歌う技
　　能を身につける。
(思判表力）
(ア)歌唱表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫す
　　る。

〔器楽〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解す
　　る。
(技能)
(ウ)㋐範奏を聴いたり，ハ長調及びイ短調の
　　楽譜を見たりして演奏する技能
　　㋑音色や響きに気をつけて、旋律楽器及び
　　打楽器を演奏する技能を身につける。
(思判表力)
(ア)器楽表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、器楽表現を創意工夫す
　　る

〔創作〕
(知識)
(イ)㋐いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
　　せの特徴を理解する。
(技能)
(ウ)創意工夫しを生かした表現で旋律で必要
　　な、課題や条件に沿った音の選択や組み合
　　わせなどの技能を身につける。
(思判表力)
(ア)創作表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、創作表現を創意工夫す
　　る。

〔身体表現〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わり
(技能)
(ウ)㋐曲の速度やリズム、曲想に合わせて
　　表現する技能を身につける。
　　㋑設定した条件に基づいて，様々な動きを
　　組み合わせてまとまりのある表現をする
　　技能
(思判表力)
(ア)身体表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、身体表現を創意工夫す
　　る

B鑑賞
(知識)
(イ）曲想及びその変化と、音楽の構造との関わり
について理解する
(思判表力)
(ア)鑑賞についての知識を得たり生かしたりしな
がら、曲や演奏のよさなどを見いだし。曲全体を
味わって聴く



高学部１年（Ⅱ課程B類型）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

音楽科 おんがく☆☆☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

24

〔歌唱〕
「正しい声の出し方を意識して歌お
う」

〔器楽〕
「楽器の鳴らし方を学ぼう」

〔身体表現〕
「音楽に合わせて体を動かそう」

〔鑑賞〕
「平和に関する曲の歴史を知ろう」

２
学
期

28

〔歌唱〕
「曲に合わせて歌おう」

〔器楽〕
「曲に合わせて演奏しよう」

〔創作〕
「リズム遊びをしよう」

〔鑑賞〕
「楽器の音色を聴いてみよう」
「季節の音楽を聴こう」

３
学
期

18

〔歌唱〕
「曲想を感じ、思いを込めて歌おう」

〔身体表現〕
「指揮に挑戦しよう」

〔鑑賞〕
「世界各国の音楽を聴いてみよう」

留意点
引継ぎ等

単元・題材の評価規準【評価資料】
活動の様子、授業中の発言、ワークシートの記述、演奏への取り組み、自己評価等で評価する

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な歌
唱の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な器
楽の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な創
作の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な身
体表現の技能を身につけるようにす
る。（高等部１段階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解する。後半カット（高等部１段
階）
(思判表力)
前半カット　音楽のよさや美しさを自
分なりに見いだしながら音楽を味わっ
て聴くことができるようにする。（高
等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み、音楽活動の楽しさを体験
することを通して、音楽文化に親し
み、音楽経験を生かして生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養う。
（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な歌唱の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な器楽の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な創作の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な身体表現
の技能を身につけている。（高等部１段
階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりついて
理解できている。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見いだ
しながら音楽を味わって聴くことができ
ている。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に
取り組み、音楽活動の楽しさを体験する
ことを通して、音楽文化に親しみ、音楽
経験を生かして生活を明るく豊かなもの
にしていく態度を養うことができてい
る。（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造や歌詞との内容の関わ
　　りを理解する。
　　㋑声の音色や響き及び言葉の特性と発声と
　　の関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋑呼吸及び発音の仕方に気をつけて、自然
　　で無理のない、響きのある歌い方で歌う技
　　能を身につける。
　　㋒互いの歌声や副次的な旋律、伴奏を聴い
　　て、声を合わせて歌う技能を身につける。
(思判表力）
(ア)歌唱表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫す
　　る。

〔器楽〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する
　　㋑多様な楽器の音色と演奏の仕方との関わ
　　りを理解する。
(技能)
(ウ)㋑音色や響きに気をつけて、旋律楽器及び
　　打楽器を演奏する技能を身につける
　　㋒各声部の楽器の音や伴奏を聴いて、音を
　　合わせて演奏する技能を身につける。
(思判表力)
(ア)器楽表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、器楽表現を創意工夫す
　　る。

〔創作〕
(知識)
(イ)㋐いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
　　　せの特徴を理解する
　　㋑音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴
　　　を理解する。
(技能)
(ウ)創意工夫しを生かした表現で旋律で必要
　　な課題や条件に沿った音の選択や組み合わ
　　せなどの技能を身につける。
(思判表力)
(ア)創作表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、創作表現を創意工夫す
　　る。

〔身体表現〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する
　　㋑曲想と体の動きとの関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋐曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
　　　する技能を身につける。
　　㋒友達と動きを組み合わせて表現する技能
　　　を身につける。
(思判表力)
(ア)身体表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、身体表現を創意工夫す
　　る。

B鑑賞
(知識)
(イ）曲想及びその変化と、音楽の構造との関
　　わりについて理解する。
(思判表力)
(ア)鑑賞についての知識を得たり生かしたりし
　　ながら、曲や演奏のよさなどを見いだし。
　　曲全体を味わって聴く。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、
身体表現の技能を身につけるようにする。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを自分なりに見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。
（高等部１段階）
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しみ、音楽経験を生かして
生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高等部１段階）

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

70 １学年



高学部　２年（Ⅱ課程A類型）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

音楽科 MOUSA１、くらしに役立つ音楽

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

24

〔歌唱〕
「発音を意識しながら発声しよう」

〔器楽〕
「基礎的な奏法を理解して演奏しよ
う」

〔身体表現〕
「曲想に合わせて体を動かそう」

〔鑑賞〕
「音楽の特徴から情景を想像しよう」

２
学
期

28

〔歌唱〕
「曲の構成や歌詞の意味を理解して歌
おう」

〔器楽〕
「音色や響きを感じて合奏しよう」

〔創作〕
「フレーズや和音を意識して楽曲を作
ろう」

〔鑑賞〕
「イメージと音楽との関りを感じよ
う」

３
学
期

18

〔歌唱〕
「互いの声を響かせて合唱しよう」

〔器楽〕
「互いの音を聴き合いながら合奏しよ
う」

〔身体表現〕
「互いの動きを感じながら体を動かそ
う」

〔鑑賞〕
「音楽を形作っている要素を理解して
聴こう」

留意点
引継ぎ等

単元・題材の評価規準【評価資料】
活動の様子、授業中の発言、ワークシートの記述、演奏への取り組み、自己評価等で評価する

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

70 2学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、
身体表現の技能を身につけるようにする。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを自分なりに見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。
（高等部１段階）
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しみ、音楽経験を生かして
生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な歌
唱の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な器
楽の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な創
作の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な身
体表現の技能を身につけるようにす
る。（高等部１段階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解する。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見い
だしながら音楽を味わって聴くことが
できるようにする。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み、音楽活動の楽しさを体験
することを通して、音楽文化に親し
み、音楽経験を生かして生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養う。
（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な歌唱の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な器楽の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な創作の技
能を身につけている。（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについ
て理解するとともに、創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な身体表現
の技能を身につけている。（高等部１段
階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができてい
る。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりついて
理解できている。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見いだ
しながら音楽を味わって聴くことができ
ている。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に
取り組み、音楽活動の楽しさを体験する
ことを通して、音楽文化に親しみ、音楽
経験を生かして生活を明るく豊かなもの
にしていく態度を養うことができてい
る。（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造や歌詞との内容の関わ
　　りを理解する。
(技能)
(ウ)㋑呼吸及び発音の仕方に気をつけて、自然
　　で無理のない、響きのある歌い方で歌う技
　　能を身につける。
   ㋒互いの歌声や副次的な旋律，伴奏を聴いて
   声を合わせて歌う技能を身につける。
(思判表力）
(ア)歌唱表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫す
　　る。

〔器楽〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解す
　　る。
　　㋑多様な楽器の音色と演奏の仕方との関わり
　　を理解する。
(技能)
(ウ)㋑音色や響きに気をつけて、旋律楽器及び
　　打楽器を演奏する技能を身につける。
　　㋒各声部の楽器の音や伴奏を聴いて，
　　音を合わせて演奏する技能を身につける。
(思判表力)
(ア)器楽表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、器楽表現を創意工夫す
　　る。

〔創作〕
(知識)
(イ)㋐いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
　　せの特徴を理解する。
　　㋑音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴
　　を理解する。
(技能)
(ウ)創意工夫しを生かした表現で旋律で必要
　　な、課題や条件に沿った音の選択や組み合
　　わせなどの技能を身につける。
(思判表力)
(ア)創作表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、創作表現を創意工夫す
　　る。

〔身体表現〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する
　　㋑曲想と体の動きとの関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋐曲の速度やリズム、曲想に合わせて
　　表現する技能を身につける。
　　㋒友達と動きを組み合わせて表現をする
　　技能を身につける。
(思判表力)
(ア)身体表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、身体表現を創意工夫す
　　る

B鑑賞
(知識)
(イ）曲想及びその変化と、音楽の構造との関わり
について理解する。
(思判表力)
(ア)鑑賞についての知識を得たり生かしたりしな
がら、曲や演奏のよさなどを見いだし。曲全体を
味わって聴く。



高学部２年（Ⅱ課程B類型）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

音楽科 おんがく☆☆☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

24

〔歌唱〕
「正しい声の出し方を意識して歌お
う」

〔器楽〕
「拍に合わせて演奏しよう」

〔身体表現〕
「リズムを感じて体を動かそう」

〔鑑賞〕
「平和に関する曲の歴史を知ろう」

２
学
期

28

〔歌唱〕
「みんなと一緒に歌おう」

〔器楽〕
「三線に挑戦しよう」
「曲に合わせて演奏しよう」

〔創作〕
「音を選んだりつなげてみよう」

〔鑑賞〕
「楽器や音色の特徴に気づいて鑑賞し
よう」

３
学
期

18

〔歌唱〕
「曲想を感じ、思いを込めて歌おう」

〔身体表現〕
「指揮に挑戦しよう」
「手話表現を体験しよう」

〔鑑賞〕
「世界各国の音楽を聴いてみよう」

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、
身体表現の技能を身につけるようにする。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを自分なりに見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。
（高等部１段階）
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しみ、音楽経験を生かして
生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高等部１段階）

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

70 2学年

留意点
引継ぎ等

単元・題材の評価規準【評価資料】
活動の様子、授業中の発言、表現や鑑賞への取り組み、自己の振り返り等で評価する

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な歌
唱の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な器
楽の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な創
作の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な身
体表現の技能を身につけるようにす
る。（高等部１段階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができる
ようにする。後半カット（高等部１段
階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解する。後半カット（高等部１段
階）
(思判表力)
前半カット　音楽のよさや美しさを自
分なりに見いだしながら音楽を味わっ
て聴くことができるようにする。（高
等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み、音楽活動の楽しさを体験
することを通して、音楽文化に親し
み、音楽経験を生かして生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養う。
（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な歌
唱の技能を身につけている。（高等部
１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な器
楽の技能を身につけている。（高等部
１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な創
作の技能を身につけている。（高等部
１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な身
体表現の技能を身につけている。（高
等部１段階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解できている。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見い
だしながら音楽を味わって聴くことが
できている。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み、音楽活動の楽しさを体験
することを通して、音楽文化に親し
み、音楽経験を生かして生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養うこと
ができている。（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造や歌詞との内容の関わ
　　りを理解する。
　　㋑声の音色や響き及び言葉の特性と発声と
　　の関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋑呼吸及び発音の仕方に気をつけて、自然
　　で無理のない、響きのある歌い方で歌う技
　　能を身につける。
　　㋒互いの歌声や副次的な旋律、伴奏を聴い
　　て、声を合わせて歌う技能を身につける。
(思判表力）
(ア)歌唱表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫す
　　る。

〔器楽〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する
　　㋑多様な楽器の音色と演奏の仕方との関わ
　　りを理解する。
(技能)
(ウ)㋑音色や響きに気をつけて、旋律楽器及び
　　打楽器を演奏する技能を身につける
　　㋒各声部の楽器の音や伴奏を聴いて、音を
　　合わせて演奏する技能を身につける。
(思判表力)
(ア)器楽表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、器楽表現を創意工夫す
　　る。

〔創作〕
(知識)
(イ)㋐いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
　　　せの特徴を理解する
　　㋑音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴
　　　を理解する。
(技能)
(ウ)創意工夫しを生かした表現で旋律で必要
　　な課題や条件に沿った音の選択や組み合わ
　　せなどの技能を身につける。
(思判表力)
(ア)創作表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、創作表現を創意工夫す
　　る。

〔身体表現〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する
　　㋑曲想と体の動きとの関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋐曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
　　　する技能を身につける。
　　㋒友達と動きを組み合わせて表現する技能
　　　を身につける。
(思判表力)
(ア)身体表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、身体表現を創意工夫す
　　る。

B鑑賞
(知識)
(イ）曲想及びその変化と、音楽の構造との関
　　わりについて理解する。
(思判表力)
(ア)鑑賞についての知識を得たり生かしたりし
　　ながら、曲や演奏のよさなどを見いだし。
　　曲全体を味わって聴く。



高学部　３年（Ⅱ課程A類型）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

音楽科 MOUSA１、くらしに役立つ音楽

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

24

〔歌唱〕
「曲の構成や歌詞の意味を理解して歌
おう」

〔器楽〕
「多様な楽器の音色を感じて合奏しよ
う」

〔身体表現〕
「曲想に合わせて体を動かそう」

〔鑑賞〕
「音楽の特徴や変化から情景を想像し
よう」

２
学
期

28

〔歌唱〕
「諸外国の声楽曲を通して、声の響き
や言葉の特性を感じて歌おう」

〔器楽〕
「曲想や音楽の構成を生かして合奏し
よう」

〔創作〕
「イメージを表現した音楽を作ろう」

〔鑑賞〕
「イメージと音楽との関りを感じよ
う」

３
学
期

18

〔歌唱〕
「各声部の動きや全体の響きを感じな
がら合唱しよう」

〔身体表現〕
「動きを組み合わせたり友だちの動き
に合わせてうごいたりして表現しよ
う」

〔鑑賞〕
「様々な音楽の歴史や背景を理解して
聴こう」

留意点
引継ぎ等

単元・題材の評価規準【評価資料】
活動の様子、授業中の発言、ワークシートの記述、演奏への取り組み、自己評価等で評価する

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

70 3学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、身体表現の技能を身
につけるようにする。（高等部２段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。（高等部２段階）
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにしていく態度を
養う。（高等部２段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について理解する
とともに，創意工夫を生かした音楽表
現をするために必要な歌唱の技能を身
に付けるようにする。（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよさや美し
さを味わって表現することがで　きる
ようにする。（高等部２段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について
理解するとともに，創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な
器楽の技能を身に付けるようにする。
（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよさや美し
さを味わって表現することができるよ
うにする。（高等部２段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について理解する
とともに，創意工夫を生かした音楽表
現をするために必要な創作の技能を身
に付けるようにする。（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよさや美し
さを味わって表現することができるよ
うにする。（高等部２段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について
理解するとともに，創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な
身体表現の技能を身に付けるようにす
る。（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよ
さや美しさを味わって表現することが
できるようにする。（高等部２段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解する。（高等部２段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよさや美し
さを味わって聴くことができるように
する（高等部２段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み，音楽活動の楽しさを体験
することを通して，音楽文化に親しむ
とともに，音楽によって生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養う。
（高等部２段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について
理解するとともに，創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な
歌唱の技能を身に付けるようとしてい
る。（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよ
さや美しさを味わって表現しようとし
ている。（高等部２段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について
理解するとともに，創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な
の技能を身に付けようとしている。
（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよ
さや美しさを味わって表現しようとし
ている。（高等部２段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について
理解するとともに，創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な
創作の技能を身に付けようとしてい
る。（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよ
さや美しさを味わって表現しようとし
ている。（高等部２段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わ
り及び音楽の多様性について
理解するとともに，創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な
身体表現の技能を身に付けようとして
いる。（高等部2段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよ
さや美しさを味わって表現しようとし
ている。（高等部２段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解しようとしている。（高等部２
段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや，音楽
を自分なりに評価しながらよさや美し
さを味わって聴いている。（高等部２
段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み，音楽活動の楽しさを体験
することを通して，音楽文化に親しむ
とともに，音楽によって生活を明るく
豊かなものにしている（高等部２段
階）

A表現〔歌唱〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり
     を理解する。
　　㋑声の音色や響き及び言葉の特性と発声との
      関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋐創意工夫を生かした表現で歌うために必要
     な発声，言葉の発音，身体の使い方などの
　　　技能を身につける。
　　㋑創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の
　　　声などを聴きながら，他者と合わせて歌う
　　　技能を身につける。
(思判表力）
(ア)歌唱表現についての知識や技能を得たり生か
　　したりしながら、歌唱表現を創意工夫する。

〔器楽〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する。
　　㋑多様な楽器の音色や響きと演奏の仕方との
　　　関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋐創意工夫を生かした表現で演奏するために
　　　必要な奏法，身体の使い方などの技能を身
　　　につける。
　　㋑創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の
　　　音などを聴きながら，他者と合わせて演奏
　　　する技能を身につける。
(思判表力)
(ア)器楽表現についての知識や技能を得たり生か
　　したりしながら、器楽表現を創意工夫する。

〔創作〕
(知識)
(イ)㋐音のつながり方の特徴を理解する。
　　㋑音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変
　　　化，対照などの構成上の特徴を理解する。
(技能)
(ウ)創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつく
　　るために必要な，課題や条件に　沿った音の
　　選択や組合せなどの技能を身に付けること。
(思判表力)
(ア)創作表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、創作表現を創意工夫す
　　る。

〔身体表現〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する。
　　㋑曲想や音楽の構造と体の動きとの関わりを
　　理解する。
(技能)
(ウ)㋐曲の速度やリズム，曲想に合わせて表現す
　　る技能を身につける。
　　㋑設定した条件に基づいて，様々な動きを組
　　み合わせたり，即興的に動いたりしてまとま
　　りのある表現をする技能を身につける。
　　㋒友達と動きを組み合わせたり，即興的に表
　　現したりする技能を身につける。
(思判表力)
(ア)身体表現についての知識や技能を得たり生か
　　したりしながら、身体表現を創意工夫する。
B鑑賞
(知識)
(イ）㋐曲想及びその変化と，音楽の構造との関わ
　　 りを理解する。㋑音楽の特徴とその背景とな
　　　る文化や歴史などとの関わりを理解する。
(思判表力)
(ア)鑑賞についての知識を得たり生かしたりしな
　　がら、曲や演奏のよさなどを見いだし。曲全
　　体を味わって聴く。



高学部３年（Ⅱ課程B類型）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

音楽科 おんがく☆☆☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

24

〔歌唱〕
「正しい声の出し方を意識して歌お
う」

〔器楽〕
「打楽器・鍵盤楽器に挑戦しよう」

〔身体表現〕
「リズムの特徴や曲想を意識して体を
動かそう」

〔鑑賞〕
「平和に関する曲の歴史を知ろう」

２
学
期

28

〔歌唱〕
「歌詞をイメージして歌おう」

〔器楽〕
「好きな楽器に挑戦しよう」
「曲に合わせて演奏しよう」

〔創作〕
「音符をつなげて簡単なリズムや音楽
を創ろう」

〔鑑賞〕
「楽器の特徴や音色の違いを聴いてみ
よう」

３
学
期

18

〔歌唱〕
「曲想を感じ、思いを込めて歌おう」

〔身体表現〕
「指揮に挑戦しよう」
「手話表現を体験しよう」

〔鑑賞〕
「自分のおすすめしたい曲を紹介しよ
う」
「友達の好きな曲を聴いてみよう」

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、身体表現の技能を身につけるようにす
る。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを自分なりに見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。
（高等部１段階）
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しみ、音楽経験を生かして生活を明るく豊かなものにしてい
く態度を養う。（高等部１段階）

令和8年度

単位数
／配当時数 生徒

70 ３学年

留意点
引継ぎ等

単元・題材の評価規準【評価資料】
活動の様子、授業中の発言、表現や鑑賞への取り組み、自己の振り返り等で評価する

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な歌
唱の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な器
楽の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な創
作の技能を身につけるようにする。
（高等部１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な身
体表現の技能を身につけるようにす
る。（高等部１段階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができる
ようにする。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解する。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見い
だしながら音楽を味わって聴くことが
できるようにする。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み、音楽活動の楽しさを体験
することを通して、音楽文化に親し
み、音楽経験を生かして生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養う。
（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な歌
唱の技能を身につけている。（高等部
１段階）
(思判表力)
歌唱表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

〔器楽〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な器
楽の技能を身につけている。（高等部
１段階）
(思判表力)
器楽表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

〔創作〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な創
作の技能を身につけている。（高等部
１段階）
(思判表力)
創作表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

〔身体表現〕
(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な身
体表現の技能を身につけている。（高
等部１段階）
(思判表力)
身体表現を創意工夫することができて
いる。（高等部１段階）

B鑑賞
(知識）
曲想と音楽の構造などとの関わりつい
て理解できている。（高等部１段階）
(思判表力)
音楽のよさや美しさを自分なりに見い
だしながら音楽を味わって聴くことが
できている。（高等部１段階）

A・表現、B鑑賞を通して
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習
に取り組み、音楽活動の楽しさを体験
することを通して、音楽文化に親し
み、音楽経験を生かして生活を明るく
豊かなものにしていく態度を養うこと
ができている。（高等部１段階）

A表現〔歌唱〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造や歌詞との内容の関わ
　　りを理解する。
　　㋑声の音色や響き及び言葉の特性と発声と
　　の関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋑呼吸及び発音の仕方に気をつけて、自然
　　で無理のない、響きのある歌い方で歌う技
　　能を身につける。
　　㋒互いの歌声や副次的な旋律、伴奏を聴い
　　て、声を合わせて歌う技能を身につける。
(思判表力）
(ア)歌唱表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫す
　　る。

〔器楽〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する
　　㋑多様な楽器の音色と演奏の仕方との関わ
　　りを理解する。
(技能)
(ウ)㋑音色や響きに気をつけて、旋律楽器及び
　　打楽器を演奏する技能を身につける
　　㋒各声部の楽器の音や伴奏を聴いて、音を
　　合わせて演奏する技能を身につける。
(思判表力)
(ア)器楽表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、器楽表現を創意工夫す
　　る。

〔創作〕
(知識)
(イ)㋐いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
　　　せの特徴を理解する
　　㋑音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴
　　　を理解する。
(技能)
(ウ)創意工夫しを生かした表現で旋律で必要
　　な課題や条件に沿った音の選択や組み合わ
　　せなどの技能を身につける。
(思判表力)
(ア)創作表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、創作表現を創意工夫す
　　る。

〔身体表現〕
(知識)
(イ)㋐曲想と音楽の構造との関わりを理解する
　　㋑曲想と体の動きとの関わりを理解する。
(技能)
(ウ)㋐曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
　　　する技能を身につける。
　　㋒友達と動きを組み合わせて表現する技能
　　　を身につける。
(思判表力)
(ア)身体表現についての知識や技能を得たり生
　　かしたりしながら、身体表現を創意工夫す
　　る。

B鑑賞
(知識)
(イ）曲想及びその変化と、音楽の構造との関
　　わりについて理解する。
(思判表力)
(ア)鑑賞についての知識を得たり生かしたりし
　　ながら、曲や演奏のよさなどを見いだし。
　　曲全体を味わって聴く。



担当者 教科書／副教材

美術科
新･高校生の美術１
（日本文教出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）形や色彩、明暗、質感などの効果、全
体のイメージなどを捉え、材料や用具の特性を
生かして表す。（高１段階：Ａ表現ア(イ)、共
通事項(ア)）
(思判表力)身近なものの特徴や美しさを基に、
形や色彩、質感など全体と部分との関係などを
考え、構想を工夫したり鑑賞したりする。（高
１段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)(イ)）
(学･人)身近なものの特徴や美しさなどを捉え表
す学習活動に主体的に取り組む。（高１段階：
Ｂ鑑賞ア(ア)(イ)）

(知・技）形や色彩、明暗、質感などの効
果、全体のイメージなどを捉え、材料や
用具の特性を生かして表している。
(思・判・表)身近なものの特徴や美しさ
を基に、形や色彩、質感など全体と部分
との関係などを考え、構想を工夫したり
鑑賞したりする。
(主学)身近なものの特徴や美しさなどを
捉え表す学習活動に主体的に取り組んで
いる。
【評価資料】活動の様子観察、提出作品
で評価する。

○身近なものを描く 身近なものや愛着のある物を観察し
て、形や色、構造などの良さや面白
さを見つけて描く。

10

(知及技）色彩の仕組みを生かして色づくりや配
色に創造的に取り組み表わす。（高１段階：Ａ
表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)基本的な色の仕組や性質を学び効果
を考え構想をしたり鑑賞したりする。（高１段
階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)色の性質や配色の工夫がもたらす効果を
作品制作に生かして表す学習活動に主体的に取
り組む。（高１段階：共通事項(ア)(イ)）

(知・技）色彩の仕組みを生かして色づく
りや配色に創造的に取り組み表わしてい
る。
(思･判･表)基本的な色の仕組や性質を学
び効果を考え構想をしたり鑑賞してい
る。
(主学)色の性質や配色の工夫がもたらす
効果を作品制作に生かして表す学習活動
に主体的に取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子観察、提出作品
で評価する。

○色彩の基礎 生活の中の色
色光と色料の三原色
色の三属性

10

(知及技）形や色、質感や量感、動勢などの造形
的な特徴をもとに、全体のイメージを捉え、素
材の特性を生かして表す。（高１段階：Ａ表現
ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)素材の特性を理解し、表したいイ
メージを基に形や色、質感、重心などの効果を
考え、構想をしたり鑑賞したりする。（高１段
階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)使う素材を理解し、立体に表す学習活動
に、主体的に取り組む。（高１段階：Ａ表現ア
(ア)、共通事項(ア)(イ)）

(知・技）形や色、質感や量感、動勢など
の造形的な特徴をもとに、全体のイメー
ジを捉え、素材の特性を生かして表して
いる。
(思･判･表)素材の特性を理解し、表した
いイメージを基に形や色、質感、重心な
どの効果を考え、構想をしたり鑑賞した
りしている。
(主学)使う素材を理解し、立体に表す学
習活動に、主体的に取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子観察、提出作品
で評価する。

○身近な素材と立体
表現(基本)

素材の特性を理解し、表したいイ
メージを基に、形や色、質感、重心
などの効果を考え、構想を練ったり
鑑賞したりするとともに、バラン
ス、動勢などの効果を工夫し、全体
のイメージを捉え、素材と向き合
い、素材の可塑性や弾力性、軽さや
重さ、質感や触感、加工や接着の方
法などを理解し、素材の特性を生か
して表し方を工夫する。

16

(知及技）全体のイメージや作風などを捉え、線
や面などの版による表現のよさや美しさを感じ
とり、彫りや製版、刷りを工夫して表す。（中
２段階：Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)版画の表現の良さや特質を基に、版
による表現の効果を考え、構想をしたり考えた
りする。（高１段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア
(ア)）
(学･人)版による表現の特性を生かして表す学習
活動に主体的に取り組む。（高１段階：Ａ表現
ア(ア)、共通事項(ア)(イ)）

(知・技）全体のイメージや作風などを捉
え、線や面などの版による表現のよさや
美しさを感じとり、彫りや製版、刷りを
工夫して表している。
(思･判･表)版画の表現の良さや特質を基
に、版による表現の効果を考え、構想を
したり考えている。
(主学)版による表現の特性を生かして表
す学習活動に主体的に取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子観察、提出作品
で評価する。

○版で表す（基本の
技法）

版画の表現のよさや特性を理解し、
版による表現の効果を考え、構想し
たり鑑賞したりするとともに、全体
のイメージや作風などを捉え、線や
面などの版による表現の効果を生か
し、彫や製版、刷りを工夫して表
す。

令和８年度 高等部１年（Ⅱ課程　A類型）美術科　年間指導計画

単位数／
配当時数 生徒

2／70 高等部１年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法を工夫して表すことができるようにする。
(高等部１段階)

(思判表力)造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想構想を練った
り、美術や美術文化などに対する見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。（高等部１段階）

(学･人)楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造して
いく態度を養う。（高等部１段階）

1
学
期

２
学
期
 
 
　
　
　
　
　
 
2
学
期



12

(知及技）思いや感じ取ったことを基にして、メ
ディア機器の機能や効果を用いて表す。（高１
段階：Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)メディアの機能を使って画像表現を
工夫する。（高１段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞
ア(ア)）
(学･人)映像メディア機器等の特性を生かした表
現を創意工夫する学習活動に、主体的に取り組
む。（高１段階：Ａ表現ア(ア)、共通事項
(ア)(イ)）

(知・技）思いや感じ取ったことを基にし
て、映像メディア機器の機能や効果を用
いて表している。
(思・判・表)メディアの機能を使って画
像表現効果を工夫している。
(主学)映像メディア機器等の特性を生か
した表現を創意工夫してする学習活動
に、主体的に取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子観察、提出作品
で評価する。

○映像メディア表現
（簡単なアプリを
使った画像）

表現効果を考えて、映像メディア機
器の機能や効果を生かし、画面の構
成を創意工夫して画像を制作する。

8

(知及技）共同制作の意義や制作過程、方法を理
解して画面全体のイメージを捉える。（高１段
階：Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)完成のイメージを他者と共有しなが
ら、全体の一部や工程を丁寧に制作する。（高
１段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)共同で壁画を制作する学習活動に、主体
的に取り組む。（高１段階：Ａ表現ア(ア)）

(知・技）共同制作の意義や制作過程、方
法を理解して画面全体のイメージを捉え
る。
(思･判･表)完成のイメージを他者と共有
しながら、全体の一部や工程を丁寧に制
作する。
(主学)共同で壁画を制作する学習活動
に、主体的に取り組む。
【評価資料】活動の様子観察、作品で評
価する。

○壁画の共同制作 卒業式壁画制作に協力して取り組
む。

10

(知及技）構図や表情、色彩の効果、全体のイ
メージや表現の工夫を感じ取る。（中２段階：
Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)作品のよさや美しさ、表現の特質、
身近な美術文化の継承と創造について考える。
（高１段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア
(ア)(イ)）
(学･人)作品の良さや美しさなどを鑑賞する学習
活動に、主体的に取り組む。（高１段階：Ｂ鑑
賞ア(ア)(イ)）

(知・技）構図や表情、色彩の効果、全体
のイメージや表現の工夫を感じ取る。
(思･判･表)作品のよさや美しさ、表現の
特質、身近な美術文化の継承と想像につ
いて考えている。
(主学)作品の良さや美しさなどを鑑賞す
る学習活動に、主体的に取り組んでい
る。
【評価資料】活動の様子観察、提出作品
で評価する。

○鑑賞
（身近な美術）

生活の中にある身近な作品の表現の
意図や工夫について考え、鑑賞する
とともに、作者の視点に着目し、作
品の表現の意図や工夫、全体のイ
メージや作風、様式などを捉える。

留意点
引継ぎ等

２
学
期
 
 
　
　
　
　
　
 
2
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

美術科
アートって何だろう

～はじめてアートに出会う本～

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて工
夫して材料や用具を選んで使う。
（中１段階：表現（イ））
（思判表力）材料や想像したこと
思ったことから描きたいものを思
い付き、色や形をもとにイメージ
する。（小３段階：表現（ア）共
通（イ））
（学・人）好きなものを生き生き
と表現する。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて工
夫して材料や用具を選んで使おう
とする。（中１段階：表現
（イ））
（思･判･表）材料や想像したこと
思ったことから描きたいものを思
い付き、色や形をもとにイメージ
しようとする。（小３段階：表現
（ア）共通（イ））
（主学）好きなものを生き生きと
表現しようとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○好きなものを描こう ・マジック、クーピーなどの材料や用具を選んだ
り、シールや紙を切り張りするなど工夫する。
（知及技に関する活動）
・描きたいものがわかり、好きな色や形を描いた
り、紙など貼ったりして表す。（思判表力に関す
る活動）
・好きなものについて話したり指さしなどで伝え
る。（主学）

8

(知及技）素材や用具に親しみ、表
したいことに合わせて工夫して材
料や用具を選び、色や材料の特徴
を知る。（中１段階：表現（イ）
共通（ア））
(思判表力)材料や想像したこと
思ったことから表したいことを思
いつく。（小３段階：表現
（ア））
(学･人)楽しく表現活動に取り組む
ことができる。

(知・技）素材や用具に親しみ、表
したいことに合わせて工夫して材
料や用具を選び、色や材料の特徴
を知ろうとする。（中１段階：表
現（イ）共通（ア））
(思･判･表)材料や想像したこと
思ったことから表したいことを発
想しようとする。（小３段階：表
現（ア））
(主学)楽しく表現活動に取り組も
うとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○赤青黄色の絵の具を混ぜ
てみよう。
～のり絵の具を使って～
～かたくりこを使って～

・必要な用具や材料を正しく使ったり、色が混ざ
ると変化することを知る。（知及技に関する活
動）
・のりやかたくりこの感触に親しみ、用具や手指
を使っていろいろな線や形を描いてみる。何かの
イメージと結びつけて表現する。（思判表力に関
する活動）
・いろいろな方法で描いたり、のびのびと表現す
る。（主学）

8

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使う。（中１段階：表現
（イ））
（思判表力）材料や感じたこと、
見たことから表したいことを思い
つく。（小３段階：表現（ア））
（学・人）経験したことを思い出
して描く。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使おうとする。（中１段階：表
現（イ））
（思･判･表）材料や感じたこと、
見たことから表したいことを思い
つこうとする。（小３段階：表現
（ア））
（主学）経験したことを思い出し
て表現しようとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○校内実習で経験したこと
を思い出して描こう

・材料や用具を選んだり、シールや紙を切り張り
するなど工夫する。（知及技に関する活動）
・写真や動画を見て経験したことを思い出し、自
分の作業の様子を描いたり写真を貼ったりして絵
に表す。（思判表力に関する活動）
・頑張ったことや楽しかったことについて話した
り指さしなどで伝える。（主学）

令和８年度　高等部１年（Ⅱ課程  Ｂ類型）美術科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

2／70 高等部１年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

（知及技）造形的な視点について気づき、材料や用具の扱い方に親しむととも、表し方を工夫することができる。
(中１段階)
（思判表力）造形的なよさや面白さ、表したいことや表し方などについて考え、経験したことや思ったこと、材料など
を基に発想し構想するとともに、身近にある造形や作品などから自分の見方や感じ方を広げることができる。（中１段
階）
（学･人）美術の活動に楽しく取り組んで創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情や心豊かな生活を営む態度を
身につけることができる。 （中１段階）

１
学
期



15

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使い表す。（中１段階：表現
（イ））
（思判表力）材料や感じたこと、
想像したこと、見たこと、思った
ことから表したいことや表したい
ことを思いつく。（小３段階：表
現（ア））
（学・人）いろいろな表現方法を
楽しむ。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使い表そうとする。（中１段
階：表現（イ））
（思･判･表）材料や感じたこと、
想像したこと、見たこと、思った
ことから表したいことや表し太鼓
とを思いつく。（小３段階：表現
（ア））
（主学）いろいろな表現方法を楽
しもうとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○スチレン版画でおもしろ
い模様を表現しよう

・スチレンボードを引っ掻いたり型押ししたりし
て、原画を作り、刷りまでの工程を理解する。イ
ンクをつけて刷ると違う作品に変化する様子を見
る。（知・技に関する活動）
・線や形を組み合わせたり好きなものを並べたり
して、おもしろい模様になるように考える。（思･
判･表に関する活動）
・版画のおもしろさを味わう。（主学）

13

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、材料や用具を選んで使い、
形や色、材料の特徴を知る。（中
１段階：表現（イ）共通（ア））
（思判表力）材料や感じたこと、
見たことから表したいことを思い
つく。（小３段階：表現（ア））
（学・人）いろいろな材料を組み
合わせ、創作することを楽しむ。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、材料や用具を選んで使い、
形や色、材料の特徴を知ろうとす
る。（中１段階：表現（イ）共通
（ア））
（思･判･表）材料や感じたこと、
見たことから表したいことを思い
つく。（小３段階：表現（ア））
（主学）いろいろな材料を組み合
わせ、創作することを楽しむ。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○身近な材料で張り子のお
面を作ろう

・丸い型に習字紙やお花紙をのりで張り、自分の
顔の目・鼻・口の配置を確認して形を作る。いろ
いろな材料で髪の毛や飾りを付ける。（知・技に
関する活動）
・目・鼻・口の形を考えて作ったり、タックシー
ルを張ったりして自分らしい顔を表現する。（思･
判･表に関する活動）
・おもしろい飾りを付けたり、友達の作品と見比
べたりしながら創作活動を楽しむ。（主学）

10

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表し方を工夫し材料や用具
を選んで使って表したり、形や色
などの特徴を知る。（中１段階：
表現（イ）共通（ア））
（思判表力）材料や感じたこと、
想像したこと、思ったことから表
したいことを思いつく。（小３段
階：表現（ア））
（学・人）皆と協力して喜んで創
造活動に取り組む。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表し方を工夫し材料や用具
を選んで使って表したり、形や色
などの特徴を知ろうとする。（中
１段階：表現（イ）共通（ア））
（思･判･表）材料や感じたこと、
想像したこと、思ったことから表
したいことを考える。（小３段
階：表現（ア））
（主学）皆と協力して喜んで創造
活動に取り組もうとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○みんなで協力して卒業式
壁画を制作しよう

・色紙やマジック、色鉛筆などいろいろな材料を
組み合わせて、テーマに合った形を表現する。
（知・技に関する活動）
・卒業式の意味やテーマについて知り、３年生を
お祝いしたり応援する気持ちを表す。（思･判･表
に関する活動）
・（主学）一人一人の作品を組み合わせたり、皆
で共同制作することを楽しむ。

8

（知及技）形や色などの特徴につ
いて知る。（中１段階：共通
（ア））
（思判表力）自分たちの作品や生
活の中にあるものの形や色、面白
さについて感じ取り、形や色の感
じをもとに自分のイメージをも
つ。（小３段階：鑑賞（ア）共通
（イ））
（学・人）自分たちの作品や身の
回りのものの形や色の面白さを感
じ取り、美術を愛する気持ちを持
つ。

（知・技）形や色などの特徴につ
いて知ろうとする。（中１段階：
共通（ア））
（思･判･表）自分たちの作品や生
活の中にあるものの形や色、面白
さについて感じ取り、形や色の感
じをもとに自分のイメージを持と
うとする。（小３段階：鑑賞
（ア）共通（イ））
（主学）自分たちの作品や身の回
りのものの形や色の面白さを感じ
取り、美術を愛する気持ちを持と
うとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○自分や友達の作品を見て
みよう
○身の回りの沖縄の工芸品
を見てみよう
～自分のオリジナルシー
サーに好きな色を塗ると～
～お店みたいにお皿やシー
サーを並べてみよう～

・自分や友達の作品を見比べて、色や形、表現の
違いに気づく。身近にある沖縄の工芸品を見たり
触ったりして、形や色の感じについて話し合う。
（知・技に関する活動）
・自分の作品の色や形の面白さを理解し、身近に
ある沖縄の工芸品の形や色などをよく見たり触っ
たりして感じ取る。（思･判･表に関する活動）
・シーサーや沖縄の焼き物をぬりえやコラージュ
で楽しむ。（主学）

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

美術科
高校生の美術１

（日本文教出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）構図や表情、色彩の効果、全体のイメー
ジなどを捉え、材料や用具を選択し工夫して表す。
（高１段階：Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)風景の印象などを基に、構図や表情など
の効果を考え、構想を工夫したり鑑賞したりする。
（高２段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)風景画を表す学習活動に、主体的に取り組
む。（高１段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(イ)）

(知・技）構図や表情、色彩の効果、全
体のイメージなどを捉え、材料や用具を
選択し工夫している。
(思･判･表)風景の印象などを基に、構図
や表情などの効果を考え、構想を工夫し
たり鑑賞したりする。
(主学)自己や他者の内面を人物画に表す
学習活動に、主体的に取り組んでいる。
[評価資料]
活動の様子、制作物、ワークシート、自
己評価などで評価

○風景を描く 身近な風景や写真、空想などを基
に、構図などの効果を考え、構想を
練ったりするとともに、色彩の効
果、全体のイメージなどを捉え、選
んだ画材などの特性を生かして表
す。

10

(知及技）色彩の仕組みを生かして色づくりや配色
に創造的に取り組み表わす。（高１段階：Ａ表現ア
(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)基本的な色の仕組や性質を学び、効果を
考え構想を工夫したり鑑賞したりする。（高２段
階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)色の性質や配色の工夫がもたらす効果を作
品制作に生かして表す学習活動に主体的に取り組
む。（高１段階：共通事項(ア)(イ)）

(知・技）色彩の仕組みを生かして色づ
くりや配色に創造的に取り組み表わして
いる。
(思･判･表)基本的な色の仕組や性質を学
び効果を考え構想を工夫したり鑑賞して
いる。
(主学)色の性質や配色の工夫がもたらす
効果を作品制作に生かして表す学習活動
に主体的に取り組んでいる。
[評価資料]
活動の様子、制作物、ワークシート、自
己評価などで評価

○色彩の工夫 デザインを構想・表現するために、
色彩、造形の秩序、構成の要素、構
図、文字の基本などについて学び、
理解を深める。

10

(知及技）形や色、質感、重心やバランス、動勢な
どの効果を工夫し、全体のイメージを捉え、素材の
特性を生かして表す。（高１段階：Ａ表現ア(イ)、
共通事項(ア)）
(思判表力)素材の特性を理解し、表したいイメージ
を基に形や色、質感、重心などの効果を考え、構想
を工夫したり鑑賞したりする。（高２段階：Ａ表現
ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)使う素材を理解し、立体に表す学習活動
に、主体的に取り組む。（高１段階：Ａ表現ア
(ア)、共通事項(ア)(イ)）

(知・技）形や色、質感、重心やバラン
ス、動勢などの効果を工夫し、全体のイ
メージを捉え、素材の特性を生かして表
している。
(思･判･表)素材の特性を理解し、表した
いイメージを基に形や色、質感、重心な
どの効果を考え、構想を工夫したり鑑賞
したりしている。
(主学)使う素材を理解し、立体に表す学
習活動に、主体的に取り組んでいる。
[評価資料]
活動の様子、制作物、ワークシート、自
己評価などで評価

○身近な素材と立体
表現の工夫

素材の特性を理解し、表したいイ
メージを基に、形や色、質感、重心
などの効果を考え、構想を練ったり
鑑賞したりするとともに、バラン
ス、動勢などの効果を工夫し、全体
のイメージを捉え、素材と向き合
い、素材の可塑性や弾力性、軽さや
重さ、質感や触感、加工や接着の方
法などを理解し、素材の特性を生か
して表し方を工夫する。

16

(知及技）全体のイメージや作風などを捉え、線や
面などの版による表現の効果を生かし、彫りや製
版、刷りを工夫して表す。（高１段階：Ａ表現ア
(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)版画の表現の良さや特質を基に、版によ
る表現の効果を考え、構想を工夫したり考えたりす
る。（高２段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)版による表現の特性を生かして表す学習活
動に主体的に取り組む。（高１段階：Ａ表現ア
(ア)、共通事項(ア)(イ)）

(知・技）全体のイメージや作風などを
捉え、線や面などの版による表現の効果
を生かし、彫りや製版、刷りを工夫して
表している。
(思･判･表)版画の表現の良さや特質を基
に、版による表現の効果を考え、構想を
工夫したり考えている。
(主学)版による表現の特性を生かして表
す学習活動に主体的に取り組んでいる。
[評価資料]
活動の様子、制作物、ワークシート、自
己評価などで評価

○版で表す（技法の
工夫）

版画の表現のよさや特性を理解し、
版による表現の効果を考え、構想を
練ったり鑑賞したりするとともに、
全体のイメージや作風などを捉え、
線や面などの版による表現の効果を
生かし、彫や製版、刷りを工夫して
表す。

令和８年度 高等部２年（Ⅱ課程　A類型）美術科　年間指導計画

単位数／
配当時数 生徒

２／70 高等部２年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法を工夫して表すことができるようにする。
(高等部１段階)

(思判表力)造形的なよさや美しさ、表現の意図と造形的な工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を
練ったり、美術や美術文化などに対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。（高等部２段階）
　
(学･人)楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造して
いく態度を養う。（高等部１段階）

1
学
期

２
学
期
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
学
期



12

(知及技）写す角度や配置、拡大や縮小、光や影、
時間の静止などの効果、全体のイメージなどを捉
え、カメラの特性を生かして表す。（高１段階：Ａ
表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)被写体の印象や瞬間の美しさなどを基
に、構図やシャッター速度などの効果を考え、構想
を工夫したり鑑賞したりする。（高２段階：Ａ表現
ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)写真表現の特性を生かして表す学習活動
に、主体的に取り組む。（高１段階：Ａ表現ア
(ア)、共通事項(ア)(イ)）

(知・技）写す角度や配置、拡大や縮
小、光や影、時間の静止などの効果、全
体のイメージなどを捉え、カメラの特性
を生かして表している。
(思･判･表)被写体の印象や瞬間の美しさ
などを基に、構図やシャッター速度など
の効果を考え、構想を工夫したり鑑賞し
たりしている。
(主学)写真表現の特性を生かして表す学
習活動に、主体的に取り組んでいる。
[評価資料]
活動の様子、制作物、ワークシート、自
己評価などで評価

○映像メディア表現
（写真・アニメー
ション）

iPadのアプリを使って写真やコマ
撮りアニメなどの作品を制作する。
映像メディア機器の機能や効果を生
かした作品作り

8

(知及技）共同制作の意義や制作過程、方法を理解
して画面全体のイメージを捉える。（高１段階：Ａ
表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)完成のイメージを他者と共有しながら、
全体の一部や工程を丁寧に制作する。（高１段階：
Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)共同で壁画を制作する学習活動に、主体的
に取り組む。（高１段階：Ａ表現ア(ア)）

(知・技）思いや感じ取ったことを基に
して、映像メディア機器の機能や効果を
用いて表している。
(思・判・表)メディアの機能を使って画
像表現効果を工夫している。
(主学)映像メディア機器等の特性を生か
した表現を創意工夫してする学習活動
に、主体的に取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子観察、提出作品
で評価する。

○壁画の共同制作 卒業式壁画制作に協力して取り組
む。

10

(知及技）構図や表情、色彩の効果、全体のイメー
ジや作風様式などを捉える。（高１段階：Ａ表現ア
(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)作品のよさや美しさ、表現の特質、美術
文化の継承と想像について考える。（高２段階：Ａ
表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)(イ)）
(学･人)作品の良さや美しさなどを鑑賞する学習活
動に、主体的に取り組む。（高１段階：Ｂ鑑賞ア
(ア)(イ)）

(知・技）構図や表情、色彩の効果、全
体のイメージや作風様式などを捉てい
る。
(思･判･表)作品のよさや美しさ、表現の
特質、さまざまな美術文化の継承と想像
について考えている。
(主学)作品の良さや美しさなどを鑑賞す
る学習活動に、主体的に取り組んでい
る。
[評価資料]
活動の様子、制作物、ワークシート、自
己評価などで評価

○鑑賞
(世界の美術)

美術作品の表現の意図や工夫につい
て考え、鑑賞するとともに、作者の
視点に着目し、作品の表現の意図や
工夫、全体のイメージや作風、様式
などを捉える。

留意点
引継ぎ等

２
学
期
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

美術科
アートって何だろう

～はじめてアートに出会う本～

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

（知及技）材料や用具に親しみ、
表したいことに合わせて工夫して
材料や用具を選んで使い、形や色
の特徴を知る。（中１段階：表現
（イ）共通（ア））
（思判表力）経験したことや思っ
たこと材料をもとに、描きたいも
のを考え、色や形のイメージを持
つ。（中１段階：表現（ア）共通
（イ））
（学・人）好きなものをのびのび
と表現する。

（知・技）材料や用具に親しみ、
表したいことに合わせて工夫して
材料や用具を選び、形や色の特徴
を知ろうとする。（中１段階：表
現（イ）共通（ア））
（思･判･表）経験したことや思っ
たこと材料をもとに、描きたいも
のを考え、色や形のイメージを持
つ。（中１段階：表現（ア）共通
（イ））
（主学）好きなものをのびのびと
表現しようとする。
【評価資料】活動の様子、提出作
品で評価する。

○好きなものを描こう
～描いたり張ったりしてみ
る～

・マジック、クーピーなどの材料や用具を選んだ
り、シールや紙を切り張りするなど工夫する。
（知及技に関する活動）
・描きたいものがわかり、好きな色や形を描いた
り、紙など貼ったりして表す。（思判表力に関す
る活動）
・好きなものについて話したり指さしなどで伝え
る。（主学）

8

(知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて材
用や用具を選んで使い、色や材料
の特徴を知る。（中１段階：表現
（イ））
(思判表力)造形的な特徴などから
イメージをもつ。（中１段階：共
通（イ））
(学･人)楽しく表現活動に取り組
むことができる。

(知・技）素材や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて材
用や用具を選んで使い、色や材料
の特徴を知ろうとする。（中１段
階：表現（イ））
(思･判･表)造形的な特徴などから
イメージをもとうとする。（中１
段階：共通（イ））
(主学)楽しく表現活動に取り組も
うとする。
【評価資料】活動の様子、提出作
品で評価する。

○赤青黄色の絵の具を混ぜ
てみよう
～のり絵の具を使って～
～かたくりこを使って～

・必要な用具や材料を正しく使ったり、赤青黄色
の絵の具が混ざると色が変わることを知る。
（知・技に関する活動）
・のりやかたくりこの感触に親しみ、用具や手指
を使っていろいろな線や形を描いてみる。何かの
イメージと結びつけて表現する。（思・判・表に
関する活動）
・いろいろな方法で描いたり、のびのびと表現す
る。（主学）

8

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使う。（中１段階：表現
（イ））
（思判表力）経験したことや思っ
たことをもとに、表したいことや
表し方を考えて発想や構想をす
る。（中１段階：表現（ア））
（学・人）心に残ったことや頑
張ったことを思い出して描く。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使おうとする。（中１段階：表
現（イ））
（思･判･表）経験したことや思っ
たことをもとに、表したいことや
表し方を考えて発想や構想をす
る。（中１段階：表現（ア））
（主学）心に残ったことや頑張っ
たことを表現しようとする。
【評価資料】活動の様子、提出作
品で評価する。

○現場実習で経験したこと
を思い出して描こう

・材料や用具を選んだり、シールや紙を切り張り
するなど工夫する。（知・技に関する活動）
・写真や動画を見て経験したことを思い出し、写
真を貼ったり描いたりして表す。（思・判・表に
関する活動）
・頑張ったことや楽しかったことについて話した
り指さしなどで伝える。（主学）

令和８年度 高等部２年（Ⅱ課程  Ｂ類型）美術科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

2／70 高等部２年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技） 造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法を工夫することができる。(高１段階)
(思判表力) 　造形的なよさや美しさ、表現の意図や工夫などについて考え、美術に対する見方や感じ方を広げる。
（高１段階）
(学･人)  楽しく美術の活動に取り組み、創造活動の喜びを味わい、心豊かな生活を楽しむ態度を養う。（高１段
階）

1
学
期



15

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使い表す。（中１段階：表現
（イ））
（思判表力）材料などをもとに表
したいことや表し方を考えて発想
する。（中Ⅰ段階：表現（ア））
（学・人）いろいろな表現方法を
楽しむ。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使い表そうとする。（中１段
階：表現（イ））
（思･判･表）材料などをもとに表
したいことや表し方を考えて発想
しようとする。（中Ⅰ段階：表現
（ア））
（主学）いろいろな表現方法を楽
しもうとする。
【評価資料】活動の様子、提出作
品で評価する。

○紙版画でおもしろい模様
を表現しよう

・いろいろな形の紙を切り貼りしたりシールや
テープを貼って原画を作り、刷りまでの工程を理
解する。インクをつけて刷ると作品の雰囲気が変
化する様子を見る。（知・技に関する活動）
・線や形を組み合わせたり好きなものを並べたり
して、おもしろい模様になるように考える。
（思･判･表に関する活動）
・版画のおもしろさを味わう。（主学）

13

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、材料や用具を選んで使い、
形や色、材料の特徴を知る。（中
Ⅰ段階：表現（イ）共通（ア））
（思判表力）経験したことや思っ
たこと、材料をもとに表し方を考
え発想して造形的な特徴からイ
メージをもつ。（中Ⅰ段階：表現
（ア）共通（イ））
（学・人）いろいろな材料を組み
合わせ、創作することを楽しむ。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、材料や用具を選んで使い、
形や色、材料の特徴を知ろうとす
る。（中Ⅰ段階：表現（イ）共通
（ア））
（思･判･表）経験したことや思っ
たこと、材料をもとに表し方を考
え発想して造形的な特徴からイ
メージをもとうとする。（中Ⅰ段
階：表現（ア）共通（イ））
（主学）いろいろな材料を組み合
わせ、創作することを楽しむ。
【評価資料】活動の様子、提出作
品で評価する。

○身近な材料で修学旅行の
乗り物を作ろう

・身近にある空き箱や段ボールを組み合わせて、
飛行機やバスの形を捉えて作り、テープを正しく
使って接着する。（知・技に関する活動）
・修学旅行のことを想像しながら、色や形を自由
に表現する。（思･判･表に関する活動）
・おもしろい飾りを付けたり、友達の作品と見比
べたりしながら創作活動を楽しむ。（主学）

8

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表し方を工夫し材料や用具
を選んで使ったり、形や色、材料
などの特徴を知る。（中１段階：
表現（イ）共通（ア））
（思判表力）思ったことや材料な
どをもとに表したいことを考えて
発想し、造形的な特徴からイメー
ジをもつ。（中１段階：表現
（ア）共通（イ））
（学・人）皆と協力して喜んで創
造活動に取り組む。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表し方を工夫し材料や用具
を選んで使ったり、形や色、材料
などの特徴を知ろうとする。（中
１段階：表現（イ）共通（ア））
（思･判･表）思ったことや材料な
どをもとに表したいことを考えて
発想し、造形的な特徴からイメー
ジをもとうとする。（中１段階：
表現（ア）共通（イ））
（主学）皆と協力して喜んで創造
活動に取り組もうとする。
【評価資料】活動の様子、提出作
品で評価する。

○みんなで協力して卒業式
壁画を制作しよう

・色紙やマジック、色鉛筆などいろいろな材料を
組み合わせて、テーマに合った形を表現する。
（知・技に関する活動）
・卒業式の意味やテーマについて理解し、３年生
をお祝いしたり応援する気持ちを表す。（思･判･
表に関する活動）
・（主学）一人一人の作品を組み合わせたり、皆
で共同制作することを楽しむ。

10

（知及技）形や色、材料の特徴に
ついて知る。（中１段階：共通
（ア））
（思判表力）自分たちの作品や身
近にあるもののよさや面白さに気
づき、造形的な特徴からイメージ
をもつ。（中１段階：鑑賞（ア）
共通（イ））
（学・人）自分たちの作品や身の
回りのもののよさや面白さを感じ
取り、美術を愛する気持ちを持
つ。

（知・技）形や色、材料と特徴に
ついて知ろうとする。（中１段
階：共通（ア））
（思･判･表）自分たちの作品や生
活の中にあるもののよさや面白さ
に気づき、造形的な特徴からイ
メージをもとうとする。（中１段
階：鑑賞（ア）共通（イ））
（主学）自分たちの作品や身の回
りのものの形や色の面白さを感じ
取り、美術を愛する気持ちを持と
うとする。
【評価資料】活動の様子、提出作
品で評価する。

○自分たちの作品を見てみ
よう
○日本の美術作品を見てみ
よう
～美術作品に色を塗ったら
～

・これまでの自分たちの作品を振り返り、色や
形、表現の違いをよく見る。日本の美術作品を写
真で鑑賞し、描かれているものや色や形をよく見
る。（知・技に関する活動）
・自分たちの作品や日本の美術作品を鑑賞し、良
さや面白さに気づく。（思･判･表に関する活動）
・印刷した美術作品に自分のイメージで色を塗っ
て楽しみ、本物の写真や友達と見比べてみる。
（主学）

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

美術科
高校生の美術１

（日本文教出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技））空間を意識した表現方法を知り、材料
や用具を工夫して使用する。（高２段階：Ａ表現ア
(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)場所に合ったデザインや構成を考える。
（高２段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)(イ)）
(学･人)協力して制作活動に取り組む。（高２段
階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(イ)）

(知・技）場所や形に応じた表現方法を理
解しようとする。
(思･判･表)階段の形状を生かした表現を工
夫しようとする。。
(主学)友達と協力して活動しようとする。
[評価資料]
活動観察、提出作品

○階段アート ・階段の形や奥行きを生かした作品
づくりを行う。
・色画用紙やイラストを組み合わせ
て空間表現を楽しむ。
・共同制作を通して達成感を味わ
う。

10

(知及技））版画に用いる様々な素材や用具の特徴
を知る。（高２段階：Ａ表現ア(イ)、共通事項
(ア)）
(思判表力)素材の形や質感を生かした表現を考え
る。（高１段階：Ａ表現ア(ア)(イ)、Ｂ鑑賞ア
(ア)）
(学･人)版画表現を楽しみながら意欲的に取り組
む。（高２段階：共通事項(ア)(イ)）

(知・技）素材や用具を適切に扱おうとす
る。
（思･判･表）素材の特徴を生かして工夫し
ようとする。
（主学）主体的に制作活動へ取り組もうと
する。
【評価資料】活動観察、提出作品

○いろいろな素材
を使って版画をし
よう

・段ボール、ひも、葉っぱ、スポン
ジなどを用いて版を作る。
・インクの付き方や模様の違いを楽
しむ。
・色を重ねて表現を工夫する。

10

(知及技）デザインの基礎や配色を理解し、表現方
法を工夫する（高２段階：Ａ表現ア(ア)、共通事項
(ア)）
(思判表力)自分らしいデザインを発想し構想する。
（高２段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)作品づくりを楽しみながら最後まで取り組
む。（高２段階：Ａ表現ア(ア)、共通事項
(ア)(イ)）

（知・技）色や形の組み合わせを理解して
使おうとする。
（思･判･表）自分のイメージを表現しよう
とする。
（主学）完成を目指して主体的に取り組も
うとする。
【評価資料】活動観察、提出作品

○オリジナルT
シャツデザイン

・好きな模様や言葉、イラストを考
えてデザインする。
・布用絵の具や型紙を使って表現す
る。
・着る楽しさを感じながら制作す
る。

16

(知及技）透明素材や光の特徴を理解し、表現に生
かす。（高２段階：Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)色や光の変化を感じながら構成を考え
る。（高２段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)光による表現活動を楽しむ。（高２段階：
Ａ表現ア(ア)、共通事項(ア)(イ)）

（知・技）材料の特徴を理解して扱おうと
する。
（思･判･表）光や色彩を工夫して表現しよ
うとする。
（主学）進んで制作活動に取り組もうとす
る。
【評価資料】活動観察、提出作品

○光を楽しむステ
ンドグラスアート

・カラーセロハンや透明シートを
使って作品を制作する。
・窓辺に飾り、光による色の変化を
観察する。
・模様や配色を工夫して美しさを表
現する。

12

(知及技）透明素材や光の特徴を理解し、表現に生
かす。（高２段階：Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)色や光の変化を感じながら構成を考え
る。（高２段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)光による表現活動を楽しむ。（高２段階：
Ａ表現ア(ア)、共通事項(ア)(イ)）

（知・技）材料の特徴を理解して扱おうと
する。
（思･判･表）光や色彩を工夫して表現しよ
うとする。
（主学）進んで制作活動に取り組もうとす
る。
【評価資料】活動観察、提出作品

○光を楽しむステ
ンドグラスアート

・カラーセロハンや透明シートを
使って作品を制作する。
・窓辺に飾り、光による色の変化を
観察する。
・模様や配色を工夫して美しさを表
現する。

令和８年度 高等部３年（Ⅱ課程　A類型）美術科　年間指導計画

単位数／
配当時数 生徒

2／70 高等部３年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）造形的な視点について理解し、材料や用具の特徴を生かしながら、意図に応じて表現方法を工夫して創作するこ
とができる。 (高等部２段階)
　
(思判表力)造形的なよさや美しさ、表現の意図や工夫について考え、自分の思いや経験をもとに発想や構想を広げ、豊かに
表現することができる。（高等部２段階）
　
(学･人) 主体的に美術活動へ取り組み、創造する喜びや協働する楽しさを味わいながら、美術を生活に生かそうとする態度
を育てる。（高等部２段階）

1
学
期

２
学
期



8

(知及技）自然物の色や形、質感について理解す
る。（高２段階：Ａ表現ア(イ)、共通事項(ア)）
(思判表力)自然から受けた印象をもとに表現する。
（高２段階：Ａ表現ア(ア)、Ｂ鑑賞ア(ア)）
(学･人)自然に親しみながら制作活動を楽しむ。
（高２段階：Ａ表現ア(ア)）

知・技）自然の特徴を観察して表現しよう
とする。
（思･判･表）感じたことを色や形で工夫し
ようとする。
（主学）自然を味わいながら活動しようと
する。
【評価資料】活動観察、提出作品

○自然の絵を描こ
う

・花、木、空、風景などを観察して
描く。
・写真や実物を見ながら色彩や形を
表現する。
・季節感を意識した作品づくりを行
う。

10

(知及技））染色の材料や技法について理解し、工
夫して表現する。（高２段階：Ｂ鑑賞(ア)、共通事
項(ア)）
(思判表力)）色の混ざり方や模様の変化を楽しみな
がら発想する。（高２段階：Ｂ鑑賞ア(イ)）
(学･人)染色活動に主体的に取り組む。（高２段
階：Ａ表現ア(ア)、共通事項(ア)(イ)）

(知・技）染色技法や材料の特徴を理解し
ようとする。
（思･判･表）模様や色彩を工夫して表そう
とする。
（主学）意欲的に制作活動へ取り組もうと
する。
【評価資料】活動観察、提出作品

○染め技法を楽し
む

・和紙や布を折ったり縛ったりして
染める。
・にじみや模様の変化を楽しむ。
・色の組み合わせを工夫して作品づ
くりをする。

留意点
引継ぎ等

３
学
期



担当者 教科書／副教材

美術科
アートって何だろう

～はじめてアートに出会う本～

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

（知及技）材料や用具の扱い方に
親しみ、表したいことに合わせて
工夫して材料や用具を選んで使
う。（中１段階：表現（イ））
（思判表力）経験したことや想像
したこと材料をもとに、表したい
ことを考えて発想したり、造形的
な特徴からイメージを捉える。
（中２段階：表現（ア）共通
（イ））
（学・人）好きなものを自分なり
に生き生きと表現する。

（知・技）材料や用具の扱い方に
親しみ、表したいことに合わせて
工夫して材料や用具を選んで使お
うとする。（中１段階：表現
（イ））
（思･判･表）経験したことや想像
したこと材料をもとに、表したい
ことを考えて発想したり、造形的
な特徴からイメージを捉えようと
する。（中２段階：表現（ア）共
通（イ））
（主学）好きなものを自分なりに
生き生きと表現しようとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○好きなものを描こう
～描いたり張ったりする～

・マジック、クーピーなどの材料や用具を選んだ
り、シールや色紙を切り張りするなど工夫する。
（知/技に関する活動）
・描きたいものがわかり、好きな色や形を描いた
り、紙など貼ったりして表す。（思判表力に関す
る活動）
・好きなものについて話したり指さしなどで伝え
る。（主学）

8

(知及技）素材や用具の扱い方に親
しみ、表したいことに合わせて材
料や用具の特徴を生かしたり、色
や材料の特徴を理解する。（中１
段階：表現（イ）共通（ア））
(思判表力)造形的な特徴などから
イメージを捉えること。（中２段
階：共通（イ））
(学･人)楽しく表現活動に取り組む
ことができる。

(知・技）素材や用具の扱い方に親
しみ、表したいことに合わせて材
料や用具の特徴を生かしたり、色
や材料の特徴を理解しようとす
る。（中１段階：表現（イ）共通
（ア））
(思･判･表)造形的な特徴などから
イメージを捉えようとする。（中
２段階：共通（イ））
(主学)楽しく表現活動に取り組も
うとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○赤青黄色の絵の具を混ぜ
てみよう
～のり絵の具を使って～
～かたくりこを使って～

・必要な用具や材料を正しく使ったり、赤青黄色
の絵の具が混ざると色が変わることを知る。
（知・技に関する活動）
・のりやかたくりこの感触に親しみ、用具や手指
を使っていろいろな線や形を描いてみる。何かの
イメージと結びつけて表現する。（思・判・表に
関する活動）
・いろいろな方法で描いたり、のびのびと表現す
る。（主学）

8

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて材
料や用具を選んで使う。（中１段
階：表現（イ））
（思判表力）経験したことや想像
したことをもとに、表したいこと
や表し方を考えて発想や構想をす
る。（中２段階：表現（ア））
（学・人）心に残ったことを思い
出して表す。

（知・技）素材や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて材
料や用具を選んで使おうとする。
（中１段階：表現（イ））
（思・判・表）経験したことをも
とに表し方を考えて発想する。
（中２段階：表現（ア））
（主学）心に残ったことや頑張っ
たことを表現しようとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○現場実習で経験したこと
を思い出して描こう

・材料や用具を選んだり、シールや紙を切り張り
するなど工夫する。（知及技に関する活動）
・写真や動画を見て経験したことを思い出し、写
真や色紙など貼ったりして表す。（思判表力に関
する活動）
・頑張ったことや楽しかったことについて話した
り指さしなどで伝える。（主学）

令和８年度 高等部３年（Ⅱ課程  Ｂ類型）美術科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

2／70 高等部３年

　目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
　評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技） 造形的な視点について理解し、意図に応じて表現方法を工夫して表すことができる。(中２段階)
　
(思判表力)造形的なよさや面白さ、表現の意図や工夫などについて考え、豊かに発想し構想を練り、美術に対する見
          方や感じ方を深めることができる。（中２段階）

(学･人)   楽しく美術の活動に取り組み、創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創
          造する態度をとることができる。（中２段階）

1
学
期



13

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使い表す。（中１段階：表現
（イ））
（思判表力）材料などをもとに表
したいことや表し方を考えて構想
する。（中２段階：表現（ア））
（学・人）いろいろな表現方法を
楽しむ。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表したいことに合わせて表
し方を工夫し、材料や用具を選ん
で使い表そうとする。（中１段
階：技能（イ））
（思･判･表）材料などをもとに表
したいことや表し方を考えて構想
しようとする。（中２段階：表現
（ア））
（主学）いろいろな表現方法を楽
しもうとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○写真で友達や風景を撮っ
て表現しよう

・ipadのカメラ機能を使い、友達や風景を撮って
みる。近くに寄ったり角度を変えたりして、写真
の雰囲気が違うところを見る。（知・技に関する
活動）
・写したいもののよさを引き出すように、構図を
考えて撮る。（思･判･表に関する活動）
・写真で表現できることを楽しむ。（主学）

15

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、材料や用具を選んで使い、
形や色、材料の特徴を知る。（中
１段階：表現（イ）共通（ア））
（思判表力）想像したこと材料な
どをもとに、表したいことを考え
て発想する。（中２段階：表現
（ア））
（学・人）いろいろな材料を組み
合わせ、創作することを楽しむ。

(知・技)材料や用具の扱いに親し
み、材料や用具を選んで使い、形
や色、材料の特徴を知ろうとす
る。（中１段階：表現（イ）共通
（ア））
（思・判・表）想像したこと材料
などをもとに、表したいことを考
えて発想しようとする。（中２段
階：表現（ア））
（主学）いろいろな材料を組み合
わせ、創作することを楽しもうと
する。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○身近な材料で張り子の人
形を作ろう

・空き箱などを組み合わせて人の形を作り、習字
紙やお花紙をのりで張って頭や胴体の形を確認し
て作る。いろいろな材料で目鼻口や服の模様を付
ける。（知・技に関する活動）
・ビーズやモール、ボタンなどいろいろな材料を
組み合わせて、自分らしい人形を表現する。（思･
判･表に関する活動）
・おもしろい飾りを付けたり、友達の作品と見比
べたりしながら創作活動を楽しむ。（主学）

8

（知及技）材料や用具の扱いに親
しみ、表し方を工夫し材料や用具
を選んで使ったり、形や色、材料
などの特徴を知る。（中１段階：
表現（イ）共通（ア））
（思判表力）想像したことや材料
などをもとに、表したいことを考
えて発想し、造形的な特徴からイ
メージを捉える。（中２段階：表
現（ア）共通（イ））
（学・人）皆と協力して喜んで創
造活動に取り組む。

（知・技）材料や用具の扱いに親
しみ、表し方を工夫し材料や用具
を選んで使ったり、形や色、材料
などの特徴を知ろうとする。（中
１段階：表現（イ）共通（ア））
（思･判･表）想像したことや材料
などをもとに、表したいことを考
えて発想し、造形的な特徴からイ
メージを捉えようとする。（中２
段階：表現（ア）共通（イ））
（主学）皆と協力して喜んで創造
活動に取り組もうとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○みんなで協力して卒業式
壁画を制作しよう

・色紙やマジック、色鉛筆などいろいろな材料を
組み合わせて、テーマに合った形を表現する。
（知・技に関する活動）
・卒業の意味やテーマについて理解し、社会へ飛
び立つイメージを映像や写真を通して理解して作
品に表現する。（思･判･表に関する活動）
・（主学）一人一人の作品を組み合わせたり、皆
で共同制作することを楽しむ。

10

（知及技）形や色、材料の特徴に
ついて知る。（中１段階：共通
（ア））
（思判表力）自分たちの作品や美
術作品などを鑑賞してよさや面白
さを感じ取る。（中２段階：鑑賞
（ア））
（学・人）自分たちの作品や美術
作品をよさや面白さを感じ取り、
美術を愛する気持ちを持つ。

（知・技）形や色、材料と特徴に
ついて知ろうとする。（中１段
階：共通（ア））
（思･判･表）自分たちの作品や美
術作品などを鑑賞してよさや面白
さを感じ取ろうとする。（中２段
階：鑑賞（ア））
（主学）自分たちの作品や身の回
りのものの形や色の面白さを感じ
取り、美術を愛する気持ちを持と
うとする。
【評価資料】活動の様子観察、提
出作品で評価する。

○自分たちの作品を見てみ
よう
○世界の美術作品を見てみ
よう
～美術作品で遊ぼう～

・これまでの自分たちの作品を振り返り、色や
形、表現の違いをよく見る。世界の美術作品の写
真や校内に展示されている絵画を鑑賞し、描かれ
ているものの色や形をよく見る。（知・技に関す
る活動）
・自分たちの作品や、校内に展示されている世界
の美術作品を鑑賞し、感じたことや面白いところ
を話し合う。（思･判･表に関する活動）
・印刷した美術作品の写真を切ったり張ったりし
て、作家になったつもりで絵を作ってコラージュ
を楽しみ、本物の写真や友達と見比べてみる。
（主学）

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

保健体育科 くらしに役立つ保健体育

学

期

時

数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

18

(知及技）体ほぐし運動や体の動きを高める
運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさ
を深く味わい、その行い方や方法の理解を深
めるとともに、仲間と自主的に関わったり、
動きを持続する能力などを高める運動をした
りするとともに、それらを組み合わせること
ができる。（高２段階）
(思判表力)体ほぐし運動や体の動きを高める
運動についての自他の課題を発見し、よりよ
い解決のために仲間と思考し判断したこと
を、目的や状況に応じて他者に伝えることが
できる。（高２段階）
(学･人)体ほぐし運動や体の動きを高める運
動の多様な経験を通して、きまりを守り、自
己の役割を果たし仲間と協力したり、場や用
具の安全を確保したりし、見通しをもって自
主的に運動をすることができる。（高２段
階）

(知・技）体を動かす楽しさや心地よさを深
く味わい、その行い方や方法の理解を深める
とともに、仲間と自主的に関わったり、動き
を持続する能力などを高める運動をしたりす
るとともに、それらを組み合わせている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりを守り、
自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や
用具の安全を確保したりし、見通しをもって
自主的に運動をしている。

単元「体つくり運動」
①集団行動
②体つくり運動
③新体力テスト

①姿勢（気をつけ、休め、礼）
①方向転換「右（左）向けー右（左）」、「回れー右」
①集合、整列、「前ならえ」

②体ほぐし運動（ラジオ体操、ストレッチ、特体連ダン
ス）
②体力を高める運動（2分時間走のセット、縄跳び）

③握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走
（男子：1500ｍ、女子：1000ｍ）、20ｍシャトルラン、短
距離走（50ｍ走、100ｍ走）、立ち幅跳び、ソフトボール投
げ、走り幅跳び、走り高跳び

18

(知及技）水泳の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深めると
ともに、目的に応じた泳法を身につけること
ができる。（高２段階）
(思判表力)水泳についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝え
ることができる。（高２段階）
(学･人)水泳の多様な経験を通して、きまり
やルール、マナーなどを守り、自己の役割を
果たし仲間と協力したり、場や用具の安全を
確保したりし、見通しをもって自主的に運動
をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その
特性に応じた技能の理解を深めるとともに、
目的に応じた泳法を身につけている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 泳力テスト

単元「水泳」
①クロール
②平泳ぎ
③背泳ぎ
④バタフライ

①ストリームラインの習得
②バタ足、手の掻き方

②ストリームラインの習得
②手足の動き

③手（小指側から入水）と足の動き、呼吸のバランス
（ローリング）

18

(知及技）陸上競技の楽しさや喜びを深く味
わい、その特性に応じた技能の理解を深める
とともに、目的に応じた技能を身につけるこ
とができる。（高２段階）
(思判表力)陸上競技についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝えることができる。（高２段階）
(学･人)陸上競技の多様な経験を通して、き
まりやルール、マナーなどを守り、自己の役
割を果たし仲間と協力したり、場や用具の安
全を確保したりし、見通しをもって自主的に
運動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その
特性に応じた技能の理解を深めるとともに、
目的に応じた技能を身につけている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「陸上競技」
①短距離走
②リレー
③長距離走
④走り幅跳び
⑤走り高跳び

①スタート、中間走、フィニッシュまでのつなぎ

②バトンパス（オーバーハンドパス）
③ペース配分の習得。自己に適したペースでゆっくり長く
走る。
③インターバルランニング

④助走スピードと力強い踏み切り（適切な角度で跳び出
す）

⑤リズミカルな助走と力強い踏み切り（足裏全体で強く地
面を押すようにキック）

(知及技）武道の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深めると
ともに、基本動作や基本となる技を用いて、
相手の動きの変化に応じた攻防を展開するこ
とができる。（高２段階）
(思判表力)武道についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝え
ることができる。（高２段階）
(学･人)武道の多様な経験を通して、きまり
や伝統的な行動の仕方を守り、自己の役割を
果たし仲間と協力したりし、場や用具の安全
を確保したりし、見通しをもって自主的に運
動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その
特性に応じた技能の理解を深めるとともに、
基本動作や基本となる技を用いて、相手の動
きの変化に応じた攻防を展開している。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりや伝統的
な行動の仕方を守り、自己の役割を果たし仲
間と協力したりし、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「武道」
①空手

①礼法、中段突き、上段突き、中段蹴り、中段受け、上段
受け、下段受けの基本動作の習得。簡易な形動作の習得。
①基本的な動作から相対しての簡易な攻防の仕方の習得。

(知及技）ダンスの楽しさや喜びを深く味わ
い、その行い方の理解を深めるとともに、目
的に応じた技能を身に付け、表現や踊りを通
した交流や発表をすることができる。（高２
段階）
(思判表力)ダンスについての自他の課題を発
見し、よりよい解決のために仲間と思考し判
断したことを、目的や状況に応じて他者に伝
えることができる。（高２段階）
(学･人)ダンスの多様な経験を通して、一人
一人の表現や役割を認め合ったり、場や用具
の安全を確保したりし、見通しをもって自主
的に運動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その
行い方の理解を深めるとともに、目的に応じ
た技能を身に付け、表現や踊りを通した交流
や発表をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、一人一人の表現
や役割を認め合ったり、場や用具の安全を確
保したりし、見通しをもって自主的に運動を
している。

※ 実技テスト

単元「ダンス」
①創作ダンス

①短い動きを繰り返す、対立する動きを組み合わせる
①ダイナミックなアクセントのある動き、個と群の動き
②ボックスステップ等のダンスの基本的な動作を覚え、興
味関心のある曲や動画から簡易なダンスを楽しんで踊る。

令和８年度 高等部　１年（ Ⅱ課程・Ａ類型 ）保健体育科　年間指導計画

単位数
／配当時

数
生徒

105 高等部１学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会生活に必要な健康・安全に関する事柄
などの理解を深めるとともに、目的や状況に応じた技能を身に付けるようにする。(高２段階)
　
(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断したことを、目的や状況に応じて他
者に伝える力を養う。（高２段階）
　
(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や用具の安全を確保した
りし、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に自主的に取り組む態度を養う。（高２段階）
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(知及技）器械運動の楽しさや喜びを深く味
わい、その特性に応じた技能の理解を深める
とともに、目的に応じた技を身に付け、演技
することができる。（高２段階）
(思判表力)器械運動についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝えることができる。（高２段階）
(学･人)器械運動の多様な経験を通して、き
まりやルール、マナーなどを守り、自己の役
割を果たし仲間と協力したり、場や器械・器
具の安全を確保したりし、見通しをもって自
主的に運動をすることができる。（高２段
階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その
特性に応じた技能の理解を深めるとともに、
目的に応じた技を身に付け、演技をしてい
る。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や器械・器具の安全を
確保したりし、見通しをもって自主的に運動
をしている。

※ 実技テスト

単元「器械運動」
①マット運動
②跳び箱

①回転系
・接転技群（背中をマットに接して回転する）

②切り返し系
・切り返し跳びグループ（跳び箱上に安全に支持して回転
方向を切り替えて跳び越す）

①②自己に適した技を用いて演技
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(知及技）球技の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深めると
ともに、目的に応じた技能を身に付け、ゲー
ムを行うことができる。（高２段階）
(思判表力)球技についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝え
ることができる。（高２段階）
(学･人)球技の多様な経験を通して、きまり
やルール、マナーなどを守り、自己の役割を
果たし仲間と協力したり、場や用具の安全を
確保したりし、見通しをもって自主的に運動
をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その
特性に応じた技能の理解を深めるとともに、
目的に応じた技能を身に付け、ゲームを行っ
ている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「球技」
①バスケットボール（ゴール
型）
②バドミントン（ネット型）
③ソフトボール（ベースボー
ル型）

①ドリブル、パス、シュートの基本動作
①簡易ゲーム実践（安定したボール操作、空間を作り出す
動き）

②フォアハンド、バックハンドのラケットの基本操作
②簡易ゲーム実践（拾う、つなぐ、打つの一連の流れで攻
撃を組み立てる）

③ボールを投げる、グローブで捕る、バットで打つなどの
基本動作
③簡易ゲーム実践（打撃による出塁、進塁、得点する攻
撃、仲間と連携した守備の攻防）
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(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等の理解を深めるとともに、健
康で安全な個人生活及び社会生活を営むため
の目的に応じた技能を身につけることができ
る。（高２段階）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課題を
発見し、よりより解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝えることができる。（高２段階）
（学・主）生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指し、明る
く活力ある生活を営むことができる。

(知・技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等の理解を深めるとともに、健
康で安全な個人生活及び社会生活を営むため
の目的に応じた技能を身につけている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりより解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明るく活
力ある生活を営もうとしている。

※ ペーパーテスト

単元「保健」
①健康の考え方
②健康の保持増進と疾病の予
防
③精神の健康
④交通安全

①健康の考え方、健康の成り立ちと取り組み、私たちの健
康の姿
②生活習慣病の予防、食事、運動、休養
③欲求と適応機制、心の健康
④交通事故を防ぐために

留意点
引継ぎ等

・各単元については、生徒の実態や計画の進捗状況、また気候条件や施設利用状況により弾力的に実施する。
・体育理論は、各単元とのつながりを考慮して、年間を通して実施する。
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担当者 教科書／副教材

保健体育科 あっそうなんだ！性と生
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数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容
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(知及技） 体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動を通して、体を動かす楽しさや心地よ
さを味わい、その行い方や方法を理解すると
ともに、仲間と積極的に関わったり，動きを
持続する能力などを高める運動をすることが
できる。（高１段階）
(思判表力) 体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動についての自他の課題を発見し、そ
の解決のための方策を工夫したり，仲間と考
えたりしたことを他者に伝えることができ
る。（高１段階）
(学･人）体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動の多様な経験を通して、きまりを守り、
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、自主的に運動をすること。（高１段
階）

(知・技）体を動かす楽しさや心地よさを味
わい、その行い方や方法を理解するととも
に、仲間と積極的に関わったり、動きを持続
する能力などを高める運動をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えてい、。
(主学)多様な経験を通して、きまりを守り、
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、自主的に運動をしている。

単元「体つくり運動」
①集団行動
②体つくり運動
③新体力テスト

①姿勢（気をつけ、休め、腰を降ろして休む）
①集合、整頓「前へーならえ」、「○○基準ー両手間隔
にー開け」、「○○基準ーもとの位置にー集まれ」

②体ほぐし運動（ラジオ体操、ストレッチ、特体連ダン
ス、ボールや用具などを使った運動）
②体力を高める運動（長距離走、腕立て、腹筋、スクワッ
ト、ジャンプ系トレーニング、サーキットトレーニング）

③握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走
（男子：1500ｍ、女子：1000ｍ）、20ｍシャトルラン、短
距離走（50ｍ走、100ｍ走）、立ち幅跳び、ソフトボール投
げ、走り幅跳び、走り高跳び
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(知及技）水泳の楽しさや喜びを味わい、そ
の特性に応じた技能を理解するとともに泳法
を身に付けることができる。（高１段階）
(思判表力) 水泳についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、
仲間と考えたりしたことを他者に伝えること
ができる。（高１段階）
(学･人)水泳の多様な経験を通して、きまり
やルール、マナーなどを守り、仲間と協力し
たり、場や用具の安全を確保したりし、自主
的に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）水泳の楽しさや喜びを味わい、そ
の特性に応じた技能を理解するとともに泳法
を身に付けている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えるている。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をしている。

※ 実技テスト

単元「水泳」
①歩く、走る
②潜る
③けのび、バタ足
④クロール

①手と足（バタ足）の動き
①呼吸法

②手（両手で水を掻く）と足（カエル足）の動き
②呼吸法

③手（後ろに回転）と足の動き
③呼吸法

④手（両手を同時に肩から前に回す）と足（ドルフィン
キック）の動き
④呼吸法
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(知及技） 陸上競技の楽しさや喜びを味わ
い、その特性に応じた技能を理解するととも
に技能を身に付けることができる。（高１段
階）
(思判表力)陸上競技についての自他の課題を
発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）
(学･人)陸上競技の多様な経験を通して、き
まりやルール、マナーなどを守り、仲間と協
力したり、場や用具の安全を確保したりし、
自主的に運動をすることができる。（高１段
階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その特性
に応じた技能を理解するとともに技能を身に
付けている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学）多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をしている。

※ 実技テスト

単元「陸上競技」
①短距離走
②リレー
③長距離走
④走り幅跳び
⑤走り高跳び

①腕のスイング動作
②足のキック動作

②バトンパス

③自己に適したペースで走る（リズミカルな腕振り、力み
のないフォーム、ペース配分）
③インターバルランニング

④助走・踏み切り動作
④ルールの確認

⑤助走・（はさみ跳び、ベリーロール）
⑤ルールの確認

(知及技）武道の楽しさや喜びを味わい、そ
の特性に応じた技能を理解するとともに、基
本動作や基本となる技を用いて、簡易な攻防
を展開することができる。（高１段階）
(思判表力)武道についての自他の課題を発見
し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。（高１段階）
(学･人)武道の多様な経験を通して、きまり
や伝統的な行動の仕方を守り、仲間と協力し
たり、場や用具の安全を確保したりし、自主
的に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その特性
に応じた技能を理解するとともに、基本動作
や基本となる技を用いて、簡易な攻防を展開
している。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して、きまりや伝統的
な行動の仕方を守り、仲間と協力したり、場
や用具の安全を確保したりし、自主的に運動
している。

※ 実技テスト

単元「武道」
①空手

①基本動作（立ち方、受け、突き、蹴り等）の行い方
①型の模倣

(知及技）ダンスの楽しさや喜びを味わい、
その行い方を理解するとともに、技能を身に
付け、表現や踊りを通した交流をすることが
できる。（高１段階）
(思判表力)ダンスについての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、
仲間と考えたりしたことを他者に伝えること
ができる。（高１段階）
(学･人)ダンスの多様な経験を通して、仲間
の表現を認め助け合ったり、場や用具の安全
を確保したりし、自主的に運動をすることが
できる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その行い
方を理解するとともに，技能を身に付け、表
現や踊りを通した交流をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して、仲間の表現を認
め助け合ったり、場や用具の安全を確保した
りし、自主的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「ダンス」
①現代的なリズムのダンス

①音楽に合わせて身体を動かす
①個の動き

令和８年度 高等部　１年（　Ⅱ課程・Ｂ類型  ）保健体育科　年間指導計画

単位数
／配当時

数
生徒

105 １学年生徒

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活に必要な健康・安全に関する事柄などを理解すると
ともに、技能を身に付けるようにする。（高１段階）

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、その解決のための方策を工夫したり、仲間と考えたりしたことを、他者に伝
える力を養う。（高１段階）
　
(学･人)　各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、場や用具の安全を確保したりし、自己の最善
を尽くして主体的に運動する態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に積極的に取り組む態度を養う。（高１段階）
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(知及技）器械運動の楽しさや喜びを味わ
い、その特性に応じた技能を理解するととも
に技を身に付けることができる。（高１段
階）
(思判表力)器械運動についての自他の課題を
発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）
(学･人)器械運動の多様な経験を通して、き
まりやルール、マナーなどを守り、仲間と協
力したり、場や器械・器具の安全を確保した
りし、自主的に運動をすることができる。
（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その特性
に応じた技能を理解するとともに技を身に付
けている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や器械・器具の安全を確保したりし、自主
的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「器械運動」
①マット運動
②跳び箱

①回転系
・接転技群（背中をマットに接して回転する）

②切り返し系
・切り返し跳びグループ（跳び箱上に支持して回転方向を
切り替えて跳び越す）

①②自己に適した技を用いて演技

18

(知及技）球技の楽しさや喜びを味わい、そ
の特性に応じた技能を理解するとともに技能
を身に付け、簡易化されたゲームを行うこと
ができる。（高１段階）
(思判表力) 球技についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、
仲間と考えたりしたことを他者に伝えること
ができる。（高１段階）
(学･人) 球技の多様な経験を通して、きまり
やルール、マナーなどを守り、仲間と協力し
たり、場や用具の安全を確保したりし、自主
的に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その
特性に応じた技能の理解を深めるとともに、
目的に応じた技能を身に付け、ゲームを行っ
ている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「球技」
①バスケットボール（ゴール
型）
②バドミントン（ネット型）
③ソフトボール（ベースボー
ル型）

①ドリブル、パス、シュートの基本動作
①簡易ゲーム実践

②フォアハンドの基本操作
②サービスやラリー
②簡易ゲーム実践

③ボールを投げる、バットで打つなどの基本動作
③簡易ゲーム実践

9

(知及技） 心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等を理解するとともに、健康で
安全な個人生活を営むための技能を身に付け
ることができる。（高１段階）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課題を
発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）

(知・技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等を理解するとともに、健康で
安全な個人生活を営むための技能を身に付け
ている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。

※ ペーパーテスト

単元「保健」
①喫煙、飲酒、薬物乱用と健
康
②性意識と性行動の選択
③応急手当

①生活習慣病との関わり、心身の健康を損ねる要因、正し
い知識について
②心身の発達、異性への理解、性に関する正しい情報
③手順について、心肺蘇生法（心臓マッサージ、人工呼
吸）、ＡＥＤの使い方

留意点
引継ぎ等

・各単元については、生徒の実態や計画の進捗状況、また気候条件や施設利用状況により弾力的に実施する。
・体育理論は、各単元とのつながりを考慮して、年間を通して実施する。

２

学

期

３

学

期



担当者 教科書／副教材

保健体育科 くらしに役立つ保健体育

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容
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(知及技）体ほぐし運動や体の動きを高める運
動を通して、体を動かす楽しさや心地よさを深
く味わい、その行い方や方法の理解を深めると
ともに、仲間と自主的に関わったり、動きを持
続する能力などを高める運動をしたりするとと
もに、それらを組み合わせることができる。
（高２段階）

(思判表力)体ほぐし運動や体の動きを高める運
動についての自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目的
や状況に応じて他者に伝えることができる。
（高２段階）

(学･人)体ほぐし運動や体の動きを高める運動
の多様な経験を通して、きまりを守り、自己の
役割を果たし仲間と協力したり、場や用具の安
全を確保したりし、見通しをもって自主的に運
動をすることができる。（高２段階）

(知・技）体を動かす楽しさや心地よさを深く
味わい、その行い方や方法の理解を深めるとと
もに、仲間と自主的に関わったり、動きを持続
する能力などを高める運動をしたりするととも
に、それらを組み合わせている。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)多様な経験を通して、きまりを守り、自
己の役割を果たし仲間と協力したり、場や用具
の安全を確保したりし、見通しをもって自主的
に運動をしている。

単元「体つくり運動」
①集団行動
②体つくり運動
③新体力テスト

①姿勢（気をつけ、休め、腰を降ろして休む）
①方向転換「右（左）向けー右（左）」、「回れー右」
①集合、整頓「前へーならえ」、「○○基準ー両手間隔にー
開け」、「○○基準ーもとの位置にー集まれ」

②体ほぐし運動（ラジオ体操、ストレッチ、特体連ダンス、
ボールや用具などを使った運動）
②体力を高める運動（長距離走、腕立て、腹筋、スクワッ
ト、ジャンプ系トレーニング、サーキットトレーニング）

③握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走（男
子：2000ｍ、女子：1500ｍ）、20ｍシャトルラン、短距離走
（50ｍ走、100ｍ走）、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、走り
幅跳び、走り高跳び

18

(知及技）水泳の楽しさや喜びを深く味わい、
その特性に応じた技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた泳法を身につけることができ
る。（高２段階）

(思判表力)水泳についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断し
たことを、目的や状況に応じて他者に伝えるこ
とができる。（高２段階）

(学･人)水泳の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、自己の役割を果た
し仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をするこ
とができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目的
に応じた泳法を身につけている。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)多様な経験を通して、きまりやルール、
マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と
協力したり、場や用具の安全を確保したりし、
見通しをもって自主的に運動をしている。

※ 泳力テスト

単元「水泳」
①クロール
②平泳ぎ
③背泳ぎ
④バタフライ
⑤水慣れ

①手と足の動き、呼吸のバランス（ローリング）
①安定したペースで長く泳いだり、速く泳いだりする

②手（逆ハート型）と足（カエル足）の動き、呼吸のバラン
ス
②安定したペースで長く泳いだり、速く泳いだりする

③手（小指側から入水）と足の動き、呼吸のバランス（ロー
リング）
③安定したペースで泳ぐ（一定のスピード）

④手（ロングアームプル）と足（ドルフィンキック）の動
き、呼吸のバランス
④安定したペースで泳ぐ（一定のスピード）

⑤顔付け、潜り、水中ジャンプ、壁キック、けのび
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(知及技）陸上競技の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深めるとと
もに、目的に応じた技能を身につけることがで
きる。（高２段階）

(思判表力)陸上競技についての自他の課題を発
見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝える
ことができる。（高２段階）

(学･人)陸上競技の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、自己の役割を
果たし仲間と協力したり、場や用具の安全を確
保したりし、見通しをもって自主的に運動をす
ることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目的
に応じた技能を身につけている。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)多様な経験を通して、きまりやルール、
マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と
協力したり、場や用具の安全を確保したりし、
見通しをもって自主的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「陸上競技」
①短距離走
②リレー
③長距離走
④走り幅跳び
⑤走り高跳び

①スタート、中間走、フィニッシュまでのつなぎ
①クラウチングスタート（スタートダッシュ）

②バトンパス（オーバーハンドパス）
②テークオーバーゾーンの使い方

③自己に適したペースで走る（リズミカルな腕振り、力みの
ないフォーム、ペース配分）
③インターバルランニング

④助走スピードと力強い踏み切り（適切な角度で跳び出す）
④空中動作（そり跳びなど）と着地（脚を前に投げ出す）

⑤リズミカルな助走と力強い踏み切り（足裏全体で強く地面
を押すようにキック）
⑤自己にあった跳び方（はさみ跳び、ベリーロール、背面跳
び）

(知及技）武道の楽しさや喜びを深く味わい、
その特性に応じた技能の理解を深めるととも
に、基本動作や基本となる技を用いて、相手の
動きの変化に応じた攻防を展開することができ
る。（高２段階）

(思判表力)武道についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断し
たことを、目的や状況に応じて他者に伝えるこ
とができる。（高２段階）

(学･人)武道の多様な経験を通して、きまりや
伝統的な行動の仕方を守り、自己の役割を果た
し仲間と協力したりし、場や用具の安全を確保
したりし、見通しをもって自主的に運動をする
ことができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、基本
動作や基本となる技を用いて、相手の動きの変
化に応じた攻防を展開している。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)多様な経験を通して、きまりや伝統的な
行動の仕方を守り、自己の役割を果たし仲間と
協力したりし、場や用具の安全を確保したり
し、見通しをもって自主的に運動をしている。

※実技テスト

単元「武道」
①空手

①礼法や基本動作（立ち方、受け、突き、蹴り等）の行い方
①形や組手（相手を尊重する、ルールを守る）

(知及技）ダンスの楽しさや喜びを深く味わ
い、その行い方の理解を深めるとともに、目的
に応じた技能を身に付け、表現や踊りを通した
交流や発表をすることができる。（高２段階）

(思判表力)ダンスについての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断し
たことを、目的や状況に応じて他者に伝えるこ
とができる。（高２段階）

(学･人)ダンスの多様な経験を通して、一人一
人の表現や役割を認め合ったり、場や用具の安
全を確保したりし、見通しをもって自主的に運
動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その行
い方の理解を深めるとともに、目的に応じた技
能を身に付け、表現や踊りを通した交流や発表
をしている。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)多様な経験を通して、一人一人の表現や
役割を認め合ったり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をしてい
る。

※ 実技テスト

単元「ダンス」
①現代的なリズムのダンス

①短い動きを繰り返す、対立する動きを組み合わせる
①ダイナミックなアクセントのある動き、個と群の動き

令和８年度 高等部　２年（　Ⅱ課程・Ａ類型　）保健体育科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

105 高等部２学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会生活に必要な健康・安全に関する事柄などの
理解を深めるとともに、目的や状況に応じた技能を身に付けるようにする。(高２段階)
　
(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断したことを、目的や状況に応じて他者に伝え
る力を養う。（高２段階）
　
(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や用具の安全を確保したりし、
生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に自主的に取り組む態度を養う。（高２段階）

1
学
期

２
学
期

12
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(知及技）器械運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深めるとと
もに、目的に応じた技を身に付け、演技するこ
とができる。（高２段階）

(思判表力)器械運動についての自他の課題を発
見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝える
ことができる。（高２段階）

(学･人)器械運動の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、自己の役割を
果たし仲間と協力したり、場や器械・器具の安
全を確保したりし、見通しをもって自主的に運
動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目的
に応じた技を身に付け、演技をしている。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)多様な経験を通して、きまりやルール、
マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と
協力したり、場や器械・器具の安全を確保した
りし、見通しをもって自主的に運動をしてい
る。

※ 実技テスト

単元「器械運動」
①マット運動
②跳び箱

①回転系
・接転技群（背中をマットに接して回転する）
・ほん転技群（手や足の支えで回転する）
①巧技系
・平均立ち技群（バランスを取りながら静止する）

②切り返し系
・切り返し跳びグループ（跳び箱上に支持して回転方向を切
り替えて跳び越す）
・回転跳びグループ（跳び箱上を回転しながら跳び越す）

①②自己に適した技を用いて演技

18

(知及技）球技の楽しさや喜びを深く味わい、
その特性に応じた技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能を身に付け、ゲームを行
うことができる。（高２段階）

(思判表力)球技についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断し
たことを、目的や状況に応じて他者に伝えるこ
とができる。（高２段階）

(学･人)球技の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、自己の役割を果た
し仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をするこ
とができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目的
に応じた技能を身に付け、ゲームを行ってい
る。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)多様な経験を通して、きまりやルール、
マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と
協力したり、場や用具の安全を確保したりし、
見通しをもって自主的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「球技」
①バスケットボール（ゴール
型）
②バドミントン（ネット型）
③ソフトボール･ティーボール
（ベースボール型）

①ドリブル、パス、シュートの基本動作
①仲間との連携プレイ（ゴール前への進入などから攻防）
①ゲーム実践（安定したボール操作、空間を作り出す動き）

②フォアハンド、バックハンドのラケットの基本操作
②空いている場所を狙う（クリアー、スマッシュ、ドロップ
など）
②ゲーム実践（拾う、つなぐ、打つの一連の流れで攻撃を組
み立てる）

③ボールを投げる、グローブで捕る、バットで打つなどの基
本動作
③ゲーム実践（打撃による出塁、進塁、得点する攻撃、仲間
と連携した守備の攻防）

9

(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止及び
疾病の予防等の理解を深めるとともに、健康で
安全な個人生活及び社会生活を営むための目的
に応じた技能を身につけることができる。（高
２段階）

(思判表力)健康・安全に関わる自他の課題を発
見し、よりより解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝える
ことができる。（高２段階）

（学・主）生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指し、明るく活
力ある生活を営むことができる。

(知・技）心身の発育・発達、傷害の防止及び
疾病の予防等の理解を深めるとともに、健康で
安全な個人生活及び社会生活を営むための目的
に応じた技能を身につけている。

(思･判･表)自他の課題を発見し、よりより解決
のために仲間と思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えようとしている。

(主学)生涯を通じて自他の健康の保持増進やそ
れを支える環境づくりを目指し、明るく活力あ
る生活を営もうとしている。

※ ペーパーテスト

単元「保健」
①喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
②性意識と性行動の選択
③応急手当

①生活習慣病との関わり、周囲の人々に与える影響、心身の
健康を損ねる要因、正しい知識について
②心身の発達、性的成熟、異性への理解、性に関する正しい
情報
③手順について、心肺蘇生法（心臓マッサージ、人工呼
吸）、ＡＥＤの使い方

留意点
引継ぎ等

・各単元については、生徒の実態や計画の進捗状況、また気候条件や施設利用状況により弾力的に実施する。
・体育理論は、各単元とのつながりを考慮して、年間を通して実施する。

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

保健体育科 あっそうなんだ！性と生

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

18

(知及技） 体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動を通して、体を動かす楽しさや心地よ
さを味わい、その行い方や方法を理解すると
ともに、仲間と積極的に関わったり，動きを
持続する能力などを高める運動をすることが
できる。（高１段階）
(思判表力) 体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動についての自他の課題を発見し、その
解決のための方策を工夫したり，仲間と考え
たりしたことを他者に伝えることができる。
（高１段階）
(学･人）体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動の多様な経験を通して、きまりを守り、
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、自主的に運動をすること。（高１段
階）

(知・技）体を動かす楽しさや心地よさを味わ
い、その行い方や方法を理解するとともに、
仲間と積極的に関わったり、動きを持続する
能力などを高める運動をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えてい、。
(主学)多様な経験を通して、きまりを守り、
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、自主的に運動をしている。

単元「体つくり運動」
①集団行動
②体つくり運動
③新体力テスト

①姿勢（気をつけ、休め、腰を降ろして休む）
①集合、整頓「前へーならえ」、「○○基準ー両手間隔にー
開け」、「○○基準ーもとの位置にー集まれ」

②体ほぐし運動（ラジオ体操、ストレッチ、特体連ダンス、
ボールや用具などを使った運動）
②体力を高める運動（長距離走、腕立て、腹筋、スクワッ
ト、ジャンプ系トレーニング、サーキットトレーニング）

③握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走（男
子：1500ｍ、女子：1000ｍ）、20ｍシャトルラン、短距離
走（50ｍ走、100ｍ走）、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、
走り幅跳び、走り高跳び

18

(知及技）水泳の楽しさや喜びを味わい、その
特性に応じた技能を理解するとともに泳法を
身に付けることができる。（高１段階）
(思判表力) 水泳についての自他の課題を発見
し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。（高１段階）
(学･人)水泳の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、仲間と協力した
り、場や用具の安全を確保したりし、自主的
に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）水泳の楽しさや喜びを味わい、その
特性に応じた技能を理解するとともに泳法を
身に付けている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えるている。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をしている。

※ 実技テスト

単元「水泳」
①歩く、走る
②潜る
③けのび、バタ足
④クロール

①手と足（バタ足）の動き
①呼吸法

②手（両手で水を掻く）と足（カエル足）の動き
②呼吸法

③手（後ろに回転）と足の動き
③呼吸法

④手（両手を同時に肩から前に回す）と足（ドルフィンキッ
ク）の動き
④呼吸法

18

(知及技） 陸上競技の楽しさや喜びを味わ
い、その特性に応じた技能を理解するととも
に技能を身に付けることができる。（高１段
階）
(思判表力)陸上競技についての自他の課題を
発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）
(学･人)陸上競技の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、仲間と協力
したり、場や用具の安全を確保したりし、自
主的に運動をすることができる。（高１段
階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その特性に
応じた技能を理解するとともに技能を身に付
けている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学）多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をしている。

※ 実技テスト

単元「陸上競技」
①短距離走
②リレー
③長距離走
④走り幅跳び
⑤走り高跳び

①腕のスイング動作
②足のキック動作

②バトンパス

③自己に適したペースで走る（リズミカルな腕振り、力みの
ないフォーム、ペース配分）
③インターバルランニング

④助走・踏み切り動作
④ルールの確認

⑤助走・（はさみ跳び、ベリーロール）
⑤ルールの確認

(知及技）武道の楽しさや喜びを味わい、その
特性に応じた技能を理解するとともに、基本
動作や基本となる技を用いて、簡易な攻防を
展開することができる。（高１段階）
(思判表力)武道についての自他の課題を発見
し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。（高１段階）
(学･人)武道の多様な経験を通して、きまりや
伝統的な行動の仕方を守り、仲間と協力した
り、場や用具の安全を確保したりし、自主的
に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その特性に
応じた技能を理解するとともに、基本動作や
基本となる技を用いて、簡易な攻防を展開し
ている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して、きまりや伝統的
な行動の仕方を守り、仲間と協力したり、場
や用具の安全を確保したりし、自主的に運動
している。

※ 実技テスト

単元「武道」
①空手

①基本動作（立ち方、受け、突き、蹴り等）の行い方
①型の模倣

(知及技）ダンスの楽しさや喜びを味わい、そ
の行い方を理解するとともに、技能を身に付
け、表現や踊りを通した交流をすることがで
きる。（高１段階）
(思判表力)ダンスについての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、
仲間と考えたりしたことを他者に伝えること
ができる。（高１段階）
(学･人)ダンスの多様な経験を通して、仲間の
表現を認め助け合ったり、場や用具の安全を
確保したりし、自主的に運動をすることがで
きる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その行い方
を理解するとともに，技能を身に付け、表現
や踊りを通した交流をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して、仲間の表現を認
め助け合ったり、場や用具の安全を確保した
りし、自主的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「ダンス」
①現代的なリズムのダンス

①音楽に合わせて身体を動かす
①個の動き

令和８年度 高等部　２年（　Ⅱ課程・Ｂ類型  ）保健体育科　年間指導計画

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活に必要な健康・安全に関する事柄などを理解するととも
に、技能を身に付けるようにする。（高１段階）

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、その解決のための方策を工夫したり、仲間と考えたりしたことを、他者に伝える
力を養う。（高１段階）
　
(学･人)　各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、場や用具の安全を確保したりし、自己の最善を尽
くして主体的に運動する態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に積極的に取り組む態度を養う。（高１段階）

1
学
期

２
学
期 12

単位数
／配当時

数
対象生徒

105 ２学年：６名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度



12

(知及技）器械運動の楽しさや喜びを味わい、
その特性に応じた技能を理解するとともに技
を身に付けることができる。（高１段階）
(思判表力)器械運動についての自他の課題を
発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）
(学･人)器械運動の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、仲間と協力
したり、場や器械・器具の安全を確保したり
し、自主的に運動をすることができる。（高
１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい、その特性に
応じた技能を理解するとともに技を身に付け
ている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や器械・器具の安全を確保したりし、自主
的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「器械運動」
①マット運動
②跳び箱

①回転系
・接転技群（背中をマットに接して回転する）

②切り返し系
・切り返し跳びグループ（跳び箱上に支持して回転方向を切
り替えて跳び越す）

①②自己に適した技を用いて演技

18

(知及技）球技の楽しさや喜びを味わい、その
特性に応じた技能を理解するとともに技能を
身に付け、簡易化されたゲームを行うことが
できる。（高１段階）
(思判表力) 球技についての自他の課題を発見
し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。（高１段階）
(学･人) 球技の多様な経験を通して、きまり
やルール、マナーなどを守り、仲間と協力し
たり、場や用具の安全を確保したりし、自主
的に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目
的に応じた技能を身に付け、ゲームを行って
いる。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「球技」
①バスケットボール（ゴール
型）
②バドミントン（ネット型）
③ソフトボール（ベースボー
ル型）

①ドリブル、パス、シュートの基本動作
①簡易ゲーム実践

②フォアハンドの基本操作
②サービスやラリー
②簡易ゲーム実践

③ボールを投げる、バットで打つなどの基本動作
③簡易ゲーム実践

9

(知及技） 心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等を理解するとともに、健康で
安全な個人生活を営むための技能を身に付け
ることができる。（高１段階）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課題を
発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）

(知・技）心身の発育・発達、傷害の防止及び
疾病の予防等を理解するとともに、健康で安
全な個人生活を営むための技能を身に付けて
いる。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり、仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。

※ ペーパーテスト

単元「保健」
①喫煙、飲酒、薬物乱用と健
康
②性意識と性行動の選択
③応急手当

①生活習慣病との関わり、心身の健康を損ねる要因、正しい
知識について
②心身の発達、異性への理解、性に関する正しい情報
③手順について、心肺蘇生法（心臓マッサージ、人工呼
吸）、ＡＥＤの使い方

留意点
引継ぎ等

・各単元については、生徒の実態や計画の進捗状況、また気候条件や施設利用状況により弾力的に実施する。
・体育理論は、各単元とのつながりを考慮して、年間を通して実施する。

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

体育科 くらしに役立つ保健体育

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

18

(知及技）体ほぐし運動や体の動きを高める運
動を通して、体を動かす楽しさや心地よさを
深く味わい、その行い方や方法の理解を深め
るとともに、仲間と自主的に関わったり、動
きを持続する能力などを高める運動をしたり
するとともに、それらを組み合わせることが
できる。（高２段階）
(思判表力)体ほぐし運動や体の動きを高める
運動についての自他の課題を発見し、よりよ
い解決のために仲間と思考し判断したこと
を、目的や状況に応じて他者に伝えることが
できる。（高２段階）
(学･人)体ほぐし運動や体の動きを高める運動
の多様な経験を通して、きまりを守り、自己
の役割を果たし仲間と協力したり、場や用具
の安全を確保したりし、見通しをもって自主
的に運動をすることができる。（高２段階）

(知・技）体を動かす楽しさや心地よさを深く
味わい、その行い方や方法の理解を深めると
ともに、仲間と自主的に関わったり、動きを
持続する能力などを高める運動をしたりする
とともに、それらを組み合わせている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりを守り、
自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や
用具の安全を確保したりし、見通しをもって
自主的に運動をしている。

単元「体つくり運動」
①集団行動
②体つくり運動
③新体力テスト

①姿勢（気をつけ、休め、腰を降ろして休む）
①方向転換「右（左）向けー右（左）」、「回れー右」
①集合、整頓「前へーならえ」、「○○基準ー両手間隔にー
開け」、「○○基準ーもとの位置にー集まれ」
①列の増減「1列から2列」、「2列から4列」

②体ほぐし運動（ラジオ体操、ストレッチ、特体連ダンス、
ボールや用具などを使った運動）
②体力を高める運動（長距離走、腕立て、腹筋、スクワッ
ト、ジャンプ系トレーニング、サーキットトレーニング）

③握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走（男
子：2000ｍ、女子：1500ｍ）、20ｍシャトルラン、短距離
走（50ｍ走、100ｍ走）、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、
走り幅跳び、走り高跳び

18

(知及技）水泳の楽しさや喜びを深く味わい、
その特性に応じた技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた泳法を身につけることがで
きる。（高２段階）
(思判表力)水泳についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝え
ることができる。（高２段階）
(学･人)水泳の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、自己の役割を果
たし仲間と協力したり、場や用具の安全を確
保したりし、見通しをもって自主的に運動を
することができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目
的に応じた泳法を身につけている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 泳力テスト

単元「水泳」
①クロール
②平泳ぎ
③背泳ぎ
④バタフライ
⑤リレー

①手と足の動き、呼吸のバランス（ローリング）
①安定したペースで効率よく長く泳いだり、速く泳いだりす
る

②手（逆ハート型）と足（カエル足）の動き、呼吸のバラン
ス
②安定したペースで効率よく長く泳いだり、速く泳いだりす
る

③手（小指側から入水）と足の動き、呼吸のバランス（ロー
リング）
③安定したペースで効率よく泳ぐ（一定のスピード）

④手（ロングアームプル）と足（ドルフィンキック）の動
き、呼吸のバランス
④安定したペースで効率よく泳ぐ（一定のスピード）

⑤単一の泳法や複数の泳法を使ってチームで競い合う
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(知及技）陸上競技の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深めると
ともに、目的に応じた技能を身につけること
ができる。（高２段階）
(思判表力)陸上競技についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝えることができる。（高２段階）
(学･人)陸上競技の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、自己の役割
を果たし仲間と協力したり、場や用具の安全
を確保したりし、見通しをもって自主的に運
動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目
的に応じた技能を身につけている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「陸上競技」
①短距離走
②リレー
③長距離走
④走り幅跳び
⑤走り高跳び
⑥砲丸投げ

①スタート、中間走、フィニッシュまでのつなぎ
①クラウチングスタート（スタートダッシュ）

②バトンパス（前走者と次走者の距離を長くする）
②テークオーバーゾーンの使い方

③ペースの変化に対応して走る（リズミカルな腕振り、力み
のないフォーム、ペース配分）
③インターバルランニング

④タイミングよく、腕・肩を引き上げ、力強く踏み切るこ
と。
④空中動作（そり跳びなど）と着地（脚を前に投げ出す）

⑤リズミカルな助走と力強い踏み切り（足裏全体で強く地面
を押すようにキック）
⑤自己にあった跳び方（はさみ跳び、ベリーロール、背面跳
び）

⑥立ち投げなどから砲丸をつきだして投げる

(知及技）武道の楽しさや喜びを深く味わい、
その特性に応じた技能の理解を深めるととも
に、基本動作や基本となる技を用いて、相手
の動きの変化に応じた攻防を展開することが
できる。（高２段階）
(思判表力)武道についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝え
ることができる。（高２段階）
(学･人)武道の多様な経験を通して、きまりや
伝統的な行動の仕方を守り、自己の役割を果
たし仲間と協力したりし、場や用具の安全を
確保したりし、見通しをもって自主的に運動
をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、基
本動作や基本となる技を用いて、相手の動き
の変化に応じた攻防を展開している。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりや伝統的
な行動の仕方を守り、自己の役割を果たし仲
間と協力したりし、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「武道」
①空手

①礼法や基本動作（立ち方、受け、突き、蹴り等）の行い方
①形や組手（相手を尊重する、ルールを守る）

(知及技）ダンスの楽しさや喜びを深く味わ
い、その行い方の理解を深めるとともに、目
的に応じた技能を身に付け、表現や踊りを通
した交流や発表をすることができる。（高２
段階）
(思判表力)ダンスについての自他の課題を発
見し、よりよい解決のために仲間と思考し判
断したことを、目的や状況に応じて他者に伝
えることができる。（高２段階）
(学･人)ダンスの多様な経験を通して、一人一
人の表現や役割を認め合ったり、場や用具の
安全を確保したりし、見通しをもって自主的
に運動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その行
い方の理解を深めるとともに、目的に応じた
技能を身に付け、表現や踊りを通した交流や
発表をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、一人一人の表現
や役割を認め合ったり、場や用具の安全を確
保したりし、見通しをもって自主的に運動を
している。

※ 実技テスト

単元「ダンス」
①現代的なリズムのダンス

①リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ったり、変化とま
とまりをつけて仲間と対応したりして踊る
①ダイナミックなアクセントのある動き、個と群の動き

令和８年度 高等部　３年（　Ⅱ課程・Ａ類型  　）保健体育科　年間指導計画

単位数
／配当時

数
対象生徒

105 ３学年：35名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会生活に必要な健康・安全に関する事柄な
どの理解を深めるとともに、目的や状況に応じた技能を身に付けるようにする。(高２段階)
　
(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝える力を養う。（高２段階）
　
(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や用具の安全を確保したり
し、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に自主的に取り組む態度を養う。（高２段階）

1
学
期

２
学
期
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(知及技）器械運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、その特性に応じた技能の理解を深めると
ともに、目的に応じた技を身に付け、演技す
ることができる。（高２段階）
(思判表力)器械運動についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝えることができる。（高２段階）
(学･人)器械運動の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、自己の役割
を果たし仲間と協力したり、場や器械・器具
の安全を確保したりし、見通しをもって自主
的に運動をすることができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目
的に応じた技を身に付け、演技をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や器械・器具の安全を
確保したりし、見通しをもって自主的に運動
をしている。

※ 実技テスト

単元「器械運動」
①マット運動
②跳び箱

①回転系
・接転技群（背中をマットに接して回転する）
・ほん転技群（手や足の支えで回転する）
①巧技系
・平均立ち技群（バランスを取りながら静止する）

②切り返し系
・切り返し跳びグループ（跳び箱上に支持して回転方向を切
り替えて跳び越す）
・回転跳びグループ（跳び箱上を回転しながら跳び越す）

①②自己に適した技を用いて演技

18

(知及技）球技の楽しさや喜びを深く味わい、
その特性に応じた技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能を身に付け、ゲームを
行うことができる。（高２段階）
(思判表力)球技についての自他の課題を発見
し、よりよい解決のために仲間と思考し判断
したことを、目的や状況に応じて他者に伝え
ることができる。（高２段階）
(学･人)球技の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、自己の役割を果
たし仲間と協力したり、場や用具の安全を確
保したりし、見通しをもって自主的に運動を
することができる。（高２段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目
的に応じた技能を身に付け、ゲームを行って
いる。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「球技」
①バスケットボール（ゴール
型）
②バドミントン（ネット型）
③ソフトボール（ベースボー
ル型）

①ドリブル、パス、シュートの基本動作
①作戦や状況に応じた連携プレイ（空間への進入などから攻
防）
①ゲーム実践（状況に応じたボール操作、空間を埋めるなど
の動き）

②フォアハンド、バックハンドのラケットの基本操作
②空間への侵入などから攻防（クリアー、スマッシュ、ド
ロップなど）
②ゲーム実践（拾う、つなぐ、打つの一連の流れで攻撃を組
み立てる）

③ボールを投げる、グローブで捕る、バットで打つなどの基
本動作
③ゲーム実践（安定したボール操作と状況に応じた守備）

9

(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止及び
疾病の予防等の理解を深めるとともに、健康
で安全な個人生活及び社会生活を営むための
目的に応じた技能を身につけることができ
る。（高２段階）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課題を
発見し、よりより解決のために仲間と思考し
判断したことを、目的や状況に応じて他者に
伝えることができる。（高２段階）
（学・主）生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指し、明る
く活力ある生活を営むことができる。

(知・技）心身の発育・発達、傷害の防止及び
疾病の予防等の理解を深めるとともに、健康
で安全な個人生活及び社会生活を営むための
目的に応じた技能を身につけている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりより解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明るく活
力ある生活を営もうとしている。

単元「保健」
①がん教育
②ストレスマネジメント
③応急手当
④生命の安全教育

①がんについて知り、身近な病気であることを理解する。
（予防、早期発見・検診について等）
②ストレスが起きるメカニズムを理解し、ストレス反応を軽
減・予防・解消する方法を身につける。
③身近な怪我の応急手当について
④生命の尊さを学び性暴力の根底にある誤った認識や行動、
性暴力が及ぼす影響などを正しく理解した上で生命を大切に
する考えや、自分や相手、一人一人を尊重する態度等を身に
つける。

留意点
引継ぎ等

・各単元については、生徒の実態や計画の進捗状況、また気候条件や施設利用状況により弾力的に実施する。
・体育理論は、各単元とのつながりを考慮して、年間を通して実施する。

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

体育科 あっそうなんだ！性と生

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容
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(知及技） 体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動を通して，体を動かす楽しさや心地よ
さを味わい，その行い方や方法を理解すると
ともに，仲間と積極的に関わったり，動きを
持続する能力などを高める運動をすることが
できる。（高１段階）
(思判表力) 体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動についての自他の課題を発見し，その
解決のための方策を工夫したり，仲間と考え
たりしたことを他者に伝えることができる。
（高１段階）
(学･人）体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動の多様な経験を通して，きまりを守り，
仲間と協力したり，場や用具の安全を確保し
たりし，自主的に運動をすること。（高１段
階）

(知・技）体を動かす楽しさや心地よさを味わ
い，その行い方や方法を理解するとともに，
仲間と積極的に関わったり，動きを持続する
能力などを高める運動をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し，その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して，きまりを守り，
仲間と協力したり，場や用具の安全を確保し
たりし，自主的に運動をしている。

単元「体つくり運動」

①集団行動
②体つくり運動
③新体力テスト

①姿勢（気をつけ、休め、腰を降ろして休む）
①方向転換「右（左）向けー右（左）」、「回れー右」
①集合、整頓「前へーならえ」、「○○基準ー両手間隔にー
開け」、「○○基準ーもとの位置にー集まれ」

②体ほぐし運動（ラジオ体操、ストレッチ、特体連ダンス、
ボールや用具などを使った運動）
②体力を高める運動（長距離走、腕立て、腹筋、スクワッ
ト、ジャンプ系トレーニング、サーキットトレーニング）

③握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走（男
子：2000ｍ、女子：1500ｍ）、20ｍシャトルラン、短距離
走（50ｍ走、100ｍ走）、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、
走り幅跳び、走り高跳び

18

(知及技）水泳の楽しさや喜びを味わい，その
特性に応じた技能を理解するとともに泳法を
身に付けることができる。（高１段階）
(思判表力) 水泳についての自他の課題を発見
し，その解決のための方策を工夫したり，仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。（高１段階）
(学･人)水泳の多様な経験を通して，きまりや
ルール，マナーなどを守り，仲間と協力した
り，場や用具の安全を確保したりし，自主的
に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）水泳の楽しさや喜びを味わい，その
特性に応じた技能を理解するとともに泳法を
身に付けている。
(思･判･表)自他の課題を発見し，その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えるている。
(主学)多様な経験を通して，きまりやルー
ル，マナーなどを守り，仲間と協力したり，
場や用具の安全を確保したりし，自主的に運
動をしている。

※ 泳力テスト

単元「水泳」

①浮いて進む
②手の掻き
③キック（足の動き）
④好きな泳ぎ方で泳ぐ
⑤仲間と一緒に泳ぐ

①力を抜いて浮く
①補助具を使う

②プル・手の掻き
②コンビネーション

③キック・足の動き
③コンビネーション

④楽しく泳ぐ

⑤仲間と動きを合わせて泳ぐ

18

(知及技） 陸上競技の楽しさや喜びを味わ
い，その特性に応じた技能を理解するととも
に技能を身に付けることができる。（高１段
階）
(思判表力)陸上競技についての自他の課題を
発見し，その解決のための方策を工夫した
り，仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）
(学･人)陸上競技の多様な経験を通して，きま
りやルール，マナーなどを守り，仲間と協力
したり，場や用具の安全を確保したりし，自
主的に運動をすることができる。（高１段
階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい，その特性に
応じた技能を理解するとともに技能を身に付
けている。
(思･判･表)自他の課題を発見し，その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学）多様な経験を通して，きまりやルー
ル，マナーなどを守り，仲間と協力したり，
場や用具の安全を確保したりし，自主的に運
動をしている。

単元「陸上競技」

①短距離走
②リレー
③長距離走
④走り幅跳び
⑤走り高跳び

①腕のスイング動作
①ストライドを伸ばす

②バトンパス
②テイクオーバーゾーンの使い方

③自己に適したペースで走る
　（リズミカルな腕振り、ペース配分）
③インターバルランニング

④助走スピード
④力強い踏み切り動作（適切な角度で跳び出す）

⑤リズミカルな助走
⑤自己にあった跳び方

(知及技）武道の楽しさや喜びを味わい，その
特性に応じた技能を理解するとともに，基本
動作や基本となる技を用いて，簡易な攻防を
展開することができる。（高１段階）
(思判表力)武道についての自他の課題を発見
し，その解決のための方策を工夫したり，仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。（高１段階）
(学･人)武道の多様な経験を通して，きまりや
伝統的な行動の仕方を守り，仲間と協力した
り，場や用具の安全を確保したりし，自主的
に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい，その特性に
応じた技能を理解するとともに，基本動作や
基本となる技を用いて，簡易な攻防を展開し
ている。
(思･判･表)自他の課題を発見し、その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して，きまりや伝統的
な行動の仕方を守り，仲間と協力したり，場
や用具の安全を確保したりし，自主的に運動
している。

※ 実技テスト

単元「武道」
①空手

①基本動作（立ち方、受け、突き、蹴り等）の行い方
①型の模倣

(知及技）ダンスの楽しさや喜びを味わい，そ
の行い方を理解するとともに，技能を身に付
け，表現や踊りを通した交流をすることがで
きる。（高１段階）
(思判表力)ダンスについての自他の課題を発
見し，その解決のための方策を工夫したり，
仲間と考えたりしたことを他者に伝えること
ができる。（高１段階）
(学･人)ダンスの多様な経験を通して，仲間の
表現を認め助け合ったり，場や用具の安全を
確保したりし，自主的に運動をすることがで
きる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい，その行い方
を理解するとともに，技能を身に付け，表現
や踊りを通した交流をしている。
(思･判･表)自他の課題を発見し，その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して，仲間の表現を認
め助け合ったり，場や用具の安全を確保した
りし，自主的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「郷土の踊り」

①エイサー
②沖縄の唄で踊ろう

①曲の合わせて太鼓をたたこう
①衣装をつけてみよう
①演技の発表をしよう

②リズムに合わせて身体を動かそう
②個々の動き
③集団の動き

令和８年度 高等部　３年（　Ⅱ課程・Ｂ類型  ）保健体育科　年間指導計画

単位数
／配当時

数
対象生徒

105 ３学年：９名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活に必要な健康・安全に関する事柄などを理解するとと
もに、技能を身に付けるようにする。（高１段階）

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、その解決のための方策を工夫したり、仲間と考えたりしたことを、他者に伝える
力を養う。（高１段階）
　
(学･人)　各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、場や用具の安全を確保したりし、自己の最善を
尽くして主体的に運動する態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に積極的に取り組む態度を養う。（高１段階）

1
学
期

２
学
期 12



12

(知及技）器械運動の楽しさや喜びを味わい，
その特性に応じた技能を理解するとともに技
を身に付けることができる。（高１段階）
(思判表力)器械運動についての自他の課題を
発見し，その解決のための方策を工夫した
り，仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）
(学･人)器械運動の多様な経験を通して，きま
りやルール，マナーなどを守り，仲間と協力
したり，場や器械・器具の安全を確保したり
し，自主的に運動をすることができる。（高
１段階）

(知・技）楽しさや喜びを味わい，その特性に
応じた技能を理解するとともに技を身に付け
ている。
(思･判･表)自他の課題を発見し，その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。
(主学)多様な経験を通して，きまりやルー
ル，マナーなどを守り，仲間と協力したり，
場や器械・器具の安全を確保したりし，自主
的に運動をしている。

※ 実技テスト

単元「器械運動」

①マット運動
②跳び箱

①回転系
・接転技群（背中をマットに接して回転する）

②切り返し系
・切り返し跳びグループ（跳び箱上に支持して回転方向を切
り替えて跳び越す）

①②自己に適した技を用いて演技

18

(知及技）球技の楽しさや喜びを味わい，その
特性に応じた技能を理解するとともに技能を
身に付け，簡易化されたゲームを行うことが
できる。（高１段階）
(思判表力) 球技についての自他の課題を発見
し，その解決のための方策を工夫したり，仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。（高１段階）
(学･人) 球技の多様な経験を通して，きまり
やルール，マナーなどを守り，仲間と協力し
たり，場や用具の安全を確保したりし，自主
的に運動をすることができる。（高１段階）

(知・技）楽しさや喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深めるとともに、目
的に応じた技能を身に付け、ゲームを行って
いる。
(思･判･表)自他の課題を発見し、よりよい解
決のために仲間と思考し判断したことを、目
的や状況に応じて他者に伝えようとしてい
る。
(主学)多様な経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守り、自己の役割を果たし
仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、見通しをもって自主的に運動をして
いる。

※ 実技テスト

単元「球技」

①バスケットボール
　（ゴール型）
②風船バレーボール
　（ネット型）
③キックベースボール
　（ベースボール型）

①ドリブル、パス、シュートの基本動作
①仲間へのパス（連携プレイ）
①ゲーム実践

②パスの基本操作
②サーブ
②ゲーム実践

③ボールを投げる、キックで蹴るなどの基本動作
③ゲーム実践

9

(知及技） 心身の発育・発達，傷害の防止及
び疾病の予防等を理解するとともに，健康で
安全な個人生活を営むための技能を身に付け
ることができる。（高１段階）
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課題を
発見し，その解決のための方策を工夫した
り，仲間と考えたりしたことを他者に伝える
ことができる。（高１段階）

(知・技）心身の発育・発達，傷害の防止及び
疾病の予防等を理解するとともに，健康で安
全な個人生活を営むための技能を身に付けて
いる。
(思･判･表)自他の課題を発見し，その解決の
ための方策を工夫したり，仲間と考えたりし
たことを他者に伝えている。

※ ペーパーテスト

単元「保健」

①心身の健康
②身体の清潔

①生活習慣病との関わり
　心身の健康を損ねる要因
　正しい知識について
②身体の清潔（手洗い、着替え）

留意点
引継ぎ等

・各単元については、生徒の実態や計画の進捗状況、また気候条件や施設利用状況により弾力的に実施する。
・体育理論は、各単元とのつながりを考慮して、年間を通して実施する。

２
学
期

３
学
期



　高等部１年（　Ⅱ課程A類型  ）　外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

英語科
プリント教材、カード、学習アプリ

ドラえもんはじめての英語ドリル 基本の英語表現、他

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

単元１：あいさつ
Greeting
・自己紹介

・初めて会った時や日常のあいさつを確認する。
・定型文を用いて自己紹介のやり取りをする。
（名前、出身中学校名など）
・他者の自己紹介を聞く。

単元２：数 Numbers ・数字の読み方(1～10または20)や数を尋ねる表現
“How many ～?”に慣れる。
・ビンゴ活動で数を聞いたり伝えたりする。
・インタビューゲームを通して数を尋ねる。

単元３：家族 Family ・絵カードを活用し家族の名称の表現に親しむ。
・“This is ～”の表現を使い家族を紹介をする。
・定型文を用いて家族の人数を伝える。

単元４：色 Colors ・名称と色をマッチングする。
・‟I like ～.”の表現を用いて自分の好きな色を伝え

る。

単元５：夏休みについて
        Summer Vacation

・定型文を参考に、簡単な語句を使って夏休みに行っ
た場所や見たものなどについて発表する。
・夏に関する簡単な単語に慣れる。

単元６：形
What shape is this?

・動画等を活用して形の名称に親しむ。
・形に関する質問に答える。

単元７：
オータムフェスティバル
Autumn Festival

・ハロウィンの慣習を知り、外国の行事子と日本の行
事の違いを学ぶ。
・ハロウィンに関する語句や表現に触れる。

単元８：食べもの
What would you like?

・歌やチャンツなどを使い、食べ物に関する語句や表
現に慣れ親しむ。
・‟eat/drink/have.”の表現を使い、食べたいものや

飲みたいものを伝える。
・‟What would you like?”‟I'd like ～."などの丁

寧な表現に慣れる。
・外国から来る食べ物や、英語と日本語の違いについ
て考える。

単元９：
ホリデイシーズン
Holiday Season

・外国の年末年始の過ごし方を知る。
・送る相手を意識してクリスマスカードを作成する。

単元10:
ハッピーニューイヤー
Happy New Year

・外国の新年の挨拶や過ごし方について学ぶ。
・新年の干支（Zodiac animals)について、絵カードや
クイズを通して知る。
・年号の伝え方を知り、理解する。

単元11:バレンタインデー
       Valentine's day

・外国のバレンタインデーの過ごし方について知る。
・バレンタインデーに関する語句や表現を学ぶ。

単元12:１年間のまとめ ・既習語句・表現のふりかえり
・Thank you cardを作成し、友人やお世話になった方
へ感謝の気持ちを表す。
・送る相手に適した表現を知る。

(知及技)英語の音声を聞いて話し
たり、文字を見て読んだり書いた
りして日本語の音声や文字などと
の違いに気付くことができる。
(高１段階ア(ｱ)㋐）

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、伝えようとした内容を整理
した上で、簡単な語句や表現など
を用いて伝え合うことができる。
(高１段階イ(ｱ))

(学･人)外国の行事について知
り、外国語の背景にある文化に対
する理解を深めることができる。
（高１段階）

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

1/35 高等部1年 Ⅱ課程A類型　２７名

留意点
引継ぎ等

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気づくとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、
話すことを中心とした実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身に付けるようにする。　（高１段階）
(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音声
で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙などを真似ながら読んだり、外国語の文字をなぞって書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合
うことができる基礎的な力を養う。（高１段階）
(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、相手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を
養う。（高１段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期

(知及技）英語の音声を聞いて話
したり、文字を見て読んだり書い
たりして日本語の音声や文字など
との違いに気付くことができる。
(高１段階ア(ｱ)㋐）

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、伝えようとした内容を整理
した上で、簡単な語句や表現など
を用いて伝え合うことができる。
(高１段階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、相手
に配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ろうとすることが
できる。（高１段階）

(知･技)英語の音声を聞いて発音
したり、意味を考えながら丁寧に
綴りを書いたりすることができ
る。

(思･判･表)学んだ英語表現を用い
て自分に関することを伝えようと
している。

(主学)場面に応じたコミュニケー
ションを図ろうとしている。

評価資料:授業プリント、活動の
様子他

12

9

14

(知及技)英語の音声や文字も、事
物の内容を表したり、要件を伝え
たりするなどの働きがあることに
気付くことができる。（高１段階
ア(ｱ)㋐～㋑）

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語彙などが表す事柄を想像
しながら読んだり、書いたりする
ことができる。(高１段階イ(ｱ)～
(ｲ)）

(学･人)言語活動を通して、相手
に配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ろうとすることが
できる。（高１段階）

(知･技)季節のあいさつやメッ
セージ等、簡単な語句や会話文を
読んだり聞いたりして、その意味
や内容を理解することができる。

(思･判･表)学んだ英語表現を用い
て自分に関することや相手に対す
る気持ちを伝えようとしている。

(主学）外国語を使おうとした
り、外国の文化の理解を深めよう
としている。

評価資料:授業プリント、活動の
様子他

(知･技)形や食べ物、季節のあい
さつ等に関する語句や会話文を読
んだり聞いたりして、その意味や
内容を理解している。

(思･判･表)学んだ英語表現を用い
て自分に関することや相手に対す
る気持ちを伝えようとしている。

(主学)外国語を使おうとしたり、
自国の文化との違いに気づいたり
するなど、外国文化を理解しよう
としている。

評価資料:授業プリント、活動の
様子他



高等部１年（Ⅱ課程B類型）　外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

英語科
あたまのいい子が育つえいごの歌45選
プリント教材、カード、学習アプリ他

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

留意点
引継ぎ等

※単元及び学習内容については、生徒の興味関心や学校行事などに応じて順序を入れ替えたり、組み合わせたりするなど工夫する。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気づくとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこ
と、話すことを中心とした実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身に付けるようにする。(高１段階)
(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音
声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙などを真似ながら読んだり、外国語の文字をなぞって書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝
え合うことができる基礎的な力を養う。(高１段階)
(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、相手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態
度を養う。(高１段階)

1
学
期

２
学
期

３
学
期

(知及技)英語の音声を聞いて話し
たり、文字を見て読んだり書いた
りして日本語の音声や文字などと
の違いに気付くことができる。(高
１段階ア(ｱ)㋐)

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、簡易な語句や表現などを用
いて伝えることができる。(高１段
階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、主体的
にコミュニケーションを図ろうと
することができる。(高１段階)

(知･技)①音声を模倣して発音した
り、単語の意味を認識しながら文
字をなぞったりすることができ
る。英語を聞いて、その内容を示
すものを選択することができる。
②英語を聞いて、対象物や教師の
動作に注目することができる。

(思･判･表)①場面に応じたあいさ
つができる。自分の希望するもの
を選ぶなどの意思表示ができる。
②教師の声掛けに対して、発音や
表情の変化に応答しようとしてい
る。

(主学)①質問に対して応答しよう
としたり、他の生徒の答えを関心
を持って聞く様子がある。②発声
したり、手をたたいたりするな
ど、期待や要求の表情が見られ
る。

評価資料：活動の様子

12

9

14

(知及技)英語の音声を聞いて話し
たり、文字を見て読んだり書いた
りして日本語の音声や文字などと
の違いに気付くことができる。(高
１段階ア(ｱ)㋐)

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、簡易な語句や表現などを用
いて伝えることができる。(高１段
階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、主体的
にコミュニケーションを図ろうと
することができる。(高１段階)

(知･技)①音声を模倣して発音した
り、単語の意味を認識しながら文
字をなぞったりすることができ
る。英語を聞いて、その内容を示
すものを選択することができる。
②英語を聞いて、対象物や教師の
動作に注目することができる。

(思･判･表)①場面に応じたあいさ
つができる。自分の希望するもの
を選ぶなどの意思表示ができる。
②教師の声掛けに対して、発音や
表情の変化に応答しようとしてい
る。

(主学)①質問に対して応答しよう
としたり、他の生徒の答えを関心
を持って聞く様子がある。②発声
したり、手をたたいたりするな
ど、期待や要求の表情が見られ
る。

評価資料：活動の様子

(知･技)①音声を模倣して発音した
り、単語の意味を認識しながら文
字をなぞったりすることができ
る。英語を聞いて、その内容を示
すものを選択することができる。
②英語を聞いて、対象物や教師の
動作に注目することができる。

(思･判･表)①場面に応じたあいさ
つができる。自分の希望するもの
を選ぶなどの意思表示ができる。
②教師の声掛けに対して、発音や
表情の変化に応答しようとしてい
る。

(主学)①質問に対して応答しよう
としたり、他の生徒の答えを関心
を持って聞く様子がある。②発声
したり、手をたたいたりするな
ど、期待や要求の表情が見られ
る。

評価資料：活動の様子

(知及技)英語の音声を聞いて話し
たり、文字を見て読んだり書いた
りして日本語の音声や文字などと
の違いに気付くことができる。(高
１段階ア(ｱ)㋐)

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、簡易な語句や表現などを用
いて伝えることができる。(高１段
階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、外国文
化に親しむことできる。(高１段
階)

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

1/35 高等部1年 Ⅱ課程Ｂ類型12名

自己紹介
・自分の名前を伝えよう、呼名に応じよう
・名前のつづりを確認しよう

あいさつ“How are you?" に答えよう

天気 “How's the weather today?"に答えよう

学校にある名詞　教室にある英語を探してみよう

数を数えよう　Counting 1 to 10

家族の名称　Finger Family

夏に関する名詞　Swimming,Summer Clothes
Insects,Ice cream

〇歌やチャンツを活用する。
〇ゲーム等を通して、身近な語彙の定着を図る。

自己紹介、あいさつ
天気
家族
数
方向
名詞（学校にあるもの）

あいさつ/天気

・‟How are you?"に答えよう

・ジェスチャーも使ってみよう
・"How is the weather today?"に答えよう

色
・色を英語で言ってみよう
・‟What color do you like?"に答えよう

食べ物
・‟What food do you like?に答えよう

校外学習の英語
・乗り物やお店、施設の名前 他

異文化理解（ハロウィン、クリスマス）

〇歌やチャンツを活用する。
〇制作や体験活動を通して、身近な語彙の定着を
図る。

食べ物
ハロウィン
色
校外学習
クリスマス

あいさつ/天気

・‟How are you?"に答えよう

・ジェスチャーも使ってみよう
・"How is the weather today?"に答えよう

お正月の英語
・英語で新年のあいさつをしよう
・お正月の英語（名詞）
・干支の動物を英語で言ってみよう
福笑い
・Facial parts(顔の名詞）
・Up,down(上下）

冬に関する名詞 Winter Clothes
バレンタインデーの英語（名詞）

感謝の気持ちを伝えよう
別れのことばを伝えよう

〇歌やチャンツを活用する。
〇ゲームや制作等を通して、身近な語彙の定着を
図る。

ハッピーニューイヤー
動物（干支）
バレンタインデー
ありがとうを伝えよう



高等部　２年（Ⅱ課程Ａ類型）　外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

英語科
プリント教材、カード、学習アプリ

ドラえもんはじめての英語ドリル 基本の英語表現、他

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

単元１「This is Me!」
自己紹介、あいさつ
日常生活 Daily Activity

・定型文を用いて自己紹介文を作り、発表する。
（名前/学校名/年齢/通学方法など）
・定型文を用いて他者の紹介をする。
・他者の発表を聞く。
・朝昼晩に応じたあいさつを確認する。
・朝昼晩の日課について、質問したり、話したりする。

単元２「Birthday 誕生日」
数の数え方（序数）
１２の月の数え方

カレンダーや絵カード等を利用しながら、
・1～31日までの読み方(序数)と1～12月の名称を学ぶ。
・誕生日を英語で聞いて理解する。
・自分や身近な人の誕生日を伝える。
・有名人の誕生日を調べて報告する。
・疑問詞 Whenを使って質問する。

単元３「What's this?これは
何ですか？」
Whatを使った表現
身の回りの物

・文房具や教室にある物などを身近な物の名称を英語で聞いたり
発音したりする。
・疑問詞 Whatの役割を理解する。
・質問に対して、"It's a ～."と答える。
・クイズを楽しんだり、作ったりする。

単元４「Can you ～?～でき
ますか？」
Canを使った表現
動詞

絵カード等を利用しながら“can”“can't”を用いて、
・場所や動物などの情報を伝える。
・自分の得意なことや不得意なことを伝える。
・応答したり、承諾したり、断ったりする。
・“Can you ～?”を用いて質問したり、依頼したりする。

単元５「My Day 私の一日」
時間の聞き方、答え方

チャンツやクイズなどを通して、
・～時、半、10分単位の時間の聞いて理解する。
・“What time?”を使い、時間を尋ねる。
・“It's ～.”を使い、時間を伝える。
・様々な時間の表現を使いながら、夏休みの過ごし方について報
告する。

単元６「Shopping 買い物」 ・商品の英語名称を聞いたり読んだりして、日本語と英語の違い
を学ぶ。
・“Can I get ～？”を使って食べ物や飲み物を注文し、買い物
の流れを学ぶ。
・“How much～？”を使って値段の聞き方を学ぶ。

単元７「School Trip」
・衣類、身の回りの英語

・修学旅行に向けた調べ学習を取り入れながら身近な英語に触れ
る。(Winter Clothes,Hotel Ammenity)
・英語と日本語の違いに気づく。
・日常にある英語由来の日本語に気づく。
・英語表示から必要とする情報を読み取る。

単元８「Holiday Season ホ
リデーシーズン」

クリスマスカードを作りを通して、
・季節のあいさつを送り合う習慣に触れる。
・メッセージを送る相手を意識したカード作りをする。
・メッセージの意味を意識しながら文字をつづる。
・外国の年末年始の過ごし方を知り、比較する。

単元９「Happy new year 新
年を祝おう」

・外国の新年の挨拶や過ごし方について学び、比較する。
・年号の伝え方を知り、理解する。
・冬休みの思い出を伝える。
・絵カードやクイズを通して、干支の表現を学ぶ。
・福笑いを通して、顔のパーツや方向に関する表現を学ぶ。
・‶I will-.″の表現を使って新年の目標を伝える。

単元10「Valentine's Day
バレンタインデー」

動画やスライドを通して
・バレンタインデーの起源や習慣を知る。
・バレンタインデーに関する語句や表現を学ぶ。
・外国の習慣を知り、比較する。
・疑問詞 Whoや Whatを用いて質問する。
・疑問詞 Whoや Whatを用いた質問に答える。

単元11「Thank you for ～感
謝の気持ちを伝えよう」

Thank you card作りを通して
・感謝や別れの気持ちを表す表現を知る。
・送る相手に適した表現を知る。
・メッセージの意味を意識しながら文字をつづる。

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

1/35 ２年（Ⅱ課程Ａ類型 ３５名）

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気付くとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、話すこと、読
むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身につけることができる。 (高２段階)

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ
親しんだ外国語の語彙などが表す事柄を想像しながら読んだり書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる。（高２段階）

(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとすることができる。
（高２段階）

1
学
期

(知及技）簡単な語句や基本的な表
現などが表す内容を知り、それら
を使うことで要件が相手に伝わる
ことに気付くことができる。(高１
段階ア(ｱ）㋑～㋒）

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、伝えようとする内容を整理
した上で簡単な語句や基本的な表
現などを用いて伝え合うことがで
きる。(高１段階イ(ｲ)～高２段階
イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、他者に
配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ることができる。
(高２段階)

(知･技)音声を模倣して発音した
り、英語を聞いてその内容を示す
ものを選択したりしている。語句
の意味を理解しながら文字を綴っ
ている。

(思･判･表)使用場面に応じた表現
をしている。学習した語句を用い
て自分の気持ちや考えを伝えた
り、相手の気持ちや考えを尋ねた
りしている。

(主学)聞き手を意識して話してい
る、または、読み手を意識して書
いている。

評価資料:授業プリント、活動の様
子他

12

留意点
引継ぎ等

２
学
期

(知及技)英語の音声を聞いて話し
たり、簡単な語彙などを読んだり
書いたりして日本語の音声や文字
などとの違いに気付くことができ
る。(高１段階ア(ｱ)㋒～高２段階
ア(ｱ)㋐)

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、伝えようとする内容を整理
した上で簡単な語句や基本的な表
現などを用いて伝え合うことがで
きる。(高１段階イ(ｲ）～高２段階
イ(ｱ))

(学･人)外国文化に対する理解を深
め、日本文化と比較することがで
きる。読み手に応じた表現を選ぶ
ことができる。(高２段階)

(知･技）英語を聞いたり読んだり
して、必要な情報を得ようとして
いる。または、それを示すものを
選択する。語句や表現の意味を理
解しながら、他者に伝えている。

(思･判･表)質問内容や使用場面に
応じた返答をしている。調べたこ
とや経験したことを英語で話した
り書いたりして発表している。

(主学)生活の中の身近な英語や英
語表記に関心を示し、積極的に情
報を得ようとしている。また、外
国発祥の文化と自国の文化の違い
に気づいている。

評価資料:授業プリント、活動の様
子他

３
学
期

(知及技)簡単な語句や基本的な表
現などが表す内容を知り、それら
を使うことで要件が相手に伝わる
ことに気付くことができる。(高２
段階ア(ｱ)㋐～㋑)

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語彙などが表す事柄を想像
しながら読んだり書いたりするこ
とができる。(高２段階イ(ｱ)～
(ｲ))

(学･人)言語活動を通して、他者に
配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ることができる。
(高２段階)

(知･技)英語を聞いたり読んだりし
て、意味を理解している、それを
示すものを選択している。英語の
指示を聞いて行動している。

(思･判･表)使用場面に応じた表現
をしている。また、友人、目上の
人物など読み手の違いを意識して
言葉を選んでいる。

(主学)英語を話したり書いたりし
て感謝の気持ちや別れのことばを
伝えようとしている。

評価資料:授業プリント、活動の様
子他

14

9



高等部　２年（Ⅱ課程Ｂ類型）　外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

英語科
カード、プリント教材他

あたまのいい子が育つこどもえいごずかん

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

12

14

9

３
学
期

(知及技)英語の音声や文字も、事
物の内容を表したり、要件を伝え
たりするなどの働きがあることに
気付くことができる。(高１段階
ア(ｱ)㋑）

(思判表力)簡単な語句や基本的な
表現を用いて、自分の考えや気持
ちを伝えることができる。(高１
段階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、相手
に配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ろうとすることが
できる。(高１段階)

(知･技)①音声を模倣して発音し
たり、単語の意味を認識しながら
文字をなぞったりしている。英語
を聞いて、その内容を示すものを
選択している。②英語を聞いて、
対象物や教師の動作に注目してい
る。

(思･判･表)①場面に応じたあいさ
つをしている。自分の希望するも
の選ぶ、などの意思表示をしてい
る。②教師の声掛けに対して、発
声や表情の変化で応答しようとし
ている。

(主学)①質問に対して応答しよう
としたり、他の生徒の答えを関心
を持って聞く様子がある。②発声
したり、手をたたいたりするな
ど、期待や要求の表情が見られ
る。

評価資料：活動の様子
(知･技)①音声を模倣して発音し
たり、単語の意味を認識しながら
文字をなぞったりしている。英語
を聞いて、その内容を示すものを
選択している。②英語を聞いて、
対象物や教師の動作に注目してい
る。

(思･判･表)①場面に応じたあいさ
つをしている。自分の希望するも
の選ぶ、などの意思表示をしてい
る。②教師の声掛けに対して、発
声や表情の変化で応答しようとし
ている。

(主学)①質問に対して応答しよう
としたり、他の生徒の答えを関心
を持って聞く様子がある。②発声
したり、手をたたいたりするな
ど、期待や要求の表情が見られ
る。

評価資料：活動の様子

留意点
引継ぎ等

※単元及び活動内容については、生徒の興味関心や学校行事などに応じて順序を入れ替えたり、組み合わせたりするなど工夫する。

２
学
期

(知及技)英語の音声や文字も、事
物の内容を表したり、要件を伝え
たりするなどの働きがあることに
気付くことができる。(高１段階
ア(ｱ)㋑）

(思判表力)簡単な語句や基本的な
表現を用いて、自分の考えや気持
ちを伝えることができる。(高１
段階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、身近
にある外国の文化を理解すること
ができる。(高１段階）

食べ物
ハロウィン
色
修学旅行
クリスマス

あいさつ/天気

・‟How are you?"に答えよう

・ジェスチャーも使ってみよう
・"How is the weather today?"に答えよう

色
・色を英語で言ってみよう

・‟What color do you like?"に答えよう

食べ物

・‟What food do you like?に答えよう

修学旅行の英語
・地名、乗り物やお店、施設の名前、冬の衣服他

異文化理解（ハロウィン、クリスマス）

〇歌やチャンツを活用する。
〇制作や体験活動を通して、身近な語彙の定着を
図る。

ハッピーニューイヤー
動物（干支）
バレンタインデー
ありがとうを伝えよう

あいさつ/天気

・‟How are you?"に答えよう

・ジェスチャーも使ってみよう
・"How is the weather today?"に答えよう

お正月の英語
・英語で新年のあいさつをしよう
・お正月の英語（名詞）
・干支の動物を英語で言ってみよう
福笑い
・Facial parts(顔の名詞）
・Up,down(上下）

バレンタインデーの英語（名詞）

感謝の気持ちを伝えよう
別れのことばを伝えよう

〇歌やチャンツを活用する。
〇ゲームや制作等を通して、身近な語彙の定着を
図る。

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

1/35 ２年（Ⅱ課程Ｂ類型６名）

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気付くとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこ
と、話すことを中心とした実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身につけることができる。(高１段階)

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音
声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙などを真似ながら読んだり、外国語の文字をなぞって書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝
え合うことができる基礎的な力を養う。(高１段階)

(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、相手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態
度を養う。(高１段階)

1
学
期

(知及技)英語の音声や文字も、事
物の内容を表したり、要件を伝え
たりするなどの働きがあることに
気付くことができる。(高１段階
ア(ｱ)㋑）

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、簡易な語句や表現などを用
いて伝えることができる。(高１
段階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、相手
に配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ろうとすることが
できる。(高１段階)

(知･技)①音声を模倣して発音し
たり、単語の意味を認識しながら
文字をなぞったりしている。英語
を聞いて、その内容を示すものを
選択している。②英語を聞いて、
対象物や教師の動作に注目してい
る。

(思･判･表)①場面に応じたあいさ
つをしている。自分の希望するも
の選ぶ、などの意思表示をしてい
る。②教師の声掛けに対して、発
声や表情の変化で応答しようとし
ている。

(主学)①質問に対して応答しよう
としたり、他の生徒の答えを関心
を持って聞く様子がある。②発声
したり、手をたたいたりするな
ど、期待や要求の表情が見られ
る。

評価資料：活動の様子

自己紹介
・自分(他者)の名前を伝えよう、呼名に応じよう
・名前のつづりを確認しよう

あいさつ“How are you?" に答えよう

天気 “How's the weather today?"に答えよう

学校にある名詞　教室にある英語を探してみよう

数を数えよう　Counting 1 to 10

家族の名称　Finger Family

夏に関する名詞　Swimming,Summer Clothes
Insects,Ice cream

〇歌やチャンツを活用する。
〇ゲーム等を通して、身近な語彙の定着を図る。

自己紹介、あいさつ
天気
学校にあるもの（名詞）
数の数え方
家族
季節の英語（名詞）



 高等部３年（Ⅱ課程Ａ類型）外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

英語科
プリント教材、カード、学習アプリ

ドラえもんはじめての英語ドリル 基本の英語表現、他

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

単元１「This is Me. 自
己紹介」

・簡単な表現を使った自己紹介をする。
‶I'm .../I like…/I'm good at…″
・教師や他の生徒の自己紹介を聞く。
・簡単な表現を使った他己紹介をする。
‶He is .../She likes…/He is good at…″
・疑問詞を活用しながら他者へ質問する。
‶Where do you live?″ 〝What food do you like?″

単元２「My Daily
Routine. 私の一日」

・簡易な動詞を使って、自分の一日の流れを英語で伝
える。〝I get up at..″
・疑問詞を活用しながら他者へ質問する。
〝What time do you go home?″

単元３「Signs 標識･看
板｣

・街中の英語の標識や看板の内容に親しむ。
・建物や施設の英語名称を学習し、日常生活に活か
す。
STOP,SLOW,Open,Closed /Supermarket,Parking

単元４「Countries 行き
たい国」

・画像や地図を活用して世界な国の英語名称を知る。
Japan, Korea, England
・世界の国々の特徴を知る。
・テンプレートを活用して行きたい国を伝える。
〝I want to go(I'd like to go) to ..″

単元５「My Summer 夏休
み中のできごと」

・動詞の過去形を活用して夏休みのできごとを伝え
る。〝I went to ../ I ate..″
・疑問詞を活用しながら、他者に質問する。
・応答内容をお互いに比較する。

単元６「Autumn Festival
オータムフェスティバ
ル」

・ハロウィンの慣習を学ぶことで英語圏の文化にふれ
る。
・ハロウィン期間の地域の様子や過ごし方について質
問し合う。
・ハロウィンに関する語句に親しむ。

単元７「I feel… 体調を
伝えよう」

・病気や体調を表す語や表現を知る。
・場面や状況にふさわしい表現を選択して伝える。
〝I have a headache./ I have a fever.″

単元８「Holiday Season
ホリデーシーズン」

クリスマスカードを作りを通して、
・関連語句に親しむ。
・送る相手を意識しながらメッセージをつづる。
・外国の年末年始の過ごし方を知り、比較する。

単元９「Happy New Year
ハッピーニューイヤー」

・新年のあいさつを交わしたり、関連語句に親しむ。
・新年に関する海外の慣習と日本文化、地域の慣習と
を比較して共有する。
・未来形を用いて一年の目標を伝え合う。
 〝I will .. in this year.″

単元10「My Future 私の
夢」

・簡単な語句を用いて、将来やってみたいことなど、
自分の夢をまとめ、他者と共有する。
〝I want to drive a car.″

単元11「Thank you, my
teacher! Thank you,my
friend」

Thank you card作りを通して
・英語による手紙の書き方を知る。
Dear, from, sincerely
・感謝や別れの表現を知る。
・送る相手を意識して、メッセージを綴る。

14

9

(知及技)簡単な語句や基本的な表
現などが表す内容を知り、それら
を使うことで要件が相手に伝わる
ことに気付くことができる。(高
２段階ア(ｱ)㋐～㋒))

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、伝えようとする内容を整理
した上で簡単な語句や基本的な表
現などを用いて伝え合うことがで
きる。(高２段階イ(ｱ)～(ｲ))

(学･人)言語活動を通して、他者
に配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ることができる。
(高２段階)

(知･技)語順や抑揚等の英語の特
徴を掴み、語句の意味を理解しな
がら文字を綴っている。音声を模
倣して発音している。

(思･判･表)使用場面に応じた表現
をしている。また、友人、目上の
人物など読み手の違いを意識して
言葉を選んでいる。

(主学)英語を話したり書いたりし
て感謝の気持ちや別れのことばを
伝えようとしている。

評価資料:授業プリント、活動の
様子他

(知･技)語順や抑揚等の英語の特
徴を掴み、語句の意味を理解しな
がら文字を綴っている。音声を模
倣して発音している。

(思･判･表)使用場面に応じた表現
をしている。学習した語句を用い
て、他者に自分の気持ちや考えを
伝えたり説明したりしている。

(主学)聞き手を意識して話してい
る。または、読み手を意識して書
いている。積極的に英語を使って
交流しようとしている。

評価資料:授業プリント、活動の
様子他

(知及技)英語の音声や文字も、事
物の内容を表したり、要件を伝え
たりするなどの働きがあることに
気付くことができる。(高２段階
ア(ｱ)㋐～㋒)

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、伝えようとする内容を整理
した上で簡単な語句や基本的な表
現などを用いて伝え合うことがで
きる。(高２段階イ(ｱ)～(ｲ))

(学･人)外国文化に対する理解を
深め、日本文化と比較することが
できる。読み手に応じた表現を選
び、伝えることができる。(高２
段階)

(知･技)語順や抑揚等の英語の特
徴を掴み、語句の意味を理解しな
がら文字を綴っている。音声を模
倣して発音している。

(思･判･表)使用場面に応じた表現
をしている。学習した語句を用い
て、他者に自分の気持ちや考えを
伝えたり説明したりしている。

(主学)自国の文化との違いについ
て述べたり、外国文化について質
問したりするなど関心を示してい
る。読み手を意識して表現を選ぶ
ことができる。

評価資料:授業プリント、活動の
様子他

留意点
引継ぎ等

令和８年度

単位数
／配当時数 生徒

1/35 高等部3学年　（Ⅱ課程Ａ類型　３５名）　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気付くとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、
話すこと、読むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身につけることができる。(高２段階)
(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音声
で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙などが表す事柄を想像しながら読んだり書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができ
る。（高２段階）
　(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとすること
ができる。（高２段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期

12

(知及技)英語の音声を聞いて話し
たり、簡単な語彙などを読んだり
書いたりして日本語の音声や文字
などとの違いに気付くことができ
る。(高２段階ア(ｱ)㋐～㋒)

(思判表力)身近で簡単な事柄につ
いて、伝えようとする内容を整理
した上で簡単な語句や基本的な表
現などを用いて伝え合うことがで
きる。(高２段階イ(ｱ)～(ｲ))

(学･人)言語活動を通して、他者
に配慮しながら主体的にコミュニ
ケーションを図ることができる。
(高２段階)



担当者 教科書／副教材

英語科
プリント教材、カード、学習アプリ、

しまじろうの英語の歌
あたまのいい子が育つこどもえいごずかん 他

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

令和８年度 高等部　３年（Ⅱ課程Ｂ類型）外国語科　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

※単元及び学習内容については、生徒の興味関心や学校行事などに応じて順序を入れ替えたり、組み合わせたりするなど工夫する。

単位数
／配当時数 生徒

1/35 高等部３学年　Ⅱ課程Ｂ類型９名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気づくとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、話すことを中心とした
実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身に付けるようにする。(高１段階)
　
(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外
国語の語彙などを真似ながら読んだり、外国語の文字をなぞって書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。（高１段階）
　
(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、相手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。(高１段階)

1
学
期

２
学
期

３
学
期

(知及技)簡単な語句や基本的な表現などが
表す内容を知り、それらを使うことで要件
が相手に伝わることに気付くことができ
る。(高１段階ア(ｱ)㋒）

(思判表力)簡単な語句や基本的な表現を用
いて、自分の考えや気持ちを伝えることが
できる。(高１段階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、相手に配慮しな
がら主体的にコミュニケーションを図ろう
とすることができる。(高１段階)

(知･技)①音声を模倣して発音したり、単
語の意味を認識しながら文字をなぞったり
している。英語を聞いて、その内容を示す
ものを選択している。②英語を聞いて、対
象物や教師の動作に注目している。

(思･判･表)①場面に応じたあいさつをして
いる。自分の希望するもの選ぶ、などの意
思表示をしている。②教師の声掛けに対し
て、発声や表情の変化で応答しようとして
いる。

(主学)①質問に対して応答しようとした
り、他の生徒の答えを関心を持って聞く様
子がある。②発声したり、手をたたいたり
するなど、期待や要求の表情が見られる。

評価資料：活動の様子

ハッピーニューイヤー
動物（干支）
バレンタインデー
ありがとうを伝えよう

あいさつ/天気

・‟How are you?"に答えよう

・ジェスチャーも使ってみよう
・"How is the weather today?"に答えよう

お正月の英語
・英語で新年のあいさつをしよう
・お正月の英語（名詞）
・干支の動物を英語で言ってみよう
福笑い
・Facial parts(顔の名詞）
・Up,down(上下）

冬に関する名詞 Winter Clothes
バレンタインデーの英語（名詞）

感謝の気持ちを伝えよう
別れのことばを伝えよう

〇歌やチャンツを活用する。
〇ゲームや制作等を通して、身近な語彙の定着を図る。

(知･技)①音声を模倣して発音したり、単
語の意味を認識しながら文字をなぞったり
している。英語を聞いて、その内容を示す
ものを選択している。②英語を聞いて、対
象物や教師の動作に注目している。

(思･判･表)①場面に応じたあいさつをして
いる。自分の希望するもの選ぶ、などの意
思表示をしている。②教師の声掛けに対し
て、発声や表情の変化で応答しようとして
いる。

(主学)①質問に対して応答しようとした
り、他の生徒の答えを関心を持って聞く様
子がある。②発声したり、手をたたいたり
するなど、期待や要求の表情が見られる。

評価資料：活動の様子

(知･技)①音声を模倣して発音したり、単
語の意味を認識しながら文字をなぞったり
している。英語を聞いて、その内容を示す
ものを選択している。②英語を聞いて、対
象物や教師の動作に注目している。

(思･判･表)①場面に応じたあいさつをして
いる。自分の希望するもの選ぶ、などの意
思表示をしている。②教師の声掛けに対し
て、発声や表情の変化で応答しようとして
いる。

(主学)①質問に対して応答しようとした
り、他の生徒の答えを関心を持って聞く様
子がある。②発声したり、手をたたいたり
するなど、期待や要求の表情が見られる。

評価資料：活動の様子

12

14

9

(知及技)簡単な語句や基本的な表現などが
表す内容を知り、それらを使うことで要件
が相手に伝わることに気付くことができ
る。(高１段階ア(ｱ)㋒）

(思判表力)簡単な語句や基本的な表現を用
いて、自分の考えや気持ちを伝えることが
できる。(高１段階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、相手に配慮しな
がら主体的にコミュニケーションを図ろう
とすることができる。(高１段階)

自己紹介
・自分(他者)の名前を伝えよう、呼名に応じよう
・名前のつづりを確認しよう

あいさつ“How are you?" に答えよう

天気 “How's the weather today?"に答えよう

学校にある名詞　教室にある英語を探してみよう

数を数えよう　Counting 1 to 10

家族の名称　Finger Family

夏に関する名詞　Swimming,Summer Clothes Insects,Ice
cream

〇歌やチャンツを活用する。
〇ゲーム等を通して、身近な語彙の定着を図る。

あいさつ
天気
家族
数
名詞（学校にあるもの）

食べ物
ハロウィン
色
校外学習(地域にある名詞)
クリスマス

あいさつ/天気

・‟How are you?"に答えよう

・ジェスチャーも使ってみよう
・"How is the weather today?"に答えよう

色
・色を英語で言ってみよう
・教室にある英語を探してみよう

食べ物

・‟What food do you like?に答えよう

異文化理解(ハロウィン、クリスマス)
・季節のあいさつをしよう
  ‶Trick or treat!″/ 〝Merry Christmas!″

地域にある名詞
school,convenience store,library,zoo,shopping mall

〇歌やチャンツを活用する。
〇制作や体験活動を通して、身近な語彙の定着を図る。

(知及技)簡単な語句や基本的な表現などが
表す内容を知り、それらを使うことで要件
が相手に伝わることに気付くことができ
る。(高１段階ア(ｱ)㋒）

(思判表力)簡単な語句や基本的な表現を用
いて、自分の考えや気持ちを伝えることが
できる。(高１段階イ(ｱ))

(学･人)言語活動を通して、相手に配慮しな
がら主体的にコミュニケーションを図ろう
とすることができる。(高１段階)



高等部　1年（Ⅱ課程A類型）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

情報科 わたしたちとじょうほう

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技) (知・技)

6

・身近にある情報やメディアの基
本的な特性及びコンピュータ等の
情報機器の基本的な用途，操作方
法及び仕組みを知り，情報と情報
技術を活用して問題を知り，問題
を解決する方法を身に付けること
ができる。（高1段階Aア（ア））

・メディアリテラシーについ
て考えている。
・PCの簡単な操作（電源のオ
ンオフ、キーボード、マウス
の操作）をしている。
・検索エンジンを使い必要な
情報を検索している。

情報とメディア
・情報とメディアという言葉に
ついて考えよう。
情報の偏りと評価
・匿名性・信憑性
・マスメディア
・メディアの利用

・情報とメディアという言葉について考える。
・情報の偏りと評価（情報操作、信憑性）についてデマメール等
の事例を活用し学習する。
・メディアリテラシー（情報の信憑性や価値を正確に判断できる
能力）について考える。

・PCの基本的な操作を学ぶ。（電源のオンオフ、各種アプリの操
作）
・検索エンジンの利用

（思判表力） (思･判･表)

6

・情報に関する身近で基本的な，
法規や制度及びマナーの意義，情
報社会において個人の果たす役割
や責任，情報モラルなどについて
考えることができる。（高1段階A
イ（イ））

・SNSトラブル、ネット炎上等
の事例で学び、加害者、被害
者にならないよう注意する点
を理解している。
・個人情報とは何か具体的に
説明できる。

情報モラル
・情報モラルとは
・相手を考えたコミュニケー
ション
・加害者にならないために
・炎上とネットいじめ（誹謗中
傷）
・個人情報
・ネット依存

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」「他人のを不快
にさせない」情報は拡散しやすく蓄積される（簡単に消すことは
できない）。
・SNSトラブル事例（動画）を視聴し加害者にならないよう注意
する点を学習する。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）個人を特定できる
ものすべてが個人情報であることを理解する。

（学･人） (主学)

・身近にある情報や情報技術を活
用するとともに、情報社会に関わ
ろうとする態度を養うことができ
る。【高１段階】

・情報モラルについての理解
を深め「相手の気持ちを考え
たコミュニケーション」を心
掛けている。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

・夏のポストカード作成 ・「夏」をテーマにしたポストカードを作成しよう。出来上がっ
たカードを学校内に掲示し、他の生徒に意見を聞いてみよう。

(知及技) (知･技）

7

・身近なメディアの基本的な特性
とコミュニケーション手段の基本
的な特徴について，その変遷を踏
まえて知ることができる。（高1段
階　Bア（ア））

・匿名性、記録性の意味を理
解している。
・情報機器の普及、発達によ
り、表現活動が多様化してい
ることを理解している。

・インターネットの匿名性
・会員カードやポイントカード
の個人情報

・CMCでは個人を特定する情報を隠すことが可能…匿名性、しか
し利用者は匿名のつもりでも情報発信は記録が残る。プロバイダ
責任制限法（誹謗中傷や著作権侵害等の被害があればプロバイダ
に発信者の開示を請求できる。）

（思判表力） (思･判･表)

7

・ 身近なメディアとコミュニケー
ション手段の関係を考えることが
できる。（高1段階　Bイ（ア））

・携帯電話やタブレット端末
の利用で個人が情報を発信す
ることが容易になっているこ
とを理解している。

・ネットワークで広がる世界
・情報共有サイト（SNS、動画
共有サイト等）

・かつては不特定多数の人々に対して個人が情報を発信する手段
は限られていたが、今日では比較的簡単に、費用もほとんどかか
らない。ソーシャルメディアの利用で情報発信の形が変化してい
る。

・コンピュータグラフィクス、バーチャルリアリティを活用した
産業分野、学術分野の発展。

（学･人） (主学）

・身近にある情報や情報技術を活
用するとともに、情報社会に関わ
ろうとする態度を養うことができ
る。【高１段階】

・情報を加工し発信する方法
が分かり、意見を交換し作品
を作ることができる。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

・クリスマスカード作成 ・「クリスマス」をテーマにしたポストカードを作成しよう。出
来上がったカードを学校内に掲示し、他の生徒に意見を聞いてみ
よう。

(知及技) (知･技）

5

・情報通信ネットワークの基本的
な仕組みや情報セキュリティを確
保するための基本的な方法につい
て知ることができる。（高1段階
Cア（ア））

・ユーザID、パスワードを入
力することができる。
・情報セキュリティポリシー
の必要性を理解している。

・不正アクセスによる問題
・情報セキュリティを高める技
術

・ユーザID、パスワードの入力方法。「」：；記号の入力方法を
学習する。安全で管理しやすいパスワードを考える。
・情報セキュリティポリシー（企業や学校が持つ情報資産を脅威
から守るために設けられた一種の規則、データの暗号化、アクセ
ス制限や利用時間の制限等）

（思判表力） (思･判･表)

4

・情報通信ネットワークにおける
情報セキュリティを確保する基本
的な方法について考えることがで
きる。（高1段階　Cイ（ア））

・コンピュータウイルスへの
対策、ネットワーク詐欺に遭
わないための注意点を理解し
ている。

・情報セキュリティを高める技
術
・ファイアウォール
・二重認証

・ネットワーク犯罪の被害者にならないために犯罪の手法を知
る。犯罪に巻き込まれそうになったとき保護者や先生、専門機関
に相談する。
・コンピュータウイルスに感染した例を学習し、感染対策の方法
と、感染した場合の対処方法を学ぶ。

（学･人） (主学)

・身近にある情報や情報技術を活
用するとともに、情報社会に関わ
ろうとする態度を養うことができ
る。【高１段階】

・犯罪に巻き込まれたり被害
に遭った場合、保護者や専門
家に相談する等、対処方法を
理解している。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

・オリジナル名刺作成
・卒業生へ送るメッセージカー
ド作成

・オリジナルの名刺を作成し、先生や友達、お家の人に渡して意
見を聞いてみよう。
・卒業する3年生にメッセージカード作成しよう。印刷したカー
ドは3年生が見られるよう廊下に掲示する。

留意点

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に付けるととも
に、情報社会と人との関わりについて知る。（高１段階）
 
(思判表力)　身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用する力を養う。
（高１段階）
　
(学･人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。（高１段階）

1

学

期

２

学

期

３

学

期

令和　　８年度

単位数
／配当時

数
生徒

35 1学年　27名



高等部　1年（Ⅱ課程B類型）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

情報科 わたしたちとじょうほう

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技 )
・身近にある情報やメディアの
基本的な特性及び仕組みを知
り、情報と情報技術を活用して
問題を知り、問題を解決する方
法を身に付ける。（高1段階 A
ア（ア））

(知・技)
・メディアリテラシーについて
の理解を深めようとしている。
・iPadの簡単な操作（電源のオ
ンオフ、アプリの操作）をして
いる。
・検索エンジンを使い必要な情
報を検索している。

情報とメディア
・メディアの利用

・iPadの基本的な操作を学ぶ。電源のオンオフ、
写真・動画の撮影方法、各種アプリの操作。
・検索エンジンの利用

6

（思判表力）
・情報に関する身近で基本的な
法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどに
ついて考える。（高1段階 A イ
（イ））

(思･判･表)
・個人情報とは何か理解しよう
としている。

情報モラル
・個人情報1
・ネット依存1

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人のを不快にさせない」
・SNSトラブル事例（動画NHKforschoolより）を視
聴し加害者にならないよう注意する点を学習す
る。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）む
やみに公開してはならないことを学ぶ。
個人情報カード教材を利用し「教えてはいけな
い」情報の理解を促す。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学)
・「相手を気持ちを考えたコ
ミュニケーション」を心掛けて
いる。

〔評価資料〕
・活動の様子

撮った写真を活用しよう
・テーマを決めてカードを作ろ
う

・自分だけのテーマを決めて、自分で撮った写真
を使ったカード作成

7

(知及技 )
・身近なメディアの基本的な特
性とコミュニケーション手段の
基本的な特徴について、その変
遷を踏まえて知る。（高1段階
B  ア（ア））

(知･技）
・情報機器の普及、発達によ
り、表現活動が多様化している
ことを理解しようとしている。

メディアの発達
・手紙と電話
・携帯電話とインターネット

・手紙→電話→携帯電話→メール→SNS等…
　メディアの発達を知る。（動画視聴
NHKforschool）

7

（思判表力）
・身近なメディアとコミュニ
ケーション手段の関係を考え
る。（高1段階 B イ（ア））

(思･判･表)
・携帯電話やタブレット端末の
利用で個人が情報を発信するこ
とが容易になっていることを理
解しようとしている。

誰でも表現者・発信者の時代
・表現活動の多様化
・デジタル機器の普及、発達
・個人情報２
・ネット依存２

・写真撮影、印刷、模造紙にまとめ発表（情報発
信）を行う。
・ネット依存についてカードを使い、ネット依存
症予防をどのように行うかゲームを通して学ぶ。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学）
情報を加工し発信する方法が分
かり、作品を作ることができ
る。

〔評価資料〕
・活動の様子
・作品、提出物

写真加工に挑戦
・クリスマスカードを作ろう

・写真やシールを貼り付け簡単なクリスマスカー
ドの作成をし、廊下に掲示してみよう。

5

(知及技 )
・身近にある情報やメディアの
基本的な特性及び仕組みを知
り、情報と情報技術を活用して
問題を知り、問題を解決する方
法を身に付ける。（高1段階 A
ア（ア））

(知・技)
・メディアリテラシーについて
の理解を深めようとしている。
・iPadの簡単な操作（電源のオ
ンオフ、アプリの操作）をして
いる。
・検索エンジンを使い必要な情
報を検索している。
※活動の様子で評価。

情報とメディア
・メディアの利用

・iPadの基本的な操作を学ぶ。電源のオンオフ、
写真・動画の撮影方法、各種アプリの操作。
・検索エンジンの利用

4

（思判表力）
・情報に関する身近で基本的な
法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどに
ついて考える。（高1段階 A イ
（イ））

(思･判･表)
・個人情報とは何か理解しよう
としている。

情報モラル
・個人情報3
・ネット依存3

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人を不快にさせない」
・SNSトラブル事例（動画NHKforschoolより）を視
聴し加害者にならないよう注意する点を学習す
る。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）む
やみに公開してはならないことを学ぶ。
個人情報カード教材を利用し「教えてはいけな
い」情報の理解を促す。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学)
・「相手を気持ちを考えたコ
ミュニケーション」を心掛けて
いる。

〔評価資料〕
・活動の様子
・作品、提出物

・オリジナル名刺作成 ・シールやイラストで飾り付けをしたオリジナル
の名刺を作成しよう。

令和　8年度

単位数
／配当時

数
生徒

35 １年　12名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に
付けるとともに、情報社会と人との関わりについて知る。（１段階）
 
(思判表力)　身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用す
る力を養う。（１段階）
　
(学･人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。（１段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期



留意点
引継ぎ等

メディアの利用、情報モラルについては定着を図りたいため繰り返し学習する。機器の貸し借りや時間内での利用等のマナーも学期を通して指導する。DVD等の
視聴は生徒の状態をみながら適宜、個別で視聴できるよう配慮する。



高等部　2年（Ⅱ課程A類型）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

情報科 わたしたちとじょうほう

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技) (知・技)

6

・情報に関する身近で基本的
な，法規や制度，情報セキュリ
ティの重要性，情報社会におけ
る個人の責任及び情報モラルに
ついて知ることができる。（高
1段階Aア（イ））

・基本的な法規や制度を知るこ
とができる。
・情報セキュリティについて知
ることができる。
・情報モラルの学習を行い、個
人の責任について知る。

情報セキュリティに気をつける
・不正アクセスによる問題
・法律の整備（不正アクス禁止
法）
・自分の情報は自分で守る

・動画視聴（文科省　情報モラル⑪パスワードに
ついて考えよう）情報を発信する責任、情報漏洩
による不利益の大きさを知る。基本的な法規や制
度を学び、被害者、加害者にならないよう情報モ
ラルを身につける。
・情報漏洩、不正アクセスに対する対策を学び、
情報を守る責任について考える。

（思判表力） (思･判･表)

6

・情報に関する身近で基本的
な，法規や制度及びマナーの意
義，情報社会において個人の果
たす役割や責任，情報モラルな
どについて考えることができ
る。（高1段階Aイ（イ））

・SNSトラブル、ネット炎上等
の事例で学び、加害者、被害者
にならないよう注意する点を理
解している。
・個人情報とは何か具体的に説
明できる。

情報モラル
・情報モラルとは
・相手を考えたコミュニケー
ション
・加害者にならないために
・炎上とネットいじめ（誹謗中
傷）
・個人情報
・ネット依存

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人のを不快にさせない」情報は拡散しやすく
蓄積される（簡単に消すことはできない）。
・SNSトラブル事例（動画）を視聴し加害者になら
ないよう注意する点を学習する。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）個
人を特定できるものすべてが個人情報であること
を理解する。

（学･人） (主学)

・身近にある情報や情報技術を
活用するとともに、情報社会に
関わろうとする態度を養うこと
ができる。【高１段階】

・情報セキュリティについての
理解を深めることができる。情
報社会において個人の果たす役
割や責任を感じることができ
る。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

・夏のポストカード作成 ・「夏」をテーマにしたポストカードを作成しよ
う。出来上がったカードを学校内に掲示し、他の
生徒に意見を聞いてみよう。

(知及技) (知･技）

7

・身近にある情報デザインが人
や社会に果たしている役割を知
ることができる。（高1段階　B
ア（イ））

・身近に利用されている情報デ
ザインについて学ぶことができ
る。

・ユーザインタフェース
・ユニバーサルデザインの推進

・身近なユニバーサルデザインを再確認（シャン
プー、リンスの容器等）。アートとデザインの違
いに気づき、デザインの目的を理解する。ユニ
バーサルデザインとは年齢、性別、国籍、などの
違い、能力の有無、障がいの有無などによらず利
用できるように設計されたもの。これからの共生
型の社会にはユニバーサルデザインの考え方は欠
かせない視点である。

（思判表力） (思･判･表)

7

・コミュニケーションの目的に
合わせて，必要な情報が伝わる
ような情報デザインを考えるこ
とができる。（高1段階　Bイ
（イ））

・インターネットを活用し必要
な情報を集め編集、加工し出力
することができる。目的に応じ
た表現方法を選択し自分なりに
デザインを模索できる。

・クリスマスカード作成
・年賀状作成
・ポスター作成

・テーマを決めて、伝えたいことを整理しよう。
出来上がったカードで意図が伝わるか学校内に掲
示し、他の生徒に意見を聞いてみよう。

（学･人） (主学）

身近にある情報や情報技術を活
用するとともに、情報社会に関
わろうとする態度を養うことが
できる。【高１段階】

・情報デザインについて理解を
深め自分なりの表現方法を模索
することができる。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

(知及技) (知･技）

5

・身近なデータを蓄積，管理，
提供する基本的な方法，情報通
信ネットワークを介した情報シ
ステムによるサービスの提供に
関する基本的な仕組みと特徴に
ついて知ることができる。（高
1段階　Cア（イ））

・身近な情報システムによる
サービス提供に気づくことがで
きる。POSシステムについて学
ぶことができる。

日常の中の情報システム
・電子商取引
・POSシステム
・マーケティング

・電子商取引のルールを確認する。契約とはなに
か。
・電子マネー
・コンビニのカードやアプリとマーケティングの
関係を知る。
※消費者庁の学習動画:デジタル社会の消費生活を
視聴し利便性と危険性を同時に学ぶ。

（思判表力） (思･判･表)

4

・情報システムが提供するサー
ビスの利用について考えること
ができる。（高1段階　Cイ
（イ））

・身近な電子商取引の特徴を知
り、サービスの利用について考
えることができる。

・電子商取引
・マーケティング
・ICタグ

・電子マネー
・契約について
※消費者庁の学習動画:デジタル社会の消費生活を
視聴し利便性と危険性を同時に学ぶ。

（学･人） (主学)

・身近にある情報や情報技術を
活用するとともに、情報社会に
関わろうとする態度を養うこと
ができる。【高１段階】

・情報システムの仕組みを理解
し様々なサービスを主体的に選
択し利用できる。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

・オリジナル名刺作成
・卒業生へ送るメッセージカー
ド作成

・オリジナルの名刺を作成し、先生や友達、お家
の人に渡して意見を聞いてみよう。
・卒業する3年生にメッセージカード作成しよう。
印刷したカードは3年生が見られるよう廊下に掲示
する。

令和　　8年度

単位数
／配当時

数
生徒

35 ２学年28名

留意点

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に
付けるとともに、情報社会と人との関わりについて知る。【高１段階】
 
(思判表力)　身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用
する力を養う。【高１段階】
　
(学･人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。【高１段階】

1

学

期

２

学

期

３

学

期



高等部　2年（Ⅱ課程B類型）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

情報科 わたしたちとじょうほう

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技 )
・身近にある情報やメディアの
基本的な特性及び仕組みを知
り、情報と情報技術を活用して
問題を知り、問題を解決する方
法を身に付ける。（高1段階 A
ア（ア））

(知・技)
・メディアリテラシーについて
の理解を深めようとしている。
・iPadの簡単な操作（電源のオ
ンオフ、アプリの操作）をして
いる。
・検索エンジンを使い必要な情
報を検索している。

情報とメディア
・メディアの利用

・iPadの基本的な操作を学ぶ。電源のオンオフ、写
真・動画の撮影方法、各種アプリの操作。
・検索エンジンの利用

6

（思判表力）
・情報に関する身近で基本的な
法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどに
ついて考える。（高1段階 A イ
（イ））

(思･判･表)
・個人情報とは何か理解しよう
としている。

情報モラル
・個人情報1
・ネット依存1

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人のを不快にさせない」
・SNSトラブル事例（動画NHKforschoolより）を視
聴し加害者にならないよう注意する点を学習する。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）むや
みに公開してはならないことを学ぶ。
個人情報カード教材を利用し「教えてはいけない」
情報の理解を促す。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学)
・「相手を気持ちを考えたコ
ミュニケーション」を心掛けて
いる。

〔評価資料〕
・活動の様子

撮った写真を活用しよう
・テーマを決めてカードを作ろ
う

・自分だけのテーマを決めて、自分で撮った写真を
使ったカード作成

7

(知及技 )
・身近なメディアの基本的な特
性とコミュニケーション手段の
基本的な特徴について、その変
遷を踏まえて知る。（高1段階 B
ア（ア））

(知･技）
・情報機器の普及、発達によ
り、表現活動が多様化している
ことを理解しようとしている。

メディアの発達
・手紙と電話
・携帯電話とインターネット

・手紙→電話→携帯電話→メール→SNS等…
　メディアの発達を知る。（動画視聴
NHKforschool）

7

（思判表力）
・身近なメディアとコミュニ
ケーション手段の関係を考え
る。（高1段階 B イ（ア））

(思･判･表)
・携帯電話やタブレット端末の
利用で個人が情報を発信するこ
とが容易になっていることを理
解しようとしている。

誰でも表現者・発信者の時代
・表現活動の多様化
・デジタル機器の普及、発達
・個人情報２
・ネット依存２

・写真撮影、印刷、模造紙にまとめ発表（情報発
信）を行う。
・ネット依存についてカードを使い、ネット依存症
予防をどのように行うかゲームを通して学ぶ。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学）
情報を加工し発信する方法が分
かり、作品を作ることができ
る。

〔評価資料〕
・活動の様子
・作品、提出物

写真加工に挑戦
・クリスマスカードを作ろう

・写真やシールを貼り付け簡単なクリスマスカード
の作成をし、廊下に掲示してみよう。

5

(知及技 )
・身近にある情報やメディアの
基本的な特性及び仕組みを知
り、情報と情報技術を活用して
問題を知り、問題を解決する方
法を身に付ける。（高1段階 A
ア（ア））

(知・技)
・メディアリテラシーについて
の理解を深めようとしている。
・iPadの簡単な操作（電源のオ
ンオフ、アプリの操作）をして
いる。
・検索エンジンを使い必要な情
報を検索している。

情報とメディア
・メディアの利用

・iPadの基本的な操作を学ぶ。電源のオンオフ、写
真・動画の撮影方法、各種アプリの操作。
・検索エンジンの利用

4

（思判表力）
・情報に関する身近で基本的な
法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどに
ついて考える。（高1段階 A イ
（イ））

(思･判･表)
・個人情報とは何か理解しよう
としている。

情報モラル
・個人情報3
・ネット依存3

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人を不快にさせない」
・SNSトラブル事例（動画NHKforschoolより）を視
聴し加害者にならないよう注意する点を学習する。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）むや
みに公開してはならないことを学ぶ。
個人情報カード教材を利用し「教えてはいけない」
情報の理解を促す。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学)
・「相手を気持ちを考えたコ
ミュニケーション」を心掛けて
いる。
〔評価資料〕
・活動の様子
・作品、提出物

・オリジナル名刺作成 ・シールやイラストで飾り付けをしたオリジナルの
名刺を作成しよう。

留意点
引継ぎ等

メディアの利用、情報モラルについては定着を図りたいため繰り返し学習する。機器の貸し借りや時間内での利用等のマナーも学期を通して指導する。DVD等の視聴
は生徒の状態をみながら適宜、個別で視聴できるよう配慮する。

令和　8年度

単位数
／配当時数

生徒

35 2年　6名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に付
けるとともに、情報社会と人との関わりについて知る。（１段階）
 
(思判表力)　身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用する
力を養う。（１段階）
　
(学･人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。（１段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期



高等部　3年（Ⅱ課程B類型）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

情報科 わたしたちとじょうほう

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技 )
・身近にある情報やメディアの
基本的な特性及び仕組みを知
り、情報と情報技術を活用して
問題を知り、問題を解決する方
法を身に付ける。（高1段階 A
ア（ア））

(知・技)
・メディアリテラシーについて
の理解を深めようとしている。
・iPadの簡単な操作（電源のオ
ンオフ、アプリの操作）をして
いる。
・検索エンジンを使い必要な情
報を検索している。

情報とメディア
・メディアの利用

・iPadの基本的な操作を学ぶ。電源のオンオフ、写
真・動画の撮影方法、各種アプリの操作。
・検索エンジンの利用

6

（思判表力）
・情報に関する身近で基本的な
法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどに
ついて考える。（高1段階 A イ
（イ））

(思･判･表)
・個人情報とは何か理解しよう
としている。

情報モラル
・個人情報1
・ネット依存1

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人のを不快にさせない」
・SNSトラブル事例（動画NHKforschoolより）を視
聴し加害者にならないよう注意する点を学習する。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）むや
みに公開してはならないことを学ぶ。
個人情報カード教材を利用し「教えてはいけない」
情報の理解を促す。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学)
・「相手を気持ちを考えたコ
ミュニケーション」を心掛けて
いる。

〔評価資料〕
・活動の様子

撮った写真を活用しよう
・テーマを決めてカードを作ろ
う

・自分だけのテーマを決めて、自分で撮った写真を
使ったカード作成

7

(知及技 )
・身近なメディアの基本的な特
性とコミュニケーション手段の
基本的な特徴について、その変
遷を踏まえて知る。（高1段階 B
ア（ア））

(知･技）
・情報機器の普及、発達によ
り、表現活動が多様化している
ことを理解しようとしている。

メディアの発達
・手紙と電話
・携帯電話とインターネット

・手紙→電話→携帯電話→メール→SNS等…
　メディアの発達を知る。（動画視聴
NHKforschool）

7

（思判表力）
・身近なメディアとコミュニ
ケーション手段の関係を考え
る。（高1段階 B イ（ア））

(思･判･表)
・携帯電話やタブレット端末の
利用で個人が情報を発信するこ
とが容易になっていることを理
解しようとしている。

誰でも表現者・発信者の時代
・表現活動の多様化
・デジタル機器の普及、発達
・個人情報２
・ネット依存２

・写真撮影、印刷、模造紙にまとめ発表（情報発
信）を行う。
・ネット依存についてカードを使い、ネット依存症
予防をどのように行うかゲームを通して学ぶ。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学）
情報を加工し発信する方法が分
かり、作品を作ることができ
る。

〔評価資料〕
・活動の様子
・作品、提出物

写真加工に挑戦
・クリスマスカードを作ろう

・写真やシールを貼り付け簡単なクリスマスカード
の作成をし、廊下に掲示してみよう。

5

(知及技 )
・身近にある情報やメディアの
基本的な特性及び仕組みを知
り、情報と情報技術を活用して
問題を知り、問題を解決する方
法を身に付ける。（高1段階 A
ア（ア））

(知・技)
・メディアリテラシーについて
の理解を深めようとしている。
・iPadの簡単な操作（電源のオ
ンオフ、アプリの操作）をして
いる。
・検索エンジンを使い必要な情
報を検索している。
※活動の様子で評価。

情報とメディア
・メディアの利用

・iPadの基本的な操作を学ぶ。電源のオンオフ、写
真・動画の撮影方法、各種アプリの操作。
・検索エンジンの利用

4

（思判表力）
・情報に関する身近で基本的な
法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどに
ついて考える。（高1段階 A イ
（イ））

(思･判･表)
・個人情報とは何か理解しよう
としている。

情報モラル
・個人情報3
・ネット依存3

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人を不快にさせない」
・SNSトラブル事例（動画NHKforschoolより）を視
聴し加害者にならないよう注意する点を学習する。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）むや
みに公開してはならないことを学ぶ。
個人情報カード教材を利用し「教えてはいけない」
情報の理解を促す。

（学･人）
・身近にある情報や情報技術を
適切に活用するとともに、情報
社会に参画しようとする態度を
養う。（高1段階）

(主学)
・「相手を気持ちを考えたコ
ミュニケーション」を心掛けて
いる。
〔評価資料〕
・活動の様子
・作品、提出物

・オリジナル名刺作成 ・シールやイラストで飾り付けをしたオリジナルの
名刺を作成しよう。

留意点
引継ぎ等

メディアの利用、情報モラルについては定着を図りたいため繰り返し学習する。機器の貸し借りや時間内での利用等のマナーも学期を通して指導する。DVD等の視聴
は生徒の状態をみながら適宜、個別で視聴できるよう配慮する。

令和　8年度

単位数
／配当時数

生徒

35 3年　8名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に付
けるとともに、情報社会と人との関わりについて知る。（高１段階）
 
(思判表力)　身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用する
力を養う。（高１段階）
　
(学･人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。（高１段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期



高等部　3年（Ⅱ課程A類型）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

情報科 わたしたちとじょうほう

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技) (知・技)

6

・情報に関する身近で基本的
な，法規や制度，情報セキュ
リティの重要性，情報社会に
おける個人の責任及び情報モ
ラルについて知ることができ
る。（高1段階Aア（イ））

・基本的な法規や制度を知る
ことができる。
・情報セキュリティについて
知ることができる。
・情報モラルの学習を行い、
個人の責任について知る。

情報セキュリティに気をつける
・不正アクセスによる問題
・法律の整備（不正アクス禁止
法）
・自分の情報は自分で守る

・動画視聴（文科省　情報モラル⑪パスワードにつ
いて考えよう）情報を発信する責任、情報漏洩によ
る不利益の大きさを知る。基本的な法規や制度を学
び、被害者、加害者にならないよう情報モラルを身
につける。
・情報漏洩、不正アクセスに対する対策を学び、情
報を守る責任について考える。

（思判表力） (思･判･表)

6

・情報に関する身近で基本的
な，法規や制度及びマナーの
意義，情報社会において個人
の果たす役割や責任，情報モ
ラルなどについて考えること
ができる。（高1段階Aイ
（イ））

・SNSトラブル、ネット炎上等
の事例で学び、加害者、被害
者にならないよう注意する点
を理解している。
・個人情報とは何か具体的に
説明できる。

情報モラル
・情報モラルとは
・相手を考えたコミュニケー
ション
・加害者にならないために
・炎上とネットいじめ（誹謗中
傷）
・個人情報
・ネット依存

・情報モラルの基本は「他人に迷惑をかけない」
「他人のを不快にさせない」情報は拡散しやすく蓄
積される（簡単に消すことはできない）。
・SNSトラブル事例（動画）を視聴し加害者にならな
いよう注意する点を学習する。
・個人情報（住所、氏名、電話番号、写真…）個人
を特定できるものすべてが個人情報であることを理
解する。

（学･人） (主学)

・身近にある情報や情報技術
を活用するとともに、情報社
会に関わろうとする態度を養
うことができる。【高１段
階】

・情報セキュリティについて
の理解を深めることができ
る。情報社会において個人の
果たす役割や責任を感じるこ
とができる。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

・夏のポストカード作成 ・「夏」をテーマにしたポストカードを作成しよ
う。出来上がったカードを学校内に掲示し、他の生
徒に意見を聞いてみよう。

(知及技) (知･技）

7

・身近にある情報デザインが
人や社会に果たしている役割
を知ることができる。（高1段
階　Bア（イ））

・身近に利用されている情報
デザインについて学ぶことが
できる。

・ユーザインタフェース
・ユニバーサルデザインの推進

・身近なユニバーサルデザインを再確認（シャン
プー、リンスの容器等）。アートとデザインの違い
に気づき、デザインの目的を理解する。ユニバーサ
ルデザインとは年齢、性別、国籍、などの違い、能
力の有無、障がいの有無などによらず利用できるよ
うに設計されたもの。これからの共生型の社会には
ユニバーサルデザインの考え方は欠かせない視点で
ある。

（思判表力） (思･判･表)

7

・コミュニケーションの目的
に合わせて，必要な情報が伝
わるような情報デザインを考
えることができる。（高1段階
Bイ（イ））

・インターネットを活用し必
要な情報を集め編集、加工し
出力することができる。目的
に応じた表現方法を選択し自
分なりにデザインを模索でき
る。

・クリスマスカード作成 ・テーマを決めて、伝えたいことを整理しよう。出
来上がったカードで意図が伝わるか学校内に掲示
し、他の生徒に意見を聞いてみよう。

（学･人） (主学）

身近にある情報や情報技術を
活用するとともに、情報社会
に関わろうとする態度を養う
ことができる。【高１段階】

・情報デザインについて理解
を深め自分なりの表現方法を
模索することができる。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

(知及技) (知･技）

5

・身近なデータを蓄積，管
理，提供する基本的な方法，
情報通信ネットワークを介し
た情報システムによるサービ
スの提供に関する基本的な仕
組みと特徴について知ること
ができる。（高1段階　Cア
（イ））

・身近な情報システムによる
サービス提供に気づくことが
できる。POSシステムについて
学ぶことができる。

日常の中の情報システム
・電子商取引
・POSシステム
・マーケティング

・電子商取引のルールを確認する。契約とはなに
か。
・電子マネー
・コンビニのカードやアプリとマーケティングの関
係を知る。
※消費者庁の学習動画:デジタル社会の消費生活を視
聴し利便性と危険性を同時に学ぶ。

（思判表力） (思･判･表)

4

・情報システムが提供する
サービスの利用について考え
ることができる。（高1段階
Cイ（イ））

・身近な電子商取引の特徴を
知り、サービスの利用につい
て考えることができる。

・電子商取引
・マーケティング
・ICタグ

・電子マネー
・契約について
※消費者庁の学習動画:デジタル社会の消費生活を視
聴し利便性と危険性を同時に学ぶ。

（学･人） (主学)

・身近にある情報や情報技術を
活用するとともに、情報社会に
関わろうとする態度を養うこと
ができる。【高１段階】

・情報システムの仕組みを理
解し様々なサービスを主体的
に選択し利用できる。

〔評価資料〕
・活動の様子　・タイピング
・作品、提出物

・オリジナル名刺作成
・卒業生へ送るメッセージカー
ド作成

・オリジナルの名刺を作成し、先生や友達、お家の
人に渡して意見を聞いてみよう。
・卒業する3年生にメッセージカード作成しよう。印
刷したカードは3年生が見られるよう廊下に掲示す
る。

留意点

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に
付けるとともに、情報社会と人との関わりについて知る。(高１段階)
 
(思判表力)　身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用
する力を養う。(高１段階)
　
(学･人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。(高１段階)

1

学

期

２

学

期

３

学

期

令和　8年度

単位数
／配当時

数
生徒

35 3学年　35名



担当者 教科書／副教材

職業（農業担当）
「私たちの進路」

「ソーシャルスキル」

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技)
・年間の授業内容を聞き理解し見
通しを持つことができる(高１段階
ア）
(思判表力）
・職業の心得を理解する(高１段階
イ）
（学・人）
・勤労と協働【職業生活高１段階
（ア）】

（知・技）
・職業の目的を理解し、服装を整
えてミーティングに参加すること
ができる。
(思・判・表）
・職業の目標を大きな声で読み合
わせできる。
（主学）
・終わりのミーティングでは、本
日の頑張りを自分の言葉で表現で
きる。

・授業開き

・職業について

・勤労と協働

・一年間の流れを聞き、各自の目標を立て発表を
行う。
・身なりや時間を守ることの大切さ等７つある作
業学習の目標について理解する。
・仕事の意義を理解し作業を通じ協働作業の大切
さを学ぶ。

（知及技）
・季節の野菜や草花を知り栽培を
行う（高１段階）
（思判表力）
・野菜の収穫調整袋詰めを行うこ
とができる（高１段階）
（主・力）
・各行事の意義を理解し学びを取
り入れた栽培を行う（高１段階）

（知・技）
・２学期に栽培する野菜や草花に
ついて教材として触れることがで
きる。
(思・判・表）
・重さや個数など定められた分量
を理解し、授業内容に沿った行動
をとることができる。
（主学）
・行事の目的を理解し、目的達成
に向けて準備を進めることができ
る。

・季節の野菜・草花の栽培

・収穫と調整

・各行事に向けた草花・野
菜栽培

・季節の野菜や草花栽培（播種・鉢上げ・定植・
収穫）
・収穫した野菜を規定量に計量し袋詰めを行う。
・みさき市、卒業式をイメージし野菜や草花の栽
培を行う。

（知及技）
・情報機器の操作を応用すること
ができる。（高１段階Ｂア）
（主・力）
・日頃使用している農機具を丁寧
に洗い手入れを行うことができ
る。（（高１段階）
（思判表力）
・学期を振り返り自己の反省点を
発表する（高１段階）

（知・技）
・タブレットなどの情報機器を用
いて野菜や草花の仲間や栽培方法
について調べることができる。
（主学）
・ハサミやスコップ、ヘラやレー
キなどの道具を安全に使うことが
できる。
(思・判・表）
・自身の感想を自分の言葉で表現
することができる。

・情報機器の活用

・農機具の手入れ

・２学期のまとめ

・栽培する作物について、タブレット端末を用い
て調べることができる。
・ヘラ、スコップ、ハサミ、畝立て機など日頃使
用している道具の洗浄を行う。
・２学期を振り返り自己の反省点を書き皆の前で
発表を行う。

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数

生徒

8/280 １学年6名　2学年8名　3学年8名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）                                                        ( 高１段階)
・草花や野菜の扱い方及び栽培に関わる知識について理解を深めることができる。
・作業の持続性、巧緻性を高めることができる。
(思判表力)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （高１段階）
・作業手順を理解し、必要な用具を適切に使用し、作業に取り組むことができる。
・作業や実習において、自分の成長や課題について改善する意識を養う。
(学･人)                                                         （高１段階）
作業上の安全や作業の効率について考え、社会や他者との協働する意識を育てると共に貢献する喜びを体得する。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

96

112

72

・季節の野菜・草花の栽培

・農機具の安全な取り扱い
について
・情報機器の活用
・1学期のまとめ

（知及技）
・接客やお金の計算など販売学習
に必要な技能を学ぶ（高１段階）
（思判表力）
・次年度栽培する作物の播種・畑
の整備を通して職業として準備す
ることの重要性に気付く。（人間
性）（高１段階）
（主・力）
・情報機器の操作を応用すること
ができる。（高１段階Ｂア）
・学期を振り返り自己の反省点を
発表する（高１段階）

（知・技）
・販売学習の目的を知り、接客マ
ナーを通して、言葉使いや金銭の
計算など社会とのかかわりや自身
の役割について考えることができ
る。
(思・判・表）
・１年間関わった農場を整理し、
次年度に引き継ぐために、見通し
を持って行動することができる。
（主学）
・タブレットなどの情報機器を用
いて野菜や草花の栽培方法につい
て協力して調べ、伝え合うことが
できる。
・自身の感想と卒業や進級など今
後の見通しを自分の言葉で表現す
ることができる。

（知及技)
・季節の野菜や草花を知りその栽
培を行う(高１段階）
(思判表力）
・農機具の危険性を知るとともに
安全な取り扱いについて学ぶ(高１
段階）
（主・力）
・情報機器の操作をすることがで
きる。（高１段階Ｂア）
・学期を振り返り自己の反省点を
発表する（思考・表現）（高１段
階）

（知・技）
・収穫や調整、販売学習などの実
体験を通して野菜や草花を教材と
して学ぶことができる。
(思・判・表）
・ハサミやスコップ、ヘラやレー
キなどの道具を安全に使うことが
できる。
（主学）
・タブレットなどの情報機器を用
いて野菜や草花の栽培方法につい
て調べることができる。
・自身の感想を自分の言葉で表現
することができる。

令和　8年度 高等部　1～3年（Ⅱ課程A類型）職業（　農業班　）普通科　年間指導計画

・季節の野菜や草花栽培（播種・鉢上げ・定植・
収穫）
・農機具の種類を知り、その危険性と安全な使用
方法を学ぶ。
・情報機器の基本的な操作を興味を持って学ぶこ
とができる。
・1学期を振り返り自己の反省点を書き皆の前で発
表を行う。

・販売学習にむけて

・次年度の準備
・情報機器の活用

・１年間のまとめ

・接客用語など言葉使いの練習、金銭の計算など
電卓を使用した計算練習を行う。
・野菜や草花の播種や鉢上げ、耕うんや畝立てな
ど次年度の準備に取り組む。
・タブレット端末を用いて調べたことを相手に伝
えることができる。
・１年間を振り返り自己の反省点を書き皆の前で
発表を行う。



担当者 教科書／副教材

職業（木工担当） 私たちの進路／Ipad（アプリ等）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

16

(知及技)勤労の意義を理解することが
できる。（高１段階職業生活ア(ア)）
（思判表力）意欲や見通しをもって取
り組み、他者や役割について考えるこ
とができる。（高１段階職業生活ア
(イ)）
（学・人）作業や実習に達成感を得
て、主体的に取り組むことができる。
（高１段階）

（知・技）生活等から働く意味や意義
を理解することができる。
（思・判・表）社会の仕組みや他者と
の関わりを考えることができる。
（主学）成功体験から、自分ですすん
で行動ができる。

・仕事とは（生活や社会に
ついて）
・社会の成り立ちやつなが
り

・教科書や動画教材等やワークシートを活用して
職業生活に必要な力について学習する
・職業の心得の理解
・清掃活動
・人との距離感
・余暇活動
・面接や履歴書について

72

(知及技)木工具の名称や使用方法を理
解することができる。（高１段階職業
生活イ(ｱ)㋐）
(思判表力)工具を正しく使用し安全に
作業に取り組むことができる。（高１
段階職業生活イ(ｲ)㋑）
(学・人)工具類の使用について技術の
向上を図ることができる。（高1段階）

（知・技）基本的な工具の名称と、使
用手順を理解することができる。
（思・判・表）工具・機械の扱い方や
危険度を理解し使用することができ
る。
（主学）正しい使用方法や材料の仕上
がりを意識して取り組むことができ
る。

・製品製作
・販売学習

・工具類の名称や使用方法を正しく理解し取り扱
うことができる
・さしがね、のこぎり等の手動工具や、インパク
トドライバーや糸鋸等の電動工具を使用して、木
材の加工や製品の組立を行う
・ベンチ、スマホホルダー、小物等の製作

8

(知及技)情報セキュリティ及び情報モ
ラルについて知ることができる。（高
１段階情報機器の活用ア）
(思判表力)特性や性能を知り、操作を
行うことができる。（高１段階情報機
器の活用ア）
(学・人)意欲的に情報機器を活用する
ことができる。（高1段階）

（知・技）情報に関することについ
て、利便性や危険性を知ることができ
る。
（思・判・表）情報機器の使い方を知
り、目的に合った使用ができる。
（主学）学習活動の中でも積極的に活
用することができる。

・スマホやiPad等の使用に
ついて
・情報モラル

・iPadを使用して製品を検索したり、作業の様子
をまとめる
・余暇活動等でのスマホ使用の注意点

18

(知及技)iPad等のアプリについて知る
ことができる。（高１段階情報機器の
活用ア）
(思判表力)特性や性能を知り、操作を
行うことができる。（高１段階情報機
器の活用ア）
(学・人)意欲的に情報機器を活用する
ことができる。（高1段階）

（知・技）アプリの特性や操作を知る
ことができる。
（思・判・表）情報機器やアプリの使
い方を知り、目的に合った使用ができ
る。
（主学）学習活動の中でも積極的に活
用することができる。

・製品のデザインや管理 ・iPadを活用して製品開発やデザインを考える
・ICT機器を活用して作業の様子を記録したり発表
を行う
・木工班の紹介用に動画やポスターの作成

94

(知及技)作業の確実性や持続性、巧緻
性について理解することができる。
（高１段階職業生活イ(ｱ)㋔）
(思判表力)作業場の安全や衛生及び作
業の効率について考え改善を図ること
ができる。（高１段階職業生活イ(ｲ)
㋒）
(学・人)作業効率を考え取り組むこと
ができる。（高1段階）

（知・技）作業の確実性等と、製品や
材料価格との関係を理解することがで
きる。
（思・判・表）効率化を意識して取り
組むことができる。
（主学）効率化を目指して工夫するこ
とができる。

・製品製作（効率化と協
働）
・職場の仕組みや環境

・作業に応じて必要な工具類を準備する。
・製品製作の工程分担を理解し、効率化を意識し
ながら作業に取り組む
・協力して製品を組み立てる
・仕事の態度や姿勢について考える

64

(知及技)社会の仕組み等について理解
することができる。（高１段階職業生
活ｲ(ｱ)ｲ）
（思判表力）接客など販売等に関わる
技術について考えることができる。
（高１段階職業生活ｲ(ｲ)㋑）
（学・人）接客方法等についての知識
を実践することができる。（高１段
階）

（知・技）販売や給料を理解すること
ができる。
（思・判・表）場に応じた言葉遣いや
態度を考えることができる。
（主学）お客を相手に丁寧な言葉遣い
等で対応することができる。

・販売学習
・余暇活動

・販売会場のレイアウト計画、設営
・接客態度の学習、練習
・製品の販売
・技能検定の練習等
・仕事と給料についての学習と余暇活動

8

(知及技)成果や他者との関わりについ
て理解を深めることができる。（高１
段階職業生活ア(ｲ)）
（思判表力）成長や課題についてまと
め、発表することができる。（高１段
階職業生活ｲ(ｲ)ｱ）
（学・人）将来の自分を前向きな態度
や考えで捉えることができる。（高１
段階）

（知・技）成果等についての要因を考
えることができる。
（思・判・表）自分の考えをまとめ、
発表することができる。
（主学）具体的に将来をイメージし、
目的意識をもつことができる。

・年間のまとめ（課題解
決）

・製品の反省と改善
・1年間の成長と反省、改善
・発表

令和8年度 高等部　１～３年（Ⅱ課程・A類型）　職業（木工）科　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

8/280 1学年 8名　2学年 10名　3学年 7名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業生活に必要な知識及び技能を身に付ける。(高1段階)
　
(思判表力）将来の職業生活における自己の目標や課題と向き合い、自ら工夫し改善する力を養う。（高１段階）
　
(学･人)将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて主体的実践的な態度を養う。(高1段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

職業（窯業担当）
「ひとりだちするための進路学習」

「くらしに役立つソーシャルスキル」

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

令和８年度　高等部　１・３年（　Ⅱ課程  Ａ類型　）職業(窯業班)　年間指導計画

単位数／
配当時数 児童生徒

8/280 １年生７名  ３年生９名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
陶土や釉薬の扱い方および陶器づくりに関る知識について理解を深めることができる。(高１段階)
作業の確実性や持続性、巧緻性を高め、状況に応じた作業をすることができる。(高１段階)
(思判表力)
作業手順を理解し、安全かつ効率よく作業ができるよう工夫して取り組むことができる。（高１段階）
将来の職業生活を見据え、自らの成長や課題について評価･改善する意識を養うことができる。（高１段階）
自ら体調を管理することができる。（高１段階）
(学･人)
他者と協働して効率よく作業をし、必要に応じて相談したり、助言を得たりして課題を解決することができる。（高１段階）
自らの働きかけにより地域社会に貢献できる喜びを体得し、働くことへの意欲を持つことができる。（高１段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期

96

112

72

（知及技）（思判表力）
接客の仕方が理解でき、実践でき
る。（高１段階）
お金の計算ができる。（高１段
階）
行事の意義を理解し、習得した知
識や技能を活用して、相手が喜ぶ
陶製品をつくることができる。
（高１段階）

学年を振り返り自己の反省点を発
表することができる。（高１段
階）

（学･人）（知及技）
日頃使用している用具の手入れ、
作業場の整理整頓、清掃を行うこ
とができる。（人間性）（高１段
階）

（知・技）（思・判・表）
接客ができる。やろうとしてい
る。
お金の計算ができる。やろうとし
ている。
陶製品づくりに真摯に取り組め
る。取り組もうとしている。
学年を振り返り、発表することが
できる。やろうとしている。

(主学)
業務日誌が適正に記入されてい
る。
後片付け、手入れ、整理整頓がで
きている、やろうとしている。

接客用語の練習、電卓やレ
ジスターを使用した計算練
習

陶製品作り

用具の手入れ

３学期のまとめ

１年間のまとめ

接客やお金の計算など販売学習に必要な技能を学
ぶ

習得した知識や技能を活用し、行事の意義を理解
し、相手が喜ぶ陶製品を作る。
日頃使用している用具の手入れ。
作業場の整理整頓。
清掃活動。

３学期を振り返り自己の反省点を発表する。

１年間の学習を振り返る。

(知及技）(思判表力)
粘土の特性を理解し、粘土の再生
方法がわかる。（高１段階）
皿などの成型工程を知り、手順を
確認しながら作業を進めることが
できる。（高１段階）
使用する機械の危険性を知るとと
もに安全な取り扱いについて学
ぶ。（高１段階）

(思判表力)(学･人)
年間の授業内容を聞き理解し見通
しを持つことができる。（高１段
階）
学期を振り返り自己の反省点を発
表することができる。（高１段
階）

(思判表力)(学･人)
働くために必要なこと、職業の心
得を理解することができる。（高
１段階）
仕事の意義を理解し皆と協力して
作業を行うことの大切さを知る。
（人間性）（高１段階）

(知・技）
土砕きを適正に行えている。
泥水を適正に作れている。
篩作業が適正に行えている。
脱水作業が適正に行えている。
土練りが適正に行えている。
成型が適正に行えている。
乾燥作業が適正に行えている。
機械を安全に扱えている。

(思･判･表)
次に行うことが何なのか理解でき
ている。
わからないことをわからないまま
にぜず尋ねている、尋ねようとし
ている。
物怖じせずに発表できている、し
ようとしている。

(主学)
業務日誌が適正に記入されてい
る。

粘土作り

陶器作り（皿、小鉢、箸置
きなど）

機械の安全な取り扱いにつ
いて

授業開き

職業について

勤労と協働

１年間の流れを聞き、各自
の目標を立て発表を行う。

１学期のまとめ

粘土の再生作業、陶器の成型作業
（すいひ作業・土練り・成型・焼成）

タタラ機や土錬機、機械ろくろなど機械の種類と
使用方法を知り、実際に使用してその危険性と安
全な使用方法を学ぶ。

１年間の流れを聞き、各自の目標を立て発表を行
う。

身なりを整えることや時間を守ることの大切さな
ど、７つある職業の目標を知り理解する。

仕事の意義を理解し、作業を通じて協働作業の大
切さを学ぶ。

１学期を振り返り、自己の反省点を抽出して皆の
前で発表を行う。

（知及技）（思判表力）
さまざまな陶器の陶製方法を知
り、手順に沿って作業を行うこと
ができる。（高１段階）
釉薬について理解し、丁寧に作業
を進めることができる。（高１段
階）

（思判表力）（知及技）
受注した商品の納期を考えつつ完
成度の高い陶製品をつくることが
できる。（高１段階）
（思判表力）
客が購入したいと思う商品を考え
ることができる。（高１段階）

学期を振り返り自己の反省点を発
表することができる。（高１段
階）

（学･人）（知及技）
日頃使用している道具や機械類の
手入れを行い整理整頓することが
できる。（高１段階）

（知・技）
成型が適正に行えている。
乾燥作業が適正に行えている。
丁寧に作業できている。
完成度を上げている、上げようと
している。

（思・判・表）
納期の把握ができている。
マーケティング活動が適正に行え
ている。

(主学)
業務日誌が適正に記入されてい
る。
後片付け、手入れ、整理整頓がで
きている、やろうとしている。

粘土作り

陶器作り（皿、シーサー、
マグカップなど）

陶器作り（注文商品、コラ
ボ商品）

行事に向けた陶器作り

用具の手入れ

２学期のまとめ

粘土の再生作業、陶器の成型作業
（すいひ作業・土練り・成型・釉薬かけ、焼成）

商品づくり（各種コラボ商品、注文商品）

陶製品づくり（みさき市や学習発表会の販売学習
に向けた陶製品作り）

日頃使用している道具の手入れなどを行う。

２学期を振り返り、自己の反省点を抽出して皆の
前で発表を行う。



留意点
引継ぎ等

３
学
期

72

（知及技）（思判表力）
接客の仕方が理解でき、実践でき
る。（高１段階）
お金の計算ができる。（高１段
階）
行事の意義を理解し、習得した知
識や技能を活用して、相手が喜ぶ
陶製品をつくることができる。
（高１段階）

学年を振り返り自己の反省点を発
表することができる。（高１段
階）

（学･人）（知及技）
日頃使用している用具の手入れ、
作業場の整理整頓、清掃を行うこ
とができる。（人間性）（高１段
階）

（知・技）（思・判・表）
接客ができる。やろうとしてい
る。
お金の計算ができる。やろうとし
ている。
陶製品づくりに真摯に取り組め
る。取り組もうとしている。
学年を振り返り、発表することが
できる。やろうとしている。

(主学)
業務日誌が適正に記入されてい
る。
後片付け、手入れ、整理整頓がで
きている、やろうとしている。

接客用語の練習、電卓やレ
ジスターを使用した計算練
習

陶製品作り

用具の手入れ

３学期のまとめ

１年間のまとめ

接客やお金の計算など販売学習に必要な技能を学
ぶ

習得した知識や技能を活用し、行事の意義を理解
し、相手が喜ぶ陶製品を作る。
日頃使用している用具の手入れ。
作業場の整理整頓。
清掃活動。

３学期を振り返り自己の反省点を発表する。

１年間の学習を振り返る。



担当者 教科書／副教材

職業（家庭班担当）
「ひとりだちするための進路学習」
「くらしに役立つソーシャルスキル」

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

24

(知及技）勤労の意義を理解するこ
とができる。（高1段階：職業生活
ア（ア））
(思判表力）職業生活に必要な健康
管理について考える事ができる。
（高1段階：職業生活イ（イ）㋓）
(学･人)作業や実習などに達成感を
得ることができる。（高1段階：職
業生活ア（ウ））

(知・技）先輩や周りの大人が社会
の中ではたらく様子を知ることが
できる。
　
(思･判･表)職業生活に必要な健康
管理について考え発表することが
できる。
　
(主学)振り返りのなかで、目標の
達成度を教師と一緒に確認するこ
とができる。

・職業生活に必要な力 ○教科書やワークシートを活用し
て、職業生活に必要な力について
考え、はたらく意義や将来の目標
を考える。
・職業の心得の理解
・清掃活動
・余暇活動

72

(知及技）実習で使用する道具の特
性や扱い方を理解し、作業課題に
応じて正しく使うことができる。
（高1段階：職業生活イ（ア）㋓）
(思判表力)作業における役割を踏
まえて、自分の成長や課題につい
て考え、表現することができる。
（高1段階：職業生活イ（イ）㋐）
(学･人)活動に見通しを持ち、自ら
準備や片付けに取り組む意欲を持
つ。（高1段階：職業生活ア
（ウ））

(知・技）裁縫道具の名称を理解
し、使用方法を守って使用するこ
とができる。
　
(思･判･表)作業を振り返り、自分
の成長や課題について考えて発表
することができる。
　
(主学)活動に見通しを持ち、自分
から準備や片付けに取り組もうと
する。

・布製品作り
・販売学習

○裁縫道具の名称や使用方法を理
解し、取り扱うことができる。
○スウェーデン刺繍や、布製品作
りに取り組み、基礎縫い、刺繍、
型取り、裁断、しつけ縫い、ミシ
ン縫い、アイロン等、基礎的な力
を身につける。
○１学期の振り返り

80

(知及技）作業の持続性、巧緻性を
高め、状況に応じて作業すること
ができる。（高1段階：職業生活イ
（ア）㋓）
(思判表力)作業上の安全や衛生及
び作業の効率について考え、改善
を図ることができる。（高1段階：
職業生活イ（イ）㋒）
(学･人)作業の目標を達成すること
で達成感を得ることができる。
目標達成に向けて自ら活動に取り
組むことができる。（高1段階：職
業生活ア（ウ））

(知・技）集中して作業したり、丁
寧に作品を仕上げることができ
る。
　
(思･判･表)危険な場所や状況に注
意を払いながら作業を行う事がで
きる。機械の故障や不衛生な状況
に気付いたら知らせたり、適切な
行動を取ったりすることができ
る。
　
(主学)目標達成に向けて活動に自
ら取り組もうとする。

・布製品作り
・お菓子の調理
・喫茶に関する接客

・基礎縫い、刺繍、型取り、裁
断、ミシン縫い、アイロン等を用
いた布製品作り
・オーブンを用いた焼き菓子作り
・喫茶に関する接客について
・衛生管理の必要性、清潔を保つ
方法について
・学習の振り返り

28

（知及技）職業など卒業後の進路
に必要となることについて理解す
る。（高1段階：産業現場等におけ
る実習ア）
(思判表力）実習での成果と課題や
解決策を考えて発表することがで
きる。（高1段階：産業現場等にお
ける実習イ）
(思判表力）職業生活に必要な余暇
の過ごし方について考える事がで
きる。（高1段階：職業生活イ
（イ）㋓）
（学・人）よりよい将来の職業生
活の実現に向けて生活を工夫しよ
うとする。

(知・技）職業現場で必要となるこ
とについて理解することができ
る。
　
(思･判･表)実習の振り返りを行
い、成果や次の実習での目標を立
て発表することができる。
　
(主学)卒業後の余暇の過ごし方に
関心を持つ事ができる。

・職業生活に必要な力 ・就労の場における挨拶、報告、
連絡、相談の仕方について。
・就労の場で必要な決まりの遵
守、責任、協力、健康管理、安
全、衛生について。
・実習の振り返りと発表
・卒業後の余暇の過ごし方

令和８年度 高等部　１・３年（　Ⅱ課程  A類型　）職業（家庭班）　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

８／280
１学年　７人

３学年　１０人

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業生活に必要な基礎的な知識及び技能を身に付け、作業内容や役割を理解しながら、責任を
もって取り組む力を育てる（高1段階）
 
(思判表力)将来の職業生活における自己の目標や課題に向き合い、作業活動や人との関わりの中で、自
ら工夫し改善しながらよりよく取り組む力を養う。（高1段階）

(学･人)よりよい職業生活や社会参加の実現に向けて、仲間と協力しながら主体的に作業や活動に取り組
み、働くことへの意欲や態度を育てる。（高1段階）

1
学
期

２
学
期



4

(知及技）表現、記録、計算、通信
等に係るコンピュータ等の情報機
器について、その特性や機能を知
り、操作の仕方が分かり、扱う事
ができる。（高1段階：情報機器の
活用ア）
(思判表力）コンピュータ等の情報
機器を使い、収集した情報をまと
め、考えたことを発表することが
できる。（高1段階：情報機器の活
用イ）
(学･人)必要なことが相手に伝わる
ように工夫することができる。

(知・技）iPad等を用いて作品の紹
介ポスターを作ることができる。
(思･判･表)作成したポスターを用
いて作品を紹介をすることができ
る。
(主学)作品の良さが相手に伝わる
ように文字や写真を工夫しようと
する。

・販売会に向けた取り組み
・販売会のポスターやメ
ニュー表を作ってみよう

・iPad等を用いてポスターやメ
ニュー表を作成

３
学
期

72

(知及技）職業生活に必要とされる
実践的な知識及び技能を身につけ
ることができる。（高1段階：職業
生活イ（ア）㋐）
(思判表力)意欲や見通しを持って
取り組み、その成果や自分と他者
との役割及び他者との協力につい
て考え表現することができる。
（高１段階：勤労の意義）
(学･人)販売会準備に主体的に取り
組み、工夫しようとする。

(知・技）接客で必要な言葉使いを
知り、練習することができる。
　
(思･判･表)販売の時の役割を知
り、自分と他者との役割について
考え、協力できることを発表する
ことができる。
　
(主学)販売会の準備に主体的に取
り組み、自分なりに工夫しようと
している。

・販売会に向けた取り組み
・販売学習

・接客練習
・ラッピングの仕方
・買い物学習
・１年間の学習のまとめ

留意点
引継ぎ等

評価資料：学習の様子、自己評価シート、作品

２
学
期



担当者 教科書／副教材

職業
（トータルサービス班）

担当

実生活に役立つ特別支援教育
「ひとりだちするための進路学習」

～あしたへのステップ～

学
期

時
数 単元・題材の目標

単元・題材の評価規
準

単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

96

(知及技）
・働く意義や目的を考え、職業の心
得や働くうえでの決まりを理解す
る。【高1Aア(ア)】
(知及技）
・作業の内容や作業手順を理解し、
仲間と協力して取り組むことができ
る。【高1Aア(イ)】
(知及技）
・作業に必要な道具を大切にかつ安
全に扱うことができる。【高1Aイ
(ア)㋓】
（知及技）
・情報モラルについて理解し情報機
器を扱うことができる【高1Bア】

(学・人)
・作業内容に見通しと目標を持ち、
自己評価することができる。【高１
Aア(ウ)】
(思判表力)
・校内・現場実習での成果と課題を
考えることができる。【高1Cイ】
(思判表力)
・学期を振り返り自己の改善点を発
表する【高1Aイ(イ)㋐）】

(知・技）
・職業の心得を唱和し内容を理
解することができる。

(知・技）
・作業に意欲を示し、他者と協
力して作業に取り組むことがで
きる。

(知・技）
・道具の名称と使用法がわかり
大切に取り扱うことができる。
(知・技）
・ワークシートを用いて情報モ
ラルを理解しているか確認す
る。

(主学)
・iPadを活用し、作業や授業内
容を振り返り、反省や自己評価
を行い感想を発表する。

(思・判・表)
・校内・現場実習内容や成果を
振り返り、ワークシートにまと
めることができる。
(思・判・表)
・1学期を振り返り、成果と次学
期への課題を見つけることがで
きる。

・職業について

・施設清掃、校内外の清掃活
動、洗車、丁合作業

・作業に必要な道具の安全な
取り扱いについて

・情報機器の活用

・技能検定に向けて（校内）

・毎時間の作業の振り返りと
自己評価

・校内・現場実習に関するこ
と

・1学期のまとめ

(知及技）
・働くことの目的、意義を考え「職業の心得」を
確認し、身なりや時間を守ること場に応じた言葉
使いなど社会人のとしての基礎を理解し身につけ
る。
(知及技）
洗車作業（車体洗浄・ワックスがけ・車内の拭き
上げ掃除機かけ・窓拭き上げ）、清掃活動（室内
清掃、トイレ清掃、地域の清掃活動）、丁合作業
(知及技）
・作業道具の名前（自在ほうき、ぞうきん、スク
イザー、掃除機、ホース、ブロアー）を知り安全
に気をつけながら安全に使うことができる。

（知及技）
iPadの基本的な操作を身につけるとともに、情報
モラルについて学ぶ。

(主・学)
・iPadを活用し改善点、自己評価を記入する。

(思判表力)
・実習での取り組みを振り返りと課題を考えて発
表することができる。

(思判表力)
・1学期の振り返りを行うことで次への目標と見通
しをもつ。

2
学
期

112

(知及技）
・働く意義や目的を考え、職業の心
得や働くうえでの決まりを理解す
る。【高1Aア(ア)】
(知及技）
・作業の内容や作業手順を理解し、
仲間と協力して取り組むことができ
る。【高1Aア(イ)】
・作業に必要な道具を大切にかつ安
全に扱うことができる。【高1Aイ
(ア)㋓】
（知及技）
・情報機器を用いて体験したことを
他者に伝えることができる。【高1B
イ】
（知及技）
・技能検定（ビルメンテナンス）へ
の取り組みを通して働く上での基本
的マナーとチャレンジする心を養
う。【高1Aイ（ア）ア】
(学・人)
・作業内容に見通しと目標を持ち、
自己評価することができる。【高１A
ア(ウ)】
(思判表力)
・校内・現場実習での成果と課題を
考えることができる。【高1Cイ】
(思判表力)
・学期を振り返り自己の改善点を発
表する【高1Aイ(イ)㋐）】

（知・技）
・職業の心得を唱和し内容を理
解することができる。
（知・技）
・作業に意欲を示し、他者と協
力して作業に取り組むことがで
きる。
（知・技）
・道具の名称と使用法がわかり
大切に取り扱うことができる。
（知・技）
・情報機器を用いて実習の成果
をポスターにまとめることがで
きる。
（知・技）
・技能検定（ビルメンテナン
ス）の練習に取り組むことがで
きる。
(主学)
・iPadを活用し、作業や授業内
容を振り返り、反省や自己評価
を行い感想を発表する。
(思・判・表)
・校内・現場実習内容や成果を
振り返り、ワークシートにまと
めることができる。
(思・判・表)
・２学期を振り返り、成果と次
学期への課題を見つけることが
できる

・職業について

・施設清掃、校内外の清掃活
動、洗車、丁合作業

・作業に必要な道具の安全な
取り扱いについて

・情報機器の活用

　
・技能検定への取り組み

・毎時間の作業の振り返りと
自己評価

・校内・現場実習に関するこ
と

・２学期のまとめ

(知及技）
・働くことの目的、意義を考え「職業の心得」を
確認し、身なりや時間を守ること場に応じた言葉
使いなど社会人のとしての基礎を理解し身につけ
る。
(知及技）
洗車作業（車体洗浄・ワックスがけ・車内の拭き
上げ掃除機かけ・窓拭き上げ、清掃活動（室内清
掃、トイレ清掃、地域の清掃活動）、丁合作業
(知及技）
・作業道具の名前（自在ほうき、ぞうきん、スク
イザー、掃除機、ホース、ブロアー）を知り安全
に気をつけながら安全に使うことができる。
（知及技）
・実習の様子の画像を取り込み、文章を添えてポ
スターを作成する。
(主・学)
・技能検定（ビルメンテナンス）の乾式モップ、
モップ、机ふきの基本的な動作を確認する。

・iPadを活用し改善点、自己評価を記入する。

(思判表力)
・実習での取り組みを振り返りと課題を考えて発
表することができる。
(思判表力)
・２学期の振り返りを行うことで次への目標と見
通しをもつ。

令和８年度 高等部　２年（職業　トータルサービス班　）普通科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

8/280 ２学年　１０名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
将来の職業生活に係る実践的な技能を身に付けるようにすること。（高1段階）
(思判表力)
将来の職業生活を見据え、自己の目標や課題を見いだし、工夫改善する力を養う。(高1段階)
(学･人)
よりよい社会生活を送るために協同する意識を高め、社会や他者のために貢献する喜びを体得すること。（高１段階）



３
学
期

72

(知及技）
・働く意義や目的を考え、職業の心
得や働くうえでの決まりを理解す
る。【高1Aア(ア)】
(知及技）
・作業の内容や作業手順を理解し、
仲間と協力して取り組むことができ
る。【高1Aア(イ)】
・作業に必要な道具を大切にかつ安
全に扱うことができる。【高1Aイ
(ア)㋓】
（知及技）
・情報機器を用いて体験したことを
他者に伝えることができる。【高1B
イ】
（知及技）
・技能検定（ビルメンテナンス）へ
の取り組みを通して働く上での基本
的マナーとチャレンジする心を養
う。【Aイ（ア）ア】
(学・人)
・作業内容に見通しと目標を持ち、
自己評価することができる。【高１A
ア(ウ)】
(思判表力)
・校内・現場実習での成果と課題を
考えることができる。【高1Cイ】
(思判表力)
・学期を振り返り自己の改善点を発
表する【高1Aイ(イ)㋐）】

(知・技）
・職業の心得を唱和し内容を理
解することができる。
（知・技）
・作業に意欲を示し、他者と協
力して作業に取り組むことがで
きる。
（知・技）
・道具の名称と使用法がわかり
大切に取り扱うことができる。

（知・技）
・情報機器を用いて実習の成果
をポスターにまとめることがで
きる
（知・技）
・技能検定（ビルメンテナン
ス）の練習に取り組むことがで
きる。

(主学)
・iPadを活用し、作業や授業内
容を振り返り、反省や自己評価
を行い感想を発表する。

・校内・現場実習内容や成果を
振り返り、ワークシートにまと
めることができる。
・１年を振り返り、成長と課題
点を確認する。

・職業について

・施設清掃、校内外の清掃活
動、洗車、丁合作業

・作業に必要な道具の安全な
取り扱いについて

・情報機器の活用

　

・技能検定への取り組み

・毎時間の作業の振り返りと
自己評価

・校内・現場実習に関するこ
と

・３学期のまとめ

(知及技）
・働くことの目的、意義を考え「職業の心得」を
確認し、身なりや時間を守ること場に応じた言葉
使いなど社会人のとしての基礎を理解し身につけ
る。
(知及技）
洗車作業（車体洗浄・ワックスがけ・車内の拭き
上げ掃除機かけ・窓拭き上げ）、清掃活動（室内
清掃、トイレ清掃、地域の清掃活動）、丁合作業
(知及技）
・作業道具の名前（自在ほうき、ぞうきん、スク
イザー、掃除機、ホース、ブロアー）を知り安全
に気をつけながら安全に使うことができる。
（知及技）
・実習の様子の画像を取り込み、文章を添えてポ
スターを作成する。
(主・学)
・技能検定（ビルメンテナンス）の乾式モップ、
モップ、机ふきの正確性を高める。

・iPadを活用し改善点、自己評価を記入する。

(思判表力)
・実習での取り組みを振り返りと課題を考えて発
表することができる。
(思判表力)
・３学期の振り返りを行うことで次への目標と見
通しをもつ。

留意点
引継ぎ等



担当者 教科書／副教材

職業（チャレンジ担当）
夢を育む技術・職業 ～未来に向かって～

編著 全国特別支援教育
　　　　　　　・知的障害児教育研究会

学
期

時
数 単元・題材の目標

単元・題材の評価規
準

単元・題材名 単元・題材の活動内容

・開始のミーティングで作業の心得の読み合わせ
や、具体例での本時の説明を行う。

・コンピュータやタブレット等を実際に使用し検
索や学習のまとめ、発表などを行う。

・季節の野菜の栽培。紙、布、粘土、アイロン
ビーズ等を使った小物作り。使用した場所の清掃
や道具の片付け、汚れた衣類の洗濯や乾燥、片付
けを行う。
・アイロンビーズ作品等の小物作りを通して、作
業の持続性、巧緻性を養う。
・外部施設依頼製品作り(新聞紙パック・ちり紙)
・フローリングワイパー活用
・校舎の外周道路や運動場での散策や軽い運動。
ルールを簡単にした集団で行うゲームを行う。

・学習発表会に向けた製品作り

(知・技）
・働くことの目的などを理解す
ることができている。
・作業課題が分かり、使用する
道具や機械等の扱い方を理解す
ることができている。
・作業の確実性や持続性、巧緻
性を身に付けることができてい
る。

・iPad等の情報機器の基礎的な
操作の仕方を知り、扱いに慣れ
ることができている。

(思･判･表)
・意欲や見通しを持って取り組
み、自他と他者との関係や役割
について考えることができてい
る。

・作業場の安全や衛生及び作業
の効率について考えて、工夫す
ることができている。
・職業生活に必要な健康管理に
ついて考えることができてい
る。

・iPad等の情報機器を扱い、体
験したことや自分の考えを表現
することができている。

(主学)
・作業や実習等に達成感を得

・勤労の意義

・情報機器の活用

・作業内容
　ミーティング
　野菜の栽培
　小物作り(紙、布、粘土、アイロ
ンビーズ等）

　受注製品作り(新聞紙・ちり紙)
　洗濯や清掃
・余暇活動での体力の向上
　集団でのゲーム
　校舎内外の散策

・開始のミーティングで作業の心得の読み合わせ
や、具体例での本時の説明を行う。

・コンピュータやタブレット等を実際に使用し検
索や情報収集を行う。

・季節の野菜の栽培。紙、布、粘土、ビーズ等を
使った小物作り。使用した場所の清掃や道具の片
付け、汚れた衣類の洗濯や乾燥、片付け等を行
う。
・アイロンビーズ作品等の小物作りを通して、作
業の持続性、巧緻性を養う。
・外部施設依頼製品作り(新聞紙パック・ちり紙)
・フローリングワイパー活用
・校舎の外周道路や運動場での散策や軽い運動。
ルールを簡単にした集団で行うゲームを行う。

令和８年度 高等部　１～３年（　Ⅱ課程  B類型 ）　職業（チャレンジ班）　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

6/210 高等部１～3年（ ２７名）

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な知識及び技能を体験し、身に付けることができる(高1段階)

(思判表力)意欲や見通しを持って取り組み、その成果や自分と他者との役割及び他者との協力について考え、表現するこ
とができる。(高1段階)
　
(学･人)作業や実習における役割を踏まえて、自分の成長や課題について考えることができる。(高1段階)

1
学
期

(知及技）
・働くことの目的などを理解する
ことができる。(中2段階Aア(ア))
・作業課題が分かり、使用する道
具や機械等の扱い方を理解するこ
とができる。(中2段階Aイ(エ))
・作業の確実性や持続性、巧緻性
を身に付けることができる。(中2
段階Aイ(オ))
・iPad等の情報機器の基礎的な操
作の仕方を知り、扱いに慣れるこ
とができる。(中2段階Bア)

(思判表力)
・意欲や見通しを持って取り組
み、自他と他者との関係や役割に
ついて考えることができる。(中2
段階Aア(イ))
・作業場の安全や衛生及び作業の
効率について考えて、工夫するこ
とができる。(中2段階Aイ(イ))
・職業生活に必要な健康管理につ
いて考えることができる。(中2段
階Aイ(ウ))
・iPad等の情報機器を扱い、体験
したことや自分の考えを表現する
ことができる。(中2段階Bイ)

(学･人)
・作業や実習等に達成感を得て、
進んで取り組むことができる。

72

２
学
期

84

(知及技）
・働くことの目的などを理解する
ことができる。(中2段階Aア(ア))
・作業課題が分かり、使用する道
具や機械等の扱い方を理解するこ
とができる。(中2段階Aイ(エ))
・作業の確実性や持続性、巧緻性
を身に付けることができる。(中2
段階Aイ(オ))
・iPad等の情報機器の基礎的な操
作の仕方を知り、扱いに慣れるこ
とができる。(中2段階Bア)

(思判表力)
・意欲や見通しを持って取り組
み、自他と他者との関係や役割に
ついて考えることができる。(中2
段階Aア(イ))
・作業場の安全や衛生及び作業の
効率について考えて、工夫するこ
とができる。(中2段階Aイ(イ))
                          ・職
業生活に必要な健康管理について
考えることができる。(中2段階A
イ(ウ))
・iPad等の情報機器を扱い、体験
したことや自分の考えを表現する
ことができる。(中2段階Bイ)

(学･人)
・作業や実習等に達成感を得て、
進んで取り組むことができる。

(知・技）
・働くことの目的などを理解す
ることができている。
・作業課題が分かり、使用する
道具や機械等の扱い方を理解す
ることができている。
・作業の確実性や持続性、巧緻
性を身に付けることができてい
る。

・iPad等の情報機器の基礎的な
操作の仕方を知り、扱いに慣れ
ることができている。

(思･判･表)
・意欲や見通しを持って取り組
み、自他と他者との関係や役割
について考えることができてい
る。
・作業場の安全や衛生及び作業
の効率について考えて、工夫す
ることができている。
・職業生活に必要な健康管理に
ついて考えることができてい
る。

・iPad等の情報機器を扱い、体
験したことや自分の考えを表現
することができている。

(主学)
・作業や実習等に達成感を得
て、進んで取り組むことができ
ている。

・勤労の意義

・情報機器の活用

・作業内容
　ミーティング
　野菜の栽培
　小物作り(紙、布、粘土、アイロ
ンビーズ等）

　受注製品作り(新聞紙・ちり紙)
　洗濯や清掃

・余暇活動での体力の向上
　集団でのゲーム
　校舎内外の散策



学
期

時
数 単元・題材の目標

単元・題材の評価規
準

単元・題材名 単元・題材の活動内容

・開始のミーティングで作業の心得の読み合わせ
や、具体例での本時の説明を行う。

・コンピュータやタブレット等を実際に使用し検
索や学習のまとめ、発表などを行う。

・季節の野菜の栽培。紙や布などを使った小物作
り。使用した場所の清掃や道具の片付け、汚れた
衣類の洗濯や乾燥、片付けを行う。
・アイロンビーズ作品等の小物作りを通して、作
業の持続性、巧緻性を養う。
・外部施設依頼製品作り(新聞紙パック・ちり紙)
・フローリングワイパー活用
・校舎の外周道路や運動場での散策や軽い運動。
ルールを簡単にした集団で行うゲームを行う。

・販売会に向けた製品作り
54

(知及技）
・働くことの目的などを理解する
ことができる。(中2段階Aア(ア))
・作業課題が分かり、使用する道
具や機械等の扱い方を理解するこ
とができる。(中2段階Aイ(エ))
・作業の確実性や持続性、巧緻性
を身に付けることができる。(中2
段階Aイ(オ))
・iPad等の情報機器の基礎的な操
作の仕方を知り、扱いに慣れるこ
とができる。(中2段階Bア)

(思判表力)
・意欲や見通しを持って取り組
み、自他と他者との関係や役割に
ついて考えることができる。(中2
段階Aア(イ))
・作業場の安全や衛生及び作業の
効率について考えて、工夫するこ
とができる。(中2段階Aイ(イ))
・職業生活に必要な健康管理につ
いて考えることができる。(中2段
階Aイ(ウ))
・iPad等の情報機器を扱い、体験
したことや自分の考えを表現する
ことができる。(中2段階Bイ)

(学･人)
・作業や実習等に達成感を得て、
進んで取り組むことができる。

(知・技）
・働くことの目的などを理解す
ることができている。
・作業課題が分かり、使用する
道具や機械等の扱い方を理解す
ることができている。
・作業の確実性や持続性、巧緻
性を身に付けることができてい
る。

・iPad等の情報機器の基礎的な
操作の仕方を知り、扱いに慣れ
ることができている。

(思･判･表)
・意欲や見通しを持って取り組
み、自他と他者との関係や役割
について考えることができてい
る。

・作業場の安全や衛生及び作業
の効率について考えて、工夫す
ることができている。
・職業生活に必要な健康管理に
ついて考えることができてい
る。

・iPad等の情報機器を扱い、体
験したことや自分の考えを表現
することができている。

(主学)
・作業や実習等に達成感を得
て、進んで取り組むことができ
ている。

・勤労の意義

・情報機器の活用

・作業内容
　ミーティング
　野菜の栽培
　アクセサリー作り
　紙製の雑貨作り

　受注製品作り(新聞紙・ちり紙)
　洗濯や清掃

・余暇活動での体力の向上
　集団でのゲーム
　校舎内外の散策

留意点
引継ぎ等

３
学
期



高等部　１年（Ⅱ課程A類型）　家庭科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

家庭科 　くらしに役立つ家庭（東洋館出版社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【衣食住の生活】
(知及技)生活の中で食事が果たす役割
について理解することができる。（高
１段階：衣食住の生活ア（ア））

(思判表力)健康に良い食習慣について
考え、工夫することができる。（高１
段階：衣食住の生活ア（イ））

(学･人)食生活と健康について，課題
に取り組んだり，改善したりして，自
分や家庭の生活の充実向上を図るため
に実践することができる。（高１段
階：衣食住の生活ア（イ））

【衣食住の生活】
(知・技)食事を共にすることは、自
身の栄養バランスを整え、人間関係
を深めるのによい影響があることを
知ることができる。
(思･判･表)栄養バランスの良い献立
を考える、１食分の食事を計画する
ことができる。
(主学)自分の食習慣の課題の中か
ら、健康の観点で課題を改善するた
めの工夫をすることができる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【衣食住の生活】
・生活の中で食事が果たす
役割
・栄養バランスのよい献立
を考えよう
・健康に良い食習慣につい
て考えよう

【衣食住の生活】
・食品の写真を、栄養素ごとに分類する。
・栄養素の働きを確認する。
・琉球料理や沖縄の食文化について知る。
・食事の果たす役割について確認する。
(知及技に関する内容)
・栄養バランスの良い献立を計画する。
・自分の食習慣の課題を考える。
(思判表力に関する内容)
・自分自身の食習慣について振り返る。
・健康的な食習慣にするための工夫を話し合
い、発表する。
(学・人に関する活動）

【衣食住の生活】
(知及技)食品に応じた加熱調理の仕方
を理解することができる。（高１段
階：衣食住の生活イ（ア））

(思判表力)基礎的な日常食の調理計画
を考えることができる。（高１段階：
衣食住の生活ア（イ））

(学･人)食品や調理器具等の安全と衛
生を意識した行動ができる。(高１段
階：衣食住の生活イ(ア))

【衣食住の生活】
(知・技)食品に応じた、様々な加熱
調理の仕方と特徴を理解できる。
　
(思･判･表)調理に必要な材料、作業
手順を考えて、まとめることができ
る。
(主学)身支度、手洗い、食材洗い、
食器洗い等、調理をする上で安全と
衛生を意識した行動ができている。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【衣食住の生活】
・様々な加熱調理の方法と
特徴について理解しよう。
・基礎的な日常食を計画し
よう
・安全と衛生を意識した調
理について考えよう
・調理実習（焼く）

【衣食住の生活】
・料理の写真を見て、様々な調理法か確認す
る。
・野菜、肉・魚、卵等、食品に応じた加熱によ
る変化を確認する。
・調理に必要な道具とその扱い方を確認する。
(知及技に関する内容)
・グループで調理に必要な材料、作業手順を考
えることができる。
・ﾜｰｸｼｰﾄに作業手順をまとめることができる。
(思判表力に関する内容)
・調理実習をする上で、安全面、衛生面で意識
することをグループでまとめ発表できる。
(学・人に関する活動）

令和8年度

単位数
／配当時数 生徒

１／35 １学年　27名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境等についての基礎的
な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。（高１段階）
　
(思判表力)家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。（高１段階）
　
(学･人) 家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的な
態度を養う。（高１段階）

1
学
期

12

【家族・家庭生活】
(知・技）自分の成長や生活は、家族
や家庭生活に支えられていることを
理解することができる。また家庭生
活が地域の人々の支えや協力によっ
て成り立っていることに気付くこと
ができる。

(思･判･表)家庭生活での課題を見つ
け、改善策について考えることがで
きる。

　
(主学)家族や地域と協力して、生活
の充実に向けての関わり方について
実践しようとしている。
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【家族・家庭生活】
・自分の成長と家族

・家庭生活での役割と地域
との関わり

【家族・家庭生活】
・自分のこれまで成長してきた過程を振り返
り、自分の成長や生活が家族や家庭生活に支え
られてきたことを確認する。(知及技に関する
内容 )
　
・家事の種類や家事の分担についての確認をす
る。自分のできる役割について考える。(思判
表力に関する内容)
　
・家族や地域との関わり方について問題を考
え、ふれあいや団らんの時間を楽しくする方法
や地域の為に自分が協力できることについて考
え、発表しお互いの意見を発表する。（学・人
に関する活動）

【家族・家庭生活】
(知及技）自分の成長と家族や家庭生
活等との関わりがわかり、家庭生活が
家族の協力、地域の人々との関わりに
よって営まれていることに気付くこと
ができる。（高1段階：家族・家庭生
活ア（ア））

(思判表力)自分の家庭生活に関心を持
ち、よりよい生活について考えること
ができる。（高1段階：家族・家庭生
活ア（イ））

(学･人)家族と地域の人々とのよいよ
い関わり方について考え、実践するこ
とができる。（高1段階：家族・家庭
生活イ（イ））



【衣食住の生活】
(知及技)住居の基本的な機能と現代の
住まい方の特徴について理解すること
ができる。（高１段階：衣食住の生活
オ（ア））

(思判表力)自分や家族の安全を守るた
めに、家庭内の危険や、防犯・災害時
の行動について考え、状況に応じた住
居の工夫ができるようになる（高１段
階：衣食住の生活オ（イ））

(学･人)自分や家族が心地よく過ごせ
る住まいについて関心を持ち、理想の
住まいを自分なりの方法で表現する。
(高１段階：衣食住の生活オ(ア))

【衣食住の生活】
(知及技)家族の生活と住空間との関
わりや、住居の基本的な機能につい
て理解できる。
　
(思判表力)住まいの安全を整える工
夫とその対策について考えたり、災
害時にできる家庭内での工夫をまと
めることができる。

(学･人)自分や家族が心地よく過ごせ
る住まいについて関心を持ち、活動
に意欲的に取り組みながら、自分な
りの方法で理想の住まいを表現しよ
うとする姿勢が見られる。
(高１段階：衣食住の生活オ(イ))
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【衣食住の生活】
・住まいの機能について
・家庭内事故への対策を考
えよう
・防犯・防災への対策を考
え追う
・理想の住まいについて考
えよう

【衣食住の生活】
・住生活を振り返り、住まいの機能や現代の住まい
方について確認する。
・家族の生活と住空間との関わりについて確認す
る。
（知及技に関する内容）
・家庭内事故が起こる原因とその対策について考え
る。
・防犯、防災への対策を考える。
（思判表力に関する内容）
・ｸﾞﾙｰﾌﾟで住まいの安全、快適さなど理想的な住空
間の整え方を話し合い、発表できる。
・自分の理想の住まいを表現する。
(学・人に関する活動）

14

【衣食住の生活】
(知及技）縫い方の違いや目的に応じ
て適した縫い方をすることができる。
（高1段階：衣食住の生活エ（ア））
(思判表力)目的に応じた着用、個性を
生かす着用について考えることができ
る。(高1段階：衣食住の生活ウ
（ア））
(学･人)目的に応じた縫い方について
考え工夫する事ができる。（高1段
階：衣食住の生活エ（イ））

【衣食住の生活】
(知・技）手縫いやミシン縫いのそれ
ぞれ特徴を理解し、目的に応じて適
した縫い方を選び、実践できる。
　
(思･判･表)着用の目的（例：活動内
容・季節・TPO）に合わせて、適切な
服装を選ぶ理由を考え、説明するこ
とができる。
　
(主学)縫う部分について考え、より
よい仕上がりになるよう工夫し実践
する事ができる。
　
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート、作品

【衣食住の生活】
・衣服と社会生活の関わり
・布を用いた製作

【衣食住の生活】
・目的に応じた着用（活動内容・季節・TPO
等）を理解する。
・目的に応じた着用（活動内容・季節・TPO
等）や個性を生かす着用がどのような印象を与
えるかお互いの考えを発表する。
・手縫いとミシン縫いの特徴を確認し、縫う部
分　や目的に応じて適した方法を選ぶ必要があ
るを理解する。
・裁縫道具やミシンの使い方、安全な取り扱い
方について理解する。(知及技に関する内容 )
・「基礎縫い」（なみ縫い、返し縫い、かがり
縫い等の練習）
・縫う部分について考え、「ふきんづくり」を
行う。（学・人に関する活動）
　

9

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期

【消費生活・環境】
(知・技）18歳からできる契約につい
て学び、責任ある消費行動が取れる
よう，契約の重要性について理解す
る。

　
(思･判･表)様々な購入方法や支払い
方法のメリット・デメリットに気付
き、計画的な金銭管理の工夫につい
て考えることができる。
　
(主学)購入方法や支払い方法の学習
に関心をもち、自分の生活にあった
方法を選び、計画的な金銭管理の方
法について工夫しようとしている。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【消費生活・環境】
・契約と18歳成人について
・様々な支払い方法の特徴
について
・計画的な金銭管理の工夫
を考えよう

【消費生活・環境】
・生活の中の「契約」について確認し、１８歳
成人以降の契約は法的な拘束力があることを理
解する。
・自分の生活を振り返り、様々な購入方法や支
払い方法があることを確認する。
（知及技に関する内容）
・様々な購入方法や支払い方法のメリット・デ
メリットについて考え、グループで話し合いを
する。
・自分の生活合う購入方法や支払い方法をまと
める。
（思判表力に関する内容）
・計画的な金銭管理をするために自分にできる
工夫を考え、発表する。
・「契約」で気を付けるべきことを考え、発表
することができる。
（学・人に関する活動）

【消費生活・環境】
(知及技）売買契約の仕組み、消費者
被害の背景とその対応について理解
し、物資・サービスの選択に必要な情
報の収集・整理ができる。（高1段
階：消費生活・環境ア（ア）ア）

(思判表力)様々な購入方法や支払い方
法の特徴が分かり、生活の中で計画的
な金銭管理をする工夫を考えることが
できる。（高1段階：消費生活・環境
ア（イ）イ）

(学･人)様々な購入方法や支払い方法
について、将来の生活から考え、メ
リット・デメリットに気付きながら、
計画的な金銭管理の工夫を自分なりに
見つけようとする態度を育てる（高1
段階：消費生活・環境ア（イ）イ）



担当者 教科書／副教材

家庭科 一人前になるための家事の図鑑

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

【家族・家庭生活】(知及技）自分
の成長と家族と家庭生活との関わ
りを知る。（高1段階：家族・家庭
生活ア(ア)）

(思判表力)家庭生活が家族や地域
の人々との協力によって営まれて
いる事に気づくことができる。
（高1段階：家族・家庭生活イ
(ア)）
　
(学･人)家族や地域の人々とのより
よい関わり方を表現することがで
きる。（高1段階：家族・家庭生活
イ(イ)）

【家族・家庭生活】
(知・技）家庭生活は家族に支えら
れていることを確認する。また、
家庭生活は地域の人々に支えられ
ていること確認する。

(思･判･表)家族や地域の人々が家
庭生活を支えていることに気づ
き、協力の大切さを自分なりに考
え、活動や作品を通してその思い
や気づきを表すことができる。

(主学)家族や地域の人々との関わ
りに興味をもち、自分から活動に
取り組んだり、思いや考えを表そ
うとする姿が見られる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【家族・家庭生活】
○自分の成長と家族
・自分でできること
・家庭生活の中での役割

○家庭生活と地域
・家庭生活と地域の関わり

【家族・家庭生活】
・自分の成長を振り返る
・家事の種類や家事の分担を確認する。
・地域の人々の関わりについて確認する。
（知及技に関する内容）

・家庭生活で自分のできる役割について考え
る。
・清掃、食器洗い、洗濯物たたみ等、家庭生活
の一員としてできる活動に取り組む。
（思判表力に関する内容）

・家族に感謝のメッセージカードを書く。
・自分ができるようになりたいこと発表する。
（学・人に関する内容）

8

【衣食住の生活】
（知及技）生活の中で食事が果た
す役割について理解することがで
きる。（中１段階：衣食住の生活
ア(ア)）
（思判表）健康に良い食習慣につ
いて考え、改善することができ
る。（中１段階：衣食住の生活ア
(イ)）
(学･人)食生活の中で食事が果たす
役割について関心を持つ。（中１
段階：衣食住の生活ア(イ)）

【衣食住の生活】
(知・技）給食の献立をもとに食事
が果たす役割について理解するこ
とができる。

(思･判･表)自分がよく食べるもの
を知り、先生や友だちと一緒に、
体に良い食習慣について話すこと
ができる。
(主学)食事が果たす役割について
関心を持ち、工夫しようとする。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【衣食住の生活】
○食事の役割
・健康な生活と食事
・給食の献立に使われてい
る栄養素をチェックしよう
・自分の食事内容をチェッ
クしてみよう
・１食分のメニューを考え
よう
・食事とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

【衣食住の生活】
・食事は健康を保ち、体の成長や活動の源にな
ることを確認する。
・給食の献立を３つの栄養素に分類する。
（知及技に関する内容）

・誰かと一緒に食事をする時の気持ちを考え、
表現する。
・写真やイラストを使って、自分が元気になれ
そうな食べ物を選び、1食分のメニューを考え
る。（思判表力に関する内容）

・好きな調理法の献立を選ぶ活動に参加する。
・地域の食文化や行事に関心をもち、自分なり
に感じたことを表そうとする
（学・人に関する内容）

3

【衣食住の生活】
（知及技）調理用具の正しい使い
方や安全で衛生的な管理方法を知
ることができる。（高１段階：衣
食住の生活イ）

（思判表）簡単な調理計画につい
て考えることができる。(中1段階
イ(イ）)
（学・人）簡単な調理に意欲的に
参加する事ができる。(中1段階イ
(イ）)

【衣食住の生活】
(知・技）調理器具を正しいつ買い
方で安全な管理方法を知ることが
できる。

(思･判･表)準備から片付けまでの
調理工程についてまとめる。

(主学)実習の様子をまとめ、自分
なりに発表する事ができる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【衣食住の生活】
○簡単な調理
・調理器具の使い方
・衛生な調理方法
・「おにぎり」の作り方
・調理実習
①準備②実習③振り返り

【衣食住の生活】
・調理器具の名前と用途を確認する。
・調理実習「おにぎり」の手順を確認する。
・調理実習における衛生面の注意点を確認する。
・ごはんの炊き方を確認する。
（知及技に関する内容）

・おにぎりに使う具材を選ぶ。
・おにぎりの作り方の調理計画をまとめる。
（思判表力に関する内容）

・調理実習の振り返りシートをまとめる。
・調理実習で頑張ったことを発表する。
（学・人に関する学習）
　

令和8年度 高等部１年（　Ⅱ課程  B類型　）家庭科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

1／35 １学年　12人

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境等についての基
礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。（高１段階）
　
(思判表力)家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善
し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。（高１段階）
　
(学･人) 家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践
的な態度を養う。（高１段階）

1
学
期



7

【衣食住の生活】
（知及技）縫い方の違いや目的に
応じて適した縫い方をすることが
できる。（高1段階：衣食住の生活
エ）

（思判表）場面や気候に合わせた
衣服の着方ができる。
（高1段階：衣食住の生活ウ）

(学･人)衣服と社会生活との関わり
が分かり、目的に応じた着用、個
性を生かす着用及び衣服の適切な
選択ができるよう工夫しようとす
る。（高１段階：衣食住の生活
ウ）

【衣食住の生活】
(知・技）布巾作りを通して、手縫
い(玉結び、なみ縫い、玉どめ)や
ミシンの直線縫いができる。

(思･判･表)場面や気候に合わせた
衣服の着脱を工夫しようとする。

(主学)衣服と社会生活との関わり
が分かり、目的に応じた着用、個
性を生かす着用及び衣服の適切な
選択ができるよう工夫しようとす
る。（高１段階：衣食住の生活
ウ）
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、作品

【衣食住の生活】
○衣服の選択について
・TPO
・個性を生かす着方
・服の与える印象

○布を用いた製作
・ふきんづくり

【衣食住の生活】
・目的や個性を生かす着用について確認をす
る。　　　　　　　　　・手縫いとミシン縫い
の特徴を確認する。　　　　　　　　　　・裁
縫道具の名前と用途、安全な取り扱い方につい
て確認をする。
・ふきんを完成させる。
（知及技に関する内容）

・季節や場面に応じて、どんな着用をすればよ
いか選ぶ。
・衣服が人に与える印象について考える
（思判表力に関する内容）
　
・場面に応じた衣服の選択理由を発表する。
・安全に気を付けてふきん作りに参加する。
（学・人に関する学習）

4

【衣食住の生活】
（知及技）住まいの主な働きや整理
整頓仕方について知る。（中１段階：
衣食住の生活エ(ア））

（思判表）自分の生活や教室の様子
をふりかえり、どのように整理整頓
すれば快適に過ごせるかを考え、工
夫しようとする。（中１段階：衣食住
の生活エ(ア））

(学･人)季節ごとの快適な住まい方
について考え、自分なりに考え実践
しようとする。（中１段階：衣食住の
生活エ(イ））

【衣食住の生活】
(知・技）住まいの主な働き（安全・安
心・快適など）や、整理整頓の基本
的な方法について理解している。

(思･判･表)快適に過ごすための工
夫（片づけ方、収納の仕方など）を
自分なりに考えている。

(主学)季節の変化に関心をもち、快
適に過ごすための住まいの工夫を
自分なりに考え、生活の中で取り入
れようとする。

（評価資料）授業の様子、ワークシー
ト

【衣食住の生活】
○住居の基本的な機能
○整理整頓・清掃について

【衣食住の生活】
・住まいの主な働きを確認する。
・清掃・整理整頓の仕方について確認する。
・季節の変化による住まいの変化を確認する。
（知及技に関する内容）

・快適な空間について考え、選択することができ
る。
・快適な空間にするための工夫を考える。
（思判表力に関する内容）

・季節ごとの住まいの工夫を体験する。（扇風機
を使う、すだれを使う、窓をあけるなど）
・季節ごとの住まいの工夫で、自分が実際にやっ
てみたい事を選ぶ。
（学・人に関する学習）

6

【消費生活・環境】
（知及技）生活に必要な物の購入
方法や支払い方法が分かる。（中1
段階：身近な消費生活ア(ア))

（思判表）生活に必要な品物を考
え、選ぶことができる。（中１段
階：身近な消費生活ア(ア)）

(学･人)身近な生活の中で、環境に
配慮した物の使い方などについて
考え、工夫することができる。
（中１段階：身近な消費生活ア
(イ)）

【消費生活・環境】
(知・技）商品の購入方法や支払い
方法が分かる。

(思･判･表)買い物の目的を理解
し、必要な物を考え選ぼうとうす
る。

(主学)ごみの分別や再利用の工夫
を通してごみの量を減らすことの
大切さに気づく。また、身の回り
の物を大切に使う意識を育む。、
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【消費生活・環境】
○買い物の流れ
・商品を買う場所
・商品の選び方
・レジでの手順
○ごみの分別について
・再利用しよう
・物を大切にするためにで
きること

【消費生活・環境】
・買いもの一連の手順を確認する。
・商品を買える場所の確認をする。
・レジでの一連の手順を確認する。
・買い物の目的を確認し、必要な物を教師や友
達を確認する
（知及技に関する内容）

・必要な物を選択した理由を考え、発表する。
・模擬店を設置し、買い物の場面を設定して、
買い物体験に参加する。
（思判表力に関する内容）

・ごみの量を減らすために、自分にできること
を見つけ、考えを発表する。
（学・人に関する学習）

3

【衣食住の生活】
（知及技）電子レンジやオーブン
トースターのような身近な加熱用
調理器具を使うことができる。
（中1段階：調理の基礎イ（ア））

（思判表）加熱後の食材の変化を
見て、自分なりの感想や気づきを
表現することができる。（中1段
階：調理の基礎イ（イ））

(学･人)電子レンジやオーブントー
スターなどの加熱用調理器具に関
心をもち、食材の変化や調理の楽
しさを実感できる（中1段階：調理
の基礎イ（イ））

【衣食住の生活】
(知・技）電子レンジやオーブン
トースターが食べ物を温めたり焼
いたりする道具であることを知
る。

(思･判･表)食材の変化や調理器具
の使い方に関心をもち、自分なり
の方法で気づきや好みを表そうと
する
　
(主学)加熱用調理器具に対して関
心をもち、食材の変化や調理の楽
しさを自分なりに感じ取っている
　
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【衣食住の生活】
○簡単な調理
・ピザトーストの栄養素
・ピザトーストの作り方
・オーブントースターの使
い方
・調理実習
・調理実習の振り返り

【衣食住の生活】
・ピザトーストに使用されている材料を３色食
品群に分類する。
・オーブントースターの使い方を確認する。
・電子レンジの使い方を確認する。
・ピザトーストの作り方を確認する。
（知及技に関する内容）

・焼く前と焼いた後の食材の変化を観察する
・調理実習をした感想をまとめ、発表すること
ができる。
（思判表力に関する内容）
　
・役割分担しながら調理実習に参加する。
・加熱調理による食材の変化気づき、自分の好
みを伝える。（学・人に関する学習）

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期



高等部　２年（　Ⅱ課程A類型グループ）　家庭科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

家庭科 　　くらしに役立つ家庭（東洋館出版社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【衣食住の生活】
(知及技)身近な生鮮食品の鮮度の
や品質の見分け方、加工食品の原
材料、期限、保存方法など表示を
理解し、用途に応じた選択ができ
る。（高１段階：衣食住の生活イ
（ア））
(思判表力)食品や調理方法に応じ
て、安全・衛生に配慮した調理の
手順や方法を自分なりに考え、選
び、実行することができる。（高
１段階：衣食住の生活ア（イ））

(学･人)食品や調理器具等の安全
と衛生を意識した行動ができる。
(高１段階：衣食住の生活イ(ア))

【衣食住の生活】
(知・技)身近な生鮮食品の鮮度や
や加工食品の取り扱い方や保存方
法などの表示を理解し、調理や目
的に応じて適切な食品を選ぶこと
ができる。
　
(思･判･表)食品の種類や調理方法
に応じて、洗い方や切り方の違い
に気づき、安全・衛生な方法を選
んで調理することができる。

(主学)食品や調理器具の衛生状態
や安全性に気づき、調理中も安
全・衛生を意識した行動をとるこ
とができる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【衣食住の生活】
・生鮮食品の品質の見分け
方、保存方法
・加工食品の特徴
・食中毒予防について　・
調理器具の扱い方
・調理に応じた野菜の切り
方
・調理実習（蒸す）
・調理実習の振り返り

【衣食住の生活】
・身近な生鮮食品の写真を見て、鮮度の確認の仕
方、保存方法を確認する。
・加工食品の表示の見方、その特徴について確認
する。
・調理に応じた野菜の切り方を確認する。
・調理に必要な道具とその扱い方を確認する。
・調理実習（蒸す）
①計量　②加熱調理「蒸す」③後片付け
(知及技に関する内容)

・加工食品の保存法や品質確認の方法を選ぶ。
・グループで調理に必要な材料、作業手順を考え
ることができる。
・ﾜｰｸｼｰﾄに作業手順をまとめることができる。
(思判表力に関する内容)

・食品を選ぶ基準や、保存方法について自分の考
えを発表する。
・調理実習をする上で、安全面、衛生面で意識す
ることをグループでまとめ発表できる。
(学・人に関する活動）

令和8年度

単位数
／配当時数 生徒

１／３５ ２学年　２８名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境等についての基礎
的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。   ( 高１段階)
(思判表力)家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、
考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。　 （高１段階）
(学･人) 家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的
な態度を養う。（高１段階）

1
学
期

12

【家族・家庭生活】
(知及技）健康管理や余暇の有効
な過ごし方について理解すること
ができる。（高1段階：A家族・家
庭生活ウ（ア））

(思判表力）
生活を充実させる余暇の過ごし方
について考え、表現することがで
きる。（高１段階：A家族・家庭
生活ウ（イ））

(学･人)
望ましい生活環境や健康管理につ
いて考え、実践することができ
る。（高1段階：A家族・家庭生活
ウ（ア））

【家族・家庭生活】
(知・技）家庭での日常生活が健
康への影響がある事を知ることが
できる。
　
(思･判･表)生活を充実させる余暇
の有効な過ごし方について考え、
まとめることができる。

(主学)自分の日常生活を振り返
り、望ましい健康管理や余暇の有
効な過ごし方を実践しようとして
いる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【家族・家庭生活】
・健康に良い日常生活とは
・余暇の過ごし方
・朝ごはんの役割とは
・朝ごはんを計画しよう
・朝ごはんを作ろう
（調理実習）
・朝ごはんづくりの振り返
り

【家族・家庭生活】
・自分の日常生活（食事、睡眠、生活習慣、生活
リズム等）を書き出し、生活内容を確認する。
・日常生活が健康へ与える影響を理解する。
・朝ごはんの役割を理解する。
・朝ご飯づくり（調理実習）を行う。
①計量　②加熱調理「炒める」③後片付け
(知及技に関する内容）
 
・日常生活を振り返り、課題をまとめることがで
きる。
・日常生活の課題についてグループで話し合い、
発表する。
（思判表力に関する内容）
 
・日常生活を振り返り、健康の為にこれから実践
したいことまとめる。
・グループで協力して朝ごはんづくりに取り組
む。(学・人に関する内容)



【衣食住の生活】
(知及技）衣服を選択する際の確
認ポイントや、洗濯や手入れ等の
取り扱い方ついて理解することが
できる。（高1段階：衣食住の生
活ウ（ア））
(思判表力)衣服を選択する際のポ
イントについて考え、工夫するこ
とができる。(高1段階：衣食住の
生活ウ（イ））

(学･人)目的に応じた縫い方につ
いて考え、実践することができ
る。（高1段階：衣食住の生活エ
（イ））

【家族・家庭生活】
(知・技）衣服の様々な種類、取
り扱い表示の見方や手入れ方法に
ついて理解することができる。
　

(思･判･表)季節や着用目的に応じ
た衣服の選択や購入について、素
材や取り扱い表示の視点から、工
夫するポイントをまとめることが
できる。

(主学)ポケットティッシュケース
をミシン縫いで最後まで完成させ
ることができる。

(評価資料)
授業の様子、ワークシート、自己
評価シート

【衣食住の生活】
・衣服の素材について
・取り扱い表示について
・衣服の手入れについて
・衣服の選択をしよう
（購入、組み合わせ）
・ミシン縫いをしよう
（ポケットティッシュケー
ス・その他作品）

【衣食住の生活】
・衣服には様々な素材（天然繊維、化学繊維）が
あることを確認する。
・実際の衣服を見ながら、取り扱い表示の見方を
理解する。
・洗濯方法や、繕いの方法について確認する。
・ポケットティッシュケースの縫い方の確認。
(知及技に関する内容)

・季節に応じた衣服の組み合わせや選択方法を工
夫し、まとめる。
・着用目的に応じた衣服の組み合わせや選択方法
を工夫し、まとめる。
(思判表力に関する内容)

・季節や着用目的に応じた衣服の組み合わせや選
択方法をグループで話し合い、発表する。
・ポケットティッシュケース製作のまとめ。
(学・人に関する活動）

【消費生活・環境】
(知及技）消費者トラブルの種類
とその対応策について理解するこ
とができる。（高1段階：消費生
活・環境ア（ア）ア）

(思判表力)自分の生活に必要な物
資やサービスを選択する際に、価
格・品質・表示・口コミなどの情
報を活用しながら、友達や教師と
話し合いを通じて選択する力を育
てる。（高1段階：消費生活・環
境ア（イ）イ）

(学･人)消費者トラブルの場面を
知り、自分だったらどうするかを
考えながら、相談する・断る・確
認するなどの対応策を、自分なり
の方法で伝えようとする力を育て
る。（高1段階：消費生活・環境
ア（ア）イ）

【消費生活・環境】
(知・技）消費者トラブルの種類
（例：契約トラブル、詐欺、返品
問題等）と、それぞれの対応策を
理解している。

(思･判･表)いくつかの情報を見
て、自分に合ったものを選ぶ理由
を話し合いの中で表現することが
できる。
　

(主学)トラブルの場面を見て、自
分だったらどうするかを考え、対
応策を理由とともに伝えようとし
ている。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【消費生活・環境】
・消費者トラブルについて
・消費者トラブルの対応策
について知ろう
・自分に必要な商品を選択
してみよう
・計画的な金銭管理
・１８歳成人について

【消費生活・環境】
・様々な消費者トラブルを知る。
・高校生や１８歳成人に多い消費者トラブルにつ
いて知る。
・消費者トラブルの対応策（相談窓口、返品方
法、断る方法など）について確認をする。
・商品を選択する為の生活情報の活用の仕方を確
認する。
（知及技に関する内容）

・グループで消費者トラブルの対応策について考
える。
・生活情報の活用の仕方についてグループで話し
合い考える。
・計画的な金銭管理の方法について考える。
（思判表力に関する内容）

・生活情報を活用する事の大切さについて自分の
考えを発表する。
・消費者ﾄﾗﾌﾞﾙの対応策について考え発表する。
・計画的な金銭管理のポイントについて自分の考
えを発表する。
（学・人に関する活動）

【衣食住の生活】
(知及技)住まいの衛生や安全に関
する基本的なしくみや工夫につい
て理解し、快適に暮らすために必
要なことを知る。（高１段階：衣
食住の生活オ（イ））

(思判表力)住まいの手入れや維持
管理に関する方法や工夫につい
て、自分の生活と関連づけながら
考え適切な方法を考えることがで
きる。（高１段階：衣食住の生活オ
（イ））

(学･人)沖縄の伝統的な住宅の特
徴や地域に根ざした工夫について
学び、地域の文化や暮らしへの関
心をもち学習に取り組むことがで
きる(高１段階：衣食住の生活オ
(イ))

【衣食住の生活】
(知及技)住まいの衛生や安全に関
する基本的なしくみや工夫につい
て理解している。
　

(思判表力)自分の生活に照らしな
がら、自分ができる住まいの手入
れや維持管理の方法や適切な工夫
について考えている。

(学･人)沖縄の伝統的な住宅につ
いて友達と意見を交わしながら学
び、地域の暮らしや工夫に関心を
もって活動に取り組んでいる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【衣食住の生活】
・快適で衛生的な住まいを
保つために大切なこと(清
掃、室温、採光、喚起、騒
音）
・沖縄の伝統的な住まいに
ついて

【衣食住の生活】
・住まいの手入れ方法や維持管理方法について確認す
る。
・沖縄の伝統的な住宅の特徴や工夫を確認する
（知及技に関する内容）

・住まいの手入れや維持管理の必要性を考える。
・家族にとって快適な住まいの条件を考える。
（思判表力に関する内容）

・住まいの手入れや維持管理で、自分ができることを
まとめる。
・家族が快適に過ごせるための工夫をまとめる。
・沖縄の伝統的な住宅の工夫について気づき、自分の
考えをまとめる。
(学・人に関する活動）

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期
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高等部　２年（Ⅱ課程B類型）　家庭科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

家庭科 一人前になるための家事の図鑑

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

7

【家族・家庭生活】
(知及技）日常生活(食事、睡眠、
生活習慣、余暇の過ごし方など）
の過ごし方が健康と関わっている
ことを知る。（中1段階：A家族・
家庭生活ウ（ア））

(思判表力）自分が心地よいと感
じる生活の過ごし方（好きな食べ
物、落ち着く場所など）を選んだ
り、表現したりする。（中1段
階：A家族・家庭生活ウ（イ））

(学･人)健康に関わる食事の調理
活動に関心をもち、食事の大切さ
を理解しながら、意欲的に参加し
ようとする姿勢を育む。（中1段
階：A家族・家庭生活ウ（イ））

【家族・家庭生活】
(知・技）食事、睡眠、余暇などの
生活習慣が心身の健康に関係して
いることを、活動を通して理解す
る。

(思･判･表)自分が心地よいと感じ
る生活の過ごし方について、好き
な食べ物や落ち着く場所などを活
動の中で選択し表現しようとして
いる。

(主学)食事の調理活動において、
材料や道具に自ら関わろうとする
姿勢や、活動に前向きに参加して
いる。
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【家族・家庭生活】
○日常生活と健康
○余暇の過ごし方
○朝ごはんをつくろう（調
理実習）

【家族・家庭生活】
・自分の日常生活（食事、睡眠、生活習慣、余暇
活動）を振り返る。
・日常生活の過ごし方が、健康が関わっているこ
とを確認する。
・調理実習に使う道具の名称と用途を知る。
（知及技に関する内容）

・自分の好きな余暇の過ごし方を選ぶ。
・自分の好きな余暇の過ごし方の理由を考え、発
表する。
（思判表に関する内容）

・健康の面から、朝ごはんを食べる大切さについ
て自分の考えを発表できる。
・卒業後を想定して、生活リズムを工夫すること
を考える
(学・人に関する内容)

5

【衣食住の生活】
(知及技）生活の中で食事が果た
す役割について理解することがで
きる（中1段階：衣食住の生活ア
(ア)

(思判表力)健康に良い食習慣につ
いて考え工夫することができる
（中1段階:衣食住の生活ア(イ))

(学・人)健康に良い食習慣につい
て、自分なりに関心をもち、活動
に意欲的に取り組もうとする。
（衣食住の生活ア(ア)（イ））

【衣食住の生活】
(知・技)食事を共にすることが人
間関係を深めたり、偏食を改善
し、栄養のバランスのよい食事に
もつながることが理解できる。

(思･判･表)食事の工夫（例：野菜
を加える、バランスを考える）に
ついて、絵カードや実物を使って
表現できる。
　
(主学)健康に良い食習慣に関する
選択肢の中から、自分の好みや理
解に基づいて積極的に選ぼうとす
る姿勢が見られる。

(評価資料)授業の様子、ワーク
シート

【衣食住の生活】
○食事の役割
○食事の工夫を考えよう

【衣食住の生活】
・欠食や偏食を避け栄養のバランスが良い食事を
とる。
・健康保持増進のためには運動や休養も重要な要
素であることを確認する。
（知及技に関する内容）
　
・楽しく食べるための工夫が必要であることに気
付き、自分の考えをまとめる。
・献立例を見て栄養バランスを整える工夫を考
え、表現する。
（思判表に関する内容）

・栄養バランスを整える為の工夫を、発表する。
・健康に良い生活習慣にする為に、どんなことが
できるか考え、発表する。
(学・人に関する内容)

7

【衣食住の生活】
(知及技）衣服を選択する際の確
認ポイントや、洗濯や手入れ等の
取り扱い方ついて理解することが
できる。（高1段階：衣食住の生
活ウ（ア））
(思判表力)衣服を選択する際のポ
イントについて考え、工夫するこ
とができる。(高1段階：衣食住の
生活ウ（イ））

(学･人)目的に応じた縫い方につ
いて考え、実践することができ
る。（高1段階：衣食住の生活エ
（イ））

【衣食住の生活】
(知・技）衣服の様々な種類、手入
れ方法について確認することがで
きる。
　

(思･判･表)季節や着用目的に応じ
た衣服の選択や購入について、工
夫を選ぶことができる。

(主学)ポケットティッシュケース
をミシン縫いで最後まで完成させ
ることができる。
(評価資料)授業の様子、ワーク
シート、作品

【衣食住の生活】
・衣服の素材について
・衣服の手入れについて
・衣服の選択をしてみよう
（購入、組み合わせ）
・ミシン縫いをしよう
（ポケットティッシュケー
ス）

【衣食住の生活】
・衣服には様々な素材（天然繊維、化学繊維）が
あることを確認する。
・洗濯方法や、繕いの方法について確認する。
・ポケットティッシュケースの縫い方の確認。
(知及技に関する内容)
　
・季節に応じた衣服の組み合わせや選択方法を工
夫し、絵や写真から選び、表現する。
・着用目的に応じた衣服の組み合わせや選択方法
を工夫し、絵や写真から選び表現する。
(思判表力に関する内容)

・季節や着用目的に応じた衣服の組み合わせや選
択方法をグループで話し合い、発表する。
・ポケットティッシュケース製作のまとめ。
(学・人に関する活動）

1
学
期

令和8年度

単位数
／配当時数 生徒

1／３５ ２学年 6名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境等についての基礎
的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。   ( 高１段階)
(思判表力)家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。　 （高１段階）
(学･人) 家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的な
態度を養う。  （高１段階）

２
学
期



7

【消費生活・環境】
（知及技）生活に必要な物の購入
方法や支払い方法が分かる。（中
1段階：身近な消費生活ア(ア))

（思判表）生活に必要な品物を考
え、選ぶことができる。（中１段
階：身近な消費生活ア(ア)）

(学･人)身近な生活の中で、環境
に配慮した物の使い方などについ
て考え、工夫することができる。
（中１段階：身近な消費生活ア
(イ)）

【消費生活・環境】
(知・技）購入に必要な手順（選ぶ
→支払う→受け取る）を、支援や
提示を受けながらも自分で進めよ
うとする様子が見られる。

(思･判･表)生活場面（例：食事、
掃除、外出など）を想定しなが
ら、必要な品物を考え、選ぼうと
する姿勢が見られる。

(主学)環境にやさしい選び方や使
い方について、自分の考えをもっ
て選択しようとする姿勢が見られ
る。
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【消費生活・環境】
○買い物の流れ
・商品を買う場所
・商品の選び方
・レジでの手順
○環境に優しい買い物
・環境に優しい商品とは
・環境に優しい使い方とは

【消費生活・環境】
・買いもの一連の手順を確認する。
・商品を買える場所の確認をする。
・レジでの一連の手順を確認する。
・買い物の目的を確認し、必要な物を教師や友達
を確認する
（知及技に関する内容）

・必要な物を選択した理由を考え、発表する。
・模擬店を設置し、買い物の場面を設定して、買
い物体験に参加する。
（思判表力に関する内容）

・環境にやさしい選び方や使い方について、自分
の言葉で伝える。
（学・人に関する学習）

5

【衣食住の生活】
（知及技）住まいの主な働きや整
理整頓・清掃の大切さについて知
る。（中１段階：衣食住の生活エ
(ア））

（思判表）自分の生活や教室の様
子をふりかえり、どのように整理
整頓すれば快適に過ごせるかを考
え、工夫しようとする。（中１段
階：衣食住の生活エ(ア））

(学･人)家庭生活、学校生活を振
り返り、健康で快適に過ごす為の
工夫を考える態度を育む。（中１
段階：衣食住の生活エ(イ））

【衣食住の生活】
(知・技）生活を振り返り住まいの
主な働きを確認し、快適に過ごす
為には整理整頓や清掃が大切であ
ることを確認する。

(思･判･表)自分の生活や教室の様
子をふりかえり、整理整頓によっ
て快適に過ごすための方法を考
え、工夫しようとしている。

(主学)季節に応じた工夫、明る
さ、換気など、健康で快適に過ご
すための工夫について関心をも
ち、学習活動に意欲的に参加して
いる。
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【衣食住の生活】
○住居の基本的な機能
○快適に過ごす①
・教室を清掃する
・ロッカーを整理する
・机を拭く
○快適に過ごす②
・カーテンをつける
・換気をする
・照明器具を使う
○自分の部屋を快適に過ご
すためにできる工夫を考え
よう。

【衣食住の生活】
・住まいの主な働きを確認する。
・清掃・整理整頓の仕方について確認する。
・快適に過ごす為のを工夫を確認する。
（知及技に関する内容）

・教室を快適に過ごす為にできる事を考え、実践
する。（清掃、ロッカー整理、机拭きなど）
・家庭内で自分ができそうな整理整頓を考える。
（思判表力に関する内容）

・季節ごとの住まいの工夫を体験する。（扇風機
を使う、すだれを使う、窓をあけるなど）
・季節に応じた工夫、明るさ、換気など、健康で
快適に過ごす為に自分が実際にやってみたい事を
選ぶ。
（学・人に関する学習）

4

【衣食住の生活】
（知及技）電子レンジやオーブン
トースターのような身近な加熱用
調理器具を使うことができる。
（中1段階：調理の基礎イ
（ア））

（思判表）加熱後の食材の変化を
見て、自分なりの感想や気づきを
表現することができる。（中1段
階：調理の基礎イ（イ））

(学･人)簡単な調理の仕方や手順
について知り、できるようにす
る。(中1段階：調理の基礎イ
（ア））

【衣食住の生活】
(知・技）電子レンジやオーブン
トースターが食べ物を温めたり焼
いたりする道具であることを知
る。

(思･判･表)食材の変化や調理器具
の使い方に関心をもち、自分なり
の方法で気づきや好みを表そうと
する
　
(主学)蒸しパン作りの実習の中
で、出来上がった時の反応を表現
し、活動を楽しむことができる。
　
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート

【衣食住の生活】
○様々な加熱調理の方法
・電子レンジの扱い方
・調理実習「蒸しパン」

【衣食住の生活】
・蒸しパンの作り方を確認する。
・電子レンジの使い方を確認する。
（知及技に関する内容）

・電子レンジ加熱による食材の変化に気付き、感
想をまとめる。
・調理実習をした感想をまとめ、発表する
（思判表力に関する内容）
　
・加熱調理器具を使った感想を発表する。
（学・人に関する学習）

留意点
引継ぎ等

３
学
期



高等部　３年（　Ⅱ課程A類型）　家庭科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

家庭科 くらしに役立つ家庭科（東洋館出版社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

12

(知及技）乳幼児や高齢者などと
の生活の特徴、身体的特徴を理解
することができる。（高1段階：
家族・家庭生活エ）

(思判表力)乳幼児や高齢者などと
のよりよい関わり方について考
え、表現することができる。（高
1段階：家族・家庭生活エ）

(学･人)乳幼児や高齢者と接する
には通常とは異なる配慮が必要に
なることが分かり、適切に接しよ
うとすることができる。（高1段
階：家族・家庭生活エ）

(知・技）乳幼児や高齢者などと
の生活の特徴、身体的特徴を理解
することができた。

(思･判･表)乳幼児や高齢者などと
のよりよい関わり方について考
え、場面に応じた声掛けができ
る。

(主学)乳幼児や高齢者とよりよい
交流ができるよう、接し方を考え
工夫する姿勢が見られる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【家族・家庭生活】
・子どもと共に
・高齢者と共に
・共に支え合う生活

【家族・家庭生活】
・乳幼児や高齢者の身体的特徴について動画や写
真を見て理解する。
・「赤ちゃん抱っこ体験」を通して、乳児の身体
的特徴を理解する。
・乳幼児か幼児・児童までの成長の過程を、身
体・運動、社会性・情緒、言葉や遊びの分野ごと
に確認する。
（知及技に関する内容）

・チャイルドビジョンやチャイルドマウスの体験
を通して、子どもの視野や口の大きさを体感し、
安全対策について考える。
・「高齢者疑似体験」や「車椅子体験」を通して
身体の変化に伴う動きの理解を深め、どのような
配慮やサポートや必要か考える。
・絵本やおもちゃなど、子どもの発達に必要な
「あそび」について調べたり、まとめる。
（思判表力に関する内容）
　
・乳幼児の特徴を理解し、家庭内で安全に過ごせ
る対策について考える。
・ライフステージの変化による身体的、精神的な
変化を理解し、家庭内の安全面での配慮事項や接
する際の言葉がけ等の関り方を考える。
(学・人に関する内容)

【衣食住の生活】
・食事の役割「郷土料理」

・日常食の調理「加工食
品」

【衣食住の生活】
・沖縄の行事食や郷土料理などの食文化につい
て理解する。
・県産野菜、果物について知る。
（知及技に関する内容)

・加工食品の種類を知り、表示や賞味期限・消費
期限を確認する。
・加工食品の場面に合わせた選択や調理法・使用
法などを考える
・加工食品の調理
 (思判表力に関する内容)

・日常の食事や、行事食、災害時など場面に応じ
た食事や献立を考える。
（学・人に関する内容）

令和8年度

単位数
／配当時数 生徒

１／３５ ３学年　35名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境等についての基礎
的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。（高１段階）
　
(思判表力)家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、
考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。（高１段階）
　
(学･人) 家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的
な態度を養う。（高１段階）

1
学
期

(知及技）行事食や郷土料理など
食事が文化を伝えることを理解す
ることができる。（高1段階：衣
食住の生活ア）

(思判表力)加工食品について表示
について理解し、用途に応じて選
択し安全に調理することができ
る。（高1段階：衣食住の生活
イ）

(学･人)場面に応じて食事や献立
を考え、加工食品をうまく取り入
れながら生活に役立てようとする
ことができる。（高1段階：衣食
住の生活イ）

(知・技）沖縄の行事食や郷土料
理ついて理解している。

(思･判･表)加工食品の表示や賞味
期限・消費期限の違いを知り、場
面に合わせて選択することができ
る。

(主学)加工食品の表示や賞味期
限・消費期限の違いについて学ん
だことを生活に生かそうとしてい
る。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート、作品
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(知及技）用途に応じた食品の選
択、衛生管理や食材に適した加熱
方法について理解できる。（高1
段階：衣食住の生活イ（ア））

(思判表力)
食品の選択や調理の仕方、調理計
画を考え、表現することができる
（高1段階：衣食住の生活イ（イ））

(知及技）衣服と社会生活の関わ
りを知り、社会生活を営む上での
衣服の機能や役割を理解すること
ができる。（高１段階：衣食住の
生活ウ（ア））

(思判表力)
目的に応じた縫い方について考
え、工夫することができる。
（高１段階：衣食住の生活エ
（イ））

(学･人)生活を豊かにするために
布を用いた製作に主体的に取り組
むことができる。（高１段階：衣
食住の生活エ（イ））

(知・技）お弁当に適した食品の
選択、衛生管理や食材に適した加
熱方法について理解できた。

(思･判･表)食品の選択や調理の仕
方、調理計画を考え、まとめるこ
とができた。

(知・技）衣服と社会生活との関
わりについて理解し、衣服を清潔
に保つための基本的な手入れの方
法について理解している。

　
(思･判･表)
用途に応じて、よりよく仕上がる
ように縫い方や縫う順序を考え、
工夫して製作している。

(主学)布小物の製作に進んで取り
組み、完成を目指して粘り強く活
動しようとしている。
　
（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート、作品

【衣食住の生活】
・日常食の調理
「お弁当を作ろう」

・衣服のはたらき
・衣服の文化
・衣服の手入れ
・布を用いた製作
（タブレットケース）

【衣食住の生活】
・お弁当に適した食品の選択、衛生管理や食材に
適した加熱方法について学習する。
・栄養バランスを考えた「お弁当の献立」を考え
る。（知及技に関する内容）

・調理手順や時間を意識した調理計画を考える。
　①計量　②下準備　③時間配分　④調理計画
・調理実習（お弁当、軽食）
（思判表に関する内容）

・衣服には、所属や職業を表したり、行事などに
よって衣服や着方に決まりがあることを理解す
る。
・和服が日本の伝統的な衣服であることや、和服
と洋服の違いについて確認する。
・衣服を清潔に保つために、洗濯や整理整頓につ
いて理解する。
・道具を安全に扱うことができ、手縫いやミシ
　ンの扱いの基礎を確認する。
（知及技に関する内容）
・好きな色や柄を選び、布の種類や形に合わせて
工夫して小物製作を行う。
・目的に応じた縫い方を選択する。
（思判表力に関する内容）
・小物作り（タブレットケース等）に意欲的に取
り組む。(学・人に関する内容)

(知及技）住居の基本的な機能に
ついて理解し、快適な居住生活が
できるよう整理整頓、清掃をする
ことができる。（高2段階：衣食
住の生活オ（ア））

(思判表力)家族の安全や快適さを
考えた住空間について考え、危険
な場所に気づき、まとめることが
できる。（高2段階：衣食住の生
活オ（ア））

(学･人)安全の視点から住空間の
整え方について考え、工夫するこ
とができる。（高2段階：衣食住
の生活オ（ア））

(知・技）住居の基本的な機能に
ついて理解し、快適な居住生活が
できるよう整理整頓、清掃をする
ことができた。

(思･判･表)家族の安全や快適さを
考えた住空間について考え、危険
な場所に気づき、まとめることが
できた。

(主学)安全の視点から住空間の整
え方について考え、工夫しようと
している。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

・住居の基本的な機能と快
適で安全な住まい方

【衣食住の生活】
・住居の役割は、風雨や寒暑から人を守るだけで
なく、心身の健康の維持、子どもが育つ基盤とし
ての働きがあることを確認する。
（知及技に関する内容）

・日常生活での家庭の中での危険な場面について
学習し、安全や快適さを考えた住空間について考
え発表する。
・防災の観点から、住空間の安全について考える
備えや整え方について考える。
（思判表に関する内容）

・住居には、共同生活の空間、個人生活の空間が
あることを学習し、自分の家を分類してみたり、
理想の住居を考えてまとめる。
（学・人に関する内容）
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(知及技）身近な消費生活をふま
え、消費者の基本的な権利と責任
について理解している。（高1段
階：消費生活・環境イ（ア））

(思判表力)消費者の基本的な権利
と責任、自分や家族の消費生活が
環境や社会に及ぼす影響について
考えることができる。（高1段
階：消費生活・環境イ（イ））

(学･人)身近な消費生活につい
て、自立した消費者として責任あ
る消費行動を考えることができ
る。

(知・技）商品の選択の際には、
必要な情報が与えられたり、自由
に選べる権利があるとともに、情
報を良く調べたり確かめたりする
批判的な意識をもつ責任が伴うこ
とに気づくことができる。

(思･判･表)物資・サービスの購入
から廃棄までの自分や家族の消費
行動が環境への負荷を軽減させた
り、企業への働きかけとなり商品
の改善につながることに気づくこ
とができる。

(主学)身近な消費生活について、
自立した消費者として責任ある消
費行動を考え、生活に生かそうと
してる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【消費生活・環境】
消費者の基本的な権利と責
任

【消費生活・環境】
・「フードロス」の問題があることを知り、消費
期限や賞味期限を確認するなど必要な量や使い方
について考えることができる。
・消費者基本法について、具体的な場面でどのよ
うな権利と責任が関わっているのかについて確認
する。
・購入した商品に不備があった場合は、会社や消
費者センターに問い合わせるなど、適切な行動が
消費者被害の拡大を防ぐことにつながることを理
解する。（知及技に関する内容）
　
・自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影
響について考える。（思判表力に関する内容）

・物資・サービスの購入から廃棄までの消費行動
と環境負荷について学習し、持続可能な社会を目
指して、自分や家族ができることを考える。
(学・人に関する内容)

(知及技）生活の中で食事が果た
す役割について理解できる。（高
1段階：衣食住の生活ア（ア））

(思判表力)
用途に応じて献立を考え食品を選
択し、適した調理方法を考える事
ができる。（高1段階：衣食住の
生活ア（イ））

(学･人)生活の中で食事が果たす
役割について理解し、生活を豊か
にするために工夫して実践するこ
とができる。

(知・技）食事には健康を保つだ
けでなく、人と交流したり楽しい
時間を過ごしたりする役割がある
ことを理解している。

(思･判･表)感謝の気持ちを伝える
ためにお招き会の献立を考えるこ
とができる。

(主学)食事を共にすることの重要
性に気づくとともに、楽しく食べ
るために工夫し実践することがで
きる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、お招き会の振り返り

【衣食住の生活】
日常食の調理「お招き会を
しよう」

【衣食住の生活】
・食事が健康の保持だけでなく、人との交流やコ
ミュニケーションの場となることを知る。
・お茶や軽食の準備、配膳、片付けの方法を知
り、実践する。
（知及技に関する内容）

・招待する相手に喜んでもらうためのおもてなし
の方法を考える。
・相手の立場や気持ちを考えながら準備や接客の
方法を選ぶ。
（思判表力に関する内容）

・お招き会の準備や運営に進んで参加する。
・友達と協力しながら活動に取り組む。
(学・人に関する内容)
　

留意点
引継ぎ等

３
学
期

２
学
期



担当者 教科書／副教材

家庭科
一人前になるための家事の図鑑

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【消費生活・環境】
・絵カードや写真を見て、生活に使う物を分類す
る。
・使った物をしまう・手入れする練習（エプロ
ン・食器など）
（知及技に関する内容）

・模擬買い物体験（校内通貨・商品カード）で必
要な物を選び、支払いまでの流れを確認する。
（思判表力に関する内容）

・お世話になった先生に感謝を伝えるためのおも
てなし会を計画したり、お礼状など相手の気持ち
を考えた「おもてなし」を考え工夫する。
(学・人に関する内容)

(知及技)健康な生活と食事の役割
について知ること（中１段階：B
衣食住の生活ア(ア)

(思判表力)場面に応じた日常着の
着方や手入れの仕方などについて
知り、実践しようとすること。
（中１段階：B衣食住の生活イ
(ア)

(学･人)住まいの主な働きや、整
理整頓や清掃の仕方について知
り、実践しようとすること（中１
段階：B衣食住の生活エ(ア)

【衣食住の生活】
・赤・黄・緑の３つの栄養バランスを考えた「お
弁当の献立」を考える
・衛生を意識し。調理手順を確認しながら調理に
挑戦する。
（知及技に関する内容）

・衣服の適正な着脱ができるよう工夫する。
・TPOや気候、環境に合わせた着衣を考える、取
り組むことができる。
・好きな布や柄を選びオリジナルの小物作りに取
り組む。
（思判表力に関する内容）

・整理・清掃・換気等の住宅の手入れについて理
解する。
・身の回りの整理整頓や清掃に取り組む。 (学・
人に関する内容)

12

【家族・家庭生活】
・乳幼児や高齢者の身体の特徴や過ごし方を動画
や写真を通して学習する。
・乳児の身体的特徴を意識しながら「赤ちゃん
抱っこ体験」に挑戦する。
（知及技に関する内容）

・子どもの成長を祝う行事をふり返り、ワーク
シートにまとめる。
・絵本やおもちゃ、童謡など、子どもの発達に必
要な「あそび」についてまとめる。
（思判表力に関する内容）
　
・写真や動画を通して、家庭内の危険な場所を確
認し、安全に過ごすための工夫について考える。
・季節や行事（ファミリーデイ、子どもの日）に
関わる小物づくりを通して、家族に感謝を伝え
る。
(学・人に関する内容)

【消費生活・環境】
・消費者の基本的な権利と
責任

【衣食住の生活】
・食事の役割
・調理実習

(知及技）幼児の特徴や過ごし方
について知ること。（中１段階：
A家族・家庭生活エ(ア)

(思判表力)幼児の特徴や適切な関
わりについて気づき、それらを他
者に伝えることができる。
（中１段階：A家族・家庭生活エ
(イ)

(学･人)家族との触れ合いや地域
生活に関心を持ち、家族や地域の
人との活動や関わり方を考え工夫
することができる。
（中１段階：A家族・家庭生活エ
(イ)

(知・技）幼児や高齢者の特長を
知ることができ、関わり方を知る
ことができる。

(思･判･表)幼児の特長を知り、成
長した自分との違いに気付くこと
ができる。また、その違いを表現
することができる。

(主学)家族での触れ合いや地域生
活での関わりを考え、工夫するこ
とができる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【家族・家庭生活】
・子どもと共に
・高齢者と共に
・共に支え合う生活

14

(知・技）色分けされた３大栄養
素から３色がそれぞれ入るように
バランス良く食材を選ぶことがで
きる。

(思･判･表)衣服の前後やボタン、
ファスナーなど、適切に衣服を着
用することができる。また、寒暖
に合わせた衣服の選択ができる。

(主学)ゴミの始末や道具の片付け
など、必要な整理整頓を見本に合
わせて自ら行うことができる。整
理の場所が分からない時に合図や
質問で確認をとることができる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート

【衣食住の生活】
・日常食の調理

・布を用いた製作

・衣類の選択

・住居の基本的な機能と快
適で安全な住まい方

令和　８年度 高等部　３年（　Ⅱ課程  B類型　）家庭科　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時

数
生徒

１／35 ３学年　9名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境等についての基
礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。( 高１段階)
　
(思判表力) 家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善
し、考えた事を表現するなど、課題を解決する力を養う。 （高１段階）
　
(学･人) 家庭や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し、考えようとする実践
的な態度を養う（高１段階）

1
学
期

２
学
期

３
学
期

(知及技)生活に必要な物について
考えて選ぶことや、物を大切に使
う工夫をすること。（中２段階：
C消費生活・環境ア(イ)

(思判表力)生活に必要な物を選ん
だり、物を大切に使おうとしたり
すること（中１段階：C消費生
活・環境ア(イ)

(学･人)簡単な調理の仕方や手順
について知り、できるようにする
こと。
（中１段階：B衣食住の生活イ
(ア)

9

(知・技）買い物の仕組みや必要
な物の選び方を知り、必要な物の
選択や購入のための金銭のやり取
りができる。
(思･判･表)買い物ごっこの中か購
入する物の選択を行うことができ
る。また、購入の過程で金銭の受
け渡しや商品の受け取り方を考え
ることができる。
(主学)高校生活を振り返り、お世
話になった人や好きな人へ食を通
したおもてなしを教師と一緒に考
え、必要な準備に取り組むことが
できる。

（評価資料）授業の様子、ワーク
シート、自己評価シート、作品



担当者 教科書／副教材

1学年担当 小学どうとく　ゆたかな心　３年

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

2

〇今の自分を見つめて ・「道徳ファイル」を作成し活用する。
・名前や特技、好きな食べ物など自分のことを、
相手に知ってもらう。

5

○自分の役割と責任

〇勤労や奉仕を通して

・集団の役割を知り、自分の果たしている役割に
ついて考える。
・校内・現場実習の体験を通して、働くことについ
て考える。

5

〇命あるものを大切に（慰
霊の日にむけて）

〇礼儀正しく真心をもって

・沖縄戦の資料などを通して命の大切さや尊さに
ついて考える。

・伝統的な礼儀作法や日常的な礼儀作法につい
て学び、相手に心を伝える作法について考える。

7

〇希望と勇気をもってくじ
けずに
○短所を改め、長所を伸
ばして

・偉人のエピソードから、目標を持って一歩一歩
努力していくことの大切さについて考える。
・自分の長所短所について考え、自分らしさや個
性を発揮するにはどうすればよいか考える。

7

〇家族の幸せをもとめて

○郷土を愛する心

・家族のよさについて考えて、家庭の中で自分が
できることを考える。

・沖縄の文化や自然にふれる。

3

〇よりよい校風をもとめて ・学校の良いところをみんなで話合い、よりよくす
るためにはどうすれば良いのか、考える。

6

○自律的で責任ある行動
を

〇振り返り
　「心の木大きくなったか
な」

・自由について考えを深め、自由だからそ気をつ
けるべきことは何かを考える。

・自分の行動を振り返る。授業態度や生活態度、
言葉遣いや人間関係など。

留意点
引継ぎ等

２
学
期

・より高い目標を立て、希望と勇気を持ち、困難があってもあきら
めずに努力することができる。【自分】

・家族の幸せをもとめて、進んで家族の役に立とうとすることがで
きる。【集団・人】
・自分の郷土の伝統と文化にふれ、郷土を愛する心を持つことが
できる。【集団・生命自然】

３
学
期

・先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力しあって、よりよい学
級や学校にするために、進んで行動することができる。【人・集団】

・自律的に判断し、責任のある行動をすることができる。【自分】
・自分の行動や学習を振り返ることができる。【自分】

年間目標

(A：自分自身に関する事)　望ましい生活習慣を身に付け、自主・自律の精神を重んじ、責任ある行動をする態度
を養う。
(B：人との関わりに関する事)　礼儀正しく、思いやりをもって人と接するとともに、広い心をもって異なる意見
や立場を尊重し、経験を通して人間関係を築いていく態度を養う。
(C:集団や社会との関わりに関する事)　法やきまりの意義を理解し、社会の一員として働くことや社会参加するこ
との充実感を味わう態度を養う。
(D:生命や自然、崇高な物との関わり)　自然の偉大さやかけがえのない生命の尊さを理解し人間として生きる喜び
を感じる心を育てる。

単元・題材の目標

1
学
期

・今の自分自身を見つめて、自分を知り、みんなに紹介することが
できる。【自分・人】

・働くことや社会に奉仕することの充実感を味わうとともに、その意
義を理解し、公共のために役立つことをすることができる。【自分・
集団や社会】

・生命の尊さを知り、命あるものを大切にすることができる。【生命
や自然】

・時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接することができ
る。【人】

令和　8　年度 高等部　　１年（　Ⅱ　課程  A類型　）特別の教科　道徳　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

35
　　　　１年１組　6名　　１年２組　7名
　　　　１年３組　7名　　１年４組　7名



担当者 教科書／副教材

1学年担当 小学どうとく　ゆたかな心　３年

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

〇自分のことを書いてみよう

○気持ちの良いふるまいを

・「道徳ファイル」を作成し活用する。
・名前や特技、好きな食べ物など自分のことを、相手に
知ってもらう。

・絵を見ながら様々な場面でどういう挨拶をすればよい
か考える。

4

○身の回りの整理整頓をしよ
う

〇働くことの良さを感じて

・机やロッカーなど身の回りを見て、整理整頓を行う。

・学校の当番や家のお手伝いについて考える。

4

〇命あるものを大切に（慰霊
の日にむけて）
〇良いと思うことは進んでや
ろう
○自分でやることはしっかりや
ろう

・自分の係や当番をした時の気持ちや周りの家族や友
だちの反応について考える。
・身の回りのきまりや約束を確認し、守らないとどうなる
かを考える。
・日頃どんな人にお世話になっているかを考えて、あり
がとうカードを作成する。

7

〇働くことの良さを感じて
○家族の役にたつことを
○きまりを守って

〇お世話になっている人に感
謝しよう

・自分の係や当番をした時の気持ちや周りの家族や友
だちの反応について考える。
・身の回りのきまりや約束を確認し、守らないとどうなる
かを考える。

・日頃誰にお世話になっているかを考えて、ありがとう
カードを作成する。

7

〇すがすがしい心で

〇自分の生活を振り返ってみ
よう

・音楽鑑賞を通して芸術に親しむ。

・睡眠や食事、運動などについて自分の生活リズムを振
り返る。

5

〇ふるさとに親しみを持って

〇あたたかい心で親切に

・沖縄の言葉や食べ物、遊びなどに親しむ

・様々な関係の人たちにそれぞれどのように接すれば
よいか考える。

4

○友だちと仲良く

○振り返り

・友だちとの楽しかった思い出を絵や文に書く。

・一年間を振り返る。

・どんな生き物にも、命があり大切にすることがわかる。【人・生命】
・良いことと悪いことの区別をし、良いと思うことを進んでやることができる。
【自分】
・自分のやるべき勉強や仕事をきちんとすることができる。【自分】

・働くことの良さを知り、みんなや家族のために進んで手伝いをすることが
できる。
・約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切に扱うことができる。【自分・
人・社会】

・家族など日頃世話になっている人に感謝することができる。【人・集団】

・芸術にふれ、美しさや良さを味わい、すがすがしい気持ちになることがで
きる。【生命や自然】

・生活リズムを振り返ることができる。【自分】

・沖縄の文化や生活に親しみ、愛着をもつことができる【集団・生命】

・身近な人に温かい心で接し、親切にしたり助け合ったりすることができる。
【人】

・友だちと仲良くし、助け合うことができる。【人】

・自分の行動を振り返ることができる。
【自分】

令和　８　年度 高等部　　１年（　Ⅱ　課程  B類型　）特別の教科　道徳　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

35 １年　Ⅱ課程　Ｂグループ（12名）

年間目標

(A：自分自身に関する事)　望ましい生活習慣を身に付け、自主・自律の精神を重んじ、責任ある行動をする態度を養う。
(B：人との関わりに関する事)　礼儀正しく、思いやりをもって人と接するとともに、広い心をもって異なる意見や立場を尊重し、経験を通して人間関係を築いていく態
度を養う。
(C:集団や社会との関わりに関する事)　法やきまりの意義を理解し、社会の一員として働くことや社会参加することの充実感を味わう態度を養う。
(D:生命や自然、崇高な物との関わり)　自然の偉大さやかけがえのない生命の尊さを理解し人間として生きる喜びを感じる心を育てる。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

単元・題材の目標

・新しい先生や友達に自己紹介ができる。【自分・人】

・気持ちの良い一日を過ごすために、何が大事か考えることができる。【自
分・人】

・机やロッカーなど身の回りを確認し、どうすれば良いのか考えることがで
きる。【自分】

・働くことの良さを知り、みんなのために働くことができる。【集団・社会】



担当者 教科書／副教材

2学年担当
小学道徳　ゆたかな心　４年

プリント教材他

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

〇今の自分を見つめて ・「道徳ファイル」を作成し活用する。
・名前や特技、好きな食べ物など自分のことを、相手に知っ
てもらう。

○自分の役割と責任

〇勤労や奉仕を通して

・集団の役割を知り、自分の果たしている役割について考え
る。
・校内・現場実習の体験を通して、働くことについて考え
る。

〇命あるものを大切に（慰霊の日
にむけて）

・沖縄戦の資料などを通して命の大切さや尊さについて考え
る。

〇礼儀正しく真心をもって ・伝統的な礼儀作法や日常的な礼儀作法について学び、相手
に心を伝える作法について考える。

〇希望と勇気をもってくじけずに
○短所を改め、長所を伸ばして

・偉人のエピソードから、目標を持って一歩一歩努力してい
くことの大切さについて考える。
・自分の長所短所について考え、自分らしさや個性を発揮す
るにはどうすればよいか考える。

〇家族の幸せをもとめて ・家族のよさについて考えて、家庭の中で自分ができること
を考える。

○郷土を愛する心 ・沖縄の文化や自然にふれる。

○公共のために役立つこと ・自分のなりたい職業ややってみたいボランティアについて
考える。

○法や決まりを守って ・社会にあるマナーやきまりについて確認し、なぜ守らなけ
ればいけないのかを考える。

○自由と自分勝手 ・修学旅行に向けて、集団行動の大切さを考え、自分たちの
楽しみが他の人に迷惑になっていないかを気づかせる。

○思春期の体と心の変化 ・男女それぞれの体と心の変化について理解しし、相手のこ
とを考える。

○思春期の体と心の変化
○性とどう向き合うか

・性に対して適切な意思決定や行動選択ができるようにす
る。

○互いに信頼し学び合う ・友達との付き合い方について何を大事にしたいかを考え
る。

〇よりよい校風をもとめて ・学校の良いところをみんなで話合い、よりよくするために
はどうすれば良いのか、考える。

○自律的で責任ある行動を

〇振り返り
「心の木大きくなったかな」

・自由について考えを深め、自由だからこそ気をつけるべき
ことは何かを考える。
・自分の行動を振り返る。授業態度や生活態度、言葉遣いや
人間関係など。

令和　８　年度 高等部　　２年（　Ⅱ　課程  A類型　）特別の教科　道徳　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

35

２年１組　７名
２年２組　７名
２年３組　７名
２年４組　７名

・②自分や異性の体と心の変化について理解できる。【自分・
人】

年間目標

(A：自分自身に関する事)　望ましい生活習慣を身に付け、自主・自律の精神を重んじ、責任ある行動をする態度を養う。
(B：人との関わりに関する事)　礼儀正しく、思いやりをもって人と接するとともに、広い心をもって異なる意見や立場を尊重し、経験を
通して人間関係を築いていく態度を養う。
(C:集団や社会との関わりに関する事)　法やきまりの意義を理解し、社会の一員として働くことや社会参加することの充実感を味わう態
度を養う。
(D:生命や自然、崇高な物との関わり)　自然の偉大さやかけがえのない生命の尊さを理解し人間として生きる喜びを感じる心を育てる。

単元・題材の目標

1
学
期

・今の自分自身を見つめて、自分を知り、みんなに紹介するこ
とができる。【自分・人】

・働くことや社会に奉仕することの充実感を味わうとともに、
その意義を理解し、公共のために役立つことをすることができ
る。【自分・集団や社会】

・時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接することが
できる。【人】

12

・生命の尊さを知り、命あるものを大切にすることができる。
【生命や自然】

留意点
引継ぎ等

２
学
期

・より高い目標を立て、希望と勇気を持ち、困難があってもあ
きらめずに努力することができる。【自分】

・①自分や異性の体と心の変化について理解できる。【自分・
人】

・友達と信頼し学び合って友情を深め、人間関係を築いていく
ことができる。【人・集団】

・自律的に判断し、責任のある行動をすることができる。【自
分】
・自分の行動や学習を振り返ることができる。【自分】

14

・家族の幸せをもとめて、進んで家族の役に立とうとすること
ができる。【集団・人】

・自分の郷土の伝統と文化にふれ、郷土を愛する心を持つこと
ができる。【集団・生命自然】

・社会に奉仕することの意義を理解し、公共のために役立つこ
とをすることができる。【集団・社会】

・法やきまりの意義を理解し、進んでそれらを守り、自他の権
利を大切にしようとすることができる。【集団社会・人】

・自由の大切さを理解し、自他の自由を尊重し、規律ある行動
ができる。【人・集団社会】

・先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力しあって、よりよ
い学級や学校にするために、進んで行動することができる。
【人・集団】

３
学
期

9



担当者 教科書／副教材

2学年担当 小学　どうとく　ゆたかな心　4年

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

〇自分のことを書いてみよ
う

○気持ちの良いふるまいを

・「道徳ファイル」を作成し活用する。

・名前や特技、好きな食べ物など自分のことを、
相手に知ってもらう。

・絵を見ながら様々な場面でどういう挨拶をすれ
ばよいか考える。

4

○身の回りの整理整頓をし
よう

〇働くことの良さを感じて

・机やロッカーなど身の回りを見て、整理整頓を
行う。

・学校の当番や家のお手伝いについて考える。

4

〇命あるものを大切に（慰
霊の日にむけて）

〇良いと思うことは進んで
やろう

○自分でやることはしっか
りやろう

・自分の係や当番をした時の気持ちや周りの家族
や友だちの反応について考える。

・身の回りのきまりや約束を確認し、守らないと
どうなるかを考える。

・日頃どんな人にお世話になっているかを考え
て、ありがとうカードを作成する。

7

〇働くことの良さを感じて

○家族の役にたつことを

○きまりを守って

〇お世話になっている人に
感謝しよう

・自分の係や当番をした時の気持ちや周りの家族
や友だちの反応について考える。

・身の回りのきまりや約束を確認し、守らないと
どうなるかを考える。

・日頃誰にお世話になっているかを考えて、あり
がとうカードを作成する。

7

〇すがすがしい心で

〇自分の生活を振り返って
みよう

・音楽鑑賞を通して芸術に親しむ。

・睡眠や食事、運動などについて自分の生活リズ
ムを振り返る。

5

〇ふるさとに親しみを持っ
て

〇あたたかい心で親切に

・沖縄の言葉や食べ物、遊びなどに親しむ。

・様々な関係の人たちにそれぞれどのように接す
ればよいか考える。

4
○友だちと仲良く

○振り返り

・友だちとの楽しかった思い出を絵や文に書く。

・一年間を振り返る。

・沖縄の文化や生活に親しみ、愛着をもつことがで
きる【集団・生命】

・身近な人に温かい心で接し、親切にしたり助け
合ったりすることができる。【人】

・友だちと仲良くし、助け合うことができる。
【人】

・自分の行動を振り返ることができる。【自分】

令和 ８　年度 高等部 ２年（　Ⅱ課程  B類型　）特別の教科　道徳　年間指導計画

(A：自分自身に関する事)　望ましい生活習慣を身に付け、自主・自律の精神を重んじ、責任ある行動をする態度
を養う。

(B：人との関わりに関する事)　礼儀正しく、思いやりをもって人と接するとともに、広い心をもって異なる意見
や立場を尊重し、経験を通して人間関係を築いていく態度を養う。

(D:生命や自然、崇高な物との関わり)　自然の偉大さやかけがえのない生命の尊さを理解し人間として生きる喜び
を感じる心を育てる。

(C:集団や社会との関わりに関する事)　法やきまりの意義を理解し、社会の一員として働くことや社会参加するこ
との充実感を味わう態度を養う。

・どんな生き物にも、命があり大切にすることがわ
かる。【人・生命】
・良いことと悪いことの区別をし、良いと思うこと
を進んでやることができる。【自分】
・自分のやるべき勉強や仕事をきちんとすることが
できる。【自分】

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

35
２年５組　３人
２年６組　３人

年間目標

1
学
期

２
学
期

３
学
期

単元・題材の目標

・新しい先生や友達に自己紹介ができる。【自分・
人】

・気持ちの良い一日を過ごすために、何が大事か考
えることができる。【自分・人】

・机やロッカーなど身の回りを確認し、どうすれば
良いのか考えることができる。【自分】

・働くことの良さを知り、みんなのために働くこと
ができる。【集団・社会】

・働くことの良さを知り、みんなや家族のために進
んで手伝いをすることができる。
・約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切に扱
うことができる。【自分・人・社会】
・家族など日頃世話になっている人に感謝すること
ができる。【人・集団】

・芸術にふれ、美しさや良さを味わい、すがすがし
い気持ちになることができる。【生命や自然】

・生活リズムを振り返ることができる。【自分】



担当者 教科書／副教材

3学年担当 新訂　新しい道徳　３

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

2

〇今の自分を見つめて ・「道徳ファイル」を作成し活用する。
・名前や特技、好きな食べ物など自分のことを、
相手に知ってもらう。

5

○自分の役割と責任

〇勤労や奉仕を通して

・集団の役割を知り、自分の果たしている役割に
ついて考える。
・校内・現場実習の体験を通して、働くことにつ
いて考える。

5

〇命あるものを大切に（慰
霊の日にむけて）

〇礼儀正しく真心をもって

・沖縄戦の資料などを通して命の大切さや尊さに
ついて考える。

・伝統的な礼儀作法や日常的な礼儀作法について
学び、相手に心を伝える作法について考える。

7

〇希望と勇気をもってくじ
けずに
○短所を改め、長所を伸ば
して

・偉人のエピソードから、目標を持って一歩一歩
努力していくことの大切さについて考える。
・自分の長所短所について考え、自分らしさや個
性を発揮するにはどうすればよいか考える。

7

〇家族の幸せをもとめて

○郷土を愛する心

・家族のよさについて考えて、家庭の中で自分が
できることを考える。
・沖縄の文化や自然にふれる。

3

〇よりよい校風をもとめて ・学校の良いところをみんなで話合い、よりよく
するためにはどうすれば良いのか、考える。

6

○自律的で責任ある行動を

〇振り返り
　「心の木大きくなったか
な」

・自由について考えを深め、自由だからこそ気を
つけるべきことは何かを考える。
・自分の行動を振り返る。授業態度や生活態度、
言葉遣いや人間関係など。

令和　８　年度 高等部　　３年（　Ⅱ　課程  A類型　）特別の教科　道徳　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

１／35

３年１組　７名
３年２組　７名
３年３組　７名
３年４組　７名
３年５組　７名

年間目標

(A：自分自身に関する事)　望ましい生活習慣を身に付け、自主・自律の精神を重んじ、責任ある行動をする態度
を養う。
(B：人との関わりに関する事)　礼儀正しく、思いやりをもって人と接するとともに、広い心をもって異なる意見
や立場を尊重し、経験を通して人間関係を築いていく態度を養う。
(C:集団や社会との関わりに関する事)　法やきまりの意義を理解し、社会の一員として働くことや社会参加するこ
との充実感を味わう態度を養う。
(D:生命や自然、崇高な物との関わり)　自然の偉大さやかけがえのない生命の尊さを理解し人間として生きる喜び
を感じる心を育てる。

単元・題材の目標

1
学
期

・今の自分自身を見つめて、自分を知り、みんなに
紹介することができる。【自分・人】

・働くことや社会に奉仕することの充実感を味わう
とともに、その意義を理解し、公共のために役立つ
ことをすることができる。【自分・集団や社会】

・生命の尊さを知り、命あるものを大切にすること
ができる。【生命や自然】

・時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接
することができる。【人】

留意点
引継ぎ等

２
学
期

・より高い目標を立て、希望と勇気を持ち、困難が
あってもあきらめずに努力することができる。【自
分】

・家族の幸せをもとめて、進んで家族の役に立とう
とすることができる。【集団・人】
・自分の郷土の伝統と文化にふれ、郷土を愛する心
を持つことができる。【集団・生命自然】

３
学
期

・先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力しあっ
て、よりよい学級や学校にするために、進んで行動
することができる。【人・集団】

・自律的に判断し、責任のある行動をすることがで
きる。【自分】
・自分の行動や学習を振り返ることができる。【自
分】



担当者 教科書／副教材

3学年担当 おもいやりの絵本

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

〇自分のことを書いてみよ
う
○気持ちの良いふるまいを

・「道徳ファイル」を作成し活用する。
・名前や特技、好きな食べ物など自分のことを、
相手に知ってもらう。
・絵を見ながら様々な場面でどういう挨拶をすれ
ばよいか考える。

4

○身の回りの整理整頓をし
よう

〇働くことの良さを感じて

・机やロッカーなど身の回りを見て、整理整頓を
行う。

・学校の当番や家のお手伝いについて考える。

4

〇命あるものを大切に（慰
霊の日にむけて）

〇良いと思うことは進んで
やろう
○自分でやることはしっか
りやろう

・自分の係や当番をした時の気持ちや周りの家族
や友だちの反応について考える。
・身の回りのきまりや約束を確認し、守らないと
どうなるかを考える。
・日頃どんな人にお世話になっているかを考え
て、ありがとうカードを作成する。

7

〇働くことの良さを感じて
○家族の役にたつことを
○きまりを守って
〇お世話になっている人に
感謝しよう

・自分の係や当番をした時の気持ちや周りの家族
や友だちの反応について考える。
・身の回りのきまりや約束を確認し、守らないと
どうなるかを考える。
・日頃誰にお世話になっているかを考えて、あり
がとうカードを作成する。

7

〇すがすがしい心で

〇自分の生活を振り返って
みよう

・音楽鑑賞を通して芸術に親しむ。

・睡眠や食事、運動などについて自分の生活リズ
ムを振り返る。

5

〇ふるさとに親しみを持っ
て

〇あたたかい心で親切に

・沖縄の言葉や食べ物、遊びなどに親しむ

・様々な関係の人たちにそれぞれどのように接す
ればよいか考える。

4

○友だちと仲良く

○振り返り

・友だちとの楽しかった思い出を絵や文に書く。

・一年間を振り返る。

・どんな生き物にも、命があり大切にすることがわかる。
【人・生命】
・良いことと悪いことの区別をし、良いと思うことを進んで
やることができる。【自分】
・自分のやるべき勉強や仕事をきちんとすることができる。
【自分】

・働くことの良さを知り、みんなや家族のために進んで手伝いをす
ることができる。
・約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切に扱うことができ
る。
【自分・人・社会】
・家族など日頃世話になっている人に感謝することができる。
【人・集団】

・芸術にふれ、美しさや良さを味わい、すがすがし
い気持ちになることができる。【生命や自然】

・生活リズムを振り返ることができる。【自分】

・沖縄の文化や生活に親しみ、愛着をもつことがで
きる【集団・生命】

・身近な人に温かい心で接し、親切にしたり助け
合ったりすることができる。【人】

・友だちと仲良くし、助け合うことができる。
【人】

・自分の行動を振り返ることができる。
【自分】

令和８年度 　高等部　　３年（　Ⅱ　課程  B類型　）特別の教科　道徳　　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

1/35
３年６組　５名
３年７組　４名

年間目標

(A：自分自身に関する事)　望ましい生活習慣を身に付け、自主・自律の精神を重んじ、責任ある行動をする態度
をとることができる。
(B：人との関わりに関する事)　礼儀正しく、思いやりをもって人と接するとともに、異なる意見や立場を広い心
をもって尊重し、経験を通して人間関係を築いていく態度をとることができる。
(C:集団や社会との関わりに関する事)　法やきまりの意義を理解し、社会の一員として働くことや社会参加するこ
との充実感を味わう態度をとることができる。
(D:生命や自然、崇高な物との関わり)　自然の偉大さや、かけがえのない生命の尊さを理解し、人間として生きる
喜びを感じる心を自ら育てることができる。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

単元・題材の目標

・新しい先生や友達に自己紹介ができる。【自分・
人】
・気持ちの良い一日を過ごすために、何が大事か考
えることができる。【自分・人】

・机やロッカーなど身の回りを確認し、どうすれば
良いのか考えることができる。【自分】

・働くことの良さを知り、みんなのために働くこと
ができる。【集団・社会】



担当者 教科書／副教材

1学年担当

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

(知及技）就業体験の目的
について理解し、内容や役
割などを確認し、見通しを
もって取り組むことができ
る。
(思判表力)就業体験を振り
返って成果を確認し、発表
をすることができる。
(学･人)勤労の意義を理解
し、皆と協力し、意欲的に
活動に取り組むことができ
る。

(知･技）働く上で大切なこと
を理解しようとし、具体的に
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)就業体験を振り返
り、自己の目標や課題を達成
できたかどうか具体的にまと
め、発表しようとしている。
(主学)働くことに興味をも
ち、教師や他の生徒とコミュ
ニケーションをとりながら取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇前期就業体験(校
内)事前学習、事後学
習

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習の内
容を具体的にイメージする。

〇就業体験における約束事を確認
し、それらが将来働く上で大切な
事柄と関連していることを確認す
る。

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習での
活動内容を振り返る。
〇各自の実習中の活動内容につい
て自己評価し、後期に向けた目標
をもつ。

２
学
期

14

(知及技）就業体験の目的
について理解し、内容や役
割などを確認し、見通しを
もって取り組むことができ
る。
(思判表力)就業体験を振り
返って成果を確認し、発表
をすることができる。
(学･人)勤労の意義を理解
し、皆と協力し、意欲的に
活動に取り組むことができ
る。

(知･技）働く上で大切なこと
を理解しようとし、具体的に
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)就業体験を振り返
り、自己の目標や課題を達成
できたかどうか具体的にまと
め、発表しようとしている。
(主学)働くことに興味をも
ち、教師や他の生徒とコミュ
ニケーションをとりながら取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇後期就業体験(校
内)事前学習、事後学
習

○卒業生講話

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習の内
容を具体的にイメージする。

〇就業体験における約束事を確認
し、それらが将来働く上で大切な
事柄と関連していることを確認す
る。

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習での
活動内容を振り返る。
〇各自の実習中の活動内容につい
て自己評価し、今後の目標をも
つ。

○卒業生による仕事や余暇につい
ての話を聞き、働く意義や将来の
姿をイメージする。

３
学
期

9

(知及技）販売学習の目的
について理解し、内容や役
割などを確認し、見通しを
もって取り組むことができ
る。
(思判表力)販売学習を振り
返って成果を確認し、発表
をすることができる。
(学･人)勤労の意義を理解
し、皆と協力し、意欲的に
活動に取り組むことができ
る。

(知･技）働く上で大切なこと
を理解しようとし、具体的に
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)販売学習を振り返
り、自己の目標や課題を達成
できたかどうか具体的にまと
め、発表しようとしている。
(主学)働くことに興味をも
ち、教師や他の生徒とコミュ
ニケーションをとりながら取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇生産物販売学習
事前学習
事後学習

〇進路学習

〇視覚教材を活用して、みさき市
や販売学習の内容を具体的にイ
メージする。

〇販売学習における約束事を確認
し、それらが将来働く上で大切な
事柄と関連していることを確認す
る。

〇視覚教材を活用して、販売学習
での活動内容を振り返る。

〇各自の活動内容について自己評
価し、今後の目標をもつ。

〇職業について学ぶ。

令和8年度　高等部　1年（Ⅱ課程 A類型）　総合的な探究の時間　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

１単位
（３５時間） １年（ 27名）

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
　評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

(知及技）
就業体験事前・事後学習や体験的な学習活動を通して、それぞれの職業班で必要な知識や技能を身につける。
(思判表力）
就業体験や学習的な体験活動を通して、学んだことをまとめ、発表活動を行うことができる。
(学･人）
就業体験や学習的な体験活動を通して、集団の中で話し合い、課題を解決する力や能力を身につける。

年間目標



担当者 教科書／副教材

1学年担当

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

(知及技）
就業体験の期間や内容を理
解し、見通しを持つことが
できる。
(思判表力)
就業体験を振り返って成果
を確認し、発表をしようと
することができる。
(学･人)
仕事の意義を理解し、皆と
協力して活動に取り組むこ
とができる。

(知･技）
働く上で大切なことを知り、
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)
就業体験を振り返り、自己の
目標が達成できたかどうかを
発表しようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら活動に取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇前期就業体験(校
内)事前学習
事後学習

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習の内
容を具体的にイメージする。

〇就業体験における持ち物や約束
事を確認し、目標を設定する。

〇各自の目標に対する自己評価を
行う。

〇報告会を通して、具体的な仕事
内容について学ぶ。

２
学
期

14

(知及技）
就業体験の期間や内容を理
解し、見通しを持つことが
できる。
(思判表力)
就業体験を振り返って成果
を確認し、発表をしようと
することができる。
(学･人)
仕事の意義を理解し、皆と
協力して活動に取り組むこ
とができる。

(知･技）
働く上で大切なことを知り、
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)
就業体験を振り返り、自己の
目標が達成できたかどうかを
発表しようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら活動に取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇後期就業体験(校
内)事前学習
事後学習

○卒業生講話

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習の内
容を具体的にイメージする。

〇就業体験における持ち物や約束
事を確認し、目標を設定する。

〇各自の目標に対する自己評価を
行う。

〇報告会を通して、具体的な仕事
内容について学ぶ。

○卒業生による仕事や余暇につい
ての話を聞き、働く意義や将来の
姿をイメージする。

３
学
期

9

(知及技）
販売学習の内容を理解し、
見通しを持つことができ
る。
(思判表力)
販売学習を振り返って成果
を確認し、発表をしようと
することができる。
(学･人)
仕事の意義を理解し、皆と
協力して活動に取り組むこ
とができる。

(知･技）
働く上で大切なことを知り、
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)
販売学習を振り返り、自己の
目標が達成できたかどうかを
発表しようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら活動に取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇生産物販売学習
事前学習
事後学習

〇進路学習

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、学習発表
会や販売学習の内容を具体的にイ
メージする。

〇販売学習における約束事を確認
し、目標を設定する。

〇各自の目標に対する自己評価を
行う。

令和８年度　高等部　1年（Ⅱ課程 Bグループ）　総合的な探究の時間　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

１単位
（３５時間） １年（12名）　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
　評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

(知及技）
就業体験などの学習活動を通して、課題解決に必要な知識及び技能を身に付ける。
(思判表力）
就業体験などの学習活動を通して、自分の役割や成果と課題等を振り返ることができる。
(学･人）
課題解決や探求活動に主体的・協働的に取り組む態度を養う。

年間目標



担当者 教科書／副教材

2学年担当

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

(知及技）
就業体験の目的について理
解し、内容の確認を行い見
通しをもって取り組むこと
ができる。

(思判表力)
就業体験を振り返って自己
評価を行い、発表すること
ができる。

(学･人)
仕事の意義を理解し皆と協
力して作業を行うことがで
きる。

(知･技）
働く上で大切なことを理解し
ようとし、具体的な見通しを
もって取り組もうとしてい
る。

(思･判･表)
就業体験を振り返り、自己の
目標や課題が達成できたかど
うか理由を添えてまとめ、発
表しようとしている。

(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら取り組も
うとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

○前期就業体験(校
外)　事前学習
事後学習

○動画やパワーポイントなどの視
覚教材を活用して、実習の内容を
具体的にイメージする。

○就業体験における約束事と、そ
れらが将来働く上で大切な事柄と
関連していることを確認する。

○動画やパワーポイントなどの視
覚教材を活用して、実習での活動
を振り返る。

○各自の就業体験について、自己
評価する。

２
学
期

14

(知及技）
就業体験の目的について理
解し、内容の確認を行い見
通しをもって取り組むこと
ができる。

(思判表力)
就業体験での反省点を踏ま
えながら後期就業体験を振
り返って自己評価を行い、
発表することができる。

(学･人)
仕事の意義を理解し皆と協
力して作業を行うことがで
きる。

(知･技）
働く上で大切なことを理解し
ようとし、具体的な見通しを
もって取り組もうとしてい
る。

(思･判･表)
前期就業体験での反省点を踏
まえながら、後期就業体験を
振り返り、自己の目標や課題
が達成できたかどうか理由を
添えてまとめ、発表しようと
している。

(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら取り組も
うとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

後期就業体験(校外)
事前学習
事後学習

○卒業生講話

○動画やパワーポイントなどの視
覚教材を活用して、実習の内容を
具体的にイメージする。

○就業体験における約束事と、そ
れらが将来働く上で大切な事柄と
関連していることを確認する。

○動画やパワーポイントなどの視
覚教材を活用して、実習での活動
を振り返る。

○各自の就業体験について、自己
評価する。

○卒業生による仕事や余暇につい
ての話を聞き、働く意義や将来の
姿をイメージする。

３
学
期

9

(知及技）
就労の意義を理解すること
ができる。

(思判表力)
自分の進路先や興味のある
仕事分野について考えるこ
とができる。

(学･人)
仕事の意義を理解し皆と協
力して作業を行うことがで
きる。

(知･技）
就労の意義が「生計の維持」
「社会貢献」「個性の発揮」
など多義的であることを理解
しようとしている。

(思･判･表)
自分の進路や興味のある仕事
分野について調べている。

(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら取り組も
うとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

○生産物販売学習
事前学習
事後学習

○進路学習

○動画やパワーポイントなどの視
覚教材を活用して、学習発表会の
準備をする。

○他の生徒の発表や自分の発表を
振り返って評価する。

○就労について学ぶ。

令和８年度　高等部　２年（Ⅱ課程 A類型）　総合的な探究の時間　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

１単位
（３５時間） ２年  28名　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
　評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

(知及技）
体験活動を通して、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、主体的かつ創意工夫を生かした取り組みが
できる。

(思判表力）
体験活動を通して、実生活や実社会と自己との関わりから課題を見いだし、課題に向き合おうとすることができる。
また、活動内容をまとめ、場面に応じて表現することができる。

(学･人）
体験活動を通して、主体的・協働的に取り組むとともに、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとするこ
とができる。

年間目標



担当者 教科書／副教材

2学年担当

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

（知及技）
就業体験の期間や内容を理
解し、見通しを持つことが
できる。

（思判表力）
就業体験を振り返り、自己
の目標や課題が達成できた
かどうか振り返ってまとめ
て、発表することができ
る。

（学・人）
仕事の意義を理解し皆と協
力して作業を行うことがで
きる。

（知･技）
就業体験について理解しよ
うとし、見通しをもって取
り組もうとしている。

（思･判･表）
就業体験を振り返り、自己
の目標が達成できたかどう
かをまとめ、発表しようと
している。

（主学）
働くことに興味をもち、職
員や他の生徒とコミュニ
ケーションをとりながら取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動
の姿により評価する。

○前期就業体験(校
外)　事前学習
事後学習

○仕事内容、持ち物などの確認。

○就業体験中の目標の設定。

○同じ班のメンバーを確認し、親睦を
深める。

○就業体験の振り返りを行う。

○目標の自己評価を行う。

○自分や友人の就業体験先の体験発表
を通し、具体的な仕事内容について学
ぶ。

２
学
期

14

（知及技）
就業体験の期間や内容を理
解し、見通しを持つことが
できる。

（思判表力）
就業体験での反省点などを
踏まえながら、後期就業体
験を振り返り、自己の目標
や課題が達成できたかどう
か振り返ってまとめて、発
表することができる。

（学・人）
仕事の意義を理解し皆と協
力して作業を行うことがで
きる。

（知･技）
就業体験について理解しよ
うとし、見通しをもって取
り組もうとしている。

（思･判･表）
就業体験での反省点を踏ま
えながら、就業体験を振り
返り、自己の目標が達成で
きたかどうかをまとめ、発
表しようとしている。

（主学）
働くことに興味をもち、職
員や他の生徒とコミュニ
ケーションをとりながら取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動
の姿により評価する。

○後期就業体験(校
外)　事前学習
事後学習

○卒業生講話

○仕事内容、持ち物などの確認。

○就業体験中の目標の設定。

○同じ班のメンバーを確認し、親睦を
深める。

○就業体験の振り返りを行う。

○目標の自己評価を行う。

○自分や友人の就業体験先の体験発表
を通し、具体的な仕事内容について学
ぶ。

○卒業生による仕事や余暇についての
話を聞き、働く意義や将来の姿をイ
メージする。

令和８年度 高等部　２年（Ⅱ課程  B類型）総合的な探究の時間　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

１単位
（３５時間） ２年　６名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
課題解決に必要な知識及び技能を身に付けることができる。

(思判表力)
実社会や実生活と自己との関わりの中で、課題について振り返り、表現することができる。

(学･人)
探究に主体的・共同的に取り組むとともに、互いの良さを生かしながら、よりよい関係性を築くことができる。



３
学
期

9

（知及技）
生産や販売の流れについて
理解することができる。

（思判表力）
販売学習を振り返り、自己
評価をすることができる。

（学･人）
仲間と協力しながら、興味
をもって取り組むことがで
きる。

（知･技）
生産や販売の流れについて
理解しようとしている。

（思･判･表）
販売学習を振り返って自己
評価をしようとしている。

（主学）
働くことに興味をもち、職
員や他の生徒とコミュニ
ケーションをとりながら取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動
の姿により評価する。

○生産物販売学習
事前学習
事後学習

○進路学習

○販売学習の準備をする。

○仕事の分担や係の確認をする。

○販売学習の成果の確認をする。

○自己評価を行う。

留意点
引継ぎ等



担当者 教科書／副教材

3学年担当

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

(知及技）
就業体験の目的について理
解し、内容や役割などを確
認し、見通しをもって取り
組むことができる。
(思判表力)
働く意義や、働くために必
要な力は何か考えることが
できる。また、実習を振り
返り、自己の目標や課題が
達成できたかどうか理由を
添えてまとめ、発表するこ
とができる。
(学･人)
勤労の意義を理解し、皆と
協力し、意欲的に活動に取
り組むことができる。

(知･技）
就業体験の目的・内容・役割
などについて理解し、働く上
で大切なことを理解して見通
しをもって取り組んでいる。
(思･判･表)
働く意義や、働くために必要
な力は何か考えて実習に取り
組み、実習後の振り返りで
は、自己の目標や課題を達成
できたかどうか具体的にまと
め、発表しようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら取り組も
うとしている。

〇前期就業体験(校
外)
事前学習
事後学習

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習の内
容を具体的にイメージする。

〇就業体験における約束事を確認
し、それらが将来働く上で大切な
事柄と関連していることを確認す
る。

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習での
活動内容を振り返る。

〇各自の実習中の活動内容につい
て自己評価し、後期に向けた目標
をもつ。

２
学
期

14

(知及技）
就業体験の目的について理
解し、内容や役割などを確
認し、見通しをもって取り
組むことができる。
(思判表力)
働く意義や、働くために必
要な力は何か考えることが
できる。また、実習を振り
返り、自己の目標や課題が
達成できたかどうか理由を
添えてまとめ、発表するこ
とができる。
(学･人)
勤労の意義を理解し、皆と
協力し、意欲的に活動に取
り組むことができる。

(知･技）
就業体験の目的・内容・役割
などについて理解し、働く上
で大切なことを理解して見通
しをもって取り組んでいる。
(思･判･表)
働く意義や、働くために必要
な力は何か考えて実習に取り
組み、実習後の振り返りで
は、自己の目標や課題を達成
できたかどうか具体的にまと
め、発表しようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら取り組も
うとしている。

〇後期就業体験(校
外)
事前学習
事後学習

○卒業生講話

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習の内
容を具体的にイメージする。

〇就業体験における約束事を確認
し、それらが将来働く上で大切な
事柄と関連していることを確認す
る。

〇動画や静止画(パワーポイント)
等視覚教材を活用して、実習での
活動内容を振り返る。

〇各自の実習中の活動内容につい
て自己評価し、今後の目標をも
つ。

○卒業生による仕事や余暇につい
ての話を聞き、働く意義や将来の
姿をイメージする。

３
学
期

9

(知及技）
販売学習の目的について理
解し、内容や役割などを確
認し、見通しをもって取り
組むことができる。
(思判表力)
販売学習を振り返って成果
を確認し、発表をすること
ができる。
(学･人)
勤労の意義を理解し、皆と
協力し、意欲的に活動に取
り組むことができる。

(知･技）
働く上で大切なことを理解し
ようとし、具体的に見通しを
もって取り組もうとしてい
る。
(思･判･表)
販売学習を振り返り、自己の
目標や課題を達成できたかど
うか具体的にまとめ、発表し
ようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら取り組も
うとしている。
○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇生産物販売学習
事前学習
事後学習

〇進路学習

〇視覚教材を活用して、学習発表
会や販売学習の内容を具体的にイ
メージする。

〇販売学習における約束事を確認
し、それらが将来働く上で大切な
事柄と関連していることを確認す
る。

〇視覚教材を活用して、販売学習
での活動内容を振り返る。
〇各自の活動内容について自己評
価し、今後の目標をもつ。
〇職業について学ぶ。

令和８年度　高等部　3年（Ⅱ課程 A類型）　総合的な探究の時間　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

１単位
（３５時間） ３年　35名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
　評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

(知及技) 就業体験などの体験活動を通して、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付けることができる。

(思判表力）就業体験を通して、実生活や実社会と自己との関わりから課題を見いだし、課題に向き合おうとするこ
とができる。また、活動内容をまとめ、場面に応じて表現することができる。

(学･人）体験活動に主体的・協働的に取り組むとともに、集団の中で話し合い課題を解決する力や能力を身につける
ことができる。

年間目標



担当者 教科書／副教材

3学年担当

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

(知及技）
就業体験の期間や内容を理
解し、見通しを持つことが
できる。
(思判表力)
就業体験を振り返って成果
を確認し、発表することが
できる。
(学･人)
仕事の意義を理解し、皆と
協力して活動に取り組むこ
とができる。

(知･技）
働く上で大切なことを知り、
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)
就業体験を振り返り、自己の
目標が達成できたかどうかを
発表しようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら活動に取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇前期就業体験(校
外)
事前学習
事後学習

〇動画や静止画(パワーポイント)等
視覚教材を活用して、実習の内容を
具体的にイメージする。

〇就業体験における持ち物や約束事
を確認し、目標を設定する。

〇各自の目標に対する自己評価を行
う。

〇報告会を通して、具体的な仕事内
容について学ぶ。

２
学
期

14

(知及技）就業体験の期間
や内容を理解し、見通しを
持つことができる。
(思判表力)
働くために必要な力は何か
考えることができる。ま
た、実習を振り返って成果
を確認し、発表することが
できる。
(学･人)
仕事の意義を理解し、皆と
協力して活動に取り組むこ
とができる。

(知･技）
働く上で大切なことを知り、
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)
働くために必要な力は何か考
えようとしている。また、実
習を振り返り、自己の目標が
達成できたかどうかを発表し
ようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら活動に取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇後期就業体験(校
外)
事前学習
事後学習

○卒業生講話

〇動画や静止画(パワーポイント)等
視覚教材を活用して、実習の内容を
具体的にイメージする。

〇就業体験における持ち物や約束事
を確認し、目標を設定する。

〇各自の目標に対する自己評価を行
う。

〇報告会を通して、具体的な仕事内
容について学ぶ。

○卒業生による仕事や余暇について
の話を聞き、働く意義や将来の姿を
イメージする。

３
学
期

9

(知及技）
販売学習の内容を理解し、
見通しを持つことができ
る。
(思判表力)
販売学習を振り返って成果
を確認し、発表をしようと
することができる。
(学･人)
仕事の意義を理解し、皆と
協力して活動に取り組むこ
とができる。

(知･技）
働く上で大切なことを知り、
見通しをもって取り組もうと
している。
(思･判･表)
販売学習を振り返り、自己の
目標が達成できたかどうかを
発表しようとしている。
(主学)
働くことに興味をもち、教師
や他の生徒とコミュニケー
ションをとりながら活動に取
り組もうとしている。

○自己評価、作成物、活動の
姿により評価する。

〇生産物販売学習
事前学習
事後学習

〇動画や静止画(パワーポイント)等
視覚教材を活用して、学習発表会や
販売学習の内容を具体的にイメージ
する。

〇販売学習における約束事を確認
し、目標を設定する。

〇各自の目標に対する自己評価を行
う。

令和８年度　高等部　3年（Ⅱ課程 B類型）　総合的な探究の時間　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 生徒

１単位
（３５時間） 3年　9名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
　評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

(知及技）
就業体験などの学習活動を通して、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力）
就業体験などの学習活動を通して、自己との関わりから課題を見いだし、課題に向き合おうとすることができる。ま
た、活動内容をまとめ、場面に応じて表現することができる。
(学･人）
課題解決や探求活動に主体的・協働的に取り組む態度を養うことができる。

年間目標



担当者 教科書／副教材

1学年担当

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

〇入学式・終業式 〇入学式、終業式への参加。

〇身体測定
〇身体測定、内科検診、胸部レントゲン、心電図
検査等の検査結果を受け、自身の生活習慣につい
て考える。

○新入生歓迎会
〇生徒総会

〇新入生歓迎会や生徒総会に参加し、生徒会の一
員であることを確認する。

〇火災避難訓練
〇火災避難訓練に参加し、避難する際の注意事項
について考える。

〇キャリアパスポート
〇基礎資料をもとに年間のキャリアパスポートを
作成する。

〇学校間交流
〇学校紹介のビデオレター作成やプレゼントの交
換を通して交流に参加する。

〇始業式・終業式 〇始業式、終業式への参加。

〇地震津波避難訓練
〇地震津波避難訓練に参加し、避難する際の注意
事項や防災について考える。

〇校内陸上大会 〇校内陸上大会で自分の種目に精一杯参加する。

〇特体連体育大会
〇公共交通機関の利用について学び、特体連体育
大会に出場する選手を応援する。

〇校外学習
〇校外学習に参加し公共施設や集団行動のマナー
やルールについて学ぶ。

〇キャリアパスポート
〇基礎資料をもとにキャリアパスポートを作成す
る。

〇性に関すること 〇世界エイズデーを通して性について学習する。

〇始業式・修了式 〇始業式、修了式への参加。

〇生徒会役員選挙 〇選挙について学ぶ。

○特体連駅伝大会
（校外学習）

○公共交通機関の利用について学び、特体連駅伝
大会に出場する選手を応援する。

〇キャリアパスポート
〇基礎資料をもとにキャリアパスポートを作成
し、一年間を振り返る。

○買い物学習
（校外学習）

○現金を利用した買い物学習を通して、社会のマ
ナーやルールを学ぶ。

〇3年生を送る会 〇3年生を送る会に参加し、卒業生の門出を祝う。

〇これまでの学習状況やキャリア形成の振り返りと
進級後の見通しを持ち、主体的に学びに向かう力を
育むことができる。

〇防災についての理解を深めて、実践的な対応力を
高めることができる。

○一生懸命練習してきた選手をみんなで応援するこ
とができる。

〇公共でのマナーやルールを学び、実践することが
できる。

〇学校の代表として一生懸命頑張る生徒を応援する
ことができる。

〇学習状況やキャリア形成の見通しと振り返りを行
い、主体的に学びに向かう力を育むことができる。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思・判・表)思考・判断・表現　　     (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。
(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見出し、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりする
ことができるようにする。
(学・人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、生活及び人間関係をよ
りよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

単元・題材の目標

〇地域の仲間と関わることを通して、自己を見つめ
互いの理解を深めることができる。

〇体験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感
を深めることができる。

〇健全な発達や健康の維持を目指すことができる。

〇生徒同士が協力して学校生活の充実と向上を図る
ことができる。

〇学習状況やキャリア形成の年間の見通しを持た
せ、主体的に学びに向かう力を育むことができる。

令和８年度   高等学部　１年（　　Ⅱ課程  Aグループ　）特別活動　年間指導計画

単位数
／配当時数

生徒

35 1年1組6名　　1年2組7名
1年3組7名　　1年4組7名

○公共のマナーやルールを守り、買い物することが
できる。

1
学
期

12

留意点
引継ぎ等

〇学校生活をよりよくするための課題を見出し解決するために話し合うことができる。（思考・判断・表現）
〇役割を分担し協力して実践したり、話し合いを通して自分の意見や意思を示し、他者の意見を尊重することができる。（思
考・判断・表現、学びに向かう人間性等）
〇ホームルームで学級や学校生活での諸問題を話し合う。
〇社会生活を行う上での様々な事柄（自他の個性の理解と尊重、男女相互の理解と協力、国際理解と国際協力、青年期の悩みと
課題等）に関する学習の実施。

〇性に対する正しい知識を知り、理解を深めること
ができる。

〇先輩や先生方へ感謝の気持ちを込めて、生徒同士
協力して活動することができる。

２
学
期

〇体験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感
を深めることができる。

〇選挙について学び、自分で候補者を選んで投票す
ることができる。

３
学
期

14

9

〇体験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感
を深めることができる。

〇災害についての理解を深めて、実践的な対応力を
高めることができる。

〇健全な発達や健康維持を目指すことができる。



担当者 教科書／副教材

1学年担当

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

〇入学式、終業式

〇身体測定

○新入生歓迎会
〇生徒総会

〇火災避難訓練

〇学校間交流

〇進級の喜びを感じ、これからの生活への意欲を
持つ。

〇身体測定等の結果より、自己の生活習慣の見直
し、及び自分の健康に関心を持つ。

〇生徒会の一員としての役割を持ち、活動する。

〇避難する際の注意点の確認と実践、及び安全な
行動様式を身につける。

〇学校紹介のビデオレター作成やプレゼントの交
換をする。

２
学
期

14

〇始業式、終業式

〇地震津波避難訓練

〇体育祭

〇性教育

〇校外学習

〇特体連体育大会
（校外学習）

〇学期ごとの具体的な目標を持って生活する。

〇避難する際の注意点の確認と実践、及び安全な
行動様式を身につける。

〇大会の各種目への参加。自分の目標に向かっ
て、努力する力を身につける。

〇世界エイズデーについての学習する。

〇公共の場での行動の仕方を身につける。

〇公共交通機関を利用して応援に行くことができ
る。

３
学
期

9

〇始業式、修了式

〇特体連駅伝大会
（校外学習）
〇買い物学習
（校外学習）

〇生徒会役員選挙

〇３年生を送る会

〇始業式への参加。その場にふさわしい行動がで
きるようにする。

○日頃の学習成果を発表する。

〇公共交通機関を利用して応援に行くことができ
る。
〇現金を利用し、必要な物を買うことができる。

〇生徒会役員選挙を通して、選挙の意義や具体的
な仕組みを体験し、選挙人としての自覚を持つ。

〇先輩の姿を見て、2年後の自分を想像し、社会
への希望を持つ。

〇ホームルーム活動

〇1学年集会

〇学級活動やルールなどについての話し合う。

○キャリアパスポートを活用し、教師と一緒に目
標設定や振り返りを行う。

〇高校生として自覚を持って行動する。

〇儀式への参加を通して、学校生活を送るための心構えを確認す
る。

〇一生懸命練習してきた選手をみんなで応援することができる。

〇公共でのマナーやルールを守って買い物ができる。

〇選挙について学び、自分で候補者を選んで投票することができ
る。

〇支えてくれた先輩へ感謝の気持ちを込めて、皆と協力して活動す
ることができる。

留意点
引継ぎ等

〇学級活動で自分の意見や意志を示し、他者の意見を聞くことがで
きる。

○毎学期の始めと終わりに、学期の目標を立てたり、振り返ったり
することができる。

〇高校生になったことを確認（自覚）する。

通年を通して
行う

年間目標

(知及技)多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し，行動の仕
方を身に付けるようにする。

(思判表力)集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図ったり，意思
決定したりすることができるようにする。

(学･人)自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，主体的に集団や社会に参画し，生活及び
人間関係をよりよく形成するとともに，人間としての在り方生き方についての自覚を深め，自己実現を図ろうとす
る態度を養う。

単元・題材の目標

〇儀式への参加を通して、新しい環境への心構えを確認する。

〇健全な発達や健康の維持について関心をもつことができる。

〇生徒会の一員として、皆と協力して活動することができる。

〇災害時の知識を学び、安全に気を付けて、避難することができ
る。

〇地域の仲間と関わることを通して、自己を見つめ互いの理解を深
める。

〇儀式への参加を通して、学校生活を送るための、心構えを確認す
る。

〇災害時の知識を学び、安全に気を付けて、避難することができ
る。

〇健全な発達や健康維持を目指す。

〇性に対する正しい知識を学習し、知識を深める。

〇公共でのマナーやルールを学ぶ。

〇学校の代表として一生懸命頑張る生徒を応援することができる。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

令和８年度  高等部1年（　Ⅱ課程  B類型　）特別活動　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

35 １年（12名）　



担当者 教科書／副教材

2学年担当

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

留意点
引継ぎ等

〇学校生活をよりよくするための課題を見出し解決するために話し合うことができる。（思考・判断・表現）
〇役割を分担し協力して実践したり、話し合いを通して自分の意見や意思を示し、他者の意見を尊重することができる。
（思考〇判断〇表現、学びに向かう人間性等）
〇ホームルームで学級や学校生活での諸問題を話し合う。
〇社会生活を行う上での様々な事柄（自他の個性の理解と尊重、男女相互の理解と協力、国際理解と国際協力、青年期の
悩みと課題等）に関する学習の実施。
○キャリアパスポートを活用し、これまでのキャリア教育の活動を振り返り、自己実現に向けて見通しを持つ。

２
学
期

３
学
期

・始業式、終業式
・校内陸上大会
・地震避難訓練
・修学旅行
（校外学習）
・特別支援学校体育
大会（校外学習）
・買い物学習
（校外学習）
・生徒会役員選挙
・性教育
・施設見学
（校外学習）
・キャリアパスポー
ト

・始業式、終業式に積極的に参加する。
・競技に参加する。
・避難する際に気を付ける点について考える。
・事前学習や係活動、集団行動の中での決まりや
役割の大切さを学ぶ。
・美咲の生徒や他校の生徒を応援する。
・必要な物を現金で購入する体験を通し社会の
ルール、マナーを学習する。
・校内及び現場実習に対する態度と心得を学ぶ。
・候補者の立会演説を聞き、投票する。
・プライベートゾーンについて考える。
・施設について調べ、公共機関等を利用し見学す
る。
・基礎資料をもとにキャリアパスポートを作成す
る。
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・服装容儀を整え式に参加し、学校生活への心構
えを持つことができる。
・一生懸命練習してきた選手をみんなで応援する
ことができる。
・卒業式の意義を理解し、場に相応しい礼儀正し
さで祝うことができる。
・これまでの学習状況やキャリア形成の振り返り
と進級後の見通しを持ち、主体的に学びに向かう
力を育む。

9

・始業式、終了式
・特体連駅伝大会
（校外学習）
・買い物学習
（校外学習）
・卒業式に向けて
（３年生を送る会）
・キャリアパスポー
ト

・始業式、終了式に積極的に参加する。
・美咲の生徒や他校の生徒を応援する。
・必要な物を現金で購入する体験を通し社会の
ルール、マナーを学習する。
・卒業式についての話を聞いたり、歌の練習をし
たりする。学年からの出し物について話し合った
り、準備したりする。
・基礎資料をもとにキャリアパスポートを作成と
一年を振り返る。

・服装容儀を整え式に参加し、学校生活への心構
えを持つことができる。
・もてる力を発揮して、一生懸命取り組むことが
できる。
・災害時の知識を学び、安全に気を付けて避難す
ることができる。
・安全で楽しい旅行にするためのルールやマナー
を学ぶことができる。
・体育大会の日程やねらいを知り、関心を高め意
欲的に取り組むことができる。
・生徒会活動の意義を知り、選挙への参加、投票
をすることができる。
・性に対する正しい知識を学習し、今後の生活に
役立てる。
・将来の生活の場について考えることができる。
・学習状況やキャリア形成の見通しと振り返りを
行い、主体的に学びに向かう力を育む。

令和８年度 高等部　２年（　Ⅱ課程 A類型　）特別活動　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

1/35 2学年 28 名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

・服装容儀を整え式に参加し、学校生活への心構
えを持つことができる。
・生徒会について知り、皆と協力して活動するこ
とができる。
・自分自身の健康状態への理解を深めることがで
きる。
・必要な物を選定し購入することができる。
・災害時の知識を学び、安全に気を付けて、避難
することができる。
・夏休みの過ごし方を確認できる。
・性に対する正しい知識を学習し、今後の生活に
役立てる。
・学習状況やキャリア形成の年間の見通しを持た
せ、主体的に学びに向かう力を育む。

・始業式・終業式

・生徒総会

・身体測定

・買い物学習
（校外学習）
・火災訓練
・夏休みの過ごし方
について
・性教育
・キャリアパスポー
ト

・始業式、終業式に積極的に参加する。
・生徒会の仕事を理解し、生徒会の一員であるこ
とを確認する。
・身体測定等の結果を受け、自己の生活習慣を見
直す。
・避難する際に気を付ける点について考える。
・必要な物を現金で購入する体験を通し、社会の
ルールやマナー、公共機関等の利用について学習
する。
・健康管理、自己管理を心がけ、楽しく充実した
夏休みを過ごす心構えをもつ。
・「虹の輪」を使って人と人の距離感を確認す
る。また、健康診断データを元に、自分の健康状
態を確認する。
・基礎資料をもとに年間のキャリアパスポートを
作成する。

12

年間目標

(知及技）様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。
(思判表力）集団や自己の生活、人間関係の課題を見出し、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりする
ことができるようにする。
(学・人）自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、生活及び人間関係をよ
りよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

単元・題材の目標

1
学
期



担当者 教科書／副教材

2学年担当

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

12

○進級の喜びを味わい、新しい環境への心構えをも
つことができる。（始業式）
○身体測定を通して、自分の体の発育に関心を持つ
ことができる。（身体測定）
○新入生と積極的に交流し、仲良く過ごすことがで
きる。（新入生歓迎会）
○生徒会の一員として皆と協力して活動することが
できる。（生徒総会）

○命、平和の尊さについて発表し合うことができ
る。（平和集会）
〇必要な物を選定し購入することができる。
○災害時における身の守り方を知り、安全に、迅速
に避難するこができる。（火災避難訓練）
○１学期頑張ったことを振り返り、2学期に向けての
心構えをもつことができる。（終業式）
○性に対する正しい知識を学習し、今後の生活に役
立てる。

○始業式

○身体測定

○新入生歓迎会

○生徒総会

○平和集会

〇買い物学習（校外学
習）

○施設見学

○火災避難訓練

○終業式

○性教育

○キャリアパスポート

○校歌斉唱、校長あいさつ、学級担任
紹介。
○身長、体重、視力等の測定。生活習
慣の見直し。
○新入生との交流（入場、歓迎の挨
拶、レク）。
○生徒会役員・活動紹介。生徒会行事
について。

○平和パネル展の見学、図書資料・視
聴覚機器での視聴、講話参加。振り返
り。
〇必要な物を現金で購入する体験を通
し社会のルールやマナー、公共機関な
どの利用について学習する。
○火災避難訓練（安全確保、避難時の
留意点）。校長講話、事後学習。
○校歌斉唱、校長あいさつ、１学期の
思い出発表、夏休みの過ごし方。
○「虹の輪」を使って人と人の距離感
を確認する。また、健康診断データを
元に、自分の健康状態を確認する。

年間目標

（知及技）多様な他者と協働する様々な集団活動を通して意義を理解し、行動の仕方を身につける。
（思判表力）集団や自己の生活、人間関係の課題を解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定すること
ができる。
（学・人）・自主的、実践的な集団活動を通して主体的に集団や社会に参加し、生活および人間関係をよりよく形成す
るともに、人間としての在り方生き方について深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

単元・題材の目標

1
学
期

令和８年度 高等部　２年（　　Ⅱ課程  B類型　）特別活動　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

1単位/35時間 ２学年　生徒  ６  名

留意点
引継ぎ等

２
学
期

３
学
期

14

○２学期を迎え、規則正しく学校生活を送るため
の、心構えをもつことができる。（始業式）
○運動に親しみ、団結して最後まで仲間と取り組む
ことができる。（運動会）
○災害時における身の守り方を知り、安全に、迅速
に避難するこができる。（地震、津波避難訓練）
○出場する競技に、精一杯取り組むことができる。
（特体連体育大会）
○集団生活での自身の役割を果たし、普段と異なる
自然や文化を仲間と共に楽しむことができる。（修
学旅行）
○選挙の仕組みを知り、投票することができる。
（生徒会役員選挙）
○体験を通して公共でのマナーやルールを学び、将
来の生活の場について考えることができる。（施設
見学）
○2学期頑張ったことを振り返り、3学期に向けての
心構えをもつことができる。（終業式）
○性に対する正しい知識を学習し、今後の生活に役
立てる。

○始業式

○校内陸上大会

○地震、津波避難訓練

○特体連体育大会（校外
学習）

○買い物学習（校外学
習）

○修学旅行

○生徒会役員選挙

○施設見学（校外学習）

○終業式

○性教育

○キャリアパスポート

○校歌斉唱、校長あいさつ、2学期を迎
えての決意の言葉。
○入場行進、開会式、競技、閉会式。
○避難訓練（安全確保、避難時の留意
点）、校長講話、事後指導。
○特体連体育大会競技への参加、応
援。
○必要な物を現金で購入する体験を通
し社会のルール、マナーを学習する。
○事前学習、集団行動、係活動、見
学・体験、公共施設利用のルールとマ
ナーを学ぶ。
○立ち合い演説会（立候補者・推薦
人）、投票、開票、開票結果発表。
○施設について調べ、公共機関を利用
し見学する。
○校歌斉唱、校長あいさつ、２学期の
思い出発表、冬休みの過ごし方。
○プライベートゾーンについて考え
る。

9

○３学期を迎え、規則正しく学校生活を送るため
の、心構えをもつことができる。（始業式）
○学習の成果を披露し、協力して販売ができる。
（みさき市）
○先輩方の卒業を祝い、卒業への自覚を高める。
（３年生を送る会）
○卒業の喜びを共に味わい、式に参加し、場に相応
しい礼儀正しさで祝うことができる。（卒業式）
○１年間の頑張ったことを振り返り、新年度に向け
た心構えをもつことができる。（修了式）

○始業式

○特体連駅伝大会（校外
学習）

○買い物学習（校外学
習）

○３年生を送る会

○キャリアパスポート

○卒業式

○修了式

○校歌斉唱、校長先生の挨拶、新年を
迎えての決意の言葉。
○美咲の生徒や他校の生徒を応援す
る。
○必要な物を現金で購入する体験を通
し社会のルール、マナーを学習する。
○卒業生を送る言葉、プレゼント贈
呈、祝いのダンス。
○校歌斉唱、送辞・答辞、卒業の歌。

○校歌斉唱、校長あいさつ、３学期の
思い出発表、春休みの過ごし方。



担当者 教科書／副教材

3学年担当

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

〇入学式・終業式
〇入学式、終業式の実施。

〇身体測定
〇身体測定、内科検診、胸部レントゲ
ン、心電図検査の実施。

○ホームルーム活動
〇生徒総会

○ホームルーム内の役割分担やルール
作り。
〇生徒総会の運営と実施。

〇キャリアパスポート
〇基礎資料をもとに年間のキャリアパ
スポートを作成する。

〇火災避難訓練 〇火災避難訓練の実施。

〇始業式・終業式 〇始業式、終業式の実施。

〇地震津波避難訓練
〇地震津波避難訓練の実施。

〇キャリアパスポート
〇基礎資料をもとにキャリアパスポー
トを作成する。

〇体育祭
○特体連体育大会

〇体育祭の実施。
○特体連体育大会への参加。

○性教育 ○世界エイズデーについて学習する。

〇学校間交流
〇学校紹介のビデオレター作成やプレ
ゼントの交換を通して交流を実施。

〇始業式・卒業式・
修了式

〇始業式、卒業式、修了式の実施。

〇キャリアパスポート
〇基礎資料をもとにキャリアパスポー
トを作成し、一年間を振り返る。

〇生徒会役員選挙 〇生徒会役員選挙の実施。

〇校外学習の計画と実施。

〇特体連駅伝大会(校
外学習）

○成果を活かしたり、応援するなど、
個々の立場で積極的に参加する。公共
交通機関（路線バス）を使う機会をも
つ。

〇3年生を送る会 〇3年生を送る会の実施。

留意点
引継ぎ等

〇地域の仲間と関わることを通して、自己を見つめ
互いの理解を深める。

〇支えてくれた後輩や先生方へ感謝の気持ちを込め
て、生徒同士協力して活動する。

２
学
期

〇体験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感
を深める。

○一生懸命練習してきた成果を活かしたり、出場選
手を応援することができる

３
学
期

14

9

〇体験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感
を深める。

〇災害についての理解を深めて、実践的な対応力を
高める。

〇健全な発達や健康維持を目指す。

〇これまでの学習状況やキャリア形成の振り返りと
進級後の見通しを持ち、主体的に学びに向かう力を
育む。

〇選挙について学び、自分で候補者を選んで投票す
る。

〇公共でのマナーやルールを学ぶ。

年間目標

(知及技)様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付けるように
する。

(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見出し、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決
定したりすることができるようにする。

(学・人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、生活及び
人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己実現を図ろうとす
る態度を養う。

単元・題材の目標

〇体験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感
を深める。

〇健全な発達や健康の維持を目指す。

〇生徒同士協力して学校生活の充実と後方に向けて
も意識を持つ。

〇防災についての理解を深めて、実践的な対応力を
高める。

1
学
期

12

〇学習状況やキャリア形成の年間の見通しを持た
せ、主体的に学びに向かう力を育む。

○性に関し手正しい知識を学習し、俊樹を深めるこ
とができる。

〇学習状況やキャリア形成の見通しと振り返りを行
い、主体的に学びに向かう力を育む。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思・判・表)思考・判断・表現　　     (主学)主体的に学習に取り組む態度

令和８年度   高等学部　３年（　　Ⅱ課程  A類型　）特別活動　年間指導計画

単位数
／配当時

数
生徒

１／35

3年1組　5名
3年2組　5名
3年3組　5名
3年4組　6名



担当者 教科書／副教材

3学年担当

学
期

時
数 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

〇始業式、終業式

〇身体測定・内科検診

○ホームルーム活動
〇生徒総会
○新入生歓迎会
〇キャリアパスポート

〇火災避難訓練

〇進級の喜びを感じ、これからの生活への意欲を
持つ。

〇身体測定等の結果より、自己の生活習慣の見直
し、及び自分の健康に関心を持つ。

○ホームルーム内の役割分担やルール作り。
〇生徒会の一員としての役割を持ち、活動する。

〇基礎資料をもとに年間のキャリアパスポートを
作成する。

〇避難する際の注意点の確認と実践、及び安全な
行動様式を身につける。

２
学
期

14

〇始業式、終業式

〇地震津波避難訓練

〇学校間交流

〇体育祭
○特体連体育大会（校外）

〇性教育

〇キャリアパスポート

〇校外学習

〇学期ごとの具体的な目標を持って生活する。

〇避難する際の注意点の確認と実践、及び安全な
行動様式を身につける。

〇学校紹介のビデオレター作成やプレゼントの交
換をする。

〇大会の各種目への参加。自分の目標に向かっ
て、努力する力を身につける。

〇世界エイズデーについての学習する。

〇基礎資料をもとにキャリアパスポートを作成す
る。

〇公共の場での行動の仕方を身につける。

３
学
期

9

〇始業式

〇生徒会役員選挙

〇特体連駅伝大会(校外学
習）

〇キャリアパスポート

〇卒業式

〇始業式への参加。その場にふさわしい行動がで
きるようにする。

〇生徒会役員選挙を通して、選挙の意義や具体的
な仕組みを体験し、選挙人としての自覚を持つ。
○成果を活かしたり、応援するなど、個々の立場
で積極的に参加する。公共交通機関を使う機会を
もつ。
〇基礎資料をもとにキャリアパスポートを作成
し、一年間を振り返る。

〇１２年間の成長を実感し、社会への希望を持
つ。

〇ホームルーム活動

〇３学年集会

〇学級活動やルールなどについての話し合う。

○キャリアパスポートを活用し、教師と一緒に目
標設定や振り返りを行う。

〇最終学年の生徒として自覚を持って行動する。

〇儀式への参加を通して学校生活を送るための心構えを確認するこ
とができる。

〇選挙について学び、自分で候補者を選んで投票することができ
る。

○一生懸命練習してきた成果を活かしたり、出場選手を応援するこ
とができる

〇これまでの学習状況やキャリア形成の振り返りと進級後の見通し
を持ち、主体的に学びに向かう力を育む。

〇儀式への参加を通して高校生活を振り返り、社会人としての心構
えを確認する。

留意点
引継ぎ等

〇学級活動で自分の意見や意志を示し、他者の意見を聞くことがで
きる。

○毎学期の始めと終わりに、学期の目標を立てたり、振り返ったり
することができる。

〇最終学年であることを確認（自覚）することができる。

通年を通して
行う

年間目標

(知及技)多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の
仕方を身に付けることができる。

(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見い出し、解決するために話し合って合意形成を図ったり、意思
決定したりすることができる。

(学･人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会に主体的に参画し、生活や人間
関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己実現を図ろうとする態
度をとることができる。

単元・題材の目標

〇儀式への参加を通して新しい環境への心構えを確認することがで
きる。

〇健全な発達や健康の維持について関心をもつことができる。

〇生徒会の一員として、皆と協力して活動することができる。

〇学習状況やキャリア形成の年間の見通しを持たせ、主体的に学び
に向かう力を育む。

〇災害時の知識を学び、安全に気を付けて、避難することができ
る。

〇儀式への参加を通して学校生活を送るための心構えを確認するこ
とができる。

〇災害時の知識を学び、安全に気を付けて、避難することができ
る。

〇地域の仲間と関わることを通して、自己を見つめ互いの理解を深
めることができる。

〇健全な発達や健康維持を目指すことができる。

〇性に対する正しい知識を学習し、知識を深めることができる。

〇学習状況やキャリア形成の年間の見通しを持たせ、主体的に学び
に向かう力を育む。

〇公共でのマナーやルールを学ぶことができる。

　目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
　評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

令和８年度  高等部３年（　Ⅱ課程  B類型　）特別活動　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒

1/35 3年6組5名　3年7組4名


